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1. 概要
NAS のアクセス

方法 説明 要件
Web ブラウザー 次の情報があれば、同じネットワーク上の

どのコンピューターからでも  NAS にアク
セスすることができます。

• NAS 名 (たとえば、http://
example123/) または IP アドレス

• 正しいユーザーアカウントのログオ
ン資格情報

詳細は、ブラウザーを使用して  NAS にア
クセスをご覧ください。

• NAS と同じネットワークに接続され
ているコンピューター

• Web ブラウザー

Qfinder Pro Qfinder Pro は、特定のネットワーク上に
ある QNAP NAS デバイスを見つけ、アク
セスできるようにするデスクトップユー
ティリティです。このユーティリティは、
Windows、macOS、Linux、Chrome OS
をサポートします。
詳細は、Qfinder Pro を使用して  NAS にア
クセスをご覧ください。

• NAS と同じネットワークに接続され
ているコンピューター

• Web ブラウザー

• Qfinder Pro

Qmanager Qmanager は、管理者が同じネットワーク
上の NAS デバイスを管理、監視できるよ
うにするモバイルアプリケーションです。
Qmanager は Apple App Store や Google
Play Store からダウンロードできます。
詳細は、Qmanager を使用して  NAS にア
クセスをご覧ください。

• NAS と同じネットワークに接続され
ているモバイルデバイス

• Qmanager

エクスプローラー
(Windows)

NAS 共有フォルダーをネットワークドラ
イブとしてマップすることで 、エクスプロ
ーラーからファイルに簡単にアクセスで
きます。
共有フォルダーのマッピングに関する詳
細は、Windows コンピューターで共有フ
ォルダーをマップするをご覧ください。

• NAS と同じネットワークに接続され
ている Windows コンピューター

• Qfinder Pro

Finder (macOS) NAS 共有フォルダーをネットワークドラ
イブとしてマウントすることで 、Finder か
らファイルに簡単にアクセスできます。
共有フォルダーのマウントに関する詳細
は、Mac コンピューターで共有フォルダ
ーをマウントするをご覧ください。

• NAS と同じネットワークに接続され
ている Mac コンピューター

• Qfinder Pro

ブラウザーを使用して  NAS にアクセス
1. お使いのコンピューターが NAS と同じネットワークに接続されていることを確認します。

2. コンピューター上の Web ブラウザーを開きます。

3. アドレスバーに NAS の IP アドレスを入力します。
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ヒント
NAS の IP アドレスを知らない場合は、Qfinder Pro を使って探すことができます。
詳細は、Qfinder Pro を使用して  NAS にアクセスをご覧ください。

QTS のログイン画面が表示されます。

4. ユーザー名とパスワードを指定します。

5.［ログイン］をクリックします。
QTS デスクトップが表示されます。

Qfinder Pro を使用して  NAS にアクセス
1. NAS と同じネットワークに接続されているコンピューターに  Qfinder Pro をインストールします。 

ヒント
Qfinder Pro をダウンロードするには https://www.qnap.com/en/utilities に進んでください。

2. Qfinder Pro を開きます。 
Qfinder Pro はネットワーク上のすべての QNAP NAS デバイスを自動的に検索します。

3. 一覧の中から NAS を探し、その名前か IP アドレスをダブルクリックします 。 
既定の Web ブラウザーで QTS ログイン画面が開きます。

4. ユーザー名とパスワードを指定します。

5.［ログイン］をクリックします。 
QTS デスクトップが表示されます。

Qmanager を使用して  NAS にアクセス
1. Qmanager を Android や iOS デバイスにインストールします。 

ヒント
Qmanager をダウンロードするには Apple App Store や Google Play Store にアクセスします。

2. Qmanager を開きます。

3.［NAS を追加］をタップします。 
Qmanager はネットワーク上のすべての QNAP NAS デバイスを自動的に検索します。

4. 一覧の中から NAS を探し、その名前か IP アドレスをタップします。

5. ユーザー名とパスワードを指定します。

6. 任意: お使いのモバイルデバイスと  NAS が同じサブネットに接続されていない場合は 、次のアクション
のいずれかを実施してください 。 

アクション 手順
NAS を手動で追加 a.［手動で NAS を追加］をタップします。

b. 以下の情報を指定します。

• NAS のホスト名または IP アドレス

• Admin アカウントのパスワード

c.［保存］をタップします。

QTS ユーザーガイド
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アクション 手順
QID を使ったサインイン a.［サインイン QID］をタップします。

b. 以下の情報を指定します。

• QNAP アカウントを作る際に使用した電子メールアドレ
ス

• QNAP アカウントのパスワード

c.［サインイン］をタップします。

d. 一覧の中から NAS を探し、その名前か IP アドレスをタップし
ます。

2段階認証
2 段階検証は、ユーザーアカウントのセキュリティを高めます。この機能を有効にすると、ユーザーはログ
イン時にアカウントの資格情報に加えて 6 桁のセキュリテイコードを入力するよう求められます。

2 段階検証を使用するには、お使いのモバイルデバイスに認証アプリケーションをインストールする必要が
あります。そのアプリケーションは、時刻ベースのワンタイムパスワード  (TOTP) を用いた検証サービスを
導入していなければなりません 。QTS は Google Authenticator (Android、iOS、BlackBerry) と Authenticator
(Windows Phone) をサポートします。

2 段階認証を有効にする
1. お使いのモバイルデバイスに認証機能アプ池をインストールします。 

QTS は次のアプリケーションをサポートします。

• Google Authenticator：Android、iOS、BlackBerry

• Authenticator：Windows Phone

2. NAS とモバイルデバイスのシステム時刻が同期していることを確認してください 。 

ヒント
QNAP ではお使いの NAS が協定世界時 (UTC) 標準に従うよう、NTP サーバーに接続すること
をお勧めします。

3. QTS で、［オプション］ > ［2 段階認証］に進みます。

4.［使用開始］をクリックします。 
［2 段階認証］ウィンドウが開きます。

5. お使いの携帯電話で認証機能アプリケーションを開きます。

6. QR コードをスキャンするかまたは［2 段階認証］ウィンドウに表示されるセキュリテイキーを指定し
てアプリケーションを設定します。

7.［2 段階認証］ウィンドウで［次へ］をクリックします。 
［2 段階認証設定の確認］画面が表示されます。

8. 認証アプリケーションで生成されたセキュリテイコードを指定します。

9. モバイルデバイスが利用できない場合に使う、代替検証方法を選択します 

QTS ユーザーガイド

概要   9



方法 手順
セキュリテイ質問に答えます。 オプションの中から 1 つを選ぶか、自分用のセキュリテイ質問を

入力します。
セキュリティコードがメールされま
す。

a.［コントロールパネル］ > ［通知センター］ > ［サービスアカ
ウントとデバイスペアリング］ > ［電子メール］に進みます。

b. SMTP サーバーが正しく設定されていることを確認します。

10.［完了］をクリックします。

2 ステップ検証で QTS にログインする
1. ユーザー名とパスワードを指定します。

2. モバイルデバイスにインストールされた認証アプリケーションで生成されたセキュリテイコードを指
定します。

3. 任意: モバイルデバイスにアクセスアクセスできない場合は、［別の方法で検証する］をクリックしま
す。

4. セキュリテイ質問への答えを指定します。

5.［ログイン］をクリックします。

2 ステップ検証を無効にする

状況 ユーザー操作 手順
ユーザーはアカウントからロ
ックアウトされています。

管理者は 2 段階認証をコント
ロールパネルから無効にでき
ます。

1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ユ
ーザー］に進みます。

2. ロックアウトされたユーザーを確認し、
 をクリックします。

3. 2 ステップ検証を非選択にします。

4.［OK］をクリックします。
管理者の一人がロックアウト
され、他の管理者はそのアカ
ウントにアクセスできませ
ん。

管理者は工場出荷時設定に戻
す必要があります。

NAS 背面にある［RESET］ボタンを 3 秒間
押します。
これで NAS はデフォルトの管理者パスワー
ドとネットワーク設定に戻ります。

警告
［RESET］ボタンを 10 秒間押すと
すべての設定がリセットされ、
NAS のデータがすべて削除され
ます。

QTSについて
QTS は Linux ベースのオペレーティングシステムで 、ファイル管理、仮想化、監視、マルチメディア、その
他の目的用のアプリケーションが動作します。最適化されたカーネルと多彩なサービスがシステムリソース
を効率的に管理し、アプリケーションをサポートし、データを保護します。QTS は NAS の機能性を拡張し、
性能を向上させる組み込みのユーティリティも備えています。

QTS ユーザーガイド
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マルチウィンドウ、マルチタスキングのユーザーインターフェイスで NAS、ユーザーアカウント、データ、
アプリケーションを管理できます。QTS はファイルを簡単に保存し、共有できる組み込み機能を独自に提供
します。QTS は、NAS をカスタマイズしたりユーザーワークフローを改善するさまざまなオプションを提供
する App Center にもリンクします。

QTS のナビゲーション

タスクバー

番号 要素 実行可能なユーザーアクション
1 デスクトップの表示 ボタンをクリックして開いているウィンドウすべてを最小化また

は復元します。
2 メインメニュー デスクトップの左側にある［メインメニュー］パネルを開くボタン

をクリックします。
3 検索 • 設定やアプリケーション、ヘルプを見つけるためにキーワード

を入力します。

• 検索結果にある項目をクリックし、アプリケーション、システ
ムユーティリティ、または［ヘルプセンター］ウィンドウを開
きます。
アプリケーションがインストールされていない場合、QTS は
［App Center］ウィンドウの対応するダウンロードスクリーン
を開きます。

4 ボリュームコントロール

注
この機能は特定のハー
ドウェア仕様を満たす
モデルでのみ利用でき
ます。

ボタンを押して以下のものを表示します。

• メディアボリューム：スライダーサムをクリックし、ドラッグ
することで、組み込みスピーカーあるいはラインアウトジャッ
クを使用するアプリケーションからの音量を調整します。

• HD Station

• Music Station

• OceanKTV

• オーディオアラート音量：スライダーサムをクリックし、ドラ
ッグすることで、システムオーディオアラートの音量を調整し
ます。

QTS ユーザーガイド
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番号 要素 実行可能なユーザーアクション
5 バックグラウンドタスク • ボタンの上にマウスポインターを置くと、実行中のバックグラ

ウンドタスクの数が表示されます。バックグラウンドタスク
の例としてはファイルバックアップやマルチメディア変換な
どがあります。

• ボタンを押すと、それぞれのバックグラウンドタスクについて
の詳細が表示されます。

• タスク名

• タスクの説明

• 進行状況 (完了の割合)

•  をクリックするとタスクが停止します。
6 外部デバイス • ボタンの上にマウスポインターを置くと、NAS 上の USB およ

び SATA ポートに接続されている外部ストレージデバイスと
プリンターの数が表示されます。

• ボタンを押すと、接続されたそれぞれのデバイスに関する詳細
が表示されます。

• 表示されたデバイスをクリックすると、File Station が開き、
デバイスの内容が表示されます。

7 イベント通知 • ボタンの上にマウスポインターを置くと、最近のエラー、ワー
ニング、通知が表示されます。

• ボタンをクリックすると、それぞれのイベントに関する詳細が
表示されます。

• イベントタイプ

• 説明

• タイムスタンプ

• インスタンス数

• リストのエントリーをクリックすると、関連するユーティリテ
ィまたはアプリケーションの画面が表示されます。
ワーニングやエラーログエントリーをクリックすると、［シス
テムログ］ウィンドウが開きます。

•［詳細情報>>］をクリックし、［システムログ］ウィンドウを開
きます。

•［すべてクリア］をクリックして、全リストエントリーを削除
します。

ヒント
通知センターを使用して通知規則を作成できます。
詳細は、システム通知ルールをご覧ください。

8 オプション プロファイル用写真をクリックし、［オプション］画面を開きます。
詳細は、オプションをご覧ください。
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番号 要素 実行可能なユーザーアクション
9 [USER_NAME] ボタンをクリックし、最後のログイン時刻と以下のメニュー項目を

表示します。

• オプション：［オプション］ウィンドウが開きます
詳細は、オプションをご覧ください。

• スリープ：NAS の電源を入ったままで、電力消費量を大きく
低減します
この機能は特定のハードウェア仕様を満たすモデルでのみ利
用できます。

• 再起動：NAS を再起動します

• シャットダウン：QTS をシャットダウンし、NAS の電源を切
ります

ヒント
NAS の電源は以下の方法でもオフにできます。

• 電源ボタンを 1.5 秒間押し続けます。

• Qfinder Pro を開き、［ツール］ > ［デバイスを
シャットダウン］に進みます。

• Qmanager を開き、［メニュー］ > ［システム
ツール］ > ［システム］に進みます。［シャッ
トダウン］をタップします。

• ログアウト：現在のセッションからユーザーをログアウトしま
す
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番号 要素 実行可能なユーザーアクション
10 その他 ボタンを押して以下のメニュー項目を表示します。

• ヘルプ：クイックスタートガイド 、仮想化ガイド、ヘルプセン
ター、オンラインチュートリアルページへのリンクが表示され
ます。

• 言語：サポートされている言語の一覧が開き、オペレーティン
グシステムの言語を変更できます。

• デスクトップの初期設定：ディスプレイモードの一覧が開き 、
お使いのデバイスタイプに応じて QTS デスクトップの表示モ
ード設定が選択できます。

• ヘルプ依頼：ヘルプデスクウィンドウが開きます

• データとプライバシー：［QNAP プライバシーポリシー］ペー
ジを開きます

• バージョン情報：以下の情報が表示されます。

• オペレーティングシステム

• ハードウェアモデル

• オペレーティングシステムバージョン

• インストールされているドライブの数

• 空きドライブベイの数

• システムボリューム名

• 使用中のディスク領域

• 利用可能なディスク領域
11 ダッシュボード ボタンを押してダッシュボードを表示します 。

詳細は、ダッシュボードをご覧ください。

オプション
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番号 タブ 実行可能なユーザーアクション
1 プロファイル • 以下のオプション情報を入力します。

• プロファイル用写真

• 電子メールアドレス

• 電話番号

•［表示］をクリックし、［システム接続ログ］画面を表示しま
す。

•［ログイン画面を編集］をクリックし、［コントロールパネ
ル］ウィンドウの［ログイン画面］設定画面を開きます。

•［適用］をクリックして、変更を保存します。
2 壁紙 • 組み込みオプションからまたは写真をアップロードして壁

紙を選択します。

•［適用］をクリックして、変更を保存します。
3 2段階認証 ［使用開始］をクリックして、設定ウィザードを開きます。詳細

は、2 段階認証を有効にするをご覧ください。
4 パスワードの変更 • 以下の情報を指定します。

• 古いパスワード

• 新しいパスワード：最大 64 文字でパスワードを入力し
ます。QNAP では少なくとも 6 文字のパスワードを推
奨します。

•［適用］をクリックして、変更を保存します。
5 電子メールアカウント • ファイル共有に使うためのメールアカウントの追加、編集、

削除を行います。

•［適用］をクリックして、変更を保存します。
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番号 タブ 実行可能なユーザーアクション
6 その他 • 次の設定を必要に応じて有効にします。

• アイドル時間経過後の自動ログアウト：自動的にログア
ウトされるまでの非動作時間を指定します。

• QTS を離れるときの警告：有効化された場合、QTS は
ユーザーがデスクトップから抜けようとした際  (戻る
ボタンをクリックするかブラウザーを閉じる) に確認
を求めます。QNAP はこの設定を有効にすることをお
勧めします。

• NAS に再びログオンするときにウィンドウを再び開
く：有効にすると、現在のデスクトップ設定 (すべての
開いたウィンドウを含む) は次のセッションまで保持
されます。

• デスクトップ切り替えボタンを表示する：有効にする
と、QTS はデスクトップ切り替えボタン <> をデスク
トップの左と右側に表示します。

• デスクトップにリンクバーを表示：有効にすると、QTS
はデスクトップの下側にリンクバーを表示します。

• 選択後、メインメニューは開いたままに：有効にする
と、QTS はメインメニューを開いた後にメインメニュ
ーをデスクトップにピン留めします。

• 外部ストレージデバイス検出時にアクション一覧を表
示：有効にすると、QTS は USB または SATA ポートに
外部ストレージデバイスが插入された時に［自動再生］
ダイアログボックスを表示します 。

•［適用］をクリックして、変更を保存します。
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ダッシュボード

ダッシュボードはデスクトップの右下隅に開きます。

ヒント
セクションをデスクトップのどこにでもクリックしてドラッグできます 。

番号 セクション 表示される情報 ユーザー操作
1 システムステータス • NAS 名

• 稼働時間 (日、時間、分、秒)

• 正常性

見出しをクリックして［システム
情報］画面を［システムステータ
ス］ウィンドウ内で開きます。
ディスクが原因の問題が発生した
場合は、見出しをクリックして［ス
トレージ＆スナップショット］ウ
ィンドウを開きます。

2 ハードウェア情報 • システム温度

• CSU ファン速度

• システムファン速度

• システムファン速度

見出しをクリックして［ハードウ
ェア情報］画面を［システムステ
ータス］ウィンドウ内で開きます。
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番号 セクション 表示される情報 ユーザー操作
3 リソースモニター • CPU 利用率

• メモリ使用率

• ネットワークアップロードお
よびダウンロードの速度/率

見出しをクリックして［概要］画
面を［リソースモニター］ウィン
ドウ内で開きます。

4 ディスクの正常性 • インストールされているディ
スクの数

• インストールされているディ
スクの正常性

• 見出しをクリックして［ディス
クの正常性］画面を［ストレー
ジ＆スナップショット］ウィン
ドウ内で開きます。

•  をクリックしてディスクと
NAS の情報を切り替えます。

• ディスク名をクリックしてイ
ンストールされているそれぞ
れのディスクに対する次の情
報を表示します。

• 容量/サイズ

• 温度

• 正常性

•［詳細］をクリックして［概要］
画面を［ストレージ＆スナップ
ショット］ウィンドウ内で開き
ます。

5 ストレージ 各ボリュームに対し：

• ステータス

• 使用中の領域

• 利用可能な領域

• フォルダーサイズ

各ストレージプールに対し：

• ステータス

• 使用中の領域

• 利用可能な領域

• ボリュームサイズ

• 見出しをクリックして［ストレ
ージリソース］画面を［リソー
スモニター］ウィンドウ内で開
きます。

• をクリックしてボリューム
とストレージプールの情報を
切り替えます。

6 オンラインユーザー • ユーザー名

• セッション期間

• IP アドレス

見出しをクリックして［オンライ
ンユーザー］画面を［システムロ
グ］ウィンドウ内で開きます。
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番号 セクション 表示される情報 ユーザー操作
7 スケジュールタスク • タスクタイプ

• タスク概要

• タスク名

• タイムスタンプ

• ステータス

フィルターを使用し、指定期間内
に実行されたタスクを表示させま
す。

8 ニュース QNAP からの告知へのリンク 見出しをクリックすると、QNAP
Web サイトの関連ページが開きま
す。

メインメニュー

番号 セクション 説明 可能なユーザーアクション
1 NAS 情報 NAS 名とモデル番号を表示します。 該当なし

QTS ユーザーガイド

概要   19



番号 セクション 説明 可能なユーザーアクション
2 システム NAS の管理を可能にするシステムユ

ーティリティおよびその他のプログラ
ムの一覧を表示します。
以下は既定のシステムユーティリティ
です。

• コントロールパネル

• ストレージとスナップショット

• ユーザー

• ネットワークと仮想スイッチ

• myQNAPcloud

• リソースモニター

• App Center

• ヘルプセンター

• Qboost

• HybridDesk Station

注
このアプリケーションは特
定のハードウェア仕様を満
たすモデルでのみ利用でき
ます。

• システムユーティリティまたは
QTS デスクトップ内のアプリケ
ーションを開きます

• メインアイテムをクリックし
ます。

• メニューアイテムを右クリッ
クし、「開く」を選択します。

• 新しいブラウザタブ内のアプリケ
ーションを開きます (特定のアプ
リのみ)。

• メニューアイテムを右クリッ
クし、「新しいブラウザタブで
開く」を選択します。

• デスクトップにショートカットを
作成する

• メニューアイテムを右クリッ
クし、ショートカットを作成
を選択します。

• メニューアイテムをクリック
し、デスクトップにドラッグ
します。

3 アプリケーション QNAP またはサードパーティ開発者
により開発されたアプリケーションの
一覧を表示します。
アプリケーションがインストールされ
ると、それは自動的にアプリケーショ
ンリストに追加されます。
以下は既定のアプリケーションです。

• Backup Station

• File Station

• ヘルプデスク

• ライセンスセンター
通知センター

• QTS SSL 証明書
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デスクトップ

# エレメント 説明 可能なユーザーアクション
1 壁紙 これは QTS デスクトップの背景として

使われるデジタル画像です。
ユーザーは提供の壁紙からひとつを選
ぶか、画像をアップロードできます。

オプションウィンドウ内で壁紙を変え
ます。

2 ショートカットア
イコン

これはアプリやユーティリティを開き
ます。
アプリケーションをインストールする
場合、QTS は自動的にデスクトップ上に
ショートカットを作成します。以下は
既定のショートカットです。

• コントロールパネル

• File Station

• ストレージとスナップショット

• App Center

• ヘルプセンター

• アイコンをクリックし、アプリケー
ションウィンドウを開きます。

• アイコンを右クリックして 、次のい
ずれかを選択します：

• 開く:アプリケーションウィン
ドウが開きます

• 削除:デスクトップからアイコ
ンを削除します

• アイコンをクリックし、別のデスク
トップにドラッグします。

3 デスクトップ このエリアにはオープンシステムユー
ティリティとアプリケーションが含ま
れます。デスクトップは 3 つの異なる
画面からなります。

< または > をクリックして別のデスク
トップに移動します。
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# エレメント 説明 可能なユーザーアクション
4 Qboost これは、メモリ消費量の管理と監視がで

きます。
•  または  をクリックしてメモ

リステータスを表示し、Qboost パネ
ルを開きます。

•  または  をクリックしてメモ
リステータスを非表示にし、Qboost
パネルを閉じます。

5 ごみ箱 これは、現在アクティブなユーザーがご
み箱に移動したファイルの一覧を表示
します。
次のアプリケーションでユーザーは、フ
ァイルを永続的に削除するか、ごみ箱に
ファイルを移すかのいずれかを選びま
す。

• File Station

• Music Station

• Photo Station

• Video Station

•  をクリックし、ごみ箱画面を File
Station ウィンドウ内に開きます。

• を右クリックして、次のいずれか
を選択します。

• 開く:ごみ箱画面を File Station
ウィンドウ内に開きます。

• すべて空にする：ごみ箱内のフ
ァイルを永続的に削除します

• 設定：ネットワークごみ箱画面
をコントロールパネルウィンド
ウ内に開きます。

6 日時 これはユーザーがオペレーティングシ
ステムのインストール時に設定した日
付と時刻を表示します。

該当なし

7 リンクバー これは、myQNAPcloud、ユーティリテ
ィとアプリのダウンロードページ、フィ
ードバックチャネル、ヘルプデスクへの
ショートカットリンクを表示します。

次のボタンのいずれかをクリックしま
す。

• ：myQNAPcloud ウェブサイトを
別のブラウザタブで開きます

• ：モバイルアプリケーションとユ
ーティリティ用のダウンロードペー
ジを開きます

•
：QNAP Wiki、QNAP フォーラ

ム、カスタマーサービスポータルへ
のリンクを提供します

• ：ヘルプデスクユーティリティ
が開きます

8 通知 これはユーザーに対し、ユーザーのアク
ションが必要かもしれない重要なシス
テムイベントについての通知をします。
通知はデスクトップの右下隅に表示さ
れます。

この通知をクリックすると、対応するユ
ーティリティやアプリが開きます。
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Qboost

Qboost はメモリ消費を監視し、管理できるようにするシステムユーティリティです 。これは次の情報を提供
します。

# セクション 説明 ユーザー操作
1 空き • 未割り当てメモリは

現在使用されていな
いもので、有用な情報
を含んでいません。

• 総メモリに対する割
合とバイト数で表示
されます。

［最適化］をクリックしてバッファメモ
リ (ブロックレベル) およびキャッシュ
メモリ (ファイルレベル) をクリアしま
す。

2 ジャンクファイル • 不要なシステムファ
イルとごみ箱中のフ
ァイル

• 不要であっても自動
的には削除されない
ため、これはディスク
領域とメモリを消費
します。

• ファイルを指定して永続的に削除
するには、［クリア］をクリックし
ます。
デフォルトでは、［クリア］をクリ
ックすると、オペレーティングシス
テムやアプリケーションが特定の
タスクを実行中に作成したファイ
ルなどの不要なシステムファイル
だけが削除されます。

• 他のタイプのファイルを削除する
よう選択するには  をクリック
します。
現在のアクティブユーザーによっ
てごみ箱に移動されたファイルを
含めるには、［ごみ箱を空にする］
を選択します。

3 メモリ使用率上位 5 アプリ メモリをもっとも消費し
ている上位 5 つのアプリ
ケーションとサービス

コントロールパネルまたは App Center
のいずれかから有効、無効にできるす
べてのアプリケーションとサービスを
表示するには をクリックします。
詳細は、アプリケーション管理をご覧
ください。
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アプリケーション管理

アプリケーション管理は次の情報を表示します。

項目 説明
アプリケーション アプリケーション名を表示
CPU 使用率 処理能力の消費割合を表示
メモリ 消費しているメモリ量を表示
CPU タイム アプリケーション要求の処理に費やされた CPU 時間を表示
ステータス 次のステータスのいずれかを選択します。

• 常に有効

• 常に無効

• 予約
アクション 可能なアクションのアイコンを表示

次のアクションを実行できます。

目的 アクション
アプリケーションまたはサービス
の有効化と無効化。

•  をクリックしてステータスを［常に有効］に変えます。

•  をクリックしてステータスを［常に無効］に変えます。
アプリケーションまたはサービス
を有効、無効にするためにスケジ
ュールを作成します。

警告
スケジュールを設定する
と、アプリケーションはタ
スクの中間に停止させら
れます。

1. をクリックしてスケジューリング画面を開きます。

2.［スケジュールを有効にする］を選びます。
カレンダーが有効化されます。既定ではすべての日および時間が
有効になります。

3. アプリケーションまたはサービスが有効化、無効化する時間を選択
します。
時間は次の色やパターンの 1 つで塗られます。

• 青色：アプリケーションまたはサービスが有効です。

• グレー：アプリケーションまたはサービスが無効です。

• ストライプ：NAS はスリープまたはシャットダウンがスケジ
ュールされています。

4. オプション：特定の時刻にアプリを有効化したい場合、アプリケー
ションが有効化または無効化される時間とその後に分を指定しま
す。
例：0.5 時間後にだけアプリケーションを有効化するには、30 を入
力します。

5. 次のアクションのいずれかを実行します。

•［適用］をクリックします。選択したアプリケーションまたは
サービスにスケジュールを適用します。

•［自動適用］を選択します。すべてのアプリケーションとサー
ビスにスケジュールを適用します。
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目的 アクション
スケジュールを削除します。 をクリックしてスケジュールを削除し、アプリケーションまたはサ

ービスを無効にします。
アプリケーションを削除します。  をクリックします。

この機能は App Center にあるアプリケーションにのみ適用されます。

使用の手引き
1. 利用可能なストレージ領域をどのように結合あるいは分割するかを計画します。 

詳細は、ボリューム構成をご覧ください。

2. 任意: ストレージプールを作成します。 
複数のボリュームを作成するには、少なくとも 1 つのストレージプールを作成する必要があります。詳
細は、ストレージプールの作成をご覧ください。

3. ボリュームを作成します。 
NAS にファイルを保存するには、少なくとも 1 つのボリュームを作成する必要があります。詳細は、
ボリューム作成をご覧ください。

4. ユーザーアカウントを作成します。
QNAP はユーザーアカウントを NAS にアクセスする必要のある方全員のユーザーアカウントを作成す
ることをお勧めします。詳細は、ローカルユーザーの作成をご覧ください。

5. 任意: ユーザーグループを作成します。
ユーザーグループを利用するとユーザーアカウントの管理が容易になります。詳細は、ユーザーグルー
プの作成をご覧ください。

6. 任意: 共有フォルダーを作成します。 
QTS は 4 つのデフォルト共有フォルダーを作成します。詳細は、共有フォルダーをご覧ください。

7. 共有フォルダーの権限を編集します。 
権限によって共有フォルダー内のファイルを表示および変更できる人を制限できます。詳細は、共有フ
ォルダーの権限をご覧ください。

8. 共有フォルダーをコンピューターのネットワークドライブとしてマップします 。 
詳細は、共有フォルダーのアクセスをご覧ください。

9. ファイルの保存と管理を行います。 
詳細は、File Station をご覧ください。
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2. ストレージ＆スナップショット

QTS フレキシブルボリュームアーキテクチャ

QTS フレキシブルボリュームアーキテクチャ

オブジェクト 説明 詳細
ディスク データの保存と取り出しを行う

物理デバイス。
QTS は、SDD キャッシュおよびストレージ領域 (静的
ボリュームとトレージプール ) に使用できるディスク
の種類を制限しています。詳細は、ディスクの種類を
ご覧ください。

RAID グループ 1 つの論理ディスクにまとめら
れた 1 つ以上のディスクのグル
ープ。RAID グループには通常、
同じタイプと同じ容量のディス
クが含まれます。

データは RAID グループ内のディスクに分散されま
す。それぞれの RAID タイプは、信頼性、性能、容量
の点で異なる組み合わせとなります。
詳細は、RAID をご覧ください。

ストレージプー
ル

1 つ以上の RAID グループから
なるストレージ領域のプール。

ストレージプールは異なるタイプと異なる容量のディ
スクを含む RAID グループに集約できます。ストレー
ジプールは、ストレージ領域の管理が容易で、スナッ
プショットなどの機能が可能になります。

ボリューム NAS 上の領域を分割し、管理す
るために使用されるストレージ
領域の部分。

ボリュームは、ストレージプール領域を分割するか、
RAID グループの領域を使用して作成できます 。QTS
は、性能と柔軟性の組み合わせが異なる 3 つのボリュ
ームタイプを提供します。

重要
NAS がデータを保存し始める前に少なく
とも 1 つのボリュームを作成する必要が
あります。
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オブジェクト 説明 詳細
iSCSI LUN (論
理ユニット番
号)

iSCSI プロトコルを使用して他
の NAS デバイス、サーバー、デ
スクトップコンピューターによ
って使用されるストレージ領域
の部分。

QTS は 2 つの LUN タイプを提供します。

• ブロックベース LUN：ストレージプールから作成
されます。ファイルシステムがなく、iSCSI ホスト
にリンクしなければならない点以外はボリューム
に似ています。

• ファイルベース LUN：ボリューム上に作成します。
これは ISO イメージファイルに似ています。

共有フォルダー ファイルの保存と共有に使うフ
ォルダー。

共有フォルダーはボリューム上に作成されます。QTS
自動的に既定の共有フォルダーを作成します。より多
くの共有フォルダーを作ることができ、それぞれに権
限を設定できます。

グローバル設定

グローバル設定にアクセスするには、ストレージ＆スナップショットウィンドウ内で  をクリックしま
す。

ストレージのグローバル設定

設定 説明
RAID 再同期優先度 次の RAID 動作の最低速度を指定します。

• リビルド

• 移行

• スクラビング

• 同期

次の優先度のひとつを選択してください。

• サービス優先:QTS は NAS のストレージ性能を維持するため順序に
RAID 動作を低速にします。

• 既定：QTS は RAID 動作をデフォルト速度にします。

• 再同期優先：QTS は RAID 動作を高速にします。RAID 動作中にユーザ
ーは NAS ストレージの性能が低下していることに気づくかもしれませ
ん。

重要
この設定は NAS を使用中の時の RAID 動作だけに影響し
ます。NAS がアイドル時には、すべての RAID 動作が最高
速で動作します。

RAID スクラビングのスケジ
ュール

この機能を有効にして定期的にスキャンをかけ、RAID 5 と RAID 6 グループ
上の不良セクターを修復します。詳細は、RAID スクラビングのスケジュー
ル実行をご覧ください。
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設定 説明
自動再利用と SSD トリムの
スケジュール

この機能を有効にしてすべてのシンボリュームと  SSD 上で次の動作を定期
的に実行します。

• 自動再利用：QTS は、シンボリュームからファイルが削除された場合
に、未使用ストレージ領域を親ストレージプールに戻します。

• SSD トリム：QTS は、ガベージコレクションを実行する際にどのデー
タブロックが安全に消去できるかを SSD ファームウェアに教えます。
これにより、SSD の書き込み性能と寿命を保全できるようになります。

既定では、この動作は毎日午前 2 時にスケジュールされています。RAID 0、
RAID 1 、または RAID 10 グループの場合は  SSD トリムはソリッドステー
トドライブでしか動作しません。

ヒント
この機能は、次のストレージ項目をひとつ以上持っている
場合に有効にしてください。

• シンボリューム

• 次のタイプの SSD RAID グループシングル 、RAID 0、
RAID 1、RAID 10

注
シン LUN 上の領域を再利用するには、再利用を iSCSI クラ
イアント上で実行する必要があります。

ディスク健康状態グローバル設定

設定 説明
予測 S.M.A.R.T. 移行をアク
ティベートする

ディスクの正常性を定期的に監視するにはこの機能を有効にします。ディ
スクに S.M.A.R.T. エラーが検出された場合、QTS は警告を表示し、障害の
あるディスクからスペアディスクにデータの移行を開始します 。移行が終
了すると、正常なディスクが障害のあるディスクにとって代わります 。
このプロセスは、ディスク障害が起きてから RAID のフルリビルドを手動で
始めるよりも安全です。

S.M.A.R.T. ポーリング時間 QTS がディスクの S.M.A.R.T. エラーをチェックする頻度を分単位で指定し
ます。

ディスク温度のアラーム ディスクの温度を監視するにはこの機能を有効にします。QTS はディスク
の温度が指定しきい値以上になった場合に警告を表示します。ハードディ
スクドライブとソリッドステートドライブとに別々のしきい値を設定でき
ます。
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設定 説明
TLER/ERC タイマー 全ディスクの最大応答時間を秒単位で指定するには、この機能を有効にしま

す。
ディスクが読み取りまたは書き込みエラーとなった場合、ディスクのファー
ムウェアがそのエラーを訂正する試みを行っている間は無応答となります。
QTS はこの無応答をディスク障害と認識します。この機能を有効にする
と、QTS が障害があることを記録してから  RAID グループのリビルドを開始
する前に、読み取りまたは書き込みエラーから回復するのに十分な時間が与
えられます。

ヒント

• この設定は通常、ERC (Error recovery control、エラー
回復制御)、期限付きエラー回復 (TLER) または CCTL
(Command completion time limit) として知られていま
す。

• この機能を無効にすると、QTS はディスク製造メーカ
ーが指定するデフォルトの TLER/ERC 設定を使用しま
す。

スナップショットのグローバル設定

設定 説明
スマートなスナップショット
領域管理

利用可能なストレージ領域 (保証されたスナップショット領域に加えて空き
ストレージプール領域) が 32GB 未満になった場合、もっとも古いスナップ
ショットを自動的に削除するようにこの機能を有効化します。もっとも最
近のスナップショットまたは［このスナップショットを永続的に保持する］
設定で作成したスナップショットを除外するよう選択することも可能です。

重要
QTS が 32GB の空きスナップショット領域を作ることが
できない場合、新しいスナップショットは作られなくなり
ます。

File Station の管理者用スナ
ップショットディレクトリを
有効化する

この機能を有効にすると、利用可能なスナップショットを File Station 上の
1 つのフォルダーにまとめられます。スナップショットから他の共有フォ
ルダーに直接コピーしてファイルとフォルダーを復元できます 。

スナップショットディレクト
リ (@Recently-Snapshot) を
共有フォルダールートで表示
する

この機能を有効にして、各共有フォルダーのルートレベルにある、すべての
共有フォルダーのスナップショットを含む読み取り専用フォルダー  
@Recently-Snapshot を表示します。ファイルとフォルダーを  
@Recently-Snapshot から他のフォルダーにコピーして復元することが
できます。

スナップショットの数が最大
値に達した場合

ボリューム、LUN または NAS がスナップショットの最大数に達した後、デ
フォルトの QTS 動作を指定します。次の動作のいずれか 1 つを選択してく
ださい。

• 新しいものを作る際にはもっとも古いスナップショットを上書き。

• スナップショット取得の停止。

スナップショットの最大数は NAS モデルによって変わります。
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設定 説明
新しいすべてのスナップショ
ットに対してタイムゾーン
GMT+0 を使用する

この機能を有効にすると、新しいスナップショットのファイル名に  GMT+0
タイムゾーンを使用します 。このファイル命名規則は、異なるタイムゾーン
にある NAS デバイスからのスナップショットを運用している場合は特に 、
スナップショットの管理を簡単にします。
この設定は新しいスナップショットにのみ適用されます。既存のスナップ
ショットの名前は変わりません。

スナップショットマネージャ
ー内で非表示ファイルを表示

この機能を有効にすると、スナップショットマネージャーで非表示ファイル
が表示されます。この設定は File Station スナップショットディレクトリ内
のファイルには適用されません。

Windows の [以前のバージョ
ン] 機能を有効にする

有効になっている場合、Windows ユーザーは Windows 内の以前のバージョ
ン機能を使用して、スナップショットからファイルを表示、復元ができま
す。フォルダーのプロパティを変更することで個々のフォルダーに対して
この機能を無効にすることができます。

ストレージ
QTS は、ファイルの管理、保存、共有を容易にする柔軟性の高いボリュームアーキテクチャを採用していま
す。

ディスク
ディスクの種類
QTS は、SDD キャッシュ、ストレージプール、静的ボリュームの作成に使用できるディスクの種類を制限
しています。

重要
QTS 4.4 にアップグレードした後も 、PCIe M.2 および PCIe フォームファクター SSD 上
に構成された既存のストレージプールと静的ボリュームは影響を受けません 。

ディスクの種類 取り付け方法 SSD キャッシュ ストレージプール/静的ボ
リューム

SATA/SAS/NL-SAS 3.5
インチ HDD

NAS ドライブベイ 未対応 対応

SATA/SAS 2.5 インチ
HDD

NAS ドライブベイ 未対応 対応

SATA/SAS 2.5 インチ
SSD

NAS ドライブベイ 対応 対応

PCIe NVMe M.2 SSD QM2 カード 対応 対応
PCIe NVMe M.2 SSD サードパーティ製 M.2 -

PCIe アダプターカード
対応 未対応

SATA M.2 SSD QM2 カード 対応 対応
SATA M.2 SSD NAS 内部 M.2 スロット 対応 対応
PCIe フォームファクタ
ー SSD

PCIe スロット 対応 未対応

ディスク管理
ディスクの管理は［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ディス
ク/VJBOD］で行えます。
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ディスクのステータス情報

ステータス 色 説明
キャッシュ このディスクは SSD キャッシュとして使用されています 。

データ このディスクはデータを含み、静的ボリュームまたはストレージプールの一部
です。

スペア このディスクはホットスペアとして設定されています 。詳細は、RAID 予備デ
ィスクをご覧ください。

空き このディスクは使用されていません 。

なし このドライブベイにはディスクがありません 。

警告 QTS が S.M.A.R.T. エラーを検出しました。完全な S.M.A.R.T. テストとディ
スクスキャンを実行してください。

エラー QTS が I/O エラーを検出しました。すぐにディスクを交換してください 。

ディスクのアクション

ディスク/VJBOD 画面上のディスクを選択すると、そのステータスと一般的なハードウェア詳細を表示する
ことができます。

アクション 説明
ディスク情報 ディスク製造者、モデル、シリアル番号、ディスク容量、バスタイプ、ファ

ームウェアバージョン、ATA バージョン、ATA 標準を含むディスクの詳細
を表示します。

ディスクの正常性 ディスクの S.M.A.R.T. 情報を表示します。詳細は、ディスクの健全性情報
をご覧ください。

QTS ユーザーガイド

ストレージ＆スナップショット   31



アクション 説明
すぐスキャンする 不良ブロックがないかディスクをスキャンします。

ヒント
ディスクのステータスが警告やエラーに変わった場合はス
キャンを実行してください。QTS が不良ブロックを検出
しない場合は、そのステータスは準備完了に戻ります。

不良ブロックの数を表示するには、「ディスクの正常性」 > 「要約」をご覧
ください。

位置表示 ドライブが NAS あるいは拡張ユニットのどこにあるかがわかるよう、ドラ
イブの LED が点滅します。

取り外し ディスクをその RAID グループから外します。グループは次のいずれかの
種類でなければなりません。RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10

エンクロージャスペアとして
設定する

ディスクを同じ筐体 (NAS あるいは拡張ユニット) 内の全 RAID グループ用
のグローバルホットスペアとして割り当てます 。詳細は、グローバルホット
スペアの設定をご覧ください。

スペア無効化 ディスクをグローバルホットスペアとして割り当てなくします 。
新規ボリューム 新しいボリュームの作成詳細は、ボリューム作成をご覧ください。
安全消去 ディスク上のデータを永続的に消去します。詳細は、安全消去をご覧くださ

い。
RAID グループ RAID グループを選択してその  RAID タイプ、容量、メンバーディスクを表

示します。

ディスクの健全性情報

タブ 説明 アクション
要約 S.M.A.R.T. ディスク情報の概要と最新のデ

ィスクスキャンと S.M.A.R.T. テストの結果
を表示します。

アクションなし

SSD 機能リスト サポートされるすべての SSD ATA 機能を
表示します。

アクションなし

SMART 情報 S.M.A.R.T. ディスク情報とサポートされる
属性を表示します。

アクションなし

テスト S.M.A.R.T. ディスクの自己診断を実行しま
す。

次のオプションのいずれかを選択
します。

• 簡易テスト：ディスクの電気的
および機械的特性、およびディ
スク表面のごく一部をテスト
します。このテストは約 1 分
間かかります。

• 完全テスト：ディスクの電気的
および機械的特性、およびディ
スク表面全体をテストします。
このテストの所要時間はスト
レージ環境によって変わりま
す。
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タブ 説明 アクション
設定 ディスクの設定は個別に、あるいは複数の

ディスクに対し一度に適用できます。
次の設定をします。

• 温度アラームを有効にする：
QTS はディスクの温度が指定
しきい値以上になった場合に
警告を表示します。

• S.M.A.R.T.テストスケジュー
ル：迅速テストと完全
S.M.A.R.T.ディスクテストを
定期的に実行するようスケジ
ュールします。結果は概要ス
クリーンに表示されます。

ヒント
これらの設定は、現在のデ
ィスク、あるいは全ディス
ク、現在のディスクと同じ
種類 (HDD または SSD)
のディスクに対して適用
できます。

ディスク性能テスト
QTS はお客様のディスクの順次読み込みとランダム読み込みの速度をテストできます 。

重要

• このテストの結果はテスト対象の NAS に対するものです。

• 正確な結果を得るには、テスト実行中にはリソースを多く使用するアプリケーションを
使用しないでください。

ディスク性能のテスト

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ディスク/VJBOD］に進みます。

2.［性能テスト］をクリックします。 
［性能テスト］画面が現れます。

3. 1 つあるいは複数のディスクを選択します。

4.［性能テスト］をクリックした後、テスト種別を選択します。 

テスト種別 説明 テスト結果形式
順次読み込み 順次読み取り速度をテストします。 MB/秒
IOPS 読み取り ランダム読み取り速度をテストします。 IOPS

確認メッセージが表示されます。

5.［OK］をクリックします。

6. 任意: 全ディスクに対する週次の順次読み取りテストをスケジュールします。 週次テストは毎週月曜
日の午前 6 時半に実行されます。
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a.［週次テスト］をクリックします。

b.［OK］をクリックします。

QTS がテストを実行し、その結果を［性能テスト］画面に表示します。IOPS 読み取りテストの詳細結果を
見るには、ディスクを 1 つ以上選択してから［結果］ > ［IOPS 読み取り結果］を選択します。

安全消去
安全消去はディスク上の全データを永続的に削除し、データが復旧できないようにします。SSD 上で安全消
去を使用すると、ディスクの性能が元の出荷時状態に戻ります。

安全にディスクを消去する

重要
安全消去の実行中にはディスクの取り外しや  NAS の電源断を行わないでください。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ディスク/VJBOD］に進みます。

2. 空きディスクを選択します。

3.［アクション］ > ［安全消去］を選択します。 
［安全消去］ウィンドウが開きます。

4. 任意: 消去する追加ディスクを選択します。

5.［次へ］をクリックします。

6. 消去モードを選択します。 

モード 説明
完了 QTS はディスク上の全ブロックに  0 または 1 を上書きします。このモード

はもっとも安全ですが、終了までに時間がかかります。
次の消去設定を設定するには［カスタマイズ］を選択します。

• ラウンドの数：QTS はディスク上の全ブロックに指定回数上書きしま
す。

• 上書きをする内容：全ブロックに 0、1、または 0 と 1 のランダムな混
合を上書きします。

SSD QTS はソリッドステートドライブ (SSD) 安全消去 ATA コマンドを発行し
ます。次に SSD ファームウェアが全データを消去し、ディスクをその元々
の工場設定性能に戻します。

重要
この機能は特定の SSD モデルでのみご利用いただけま
す。

高速 QTS はディスク上のパーティションおよび  RAID 設定データに 0 を上書き
します。このモードはもっとも早く終わりますが、他のモードより安全性は
下がります。

7.［次へ］をクリックします。

8. 管理者のパスワードを入力します。

9.［適用］をクリックします。
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QTS がディスクの消去を開始します。［バックグラウンドタスク］で進行状況を見ることができます。

ボリューム
ボリュームは、ストレージプールまたは RAID グループから作成されるストレージ領域です。ボリュームは
NAS ストレージ領域を分割し、管理するするために使われます。

ヒント

• QTS は、3 つのタイプのボリュームを作成できます。詳細については、シックボリュ
ーム、シンボリューム、静的ボリュームをご覧ください。

• ストレージ領域を整理する場合は、1 つの大型ボリュームか複数の小さいボリュームの
いずれも作成できます。詳細については、ボリューム構成をご覧ください。

ボリュームタイプ
シックボリューム、シンボリューム、静的ボリューム

 ボリュームタイプ
手動設定 シック シン

要約 読み書き性能は総じて最
高ですが、高度な機能の
大半がサポートされませ
ん。

性能と柔軟性のバランス
がよい

ストレージ領域をより効
率的に割り当て可能

読み取り/書き込み速度 ランダム書き込みではも
っとも速い

良好 良好

柔軟性 柔軟性に欠ける
ボリュームを拡張するに
は NAS に追加ドライブ
を入れる方法のみ。

柔軟性がある
ボリュームのサイズ変更
は容易にできます。

柔軟性は非常に高い
ボリュームのサイズ変更
は可能です。未使用領域
は回収され、親ストレー
ジプールに戻されます。

親ストレージ領域 RAID グループ ストレージプール ストレージプール
親ストレージ領域内で許
されるボリューム

1 1 つ以上 1 つ以上

初期サイズ 親 RAID グループのサイ
ズ

ユーザー指定 ゼロ
ストレージプール領域は
随時割り当てられ、デー
タはボリュームに書かれ
ます。これはシンプロビ
ジョニングと呼ばれま
す。

最大サイズ 親 RAID グループのサイ
ズ

親 ストレージプールのサ
イズ

親ストレージプールの空
き領域量の 12 倍
シンボリュームのサイズ
は親ストレージのサイズ
を超えることができま
す。これはオーバーアロ
ケーションと呼ばれま
す。

データ削除の影響 領域はボリューム内で空
きとなる

領域はボリューム内で空
きとなる

QTS はその領域回収し、
親ストレージプールに戻
します。
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 ボリュームタイプ
手動設定 シック シン

ストレージ領域追加の方
法

• NAS にディスクを追
加する

• 既存のディスクをよ
り大容量のディスク
に交換する

親ストレージプールから
さらに領域を割り当てる

親ストレージプールから
さらに領域を割り当てる

スナップショットのサポ
ート (高速バックアップ
と復元)

未対応 対応 対応

Qtier (自動的なデータ階
層化) のサポート

未対応 対応 対応

レガシーボリューム

レガシーボリュームは、QTS がストレージプールをもつようになる前の、QTS 3.x かそれ以前で作られるボ
リュームです。NAS は次の状況の時にレガシーボリュームをもちます。

• ボリュームは QTS 3.x かそれ以前が動作している  NAS 上に作られ、次にその NAS は QTS 4.0 かそれ
以降にアップデートされています 。

• ボリュームは QTS 3.x かそれ以前が動作している  NAS 上に作られ、次にそのディスクは QTS 4.0 かそ
れ以降が動作している別の  NAS に移動したボリュームが含みます。

レガシーボリュームをデータストレージとして使用することは可能ですが 、その動作と状況は他のボリュー
ムタイプとは一致しないものになります。また、そのボリュームはスナップショットなど最新の  QTS がもつ
機能を使用することはできません。

ヒント
QNAP はレガシーボリュームをより新しいボリュームに交換することをお勧めします 。レ
ガシーボリュームを交換するには、全データをバックアップし、新しいシックボリューム、
シンボリューム、または静的ボリュームを作成してからデータを新しいボリュームに復元
します。

システムボリューム

システムボリュームは、QTS がログやメタデータ、サムネイルなどのシステムデータの保存に使用する通常
のスタティックボリュームまたはシックボリュームです。デフォルトでは、アプリケーションはシステムボ
リュームにインストールされます。システムボリュームがない場合は、NAS がインストールされたばかりか
またはシステムボリュームが削除されたためで、QTS は作られる次のスタティックボリュームまたはシック
ボリュームをシステムボリュームとして割り当てます 。

重要
QNAP はシステムボリュームとして少なくとも  10GB で作成することをお勧めします。
これは、システムボリューム領域が不足してエラーが発生するのを防ぐためです 。
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ボリューム構成
ボリュームは NAS ストレージ領域をいくつかのエリアに分けたものです。大きなボリュームを 1 つ、ある
いは小さなボリュームを複数作ることが可能です。それぞれのボリュームには、ファイルを保存して共有す
るために使用される 1 つまたは複数の共有フォルダーが含まれます。

設定 長所 説明
単一ボリューム
例：

• ボリューム 1

• 共有フォルダー 1

• 共有フォルダー 2

• 共有フォルダー 3

• 共有フォルダー 4

シンプルさ ボリュームは素早く容易に作れます。初期の設
定後は、ボリュームサイズの変更や新しいボリュ
ームの作成について心配する必要ありません。

速度 単一静的ボリュームはストレージプールが不要
なためにより高速です。

QTS ユーザーガイド

ストレージ＆スナップショット   37



設定 長所 説明
複数ボリューム
例：

• ボリューム 1

• 共有フォルダー 1

• ボリューム 2

• 共有フォルダー 2

• ボリューム 3

• 共有フォルダー 3

• 共有フォルダー 4

ストレージ領域制限 各ボリュームは個別のコンテナのように機能し
ます。ユーザーまたはアプリがボリュームに大
量のファイルを書き込む場合、指定されたボリュ
ームだけに入ります。その他のボリュームは影
響を受けません。

複数スナップショットス
ケジュール

スナップショットは不意の削除や変更からファ
イルを保護します。スナップショットの生成に
は時間、メモリリソース、ストレージ領域が必要
になります。
QTS は個別のボリュームに対してスナップショ
ットををとります。複数ボリュームを使用する
際には、異なるファイルタイプに対し異なるスナ
ップショットスケジュールにすることができま
す。たとえば、重要な文書を含むボリュームのス
ナップショットは一時間ごと、写真と動画を含む
ボリュームのスナップショットは一週間ごとに
とることができます。

高速なファイルシステム
修復

停電後など特定の状況においては、QTS ボリュー
ムのファイルシステムにエラーが起きる場合が
あります。QTS はボリュームをスキャンして自
動的にエラーを修復しますが、この処理には時間
を要します。所要時間はボリュームサイズによ
って変わります。スキャニング処理中は、ボリュ
ーム上のファイルにはアクセスできません 。

ボリューム構成例

ユーザーは、文書、メディア、バックアップなどさまざまな内容を保存するために  NAS デバイスを購入され
ます。

次の表は、単一の大容量ボリュームを作るのと小さなボリュームを複数作ることの長所と短所について比較
したものです。

要件 ユーザーの目標 単一ボリューム 複数ボリューム
シンプルさ ファイルの保存 ユーザーはスナップショットを利

用したい場合に 1 つの大容量シン
ボリュームを作成し、そうでない場
合は 1 つの大容量静的ボリューム
を作成します。次にユーザーはそ
のボリューム上に文書、動画、バッ
クアップ用に 3 つの共有フォルダ
ーを作成します。

ユーザーは文書、動画、
バックアップ用に 3 つの
異なるボリュームを作成
します。ユーザーは各ボ
リュームに割り当てる初
期領域をどれくらいにす
るかを決めなければなり
ません。

速度 ビデオとオーディオの
ファイルを編集

ユーザーは NAS 上に 1 つの大容量
単一静的ボリュームを作成します。
ファイルは別の NAS または外部デ
ィスクに毎日バックアップされま
す。

ユーザーは動画ファイル
を保存するために 1 つの
シックボリュームを作成
します。ランダム書き込
み性能は単一静的ボリュ
ームより若干低下しま
す。
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要件 ユーザーの目標 単一ボリューム 複数ボリューム
ストレージ領域の
コンテナ化

多数の動画ファイルを
NAS にコピー

ユーザーは動画ファイルを動画用
共有フォルダーにコピーします。
ただし、動画フォルダーにたくさん
のデータを置いていることに注意
を払う必要があります。あまり多
くのファイルをコピーすると 、ボリ
ュームがいっぱいになってしまい
ます。

ユーザーは動画ファイル
を動画用ボリュームにコ
ピーします。ボリューム
がフルになると、ボリュ
ームサイズが増やされま
す。

複数スナップショ
ットスケジュール

スナップショットによ
る文書ファイルの保護

ユーザーは単一ボリュームに対し
毎日スナップショットの作成をス
ケジュールします。スナップショ
ットは文書ファイルに加えられる
すべての変更を記録します。ただ
し、スナップショットは動画とバッ
クアップファイルに対する変更も
記録するため、リソースとストレー
ジ領域の無駄になります。

ユーザーは文書ボリュー
ムだけに対し毎日スナッ
プショットの作成をスケ
ジュールします。

ファイルシステム
の修復

ファイルシステムエラ
ーの修正

QTS は単一ボリューム全体をスキ
ャンするため、長い時間を要しま
す。スキャニング処理中はボリュ
ームにはアクセスできず、NAS 全体
が使えなくなります。

QTS はエラーのあったボ
リュームだけをスキャン
します。各ボリュームは
小さいため、スキャニン
グは比較的速く終わりま
す。ユーザーはスキャン
中も他のボリュームのフ
ァイルにアクセスできま
す。

ボリューム作成
単一静的ボリュームの作成

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. 次のアクションのいずれかを実行します。
NAS の状態 アクション

ボリュームまたはストレージプールが
ありません

「新規ボリューム」をクリックします。

ひとつまたは複数のボリュームまたは
ストレージプール

「作成」 > 「新規ボリューム」をクリックします。

ボリューム作成ウィザードウィンドウが開きます。

3.［静的ボリューム］を選択します。

4.「次へ」 をクリックします。

5. 任意: 拡張ユニットひとつをエンクロージャーユニットリストから選びます。

重要

• 複数の拡張ユニットからディスクを選択することはできません 。
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• 拡張ユニットが NAS から切り離されると、ストレージプールは再接続されるまでアクセス
できなくなります。

6. ひとつあるいは複数のディスクを選択します。

7. RAID タイプを選択します。
QTS は利用可能なすべての RAID タイプを表示し、もっとも最適化される RAID タイプを自動的に選択
します。

ディスクの数 サポートされる RAID タイプ 既定の RAID タイプ
1 シングル シングル
2 JBOD、RAID 0、RAID 1 RAID 1
3 JBOD、RAID 0、RAID 5 RAID 5
4 JBOD、RAID 0、RAID 5、RAID 6、RAID 10

重要
RAID 10 は、偶数個のディスクを必要とし
ます

RAID 5

5 JBOD、RAID 0、RAID 5、RAID 6 RAID 6
6 以上 JBOD、RAID 0、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50 RAID 6
8 以上 JBOD、RAID 0、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、

RAID 60
RAID 6

ヒント
この技術についてよくご存知でなければ、既定の RAID タイプをご利用ください。
詳細は、RAID タイプをご覧ください。

8. 任意: この RAID グループ用のホットスペアとして使用するディスクを選択します 。
指定のホットスペアは、RAID グループ内の故障したディスクを自動的に交換します 。
詳細は、RAID 予備ディスクをご覧ください。

9. 任意: RAID 50 または RAID 60 サブグループの数を選択します 。
選択されたディスクは、RAID 5 または 6 グループの指定の数に均等に分割されます。

• サブグループの数が多いほど 、RAID のリビルドは速くなり、ディスク障害の耐性が高まり、ディ
スクがすべて SSD であれば性能も向上します。

• サブグループの数が少ないと 、ストレージ容量は増え、すべてのディスクが  HDD であれば性能が
向上します。

警告
RAID グループが不均一に分割されている場合 、余分の領域は利用できなくなります。たとえ
ば、10 個のディスクがディスク  3 台、3 台、4 台という 3 つのサブグループに分割されている
と、ストレージ容量は 9 ディスクだけになります。

10.「次へ」 をクリックします。

11. 任意: そのボリュームにエイリアスを指定します。
エイリアスは次のグループの中から  1～64 文字を含みます。

• 英文字:A～Z、a～z

• 数字:0～9

• 特殊文字:ハイフン 「-」とアンダースコア 「_」
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12. 任意: SSD オーバー プロビジョニングを設定します。
オーバー プロビジョニングは RAID グループ内の各ディスク上の  SSD ストレージ領域の一定割合を
確保し、書き込み性能を改善し、ディスクの寿命を延ばします。QTS が RAID グループを作成した後、
オーバー プロビジョニングに確保された領域の量を減らすことができます。

ヒント
ご利用の SSD に対するオーバー プロビジョニング量の最適値を決めるには、App Center から

「SSD プロファイリングツール」アプリをダウンロードして実行してください 。

13. アイノード別バイト数を指定します。
アイノード別バイト数は最大ボリュームサイズと 、ボリュームが保存できるファイルとフォルダの数を
決定します。アイノード別バイト数を増やすと 、最大ボリュームサイズが増えますが、ファイルとフォ
ルダの最大数は減ります。

14. 任意: 詳細な設定を行います。

設定 説明 ユーザー操作
アラートしきい値: QTS は、ボリューム

の使用済ボリューム
領域の割合が指定の
しきい値以上になっ
た時に警告通知を発
します。

値を指定します。

暗号化 QTS はボリューム
上の全データを
256-bit AES で暗号
化します。

• 英数字および特殊文字の組み合わせで 8～32 文字の暗号化
パスワードを指定します。スペースは使用できません。

•「暗号化キーの保存」を選択し、暗号化キーのローカルコピ
ーを NAS に保存します。これにより、QTS は NAS の起動
時に暗号化されたボリュームを自動的にアンロックし、マウ
ントします。暗号化キーが保存されない場合、NAS が再起
動するたびに暗号化パスワードを指定しなければなりませ
ん。

警告

• 暗号キーを NAS に保存することは、不正な人物がその NAS
に物理的にアクセスできた場合に不正なデータアクセスが
行われてしまう結果となります。

• 暗号化パスワードを忘れた場合は、そのボリュームはアクセ
ス不能になり、全データが失われます。

SSD キャッシュで
パフォーマンスを強
化

QTS はこのボリュ
ームからのデータを
SSD キャッシュに
追加し、読み込み・
書き込み性能を向上
させます。

アクションなし

ボリュームの共有フ
ォルダを作成

QTS はボリューム
が準備完了であれば
共有フォルダを自動
的に作成します。新
しいフォルダには
NAS admin アカウ
ントだけがアクセス
できます。

• フォルダー名を指定してください 。

•「このフォルダをスナップショット共有フォルダとして作
成」を選択します。

スナップショット共有フォルダはスナップショットの作成と復
元を高速化します。
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15.「次へ」 をクリックします。

16.「終了」をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

警告
「OK」をクリックすると選択したディスクのデータがすべて削除されます 。

QTS は、ボリュームを作成して初期化した後 、必要に応じて共有フォルダを作成します。

シック複数ボリュームまたはシン複数ボリュームの作成

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. 次のアクションのいずれかを実行します。

NASの状態 アクション
ボリュームまたはストレージプールがありません 「新規ボリューム」をクリックします。
ひとつまたは複数のボリュームまたはストレージプ
ール

「作成」 > 「新規ボリューム」をクリックします。

ボリューム作成ウィザードウィンドウが開きます。

3. ボリュームタイプを選択します。

• シックボリューム

• シンボリューム

詳細は、ボリュームをご覧ください。

4. ストレージプールを選択します。 
既存のストレージプールをひとつ選ぶかまたは新しいストレージプールを直ちに作ることができます。

5. 任意: 新しいストレージプールを作成します。

a.
をクリックします。 

ストレージプールの作成ウィザードウィンドウが開きます。

b.「次へ」 をクリックします。

c. 任意: 拡張ユニットひとつをエンクロージャーユニットリストから選びます。

重要

• 複数の拡張ユニットからディスクを選択することはできません 。

• 拡張ユニットが NAS から切り離されると、ストレージプールは再接続されるまでアクセス
できなくなります。

d. ひとつあるいは複数のディスクを選択します。

警告
選択したディスクの全データが削除されます。

e. RAID タイプを選択します。
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QTS は利用可能なすべての RAID タイプを表示し、もっとも最適化される RAID タイプを自動的
に選択します。

ディスクの数 サポートされる RAID タイプ 既定の RAID タイプ
1 シングル シングル
2 JBOD、RAID 0、RAID 1 RAID 1
3 JBOD、RAID 0、RAID 5 RAID 5
4 JBOD、RAID 0、RAID 5、RAID 6、RAID 10 RAID 5
5 JBOD、RAID 0、RAID 5、RAID 6 RAID 6
6 以上 JBOD、RAID 0、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50

注
RAID 10 は、偶数個のディスクを必要とし
ます

RAID 6

8 以上 JBOD、RAID 0、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、
RAID 60

RAID 6

ヒント
この技術についてよくご存知でなければ、既定の RAID タイプをご利用ください。
詳細は、RAID タイプをご覧ください。

f. 任意: この RAID グループ用のホットスペアとして使用するディスクを選択します 。
指定のホットスペアは、RAID グループ内の故障したディスクを自動的に交換します 。
RAID 50 または RAID 60 では、スペアディスクを後で設定する必要があります。すべてのサブグ
ループが同じスペアディスクを共有するよう、グローバルスペアディスクを設定してください 。
詳細は、グローバルホットスペアの設定をご覧ください。

g.「次へ」 をクリックします。

h. 任意: SSD オーバー プロビジョニングを設定します。
オーバー プロビジョニングは RAID グループ内の各ディスク上の  SSD ストレージ領域の一定割
合を確保し、書き込み性能を改善し、ディスクの寿命を延ばします。QTS が RAID グループを作
成した後、オーバー プロビジョニングに確保された領域の量を減らすことができます。

ヒント
ご利用の SSD に対するオーバー プロビジョニング量の最適値を決めるには、App Center から

「SSD プロファイリングツール」アプリをダウンロードして実行してください 。

i. アラートしきい値を設定します。
QTS は、ボリュームの使用済プール領域の割合が指定のしきい値以上になった時に警告通知を発
します。

j.「次へ」 をクリックします。

k. ストレージプール情報を確認します。

l.「作成」をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

警告
「OK」をクリックすると選択したディスクのデータがすべて削除されます 。

m.「OK」をクリックします。
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QTS がストレージプールを作成します。ストレージプールの作成ウィザードウィンドウが閉じるま
す。

6.「次へ」 をクリックします。

7. 任意: そのボリュームにエイリアスを指定します。
エイリアスは次のグループの中から  1～64 文字を含みます。

• 英文字:A～Z、a～z

• 数字:0～9

• 特殊文字:ハイフン 「-」とアンダースコア 「_」

8. ボリュームの容量を指定します。
ボリュームタイプはボリューム容量の最大値を決定します。

ボリュームタイプ 最大サイズ
シック 親ストレージプールの空き領域量
シン 親ストレージプールの空き領域量の 12 倍

シンボリュームにストレージプールの空き領域量よりも大きい値を設定することを  オーバーアロケー
ションと呼びます。

9. アイノード別バイト数を指定します。
アイノード別バイト数は最大ボリュームサイズと 、ボリュームが保存できるファイルとフォルダの数を
決定します。アイノード別バイト数を増やすと 、最大ボリュームサイズが増えますが、ファイルとフォ
ルダの最大数は減ります。

10. 任意: 詳細な設定を行います。

設定 説明 ユーザー操作
アラートしきい値: QTS は、ボリューム

の使用済ボリューム
領域の割合が指定の
しきい値以上になっ
た時に警告通知を発
します。

値を指定します。
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設定 説明 ユーザー操作
暗号化 QTS はボリューム

上の全データを
256-bit AES で暗号
化します。

• 英数字および特殊文字の組み合わせで 8～32 文字の暗号化
パスワードを指定します。スペースは使用できません。

•「暗号化キーの保存」を選択し、暗号化キーのローカルコピ
ーを NAS に保存します。これにより、QTS は NAS の起動
時に暗号化されたボリュームを自動的にアンロックし、マウ
ントします。暗号化キーが保存されない場合、NAS が再起
動するたびに暗号化パスワードを指定しなければなりませ
ん。

警告

• 暗号キーを NAS に保存することは、不正な人物がその NAS
に物理的にアクセスできた場合に不正なデータアクセスが
行われてしまう結果となります。

• 暗号化パスワードを忘れた場合は、そのボリュームはアクセ
ス不能になり、全データが失われます。

SSD キャッシュで
パフォーマンスを強
化

QTS はこのボリュ
ームからのデータを
SSD キャッシュに
追加し、読み込み・
書き込み性能を向上
させます。

 

ボリュームの共有フ
ォルダを作成

QTS はボリューム
が準備完了であれば
共有フォルダを自動
的に作成します。新
しいフォルダには
NAS admin アカウ
ントだけがアクセス
できます。

• フォルダー名を指定してください 。

•「このフォルダをスナップショット共有フォルダとして作
成」を選択します。

スナップショット共有フォルダはスナップショットの作成と復
元を高速化します。

11.「次へ」 をクリックします。

12.「終了」をクリックします。

QTS は、ボリュームを作成して初期化した後 、必要に応じて共有フォルダを作成します。

ボリューム管理
ボリュームの削除

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ボリュームを選択します。 

警告
選択されたボリューム上の全データが削除されます。

3.［管理］をクリックします。

4.［削除］ > ［ボリュームの削除］を選択します。 
［ボリューム削除ウィザード］ウィンドウが開きます。
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5.［適用］をクリックします。

ボリューム領域に関する警告の設定

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］に進みます。

2. ボリュームを選択します。

3.［管理］をクリックします。

4.［アクション］ > ［しきい値の設定］を選択します。

5. ボリューム領域に関する警告を有効または無効にします。

6. 警告のしきい値を指定します。 
QTS は、ボリュームの使用済ボリューム領域の割合が指定のしきい値以上になった時に警告通知を発
します。

7.［適用］をクリックします。

ボリューム拡張
ボリューム拡張は、より多くのデータが保存できるようにボリュームの最大容量を増やします。

シックボリュームまたはシンボリュームのサイズ変更

シックボリュームとシンボリュームの最大サイズは増減が可能です。

操作 詳細
ボリュームの拡張 • この操作はボリュームがオンラインでユーザーがアクセスできる間に実

施します。

• シックボリュームの場合、追加の領域はそのボリュームの親ストレージ
プールから割り当てられます。

ボリュームの縮小 • この動作が完了するまで、ユーザーおよびアプリケーションはボリュー
ムにアクセスできません。

• シックボリュームの場合、開放される領域はそのボリュームの親ストレ
ージプールに戻されます。

ボリュームタイプ 最大容量サイズ
シック 親ストレージプールの空き領域量
シン 親ストレージプールの空き領域量の 12 倍。

重要
シンボリュームにストレージプールの空き領域量よりも大
きい値を設定することを オーバーアロケーションと呼び
ます。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. シックボリュームまたはシンボリュームを選択します。

3.［管理］をクリックします。
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4.［ボリュームのサイズ変更］をクリックします。 
［ボリュームサイズ変更ウィザード］が開きます。

5. そのボリュームに新しい容量を指定します。 
容量の単位はメガバイト (MB)、ギガバイト  (GB)、テラバイト (TB)のいずれかで指定します。

6. 任意: ［最大に設定］をクリックします。 
新しいボリューム容量に利用可能な最大サイズを設定します。このオプションはシックボリュームに
のみ利用できます。

7.［適用］をクリックします。 
ボリュームを縮小している場合 、確認メッセージが表示されます。

8.［OK］をクリックします。 
［ボリュームサイズ変更ウィザード］を閉じます。ボリュームステータスが［拡張中...］または［縮

小中...］に変わります。

拡張が完了すると、そのボリュームのステータスは［準備完了］に戻ります。

ディスクを RAID グループを追加することで静的ボリュームを拡張

静的ボリュームは、1 つまたは複数の追加ディスクを静的ボリュームの  RAID グループに加えることで拡張
することができます。この拡張容量はデータアクセスを止めることなく オンラインで追加できます。

重要

• ディスクを RAID 1 グループに追加すると、グループの  RAID タイプが RAID 5 に変わ
ります。

• RAID 50 または RAID 60 グループを拡張するには、どのサブグループも同じ台数のデ
ィスクで拡張しなければなりません。

1. 以下の事項を確認します。

• 拡張しようとするストレージプールには少なくとも  1 つの次のタイプの RAID グループを含めま
す：RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 50、RAID 60。

• NAS に 1 つ以上の空きディスク含まれている 。空きディスクのそれぞれは  RAID グループ内の
他のディスクと同じタイプ  (HDD または SSD) でなければならず、グループ内でもっとも小さい
ディスクと同じかそれより大きい容量をもつ必要があります。

• 拡張しようとする RAID グループのステータスは［準備完了］です。

2.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

3. 静的ボリュームを選択します。

4.［管理］をクリックします。
［ボリューム管理］ウィンドウが開きます。

5.［拡張］をクリックします。 
［静的ボリュームの拡張ウィザード］ウィンドウが開きます。

6.［新しいディスクを既存の RAID グループに追加する］を選択します。

7. RAID グループを選択します。
グループは次のいずれかの種類でなければなりません 。RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 50、RAID
60。
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8.［次へ］をクリックします。

9. ひとつあるいは複数のディスクを選択します。

警告
選択したディスクの全データが削除されます。

10.［次へ］をクリックします。

11. 任意: SSD オーバー プロビジョニングを設定します。
オーバー プロビジョニングは RAID グループ内の各ディスク上の  SSD ストレージ領域の一定割合を
確保し、書き込み性能を改善し、ディスクの寿命を延ばします。QTS が RAID グループを作成した後、
オーバー プロビジョニングに確保された領域の量を減らすことができます。

ヒント
ご利用の SSD に対するオーバー プロビジョニング量の最適値を決めるには、App Center から

「SSD プロファイリングツール」アプリをダウンロードして実行してください 。

12.［次へ］をクリックします。

13.［拡張］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

14.［OK］をクリックします。

15. 任意: RAID 50 または RAID 60 ボリュームでは、この手順を各サブグループに順に適用します 。

QTS が RAID グループのリビルドを開始します 。RAID のリビルドが完了後はボリュームのストレージ容量
が増えます。

新しい RAID グループを追加することで単一静的ボリュームを拡張する

静的ボリュームのストレージ容量は、新しい　RAID グループを作成してそれをそのボリュームに追加するこ
とで拡張できます。この操作はボリュームがオンラインでユーザーがアクセスできる間に実施します。QTS
は、複数の RAID グループを含むストレージプールにデータをリニアに書き込みます 。これは、それがデー
タを RAID グループに、次の RAID グループへのデータ書き込みの前にそれがフルになるまで書き込むこと
を意味します。

警告

• 複数の RAID グループが含まれる静的ボリュームのひとつの  RAID グループに障害が
起きた場合、そのボリューム上のデータはすべて失われます。データバックアップのプ
ランを完了したことを確認します。

• RAID 50 または RAID 60 プールを拡張するには、新しい RAID 50 または 60 のグルー
プを元のプールと同じ数のディスクとサブグループで作成する必要があります 。サブ
グループを追加するではできません 。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. 静的ボリュームを選択します。

3.「管理」をクリックします。 
ボリューム管理ウィンドウが開きます。

4.「拡張」をクリックします。 
静的ボリュームの拡張ウィザードウィンドウが開きます。
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5.［新しい RAID グループを作成し、追加］を選択します。

6.「次へ」 をクリックします。

7. 任意: 拡張ユニットひとつをエンクロージャーユニットリストから選びます。

重要
拡張ユニットが NAS から切り離されると、ストレージプールは再接続されるまでアクセスでき
なくなります。

8. ひとつあるいは複数のディスクを選択します。

警告
選択したディスクの全データが削除されます。

9. RAID タイプを選択します。
QTS は利用可能なすべての RAID タイプを表示し、もっとも最適化される RAID タイプを自動的に選択
します。

重要

• ストレージプールが RAID 1、RAID 5、RAID 6 または RAID 10 グループを含む場合、新し
い RAID グループにもこの  RAID タイプのひとつがなければなりません。

• RAID 50 または RAID 60 では、異なる RAID タイプを選択することはできません。

10. 任意: この RAID グループ用のホットスペアとして使用するディスクを選択します 。
詳細は、RAID グループホットスペアの設定 をご覧ください。

11.「次へ」 をクリックします。

12. SSD オーバー プロビジョニングを設定します。
オーバー プロビジョニングは RAID グループ内の各ディスク上の  SSD ストレージ領域の一定割合を
確保し、書き込み性能を改善し、ディスクの寿命を延ばします。QTS が RAID グループを作成した後、
オーバー プロビジョニングに確保された領域の量を減らすことができます。

ヒント
ご利用の SSD に対するオーバー プロビジョニング量の最適値を決めるには、App Center から

「SSD プロファイリングツール」アプリをダウンロードして実行してください 。

13.［次へ］をクリックします。

14.［拡張］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

15.［OK］をクリックします。

QTS は新しい RAID グループを作成した後、ボリュームのリビルドが始まります。RAID のリビルドが完了
後はボリュームの容量が増えます。

ストレージプール
ストレージプールは多くの物理ディスクを  1 つの大きなストレージ領域にまとめます。ディスクは RAID 技
術を用いてまとめて 1 つの RAID グループを作れます。ストレージプールには 1 つの RAID グループが含ま
れます。ストレージプールを使うと次のようなメリットがあります。

• 複数のボリュームを 1 つのストレージプールに作成でき、ストレージ領域を異なるユーザーやアプリケ
ーションで分割できるようになります。
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• 異なるサイズとタイプのディスクを  1 つの大きなストレージ領域に混在できます。

• 接続された拡張ユニットからのディスクを NAS のディスクと混在させて 1 つのストレージプールを作
れます。

• ストレージプールを使用中に追加ディスクを加えることができ 、サービスを中断することなくストレー
ジ容量を追加できます。

• ストレージプールに SATA、SAS、SSD ディスクが混在している場合 、Qtier が自動階層化を提供しま
す。Qtier は頻繁にアクセスされるホットデータをより速い SSD に自動的に移動し、アクセス頻度の低
いコールドデータをより遅いディスクに移します。

• スナップショットはストレージプールとのみ使用できます。スナップショットは特定の一時点でボリ
ュームまたは LUN のデータの状態を記録します。データは偶発的に変更または削除された場合にはそ
の時点に戻すことができます。

• 複数の RAID 5 または RAID 6 は 1 つの RAID 50 または RAID 60 プールにストライプできます。

ストレージプールの作成
1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. 次のアクションのいずれかを実行します。

NASの状態 アクション
ボリュームまたはストレージプールがありません 新しいストレージプールをクリックします
ひとつまたは複数のボリュームまたはストレージプ
ール

作成 > 新しいストレージプールをクリックします

ストレージプールの作成ウィザードウィンドウが開きます。

3.「次へ」 をクリックします。

4. 任意: 拡張ユニットひとつをエンクロージャーユニットリストから選びます。

重要

• 複数の拡張ユニットからディスクを選択することはできません 。

• 拡張ユニットが NAS から切り離されると、ストレージプールは再接続されるまでアクセス
できなくなります。

5. ひとつあるいは複数のディスクを選択します。

警告
選択したディスクの全データが削除されます。

6. RAID タイプを選択します。
QTS は利用可能なすべての RAID タイプを表示し、もっとも最適化される RAID タイプを自動的に選択
します。

ディスクの数 サポートされる RAID タイプ 既定の RAID タイプ
1 シングル シングル
2 JBOD、RAID 0、RAID 1 RAID 1
3 JBOD、RAID 0、RAID 5 RAID 5
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ディスクの数 サポートされる RAID タイプ 既定の RAID タイプ
4 JBOD、RAID 0、RAID 5、RAID 6、RAID 10 RAID 5
5 JBOD、RAID 0、RAID 5、RAID 6 RAID 6
6 以上 JBOD、RAID 0、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50

注
RAID 10 は、偶数個のディスクを必要とし
ます

RAID 6

8 以上 JBOD、RAID 0、RAID 5、RAID 6、RAID 10、RAID 50、
RAID 60

RAID 6

ヒント
この技術についてよくご存知でなければ、既定の RAID タイプをご利用ください。
詳細は、RAID タイプをご覧ください。

7. 任意: この RAID グループ用のホットスペアとして使用するディスクを選択します 。
指定のホットスペアは、RAID グループ内の故障したディスクを自動的に交換します 。
RAID 50 または RAID 60 では、スペアディスクを後で設定する必要があります。すべてのサブグルー
プが同じスペアディスクを共有するよう、グローバルスペアディスクを設定してください 。詳細は、グ
ローバルホットスペアの設定をご覧ください。

8. 任意: RAID 50 または RAID 60 サブグループの数を選択します 。
選択されたディスクは、RAID 5 または 6 グループの指定の数に均等に分割されます。

• サブグループの数が多いほど 、RAID のリビルドは速くなり、ディスク障害の耐性が高まり、ディ
スクがすべて SSD であれば性能も向上します。

• サブグループの数が少ないと 、ストレージ容量は増え、すべてのディスクが  HDD であれば性能が
向上します。

警告
RAID グループが不均一に分割されている場合 、余分の領域は利用できなくなります。たとえ
ば、10 個のディスクがディスク  3 台、3 台、4 台という 3 つのサブグループに分割されている
と、ストレージ容量は 9 ディスクだけになります。

9.「次へ」 をクリックします。

10. SSD オーバー プロビジョニングを設定します。
オーバー プロビジョニングは RAID グループ内の各ディスク上の  SSD ストレージ領域の一定割合を
確保し、書き込み性能を改善し、ディスクの寿命を延ばします。QTS が RAID グループを作成した後、
オーバー プロビジョニングに確保された領域の量を減らすことができます。

ヒント
ご利用の SSD に対するオーバー プロビジョニング量の最適値を決めるには、App Center から

「SSD プロファイリングツール」アプリをダウンロードして実行してください 。

11. アラートしきい値を設定します。
QTS は、ボリュームの使用済プール領域の割合が指定のしきい値以上になった時に警告通知を発しま
す。

12.「次へ」 をクリックします。

13.「作成」をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

14.「OK」をクリックします。
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QTS はストレージプールを作成した後、ストレージ / スナップショット画面に情報を表示します。

ストレージプールの削除
1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ストレージプールを選択します。 

警告
ストレージプール内の全データが削除されます。

3.［管理］をクリックします。

4.［削除］ > ［プールの削除］を選択します。 
通知ウィンドウが開きます。

5.［このストレージプールのあらゆるボリューム /iSCSI LUN/スナップショットボールトの削除を確定す
る］を選択します。

6.［OK］をクリックします。

7. パスワードを入力します。

8.［OK］をクリックします。

ストレージプール警告のしきい値を設定する
1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ストレージプールを選択します。

3.［管理］をクリックします。

4.［アクション］ > ［しきい値の設定］を選択します。

5. ボリューム領域に関する警告を有効または無効にします。

6. 警告のしきい値を指定します。 
QTS は、ボリュームの使用済プール領域の割合が指定のしきい値以上になった時に警告通知を発しま
す。

7.［適用］をクリックします。

ストレージプールの拡張
ディスクを RAID グループを追加することでストレージプールを拡張する

ストレージプールの合計ストレージ容量は、1 つまたは複数の追加ディスクを RAID グループに加えること
で拡張することができます。この操作はプールがオンラインでユーザーがアクセスできる間に実施します。

重要

• ディスクを RAID 1 グループに追加すると、グループの  RAID タイプが RAID 5 に変わ
ります。

• RAID 50 または RAID 60 グループを拡張するには、どのサブグループも同じ台数のデ
ィスクで拡張しなければなりません。
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1. 以下の事項を確認します。

• 拡張しようとするストレージプールには少なくとも  1 つの次のタイプの RAID グループを含めま
す：RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 50、RAID 60。

• NAS に 1 つ以上の空きディスク含まれている 。空きディスクのそれぞれは  RAID グループ内の
他のディスクと同じタイプ  (HDD または SSD) でなければならず、グループ内でもっとも小さい
ディスクと同じかそれより大きい容量をもつ必要があります。

• 拡張しようとする RAID グループのステータスは［準備完了］です。

2.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

3. ストレージプールを選択します。

4.［管理］をクリックします。
［ストレージプール管理］ウィンドウが開きます。

5.［プールの拡張］ > ［プールの拡張］を選択します。
［ストレージプールの拡張］ウィンドウが開きます。

6.［新しいディスクを既存の RAID グループに追加する］を選択します。

7. RAID グループを選択します。
グループは次のいずれかの種類でなければなりません 。RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 50、RAID
60。

8.［次へ］をクリックします。

9. ひとつあるいは複数のディスクを選択します。

警告
選択したディスクの全データが削除されます。

10.［次へ］をクリックします。

11. 任意: SSD オーバー プロビジョニングを設定します。
オーバー プロビジョニングは RAID グループ内の各ディスク上の  SSD ストレージ領域の一定割合を
確保し、書き込み性能を改善し、ディスクの寿命を延ばします。QTS が RAID グループを作成した後、
オーバー プロビジョニングに確保された領域の量を減らすことができます。

ヒント
ご利用の SSD に対するオーバー プロビジョニング量の最適値を決めるには、App Center から

「SSD プロファイリングツール」アプリをダウンロードして実行してください 。

12.［次へ］をクリックします。

13.［拡張］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

14.［OK］をクリックします。

15. 任意: RAID 50 または RAID 60 プールでは、この手順を各サブグループに順に適用します 。

QTS が RAID グループのリビルドを開始します 。RAID のリビルドが完了後はプールのストレージ容量が増
えます。
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新しい RAID グループを追加することでストレージプールを拡張する

静的プールのストレージ容量は、新しい RAID グループを作成してそれをそのボリュームに追加することで
拡張できます。この操作はプールがオンラインでユーザーがアクセスできる間に実施します。QTS は、複数
の RAID グループを含むストレージプールにデータをリニアに書き込みます 。これは、それがデータを RAID
グループに、次の RAID グループへのデータ書き込みの前にそれがフルになるまで書き込むことを意味しま
す。

警告

• 複数の RAID グループが含まれるストレージプールのひとつの  RAID グループに障害
が起きた場合、そのストレージプール内のデータはすべて失われます 。データバックア
ップのプランを完了したことを確認します。

• RAID 50 または RAID 60 プールを拡張するには、新しい RAID 50 または 60 のグルー
プを元のプールと同じ数のディスクとサブグループで作成する必要があります 。サブ
グループを追加するではできません 。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ストレージプールを選択します。

3.［管理］をクリックします。
［ストレージプール管理］ウィンドウが開きます。

4.［プールの拡張］ > ［プールの拡張］を選択します。
［ストレージプール拡張ウィザード］ウィンドウが開きます。

5.［新しい RAID グループを作成し、追加］を選択します。

6.［次へ］をクリックします。

7. 任意: 拡張ユニットひとつをエンクロージャーユニットリストから選びます。

重要
拡張ユニットが NAS から切り離されると、ストレージプールは再接続されるまでアクセスでき
なくなります。

8. ひとつあるいは複数のディスクを選択します。

警告
選択したディスクの全データが削除されます。

9. RAID タイプを選択します。
QTS は利用可能なすべての RAID タイプを表示し、もっとも最適化される RAID タイプを自動的に選択
します。

重要

• ストレージプールが RAID 1、RAID 5、RAID 6 または RAID 10 グループを含む場合、新し
い RAID グループにもこの  RAID タイプのひとつがなければなりません。

• RAID 50 または RAID 60 では、異なる RAID タイプを選択することはできません。

10. 任意: この RAID グループ用のホットスペアとして使用するディスクを選択します 。
詳細は、RAID グループホットスペアの設定 をご覧ください。
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11.「次へ」 をクリックします。

12. 任意: SSD オーバー プロビジョニングを設定します。
オーバー プロビジョニングは RAID グループ内の各ディスク上の  SSD ストレージ領域の一定割合を
確保し、書き込み性能を改善し、ディスクの寿命を延ばします。QTS が RAID グループを作成した後、
オーバー プロビジョニングに確保された領域の量を減らすことができます。

ヒント
ご利用の SSD に対するオーバー プロビジョニング量の最適値を決めるには、App Center から

「SSD プロファイリングツール」アプリをダウンロードして実行してください 。

13.［次へ］をクリックします。

14.［拡張］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

15.［OK］をクリックします。

QTS は新しい RAID グループを作成した後、ストレージプールのリビルドを始めます 。RAID のリビルド完
了後はプールの容量が増えます。

ストレージプールのローミング
ストレージプールのローミングを利用すると、ストレージプールを安全に取り外し、それを別の QNAP NAS
に移動することができます。次のデータは保持されます。

• ファイルフォルダー

• ボリュームと LUN の構成

• スナップショット

ストレージプールを別の NAS へ移動

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ストレージプールを選択します。

3.［管理］をクリックします。 
［ストレージプール管理］ウィンドウが開きます。

4.［削除］ > ［プールを安全に取り外す］を選択します。 
確認メッセージが表示されます。

5.［はい］をクリックします。 
ストレージプールステータスが［安全に取り外し中...］に変わります。QTS がプールの取り外しを完
了した後、それは［ストレージ＆スナップショット］から消えます。

6. ストレージプールを含むドライブを NAS から削除します。

7. ドライブを 2 番目の NAS に取り付けます。

8. 2 番目の NAS で、［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ス
トレージ/スナップショット］に進みます。

9.［復元］ > ［すべての空きディスクをスキャン］を選択します。 
確認メッセージが表示されます。
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10.［OK］をクリックします。 
QTS はディスクをスキャンし、ストレージプールを検出します。

11.［適用］をクリックします。

ストレージプールおよび全ボリュームと  LUN が 2 番目の NAS 上の［ストレージ＆スナップショット］に表
示されます。

RAID

RAID (Redundant array of independent disks) は、複数の物理ディスクを 1 つのストレージユニットにまと
め、複数の事前定義された手法の 1 つで複数ディスクにデータを分散させます。

次の機能により RAID はデータストレージと NAS アプリケーションの利用にとって最適なものになります。

RAID 機能 説明 長所 短所
グルーピング RAID を用いてまとめら

れたディスクは RAID グ
ループを形成し、QTS は
1 つの大きな論理ディス
クとして扱います。

1 つの大きなディスクのストレ
ージ領域を複数の小型ディスク
よりもより簡単、より効率的に管
理できます。

初期設定は複雑になりま
す。

ストライピング データを小さな断片に区
切ります。それぞれの断
片は RAID グループの異
なるディスクに保存され
ます。QTS は複数ディス
クを同時に読み書きする
ことでデータにアクセス
するため、読み書き速度
が向上します。

• 単一ディスクに比べて高速
な読み書き速度

• ディスクを追加することで
速度が向上

RAID グループ内のディス
クが一台故障し、その RAID
グループに冗長性がない場
合、全データが失われます。

冗長性 RAID グループの各ディ
スクには次のデータが保
存されます。

• 保存されるデータの
完全なコピー

• 消失データの再構成
を可能にするメタデ
ータ

• ディスクに障害が発生した
り RAID グループから削除
されてもデータは消失しな
い

• ユーザーは障害ディスクの
交換中にもデータにアクセ
スできる

RAID グループの総ストレ
ージ容量は減少します。

RAID タイプ
QTS はいくつかの RAID タイプをサポートします。各タイプはストライピングと冗長の組み合わせが異な
ります。

重要

• 異なる容量のディスクがひとつの RAID グループにまとめられている場合 、すべてのデ
ィスクはもっとも小さいディスクの容量に従って機能します。たとえば RAID グルー
プが 5 台の 2 TB ディスクと 1 台の 1 TB ディスクを含む場合、 QTS は 6 台の 1 TB デ
ィスクと認識します。
QNAP は、容量が異なる複数のディスクを混在させる場合には次の事項を推奨します。

• 各容量に対して別個の  RAID グループを作成する。
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• ストレージプールを使用して  RAID グループをまとめる。

• ひとつの RAID グループには一種類のディスクタイプ  (HDD、SSD、SAS) だけを使う
ことをお勧めします。異なるタイプのディスクがひとつの  RAID グループにまとめら
れている場合、RAID グループはもっとも遅いディスクの速度に従って機能します 。

RAID タイ
プ

ディスクの数 ディスク障害耐
性

容量 概要

シングル 1 0 ディスク容量の合計 • 格納のためにひとつのディスク
を使用します。

• これはディスク障害に対する保
護と性能上の恩恵は提供されま
せん。

• データバックアップ計画がある
単一ディスク構成に適していま
す。

JBOD (Just
a bunch of
disks)

1 以上 0 まとめたディスク容
量の合計

• ディスクを直結式につなげてま
とめます。QTS は、フルになるま
でデータをひとつのディスクに
書き込んでから、次のディスクに
書き込みます。

• 全ディスクの合計容量を使いま
す。

• 実際の RAID タイプではありま
せん。これはディスク障害に対
する保護や性能上の恩恵をもた
らしません。

• JBOD を使用する具体的な理由
がない限り、代わりに RAID 0 を
使用してください。

RAID 0 2 以上 0 まとめたディスク容
量の合計

• ディスクはストライピングでひ
とつにまとめられます。

• RAID 0 は最速の読み取り/書き込
み速度を発揮し、ディスク容量の
すべてが利用できます。

• ディスク障害保護はありません。
RAID タイプはデータ バックア
ッププランと対になっていなけ
ればなりません。

• 動画編集などの高性能を要する
アプリケーションに推奨されま
す。
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RAID タイ
プ

ディスクの数 ディスク障害耐
性

容量 概要

RAID 1 2 1 まとめたディスク容
量の合計の半分

• データの完全なコピーが  2 台の
ディスクに保存されます。片側
のディスクに障害が発生しても 、
データはもう一方のディスクか
ら読み取れます。

• 高いデータ保護性能と引き換え
に、総ディスク容量の半分が使え
なくなります。

• 2 台のディスクをもつ  NAS デバ
イスに推奨されます。

RAID 5 3 以上 1 まとめたディスク容
量の合計から 1 ディ
スクを引いたもの

• データとパリティ情報が全ディ
スクに渡ってストライピングさ
れます。

• 1 つのディスクがパリティ用に使
われます。これにより、グループ
内の 1 台のディスクに障害が発
生すると、それを交換することが
でき、その上のデータは復元でき
ます。

• ストライピングは、ディスクを追
加するたびに読み取り性能が上
がります。

• データ保護と速度の間のバラン
スを重視する場合にお勧めしま
す。

RAID 6 4 以上 2 まとめたディスク容
量の合計から 2 ディ
スクを引いたもの

• データとパリティ情報が全ディ
スクに渡ってストライピングさ
れます。

• RAID 5 と同じですが、2 台のディ
スクがパリティ用に使われます。
これにより、2 台のディスク障害
が保護され、その代わりに 2 台分
の容量が使えなくなります。

• ビジネスおよび汎用のストレー
ジ利用に推奨されます。これは
高いレベルのディスク障害保護
と読み取り性能を発揮します。

QTS ユーザーガイド

ストレージ＆スナップショット   58



RAID タイ
プ

ディスクの数 ディスク障害耐
性

容量 概要

RAID 10 4 台以上 (偶
数が必要）

ディスクペアあ
たり 1

まとめたディスク容
量の合計の半分

• 2 台ずつのディスクが障害保護の
ために RAID 1 でペアにされま
す。その後、すべてのペアが
RAID 0 を使ってストライピング
されます。

• 優れたランダム読み取り /書き込
み速度と高い障害保護の代わり
に、合計ディスク容量の半分が使
えなくなります。

• アプリケーションやデータベー
ス用のストレージ利用に推奨さ
れます。

RAID 50 6 以上 ディスクサブグ
ループあたり 1

サブグループあたり
まとめたディスク容
量の合計から 1 ディ
スクを引いたもの

• 複数の小さな RAID 5 グループが
ストライピングされ、ひとつの
RAID 50 グループを形成します。

• RAID 5 に比べて優れた障害保護
と高速な復元時間。RAID 10 よ
りも大きなストレージ容量。

• 全ディスクが SSD であれば、
RAID 5 よりもランダムアクセス
性能が高い。

• 10 台以上で行う大企業のバック
アップ用に推奨されます。

RAID 60 8 以上 ディスクサブグ
ループあたり 2

サブグループあたり
まとめたディスク容
量の合計から 2 ディ
スクを引いたもの

• 複数の小さな RAID 6 グループが
ストライピングされ、ひとつの
RAID 60 グループを形成します。

• RAID 6 に比べて優れた障害保護
と高速な復元時間。RAID 10 よ
りも大きなストレージ容量。

• 全ディスクが SSD であれば、
RAID 6 よりもランダムアクセス
性能が高い。

• 12 台以上のディスクを使ったビ
ジネスストレージやオンライン
ビデオ編集用に推奨されます。

RAID 予備ディスク
RAID グループホットスペアの設定

ホットスペアを割り当てることで、データ損失に対する保護が強化されます。通常応対においては、ホット
スペアディスクは使用されず、データを保存しません。RAID グループ内のディスク  1 台が故障した場合、
ホットスペアディスクが自動的に故障ディスクと交換されます 。QTS は RAID リビルドと呼ばれる処理で
スペアディスクにデータをコピーします 。

1. NAS に 1 つ以上の空きディスクがあることを確認します。
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2.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

3. ストレージプールまたは単一静的ボリュームを選択します。

4.［管理］をクリックします。

5. RAID 1、RAID 5、RAID 6 または RAID 10 グループを選択します。

6.［管理］ > ［スペアディスクの設定］を選択します。

7. 1 つあるいは複数のディスクを選択します。 

警告
選択したディスクの全データが削除されます。

8.［適用］をクリックします。 
確認メッセージが表示されます。

9.［OK］をクリックします。

スペアディスクが RAID グループに追加されます。ディスクは［ディスク/VJBOD］でディスク概要内にグリ
ーン［スペア］として表示されます。

グローバルホットスペアの設定

グローバルスペアディスクは、NAS や接続されている拡張ユニット RAID グループすべてに対してホットス
ペアとして機能します。通常の状態では、そのディスクは使用されず、データを保存しません。RAID グルー
プ内のディスク 1 台が故障した場合、ホットスペアディスクが自動的に故障ディスクと交換されます 。QTS
は RAID リビルドと呼ばれる処理でスペアディスクにデータをコピーします 。

重要
ストレージエンクロージャ (NAS および接続された拡張ユニット) はグローバルスペアデ
ィスクを共有できません。各ストレージエンクロージャに対しては独自のグローバルホッ
トスペアディスクが割り当てられなければなりません 。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ディスク/VJBOD］に進みます

2. 任意: 接続された拡張ユニットを選択します。

3. 空きディスクを選択します。 

警告
選択したディスクの全データが削除されます。

4.［アクション］ > ［エンクロージャスペアとして設定］を選択します。 
確認メッセージが表示されます。

5.［OK］をクリックします。

ディスクは［ディスク/VJBOD］画面上でグリーン［スペア］として表示されます。

RAID ビットマップ
ディスクがその RAID グループから一時的に切断された後に再接続した場合、その RAID グループはそのデ
ータをすべて再同期する必要があります。この処理には長い時間がかかる場合があります。RAID グループ
にビットマップがある場合は、ディスクが取り外された後に加えられた変更だけを同期すればよく、この処
理を大幅に短縮できます。
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次の状況ではディスクは一時的に切断されます。

• NAS の電源が投入されている間に、ディスクが一時的に NAS から偶発的に取り外された。

• NAS がハードウェアまたはソフトウェアのエラーにより不意にシャットダウンした。

• ユーザーが電源ボタンを 10 秒間押した、または NAS の電源投入中に電源ケーブルが抜かれた。

重要

• ビットマップは RAID 1、5、6、および、RAID 10 でのみ作成できます。

• RAID ビットマップを有効化すると、RAID グループ読み書き性能が若干低下します。

• ビットマップは同じディスクが切断された後に再接続された場合にのみ再同期時間が
向上します。ビットマップがあると新しいディスクが  RAID グループに追加された場
合に同期時間が向上します。

RAID ビットマップの作成

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ストレージプールまたは単一静的ボリュームを選択します。

3.［管理］をクリックします。

4. RAID 1、RAID 5、RAID 6 または RAID 10 グループを選択します。

5.［管理］ > ［ビットマップを有効にする］を選択します。 
確認メッセージが表示されます。

QTS がその RAID グループに対してビットマップを作成します 。

RAID 管理
ディスクの全交換による RAID グループの拡張

メンバーディスクすべてをより大容量のディスクに交換することで 、RAID グループの最大ストレージ容量を
増やすことができます。この操作は、RAID グループがオンラインでユーザーがアクセスできる間に実施しま
す。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ストレージプールまたは静的ボリュームを選択します。

3.［管理］をクリックします。

4. RAID グループのタイプを選択します。RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID 10

5. この RAID グループに割り当てられているすべてのホットスペアおよびグローバルホットスペアを無
効にします。

6.［管理］ > ［ディスクを 1 台ずつ交換する］を選択します。

7. 交換するディスクを選択します。 
新しいディスクの容量が交換されるディスクの容量より大きいことを確認します 。

8.［交換］をクリックします。 
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ディスクの説明は［このドライブを取り外してください］に変わります。

9. NAS ドライブベイからディスクを取り外します 。 
NAS がビープ音を 2 回鳴らします。ディスクの説明が［新しいディスクを挿入してください］に変わ
ります。

10. 新しいディスクを同じベイに差し込みます。 
NAS がビープ音を 2 回鳴らします。次にディスクと RAID グループのステータスが［再構築中］に変
わります。

11. リビルドが終了するのを待ちます。 

警告
RAID グループがリビルドしている間はディスクを取り外さないでください 。

ディスクのステータスが［良好］に戻ります。

12. 前の手順をこの RAID グループの全ディスクを交換するまで繰り返します 。 
すべてのディスクが交換され、リビルドが終了すると、［容量の拡張］ボタンが有効になります。

13.［容量の拡張］をクリックします。 
確認メッセージが表示されます。

14.［OK］をクリックします。 
NAS はビープ音を鳴らし、RAID グループのステータスは［同期中］に変わります。

警告
同期中は NAS の電源をオフにしたり、ディスクの取り外しは行わないでください。

RAID グループのステータスが［準備完了］に変わります。

RAID グループの  RAID タイプを変更する

既存の RAID グループの  RAID タイプをオンラインで、データへのアクセスや NAS サービスを止めずに変更
できます。RAID グループの  RAID タイプを変更することは RAID 移行と呼ばれます。QTS では次の移行が
可能です。

元の RAID タイプ 新規 RAID タイプ 追加のディスクが必要
シングル RAID 1 1
RAID 1 RAID 5 1 つ以上
RAID 5 RAID 6 1 つ以上

ヒント
単一ディスクから RAID 6 への移行は複数段階で行われます。まずそのグループを  RAID
1 に移行してから次に  RAID 5 へ、そして最後に  RAID 6 へ移行します。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. 以下の事項を確認します。 

• NAS に 1 つ以上のディスクが利用可能です。

• 利用可能なそれぞれのディスクの容量はその  RAID グループ中でもっとも小さいディスク以上と
なります。
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3. ストレージプールまたは静的ボリュームを選択します。

4.［管理］をクリックします。

5. RAID グループを選択します。

6.［管理］ > ［移行］を選択します。

7. 1 つあるいは複数のディスクを選択します。 

警告
選択したディスクの全データが削除されます。

8.［適用］をクリックします。 
確認メッセージが表示されます。

9.［OK］をクリックします。 
RAID グループの状態が［再構築中］に変わります。

移行が終わると、RAID タイプが新しいタイプに変わり、RAID グループのステータスが［準備完了］に変わ
ります。

RAID グループの復旧

RAID 復旧により、意図せぬディスク取り外しや  SATA コネクターの障害時に RAID グループを復旧すること
ができます。RAID グループで複数のディスクが取り外された場合や複数の切断が発生した場合 ：

• グループのステータスは［エラー］になります。

• RAID グループを使用しているすべてのボリュームおよびストレージプールのステータスは ［非アクテ

ィブ］に変わります。

• 影響を受けるボリュームと LUN 上のすべてのデータがアクセスできなくなります。

重要
RAID 復旧は、ディスクが一時的に切断された後に再接続されたような場合にだけ役立ちま
す。ディスク障害発生時には役立ちません。

1. 切断されたすべてのディスクを再接続します。 

重要
各ディスクがその元のドライブベイに再度差し込まれたことを確認してください 。

2.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

3. ステータスが［非アクティブ］のストレージプールまたは単一静的ボリュームを選択します。

4.［管理］をクリックします。

5. ステータスが［エラー］の RAID グループを選択します。

6.［管理］ > ［復旧］を選択します。

QTS が RAID グループのリビルドを開始します 。
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RAID スクラビング
RAID スクラビングは NAS 上のデータの一貫性を維持するのに役立ちます。QTS は RAID 5 または RAID 6
グループのセクターをスキャンし、検出されたエラーを自動的に修復します。RAID スクラビングは手動で実
行するかまたはスケジュール実行できます。

ヒント
QNAP では少なくとも月一回は RAID スクラビングを実施し、システムの健全性を維持し、
データ損失を保護することをお勧めします。

RAID スクラビングの手動実行

警告
RAID スクラビング実行中は、RAID グループの読み取り /書き込み速度が低下します。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ストレージプールまたは静的ボリュームを選択します。

3.［管理］をクリックします。

4. RAID 5 または RAID 6 グループを選択します。 
RAID グループのステータスは［準備完了］である必要があります。

5.［管理］ > ［RAID スクラビング］を選択します。

RAID グループの状態が［クラビング］に変わります。

RAID スクラビングのスケジュール実行

定期的な RAID スクラビングを RAID 5 および RAID 6 グループすべてに対してスケジュールできます 。

警告
RAID スクラビング実行中は、RAID グループの読み取り /書き込み速度が低下します。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］に進みます。

2.
［グローバル設定］アイコン をクリックします。 
［グローバル設定］メニューが開きます。

3.［RAID スクラビングのスケジュール］を有効にします。

4. データスクラビングの実行頻度を指定します。

• 毎日

• 毎週

• 毎月

5. データスクラビングをいつ実行するかを指定します。 

ヒント
QNAP では、業務時間中や週末など、NAS を使わない時間を指定することをお勧めします。

6.［適用］をクリックします。
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データスクラビングは指定したスケジュールにより起動します。データスクラビングが RAID グループ上で
動作している場合、グループのステータスは［スクラビング］になります。

Qtier

Qtier は、NAS ストレージの性能を上げ、NAS の総所有コストを下げるために作られた、独自の自動階層化
技術です。

Qtier により、ストレージプールはソリッドステートドライブ (SSD)、ハードディスクドライブ (HDD)、シリ
アル接続 SCSI (SAS) ドライブを混合させることができます。QTS は、それぞれのディスクタイプに対して
個別のストレージ階層を作り、その後にアクセス頻度に応じてその階層間でデータを移動させます。頻繁に
アクセスされるデータは、読み取りと書き込みの性能が上がるよう最速のディスクに移動されます。アクセ
ス頻度が低いデータはデータストレージの費用効率を上げるためにより遅い大容量ディスクに移動されま
す。

Qtier の利点

 NAS の構成 コスト ストレージ容
量

読み取り/書き
込み性能

管理の負荷

全 HDD 低 高 低 低

全 SSD 非常に高い 低 高 低

SSD と HDD は
2 つまたはそれ
以上のストレー
ジプールに手動
で分割されます

中程度 中 SSD プールは
高、HDD プー
ルは低

高 (管理者はプール間
をデータを手動で移動
する必要があります)

Qtier が有効な 1
つのストレージ
プール内の、
SSD および
HDD をもつ
Qtier

中程度 中 頻繁にデータ
をアクセスす
るために高

低 (QTS はディスク間
のデータを自動的に移
動します)

Qtier 2.0 IO 重視
Qtier 2.0 IO 重視は QTS バージョン 4.3.3 以降で利用可能な機能です。IO 重視により、QTS はアクセス性能
を高速化するために Qtier ストレージプール内の SSD 階層の容量の 25%を確保できます。その容量あるい
は高速階層のデータが多量の読み書き要求を受けた場合、QTS は自動階層化を使用した移動を待たず、それ
を直ちに SSD 領域に移動します。これにより、ランダム  I/O 性能が SSD キャッシュと同程度まで向上しま
す。

Qtier と SSD キャッシュの比較

注
Qtier は SSD キャッシュとして同時に使用できます。

NAS を HDD と SDD の混在で構成する場合には主な構成オプションが  3 つあります。
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設定 SDD 使用 HDD 使用
Qtier ストレージプール Qtier ストレージプール (HDD を

組み合わせ)
Qtier ストレージプール (SSD を組
み合わせ)

SSD キャッシュ SSD キャッシュ HDD のみのストレージプール
すべて SSD のストレージプール SSD のみのストレージプール HDD のみのストレージプール

Qtier、SSD キャッシュ、すべて SSSD のストレージプール間の比較

 Qtier ストレージプール SSD キャッシュ すべて SSD のストレー
ジプール

総ファイルストレージ領
域

大容量 (SSD + HDD) 中容量 (HDD のみ) 低容量 (SSD のみ)

最大 SSD 容量 制限なし インストール済メモリに
応じる。最大 4 TB

制限なし

SSD 拡張 必要に応じて拡張 利用できるメモリにより
制限される

必要に応じて拡張

該当ストレージ プール内のシックボリュ
ーム、シンボリューム、
ブロックベースの LUN

NAS 上の全ボリュームと
LUN

SSD 上に作られたボリュ
ームと LUN

データ移行 スケジュールまたは NAS
の負荷が低い時

自動 移行不要

データ移行方法 QTS は入力データを
SSD 階層に書き込み、ア
クセス頻度に応じてデー
タを異なる階層に移動し
ます。

• 書き込みキャッシ
ュ：QTS は入力デー
タを SSD キャッシュ
に書き込み、定期的に
キャッシュからディ
スクにフラッシュし
ます。

• 読み取りキャッシ
ュ：QTS はデータが
アクセスされた時に
データをキャッシュ
にコピーします。

移行不要

推奨の使用例 • 総 SSD 容量が大

• I/O が予測可能

• ストレージプールは
ごくたまに急激なラ
ンダム  I/O アクセス
を経験

• I/O は予測不能で、ラ
ンダムなバーストが
頻繁に発生

• 家庭での利用で、NAS
は広範囲の異なるア
プリケーションで使
用

アプリケーションは一定
の非常に大きなランダム
読み書きアクセスを費用
とする

使用例 ファイルサーバー、Web
サーバー、メールサーバ
ー、基本的なデータベー
スサービス (Qtier IO 重
視)

動画編集、仮想化 ビジネスクリティカルな
データベースまたはその
他のアプリケーション

Qtier の要件
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NAS の要件
• NAS は Qtier をサポートしなければなりません。対応モデルの全リストは、https://www.qnap.com/

solution/qtier-auto-tiering をご覧ください。

• NAS には 2 GB 以上のインストール済みメモリが必要です。Qtier を 2 GB 未満のメモリで使用すると
システムが不安定になることがあります。

階層の要件
Qtier ストレージプールは 2 ないし 3 の階層をもつことができます。

重要
各階層は RAID 構築後に少なくとも 144 GB の総 RAW ストレージ容量が必要です。

Qtierプール構成 階層 1 階層 2 階層 3
2 階層 超高速 高速または容量 該当なし
3 階層 超高速 高速 容量

ディスクの要件
Qtier ディスクの種類

層 ディスクの種類
超高速 • SATA 2.5 インチ SSD

• SAS 2.5 インチ SSD

• SATA M.2 SSD

• PCIe/NVMe M.2 SSD
高速 • SAS HDD
容量 • SATA HDD

• NL-SAS HDD

Qtier の作成
Qtier ストレージプールの作成
ハードウェアとソフトウェアの必要条件に関しては  Qtier の要件 をご覧ください。

ヒント
Qtier ストレージプールを作成後すぐに、QTS がティア間でのデータ移動を開始します。
このデータ移行によりシステムストレージの性能に影響がでることがあります。Qtier ス
トレージプールの作成は NAS の負荷が低い間に行ってください。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. 次のアクションのいずれかを実行します。 

NAS の現在のステータス アクション
ボリュームまたはストレージプールがありません 新しいストレージプールをクリックします
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NAS の現在のステータス アクション
ひとつまたは複数のボリュームまたはストレージプ
ール

「作成」 > 「新しいストレージプール」を選択します

ストレージプールの作成ウィザードが開きます。

3.「選択 Qtier の有効化 (自動階層ストレージ)」を選択します。

4.「次へ」 をクリックします。

5. 超高速階層を作成します。

a. をクリックします。

b. 任意: 拡張ユニットを選択します。

c. ソリッドステートドライブ(SSD) を 1 つ以上選択します。

d. RAID タイプを選択します。
詳細は、RAID タイプをご覧ください。

e. 任意: 超高速階層用のホットスペアとして使用するディスクを選択します 。

6. 任意: 高速階層を作成します。 
Qtier ストレージプール内に少なくとも 2 つの異なる階層が必要です。

a. をクリックします。

b. 任意: 拡張ユニットを選択します。

c. 1 つ以上の SAS ハードディスクドライブ (HDD) を選択します。

d. RAID タイプを選択します。
詳細は、RAID タイプをご覧ください。

e. 任意: 高速階層用のホットスペアとして使用するディスクを選択します 。

7. 任意: 容量階層を作成します。 
Qtier ストレージプール内に少なくとも 2 つの異なる階層が必要です。

a. をクリックします。

b. 任意: 拡張ユニットを選択します。

c. 1 つ以上の SATA または NL-SAS HDD を選択します。

d. RAID タイプを選択します。
詳細は、RAID タイプをご覧ください。

e. 任意: 容量階層用のホットスペアとして使用するディスクを選択します 。

8.「次へ」 をクリックします。

9. 任意: SSD オーバー プロビジョニングを設定します。
オーバー プロビジョニングは RAID グループ内の各ディスク上の  SSD ストレージ領域の一定割合を
確保し、書き込み性能を改善し、ディスクの寿命を延ばします。QTS が RAID グループを作成した後、
オーバー プロビジョニングに確保された領域の量を減らすことができます。
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ヒント
ご利用の SSD に対するオーバー プロビジョニング量の最適値を決めるには、App Center から

「SSD プロファイリングツール」アプリをダウンロードして実行してください 。

10. 任意: アラートしきい値を設定します。
QTS は、ボリュームの使用済プール領域の割合が指定のしきい値以上になった時に警告通知を発しま
す。

11.「次へ」 をクリックします。

12. ストレージプール情報を確認します。

13.「作成」をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

警告
選択したディスクの全データが削除されます。

14.「OK」をクリックします。

QTS が Qtier ストレージプールを作成後、ティア間でのデータ移動を開始します。QTS は、データアクセス
パターンを十分な時間分析した後、自動的にデータを階層化し始めます。

既存のストレージプールで Qtier を有効化する
既存のストレージプールで Qtier を有効化するには、異なるタイプのディスクをプールに追加します 。ハー
ドウェアとソフトウェアの必要条件に関しては  Qtier の要件 をご覧ください。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2.「Qtier」 > 「Qtier のアップグレード」を選択します。 
Qtier ウィザードを使用するためにプールをアップグレード ウィンドウが開きます。

3. ストレージプールを選択します。

4.「次へ」 をクリックします。

5. セカンドティアを作成します。

a. 、 、 のいずれかをクリックします。

b. 拡張ユニットを選択します。

c. ひとつあるいは複数のディスクを選択します。

d. RAID タイプを選択します。
詳細は、RAID タイプをご覧ください。

e. 任意: このティア用のホットスペアとして使用するディスクを選択します 。

6. 任意: サードティアを作成します。

a. 、 、 のいずれかをクリックします。

b. 任意: 拡張ユニットを選択します。

c. ひとつあるいは複数のディスクを選択します。
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d. RAID タイプを選択します。
詳細は、RAID タイプをご覧ください。

e. 任意: このティア用のホットスペアとして使用するディスクを選択します 。

7.「次へ」 をクリックします。

8. 任意: SSD オーバー プロビジョニングを設定します。
オーバー プロビジョニングは RAID グループ内の各ディスク上の  SSD ストレージ領域の一定割合を
確保し、書き込み性能を改善し、ディスクの寿命を延ばします。QTS が RAID グループを作成した後、
オーバー プロビジョニングに確保された領域の量を減らすことができます。

ヒント
ご利用の SSD に対するオーバー プロビジョニング量の最適値を決めるには、App Center から

「SSD プロファイリングツール」アプリをダウンロードして実行してください 。

9.「次へ」 をクリックします。

10. ストレージプール情報を確認します。

11.「終了」をクリックします。 
確認メッセージが表示されます。

警告
選択したディスクの全データが削除されます。

12.「OK」をクリックします。

プールステータスがアップグレード中に変わります。Qtier が有効化されると、そのプールのステータスは準

備完了に戻ります。

Qtier の管理

Qtier ストレージプール管理画面

QTS ユーザーガイド

ストレージ＆スナップショット   70



項目 説明
階層化スケジュール QTS が階層間でデータを移動する時間を選択しま

す。詳細は、Qtier 階層化スケジュールの設定をご覧
ください。

オンデマンド階層化 Qtier が自動階層化を行う LUN と共有フォルダーを
選択します。詳細は、オンデマンド階層化の設定を
ご覧ください。

統計 階層間でのデータ移動に関する詳細な統計情報を表
示します。詳細は、Qtier 統計情報をご覧ください。

階層化ステータス 現在の Qtier の状態。 詳細は、Qtier の状態をご覧く
ださい。

スケジュール設定 このプールに対する現在の階層化スケジュール。
層 階層名。
使用済み この階層で使用されている領域の割合。
合計アクセス数 この階層の合計ストレージ容量。
下へ より低速側の階層へ移動されたデータの総量。
上へ より高速側の階層へ移動されたデータの総量。
名前/エイリアス 階層の RAID グループ
RAID タイプ RAID タイプ、ディスク数、スペアディスク数を含む

その階層の RAID グループの構成。

Qtier 統計情報
Qtier の外観と機能は現在の階層化スケジュールに依存します。

Qtier スケジュール Qtier 統計情報画面の説明
自動的なデータ階層化 前日、週、月の間に階層間で移動した総データ量を

表示します。
階層化スケジュールを手動で設定 これまでスケジュールされた 20 回の階層化実行の

間に階層間で移動した総データ量を表示します。
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Qtier 統計情報 (自動的なデータ階層化)

Qtier 統計情報(階層化スケジュールを手動で設定)

Qtier の状態

Qtier の状態メッセージ 説明
アイドル Qtier はデータアクセスのパターンを分析するだけ

で、現在はデータの移動を行いません。
処理中 Qtier は階層間でデータを移動しています 。
キャンセル中 ユーザーが階層化処理をキャンセルしました。
一時停止中 ユーザーが階層化処理を停止しました。
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Qtier の状態メッセージ 説明
中断 ユーザーが階層化処理を停止しました。Qtier は無効

です。
再開中 ユーザーが階層化処理を一時停止状態から再開しま

した。
再開 Qtier は階層間でデータを移動しています 。これは

［処理中］と同じです。

Qtier 階層化スケジュール
Qtier は設定したスケジュールでデータを階層間で移動させます。Qtier によるデータ移動の間は、NAS のア
クセススピードとシステム性能は低下する場合があります 。

ヒント
夜や週末など、利用率が低い時間帯に Qtier にデータを移動させるようスケジュールしま
す。

Qtier 階層化スケジュールの設定

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. Qtier ストレージプールを選択します。

3.［管理］をクリックします。 
［ストレージプール管理］ウィンドウが開きます。

4.［Qtier 自動階層化］タブに進みます。

5.［階層化スケジュール］をクリックします。 
［Qtier 自動階層スケジュール設定］ウィンドウが開きます。

6. スケジュールタイプを選択します。 

オプション 説明 推奨の利用法 ユーザー操作
自動的なデータ階層
化

Qtier ストレージプー
ルがアイドル状態であ
ることを検出すると常
に、Qtier はデータを移
動します。

この NAS は通常の使用パタ
ーンではありません。データ
はいつでもアクセスできま
す。

Qtier にデータ階層化を実施
させない時間を指定するため
に、［除外スケジュールを有効
化］を選択します。

階層化スケジュール
を手動で設定

Qtier は指定された時
間にだけデータを移動
します。

この NAS は通常の既知の使
用パターンです。たとえば、
NAS が主としてオフィス環
境で使用されている場合、
Qtier は夜と週末にデータを
移動するようにスケジュール
されます。

Qtier がデータ階層化を実施
する時間をカレンダーに指定
します。次の設定を行うこと
ができます。

• 開始分：自動階層化は時
刻をその分の間経過して
から始まります。

• すぐに実行：データ階層
化が直ちに始まります。

7.［適用］をクリックします。
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オンデマンド階層化
オンデマンド階層化を用いることで、Qtier ストレージプール内の特定の LUN および共有フォルダーに対し
て自動階層化を無効にできます。自動階層化を無効にすると、QTS は LUN またはフォルダー内の全データ
を比較的遅いストレージ階層に永続的に移動します。

重要
自動階層化を無効にできるのはユーザーデータだけです。Qtier はプールに保存されたシ
ステムおよびアプリケーションデータを常に階層化します。

オンデマンド階層化の設定
1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. Qtier ストレージプールを選択します。

3.［管理］をクリックします。 
［ストレージプール管理］ウィンドウが開きます。

4.［Qtier 自動階層化］タブに進みます。

5.［オンデマンド階層化］をクリックします。

6. 各 LUN と共有フォルダーに対して自動階層化を設定します 。

7.［適用］をクリックします。

スナップショット
スナップショットは、特定の時間のシックボリューム、シンボリューム、または LUN の状態を記録してデー
タを保護します。スナップショットでは、次を実行できます。

• ボリュームまたは LUN を以前の状態に戻します。

• 以前のバージョンのファイルとフォルダーにアクセスし、復元します。

• ボリュームまたは LUN に対するまったく同一のコピーを作成します。

注
スナップショットを利用するには、お使いの NAS モデルがスナップショットをサポート
し、1GB 以上のメモリが必要です。対応する NAS モデルに関する詳細は、www.qnap.com/
solution/snapshots をご覧ください。

スナップショットストレージの制限
NAS が保存できるスナップショットの最大数は、NAS CPU のメーカーまたは NAS シリーズ、搭載メモリ量
によって決まります。

ヒント
NAS ハードウェア使用についての詳細は、https://www.qnap.com を参照してください。
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NAS CPU またはモデル インストール済メモリ NAS あたりの最大スナッ
プショット

ボリュームまたは LUN
あたりの最大スナップシ

ョット
• Intel CPU

• AMD CPU

1 GB 以上 32 16
2 GB 以上 64 32
4 GB 以上 1024 256

• Annapurna Labs
CPU

• TS-1635AX

• TS-328

• TS-128A、TS-228A

• TS-x51、TS-x51+

1 GB 以上 32 16
2 GB 以上 64 32
4 GB 以上 256 64

スナップショットの作成

スナップショットの取得
1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. シックボリューム、シンボリューム、またはブロックベースの LUN を選択します。 

ヒント
ファイルベース LUN のスナップショットを取得するには、その親ボリュームのスナップショッ
トをとります。

3.「スナップショット」 > 「スナップショットを取得する」を選択します。 
確認メッセージが表示されます。

4.「OK」をクリックします。 
スナップショット の取得 ウィンドウが開きます。

5. 名前を指定します。

6. 保持時間を指定します。 

オプション 説明
保存期間 QTS は指定の時間だけスナップショットを保持しま

す。
このスナップショットを永続的に保持 QTS はストレージ領域が少なくなった場合でもスナ

ップショットを無期限に保持します。

7. 任意: 説明を指定してください。 
説明はスナップショットを特定するのに役立ちます。

8.「OK」をクリックします。 
確認メッセージが表示されます。

9.「OK」をクリックします。

QTS がスナップショットをとります。スナップショットが スナップショットマネージャーに現れます。
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スナップショットのスケジュールを設定
スナップショットが一定周期で取得されるようにスナップショットのスケジュールを設定します。ボリュー
ムおよび LUN それぞれは別個のスケジュールにできます。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. シックボリューム、シンボリューム、または LUN を選択します。

3.「スナップショット」 > 「スナップショットマネージャー」を選択します。 
スナップショットマネージャー ウィンドウが開きます。

4.「スナップショットのスケジュールを設定する」をクリックします。 
スナップショット設定 ウィンドウが開きます。

5. スケジュールを有効にします。

6. スナップショットの頻度を指定します。

7. 任意: 保持時間を指定します。 
QTS は指定の時間だけスナップショットを保持します。

8. 任意: スマートスナップショットを有効にします。 
有効時には、QTS は最後にスナップショットがとられた時以後にボリュームまたは  LUN 上のデータが
変更された場合にのみスナップショットをとります。

9. 任意: 説明を指定してください。 
説明はスナップショットを特定するのに役立ちます。

10.「OK」をクリックします。 
確認メッセージが表示されます。

11.「OK」をクリックします。

QTS はスケジュールに従ってスナップショットを取得します。

スナップショット管理
保証されたスナップショット領域の有効化
保証されたスナップショット領域とは、スナップショットを保存するために予約されているストレージプー
ル領域のことです。この機能を有効にすると、QTS は常に新しいスナップショットを保存するのに十分な領
域を確保します。

保証されたスナップショット領
域状態

スナップショットストレージの場所

無効 ストレージプールの空き領域
有効 フルになるまで保証されたスナップショット領域、次にストレージプー

ル内の空き領域

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ストレージプールを選択します。

3.「スナップショット」 > 「スナップショットマネージャー」を選択します。
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4.「保証されたスナップショット領域」 > 「設定」を選択します。

5. 保証されたスナップショット領域を有効化を有効にします。

6. 予約領域の量を選択します。 

オプション 説明
推奨 総ストレージプール領域を割合で予約します。

ヒント
既定の値は 20% です。

カスタム ストレージプール領域を固定値で予約します。

7.「OK」をクリックします。

スナップショットの削除
1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. シックボリューム、シンボリューム、またはブロックベースの LUN を選択します。

3.［スナップショット］ > ［スナップショットマネージャー］を選択します。 
［スナップショットマネージャー］ウィンドウが開きます。

4. 任意: 表示を一覧ビューに変えます。

a.

をクリックします

b.［一覧ビュー］を選択します。

5. 1 つあるいは複数のスナップショットを選択します。

6.
をクリックします。

スナップショットデータの復元
スナップショットからファイルとフォルダーを復元

ヒント

• ボリュームまたは LUN 上のデータすべてを素早く復元するにはスナップショット復
元を使用してください。詳細は、ボリュームの復元をご覧ください。

• File Station のスナップショットからファイルとフォルダーを復元するには 、［File
Station の管理者用スナップショットディレクトリを有効化する］を有効にします。詳
細は、スナップショットのグローバル設定をご覧ください。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. シックボリュームまたはシンボリュームを選択します。
ボリュームには少なくとも 1 つのスナップショットを含まなければなりません 。

3.［スナップショット］ > ［スナップショットマネージャー］を選択します。
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［スナップショットマネージャー］ウィンドウが開きます。

4. スナップショットを選択します。

5. 復元するファイルとフォルダーを選択します 。

6. 次のアクションのいずれかを実行します。

アクション 説明
［復元］ > ［ファイルの復元］を選択します。 QTS はファイルとフォルダーをボリュームまたは

LUN 上のそれらの元の場所に復元します。

警告
スナップショットがとられた時以後に
加えられたファイルおよびフォルダー
への変更はすべて削除されます。

［復元］ > ［ファイルの復元先］を選択します。 ファイルおよびフォルダーを指定のローカルフォル
ダーまたはリモート NAS に復元します。1 つのフォ
ルダーを新しい共有フォルダーとして復元できま
す。

メニューバーで をクリックします。
ファイルおよびフォルダーを  1 つの ZIP ファイルと
してコンピューターにダウンロードします 。

QTS がファイルとフォルダーを復元した後、確認メッセージを表示します。

ボリュームの復元
復元はボリュームまたは LUN をスナップショットがとられた時点の状態に戻します。スナップショット復
元を用いたデータの復元はファイルとフォルダーを個別に復元するよりも大幅に高速です 。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. シックボリュームまたはシンボリュームを選択します。

重要
ボリュームには少なくとも 1 つのスナップショットがなければなりません 。

3.［スナップショット］ > ［スナップショットマネージャー］を選択します。
［スナップショットマネージャー］ウィンドウが開きます。

4. スナップショットを選択します。

5.［ボリュームスナップショットを復元する］をクリックします。

警告
スナップショットがとられた時以後に加えられた変更はすべて削除されます。

6. 任意: ［復元の前に新しいスナップショットを取得］を選択します。 
QTS は復元を開始する前にスナップショットをとります。これは、ボリュームまたは LUN に加えられ
た変更が永久に失われることを防ぐためです。

7.［ローカル復元］をクリックします。

ボリュームのステータスが［復元中］に変わります。QTS は復元処理が終了するまでそのボリュームへのア
クセスを無効にします。
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LUN の復元
復元はボリュームまたは LUN をスナップショットがとられた時点の状態に戻します。スナップショット復
元を用いたデータの復元はファイルとフォルダーを個別に復元するよりも大幅に高速です 。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ブロックベース LUN を選択します。

重要
LUN には少なくとも 1 つのスナップショットがなければなりません 。

3.［スナップショット］ > ［スナップショットマネージャー］を選択します。
［スナップショットマネージャー］ウィンドウが開きます。

4. スナップショットを選択します。

5.［LUN スナップショットを復元する］をクリックします。

警告
スナップショットがとられた時以後に加えられた変更はすべて削除されます。

6. 任意: 次の設定をします。

設定 説明
復元の前に新しいスナップショットを取得 QTS は復元を開始する前にスナップショットをとり

ます。これは、ボリュームまたは LUN に加えられた
変更が永久に失われることを防ぐためです。

復元後 LUN を同じ iSCSI ターゲットにリマップ 有効な場合、QTS は復元後自動的に LUN を現在のタ
ーゲットにリマップします。無効な場合は、復元後
LUN を手動でリマップする必要があります。

7.［ローカル復元］をクリックします。

QTS が LUN をその iSCSI ターゲットからアンマップします。LUN のステータスが［復元中］に変わりま
す。

Windows の以前のバージョンを使用したファイルおよびフォルダーの復元
• Windows 7、Windows 8 または Windows 10 を使用します。

• ファイルは、少なくとも 1 つのスナップショットをもつシックボリューム 、シンボリュームまたは LUN
上に保存されていなければなりません 。

QTS スナップショットは以前のバージョン機能と統合され、それは Windows ユーザーに対し Windows エク
スプローラーでファイルとフォルダーをスナップショットから復元できるようにします 。

1. Windows で、エクスプローラーを使用して  NAS 共有フォルダーを開きます。 
共有フォルダーのマッピングに関する詳細は、Windows コンピューターで共有フォルダーをマップす
るをご覧ください。

2. ファイルまたはフォルダーを右クリックし、［プロパティ］ > ［以前のバージョン］を選択します。 
利用可能な以前のバージョンの一覧が表示されます。各バージョンは、ファイルまたは共有フォルダー
を含むスナップショットに対応します。

3. 以前のバージョンを選択します。
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4. 次のオプションのいずれかを選択します。 

ボタン 説明
開く ファイルまたは共有フォルダーの以前のバージョンを開きます。
復元 ファイルまたは共有フォルダーの現在のバージョンを以前のバージョ

ンに上書きします。

警告
スナップショットがとられた時以後に加えられたファ
イルまたはフォルダーへの変更はすべて削除されます 。

スナップショットクローン
クローン作成は、スナップショットからボリュームまたは  LUN のコピーを作成します。このコピーは元のボ
リュームまたは LUN と同じストレージプールに保存されます。

ボリュームのクローン作成
1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. シックボリュームまたはシンボリュームを選択します。

重要
ボリュームには少なくとも 1 つのスナップショットがなければなりません 。

3.［スナップショット］ > ［スナップショットマネージャー］を選択します。
［スナップショットマネージャー］ ウィンドウが開きます。

4. スナップショットを選択します。

5.［クローン］をクリックします。
［スナップショットのクローン作成］ウィンドウが開きます。

6. ボリュームエイリアスを指定してください 。

7.［OK］をクリックします。

QTS がボリュームと共有フォルダーのクローンを作成してから 、確認メッセージを表示します。

ブロックベース LUN のクローン作成
1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ブロックベース LUN を選択します。

重要
LUN には少なくとも 1 つのスナップショットがなければなりません 。

3.［スナップショット］ > ［スナップショットマネージャー］を選択します。
［スナップショットマネージャー］ ウィンドウが開きます。

4. スナップショットを選択します。

5.［クローン］をクリックします。

QTS ユーザーガイド

ストレージ＆スナップショット   80



［スナップショットのクローン作成］ウィンドウが開きます。

6. LUN 名を指定します。

7. 任意: iSCSI ターゲットを選択してください。
QTS が LUN のコピーをターゲットにマップします。

8.［OK］をクリックします。

QTS が LUN のクローンを作成してから、確認メッセージを表示します。

スナップショットレプリカ
スナップショットレプリカは、QTS に対するスナップショットベースのフルバックアップ  ソリューションで
す。スナップショットレプリカにより、スナップショットを用いて同じ NAS または異なる QNAP NAS 上の
他のストレージプールにボリュームやブロックベースの LUN をバックアップできます。スナップショット
レプリカでデータをバックアップすると 、必要なストレージスペースと帯域が減少し、データ復元が簡単に
なります。

保護レベル
スナップショットレプリカは、スナップショットをローカル NAS またはリモート NAS 上の別のストレージ
プールにバックアップできます。これらの異なるバックアップ設定は、異なるレベルのデータ保護を提供し
ます。

保護対象 スナップショットのみ スナップショット + ロー
カル スナップショットレ

プリカ

スナップショット + リモ
ート スナップショットレ

プリカ
ファイルの偶発的な変更
や削除

✓ ✓ ✓

ランサムウェア ✓ ✓ ✓
RAID グループ障害

• メンバーディスクの
障害

• NAS からメンバーデ
ィスクが取り外され
た

 ✓ ✓

ストレージプールの障害

• プール内の 1 台ま
たはそれ以上の
RAID グループの障
害

• プールが削除された

 ✓ ✓

NAS ハードウェアの障害

• NAS の電源が入らな
い

• QTS にエラーが生
じ、起動できない

• NAS が盗まれた

  ✓
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スナップショットレプリカの要件

NAS 要件
ソースと移行先の NAS スナップショットをサポートする QNAP NAS であ

る必要があります。
ソースと移行先の NAS 1GB 以上のインストール済メモリが必要です
ソースと移行先の NAS SSH ポート 22 と TCP データポート 50100～50199

がオープン状態である必要があります。
移行先 NAS NAS は、フリースペースがバックアップされるボリ

ュームまたは LUN のサイズと同じかそれ以上のス
トレージプールがすくなくとも 1 台なければなりま
せん。

移行先 NAS ［SSH 接続を許可］を［コントロールパネル］ > ［ネ
ットワーク & ファイルサーバー］ > ［Telnet / SSH］
が有効になっていなければなりません。

スナップショットレプリカジョブの作成

重要
スナップショットレプリカジョブの初めての実行中は、そのボリュームまたは LUN 上の全
データが移行先 NAS に転送されます。これには、ネットワーク接続スピードと両 NAS の
読み/書きスピードによっては長時間を要します。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［スナップショットバックアップ］ > ［ス
ナップショットレプリカ］に進みます。

2.［レプリケーションジョブの作成］をクリックします。 
［スナップショットレプリケーションジョブを作成］ウィザードが開きます。

3. ソースボリュームまたは LUN を選択します。

4. 任意: ジョブ名を指定してください。 

ヒント
デフォルトのジョブ名は、ソースボリュームまたは LUN 名の先頭 6 文字とその後ろに「_rep」
がつきます。

5.［次へ］をクリックします。

6. 相手先 NAS の IP アドレスを指定します。 
次のアクションのいずれかを実行します。

アクション 相手先 NAS の場所 説明
手動で NAS のアドレスを指定し
ます

LAN、WAN、インターネット IP アドレス、ホスト名、あるいは
FQDN を入力できます。

［検出］をクリックし、そのリスト
から NAS を 1 つ選びます。

LAN QTS は、ローカルネットワーク上
の QNAP NAS デバイスすべての
リストを表示します。ホスト名ま
たは IP アドレスでリストをソー
トできます。
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アクション 相手先 NAS の場所 説明
［ローカルホスト］をクリックしま
す。

該当なし 同じ NAS 上の異なるストレージ
プール間でスナップショットのレ
プリカを作るにはこのオプション
を選びます。

7. 相手先 NAS のデフォルト管理者アカウントのパスワードを入力します。

8. 任意: ポートを指定します。 

ヒント
既定のポートは 22 です。

9.［テスト］をクリックします。 
QTS は、指定された管理者パスワードを使用して相手先  NAS に接続し、ソースボリュームまたは LUN
を相手先に保存する十分な領域があるかどうかをチェックします。

10.［次へ］をクリックします。

11. 相手先 NAS に保存されるレプリケーションされたスナップショットの数を指定します。 
指定した数に達した後は、QTS は新しいスナップショットのレプリカを作成するたびにもっとも古い
スナップショットを削除します。

12. 相手先ストレージプールを選択します。

13. バックアッププランを選択します。 

バックアッププラン 説明
ローカルでスナップショットをとった後にレプリケ
ーション ジョブを開始します

レプリカジョブは、QTS が指定数のスナップショッ
トを作成する都度実行されます。これらのスナップ
ショットは手動あるいはスケジュールに従って作成
されます。
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バックアッププラン 説明
スケジュールされたレプリケーション ジョブの開始 レプリカジョブはそれが最後に実行された後にすべ

てのスナップショットのレプリカを作成します。新
しいスナップショットが作成されなければ、データ
のレプリカは作成されません。
スケジュールオプションは次のいずれかを選択しま
す。

• スケジュールで実行します。ジョブは日時、週
次、月次で自動的に実行されます。設定：

• スケジュール：ジョブの実行頻度

• 日：ジョブが実行される日

• 有効期限：レプリカジョブはこの日以降は実
行を停止します

• 頻度：［スケジュール］と［日］で指定され
た日にジョブが実行される頻度

• 開始：ジョブが実行を始める時刻。

• 一度限り実行：ジョブは指定の日時に一度だけ実
行されます。

• 手動スタート：ジョブはユーザーが起動するまで
は実行されません。

スケジュールされた新しいスナップショットをと
り、レプリケーション ジョブを起動します

ジョブは日時、週次、月次に実行されます。QTS は
ジョブを開始する直前に新規スナップショットをと
ります。これは、レプリカを作成するスナップショ
ットが常に最低でも 1 つあるようにするためです。

14.［次へ］をクリックします。

15. 任意: 転送設定を行います。 

設定 説明
転送を暗号化 QTS は送信の前にスナップショットを暗号化しま

す。

• ジョブは NAS 管理者ユーザーによって実行され
なければなりません

• このジョブで使用されるポートは、相手先 NAS
の SSH ポートと同じでなければなりません。

転送を圧縮 QTS はスナップショットをレプリケーションする際
にそれを圧縮します。これはより多くの CPU とシ
ステムメモリを消費しますが、必要な帯域両は減少
します。

ヒント
この設定は狭帯域ネットワークで、ある
いは NAS デバイスが WAN 経由で接続
されている場合に有効にします。
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設定 説明
最大転送スピード このジョブが使用するネットワーク帯域量を制限し

ます。

16. ソースデータを外部ストレージデバイスにエクスポートします。 
時間と帯域を節約するために、ソースデータを USB ディスクなどの外部ストレージデバイスにエクス
ポートできます。外部ストレージデバイスを相手先 NAS に接続した後、QTS は次のジョブ実行時にソ
ースデータをインポートします。

17.［次へ］をクリックします。

18. 任意: ［直ちにバックアップを実行］を選択します。 
有効になると、そのジョブは作成後直ちに実行されます。

19. ジョブ情報を参照します。

20.［完了］をクリックします。

スナップショットレプリカの管理
スナップショットレプリカの設定とジョブを管理するには、［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップシ
ョット］ > ［スナップショットバックアップ］ > ［スナップショットレプリカ］に進みます。

スナップショットレプリカジョブのアクション

アイコン 説明
スケジュールの有効または無効化

開始

停止

設定の編集

ログの表示

ネットワーク共有の削除確認
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スナップショットレプリカのオプション

設定 説明 デフォルト値
タイムアウト  (秒) ジョブが停止させられた場合、

QTS はそのジョブをキャンセルし
てエラーとしてマークするまで指
定秒数の間待機します。

600

再試行回数 ジョブがエラーとなった場合、
QTS は再び指定回数ジョブを実行
します。

3

ソース NAS上でのデータ復元
リモートスナップショットからファイルとフォルダーを復元

重要
復元時間は、復元されるデータ量、および 2 台の NAS デバイス間の接続速度によって変わ
ります。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. シックボリュームまたはシンボリュームを選択します。

重要
ボリュームには少なくとも 1 つのスナップショットを含まなければなりません 。

3.［スナップショット］ > ［スナップショットマネージャー］を選択します。
［スナップショットマネージャー］ウィンドウが開きます。

4.［スナップショット場所を選択］の下にあるリモート NAS を選択します。

5. スナップショットを選択します。

6. 復元するファイルとフォルダーを選択します 。

7. 次のアクションのいずれかを実行します。

アクション 説明
［復元］ > ［ファイルの復元］を選択します。 QTS はファイルとフォルダーをボリュームまたは

LUN 上のそれらの元の場所に復元します。

警告
スナップショットがとられた時以後に
加えられたファイルおよびフォルダー
への変更はすべて削除されます。

［復元］ > ［ファイルの復元先］を選択します。 ファイルおよびフォルダーを指定のローカルフォル
ダーまたはリモート NAS に復元します。1 つのフォ
ルダーを新しい共有フォルダーとして復元できま
す。

メニューバーで をクリックします。
ファイルおよびフォルダーを  1 つの ZIP ファイルと
してコンピューターにダウンロードします 。

QTS がファイルとフォルダーを復元した後、確認メッセージを表示します。
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リモートスナップショットを用いたボリューム  の復元

復元はボリュームまたは LUN をスナップショットがとられた時点の状態に戻します。スナップショット復
元を用いたデータの復元はファイルとフォルダーを個別に復元するよりも大幅に高速です 。

重要
復元時間は、復元されるデータ量、および 2 台の NAS デバイス間の接続速度によって変わ
ります。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. シックボリュームまたはシンボリュームを選択します。

重要
ボリュームには、リモート NAS に少なくとも 1 つのスナップショットがなければなりません 。

3.［スナップショット］ > ［スナップショットマネージャー］を選択します。
［スナップショットマネージャー］ウィンドウが開きます。

4.［スナップショット場所を選択］の下にあるリモート NAS を選択します。

5. スナップショットを選択します。

6.［ボリュームスナップショットを復元する］をクリックします。

警告
スナップショットがとられた時以後に加えられた変更はすべて削除されます。

7. 任意: 次の設定をします。

設定 説明
復元の前に新しいスナップショットを取得 QTS は復元を開始する前にスナップショットをとり

ます。これは、ボリュームまたは LUN に加えられた
変更が永久に失われることを防ぐためです。

転送時に暗号化を有効にする QTS はセキュリティを高めるために送信の前にスナ
ップショットを暗号化します。

警告
ネットワーク接続が中断された、あるいはソースまたは移行先の NAS のストレージ設定が復元
中に変更された場合、そのボリュームはアクセスできなくなる場合があります。これが発生し
た場合は、ローカルまたはリモートのスナップショットを用いてボリュームを再度復元します。

8.［ボリュームスナップショットを復元する］をクリックします。
［リモート復元警告］ウィンドウが開きます。

9. QTS 管理者パスワードを入力します。

10.［OK］をクリックします。

ボリュームのステータスが［リモート復元中］に変わります。QTS は復元処理が終了するまでそのボリュー
ムへのアクセスを無効にします。
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リモートスナップショットを用いた LUN の復元

復元はボリュームまたは LUN をスナップショットがとられた時点の状態に戻します。スナップショット復
元を用いたデータの復元はファイルとフォルダーを個別に復元するよりも大幅に高速です 。

警告

• 復元中は、LUN 上でデータがアクセスされないようにしてください 。そのためのもっ
とも安全な方法は、すべての iSCSI イニシエーターを取り外すことです。スナップシ
ョット復元中の LUN へのアクセスはデータ損失につながります。

• 復元時間は、復元されるデータ量、および 2 台の NAS デバイス間の接続速度によって
変わります。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ブロックベース LUN を選択します。

重要
LUN には少なくとも 1 つのスナップショットがなければなりません 。

3.［スナップショット］ > ［スナップショットマネージャー］を選択します。
［スナップショットマネージャー］ウィンドウが開きます。

4.［スナップショット場所を選択］の下にあるリモート NAS を選択します。

5. スナップショットを選択します。

6.［LUN スナップショットを復元する］をクリックします。

警告
スナップショットがとられた時以後に加えられた変更はすべて削除されます。

7. 任意: 次の設定をします。

設定 説明
復元の前に新しいスナップショットを取得 QTS は復元を開始する前にスナップショットをとり

ます。これは、ボリュームまたは LUN に加えられた
変更が永久に失われることを防ぐためです。

転送時に暗号化を有効にする QTS はセキュリティを高めるために送信の前にスナ
ップショットを暗号化します。

復元後 LUN を同じ iSCSI ターゲットにリマップ 有効な場合、QTS は復元後自動的に LUN を現在のタ
ーゲットにリマップします。無効な場合は、復元後
LUN を手動でリマップする必要があります。

警告
ネットワーク接続が中断された、あるいはソースまたは移行先の NAS のストレージ設定が復元
中に変更された場合、その LUN はアクセスできなくなる場合があります。これが発生した場合
は、ローカルまたはリモートのスナップショットを用いてボリュームを再度復元します。

8.［リモート復元］をクリックします。
［リモート復元警告］ウィンドウが開きます。

9. QTS 管理者パスワードを入力します。
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10.［OK］をクリックします。

QTS が LUN をその iSCSI ターゲットからアンマップします。LUN のステータスが［復元中］に変わりま
す。

リモートスナップショットからのボリュームのクローン作成

重要
ボリュームのクローン作成に要する時間は、ボリュームに保存されているデータ量 、およ
び 2 台の NAS デバイス間の接続速度によって変わります。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. シックボリュームまたはシンボリュームを選択します。

重要
ボリュームには少なくとも 1 つのスナップショットがなければなりません 。

3.［スナップショット］ > ［スナップショットマネージャー］を選択します。
［スナップショットマネージャー］ ウィンドウが開きます。

4.［スナップショット場所を選択］の下にあるリモート NAS を選択します。

5. スナップショットを選択します。

6.［クローン］をクリックします。
［スナップショットのクローン作成］ウィンドウが開きます。

7. ボリュームエイリアスを指定してください 。

8. ストレージプールを選択します。

9.［転送時に暗号化を有効にする］を選択します。
QTS はセキュリティを高めるために送信の前にスナップショットを暗号化します。

10.［OK］をクリックします。

QTS がボリュームと共有フォルダーのクローンを作成してから 、確認メッセージを表示します。

リモートスナップショットからのブロックベース LUNのクローン作成

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［ストレージ］ > ［ストレージ/スナップシ
ョット］に進みます。

2. ブロックベース LUN を選択します。

重要
LUN には少なくとも 1 つのスナップショットがなければなりません 。

3.［スナップショット］ > ［スナップショットマネージャー］を選択します。
［スナップショットマネージャー］ ウィンドウが開きます。

4.［スナップショット場所を選択］の下にあるリモート NAS を選択します。

5. スナップショットを選択します。

6.［クローン］をクリックします。
［スナップショットのクローン作成］ウィンドウが開きます。
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7. LUN 名を指定します。

8. ストレージプールを選択します。

9. 任意: iSCSI ターゲットを選択してください。
QTS が LUN のコピーをターゲットにマップします。

10.［転送時に暗号化を有効にする］を選択します。
QTS はセキュリティを高めるために送信の前にスナップショットを暗号化します。

11.［OK］をクリックします。

QTS が LUN のクローンを作成してから、確認メッセージを表示します。

移行先 NAS上でのデータ復元
スナップショットボールト

NAS をスナップショットレプリカジョブのための移行先として設定した後 、複製されたスナップショットは
スナップショットボールトに保存されます。それぞれのレプリカジョブには専用のボールトがあります。

スナップショットボールトからファイルとフォルダーを復元

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［スナップショットバックアップ］ > ［ス
ナップショットボールト］に進みます。

2. ストレージプールを選択します。

3. ボールトで、 をクリックします。
［スナップショットボールト］ウィンドウが開きます。

4. 任意: ボールトロック解除します。
元のソースボリュームが暗号化されている場合、暗号化パスワードでボールトをアンロックする必要が
あります。

a.［ロック解除］をクリックします。

QTS ユーザーガイド

ストレージ＆スナップショット   90



b. 暗号化パスワードを入力するかまたは暗号化キーをアップロードします。

c.［OK］をクリックします。

5. スナップショットを選択します。

6. 復元するファイルとフォルダーを選択します 。

7.［ファイルの復元先］をクリックします。

8. 復元場所を指定してください。

9.［OK］をクリックします。

スナップショットボールトからのボリュームのクローン作成

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［スナップショットバックアップ］ > ［ス
ナップショットボールト］に進みます。

2. ストレージプールを選択します。

3. ボールトで、 をクリックします。
［スナップショットボールト］ウィンドウが開きます。

4. 任意: ボールトロック解除します。
元のソースボリュームが暗号化されている場合、暗号化パスワードでボールトをアンロックする必要が
あります。

a.［ロック解除］をクリックします。

b. 暗号化パスワードを入力するかまたは暗号化キーをアップロードします。

c.［OK］をクリックします。

5. スナップショットを選択します。

6.［クローン］をクリックします。
［スナップショットのクローン作成］ウィンドウが開きます。

7. ボリュームエイリアスを指定してください 。

8.［OK］をクリックします。

QTS がボリュームと共有フォルダーのクローンを作成してから 、確認メッセージを表示します。

スナップショットボールトからのブロックベース LUNのクローン作成

重要
LUN のクローン作成に要する時間は、LUN に保存されているデータ量、および 2 台の NAS
デバイス間の接続速度によって変わります。

1.［メインメニュー］ > ［ストレージ＆スナップショット］ > ［スナップショットバックアップ］ > ［ス
ナップショットボールト］に進みます。

2. ストレージプールを選択します。

3. ボールトで、 をクリックします。
［スナップショットボールト］ウィンドウが開きます。
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4. 任意: ボールトロック解除します。
元のソースボリュームが暗号化されている場合、暗号化パスワードでボールトをアンロックする必要が
あります。

a.［ロック解除］をクリックします。

b. 暗号化パスワードを入力するかまたは暗号化キーをアップロードします。

c.［OK］をクリックします。

5. スナップショットを選択します。

6.［クローン］をクリックします。
［スナップショットのクローン作成］ウィンドウが開きます。

7. LUN 名を指定します。

8. 任意: iSCSI ターゲットを選択してください。
QTS が LUN のコピーをターゲットにマップします。

9.［OK］をクリックします。

QTS が LUN のクローンを作成してから、確認メッセージを表示します。
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3. システム設定
一般設定

設定 説明
システム管理 この画面では、サーバー名とポートを指定し、セキュアな接続設定

を行います。
時間 時間設定はイベントログとスケジュールタスクに影響します。こ

の画面では、タイムゾーンとフォーマットを指定でき 、システム日
付と時刻を設定します。

夏時間 (DST) 夏時間 (DST) の設定は DST を使用している地域にのみ適用され
ます。この画面では、システムクロックを自動的に調整するか、手
動で設定を行うかを決められます。

コードページ この画面では、NAS がファイルとディレクトリの情報を表示する
際に使用する言語を選択します。

リージョン この画面では、お使いの NAS がある地域を選択します。 システム
とアプリケーションコンテンツおよびサービスは、選択された地域
によってローカライズされます。

ログイン画面 この画面では、NAS のログイン画面をカスタマイズできます。

システム管理設定
1.「コントロールパネル」 > 「システム」 > 「一般設定」 > 「システム管理」に進みます。

2. 以下の情報を入力します。 

フィールド ユーザー操作
サーバー名 次のグループの中から  14 文字以内でワークグループ名を指定し

ます。

• 英文字:A～Z、a～z

• 数字:0～9

重要
数字だけではサーバー名は設定でません。

• ダッシュ (-)

重要
ダッシュの前後にはスペースを置かないようにし
てください。

システムポート ウェブインターフェースにアクセスするために使用するポートを
指定します。
既定のポートは 8080 です。
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フィールド ユーザー操作
複数機能の無効化と非表示 このオプションは既定では無効になっています。

重要
このオプションを無効化するとマルチメディアア
プリ (Photo Station、Music Station、Download
Station など) やサービス (メディアライブラリー、
DLNA サーバー、iTunes サーバー) が利用できなく
なります。

セキュア接続 (HTTPS) の有効化 このオプションを選択し、ポート番号を指定することで、ユーザー
が HTTPS を利用して  NAS に接続できるようになります。

セキュア接続 (HTTPS) だけを強制す
る

このオプションを選択定することで、全ユーザーが HTTPS だけを
利用して  NAS に接続できるようになります。

Iframes 内では QTS の埋め込みはでき
ません

a. ウェブサイトが  Iframes を使って QTS の埋め込みをしないよ
う、このオプションを選択します。

b. オプション:「QTS を Iframes 内に埋め込むために特定のウェ
ブサイトを許可」を選択します。

c.「許可されているウェブサイト」をクリックします。
許可されているウェブサイト  ウィンドウが表示されます。

d. オプション:「追加」 をクリックして、ウェブサイトをリスト
に追加します。
ホスト名の追加ウィンドウが現れます。

e. ホスト名を指定します。

f.「追加」をクリックします。
ホスト名は許可されているウェブサイトに追加されます 。

g. オプション:ウェブサイトを選択してから 、「削除」をクリック
してウェブサイトをリストから削除します 。

h.「適用」をクリックします。

3.「適用」をクリックします。

時刻の設定

重要
システム時刻を正しく設定しないと次のような問題が起こります。

• Web ブラウザーを使用して  NAS に接続したり、ファイルを保存する際に、誤ったアク
ション時間が表示される。

• イベントログが発生したイベントの正確な時刻を反映しない。

• 予定タスクが間違った時刻に実行される。

1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［一般設定］ > ［時刻］に進みます。

2. タイムゾーンを選択します 。

3. 日付と時刻のフォーマットを指定します。

4. 時刻設定を選択します。 

QTS ユーザーガイド

システム設定   94



オプション ユーザー操作
手動設定 日付と時刻を指定します。
自動的にインターネットタイムサーバーと同期しま
す

NAS がインターネットに接続されていることを確認
後、次の情報を指定します。

• サーバー：ネットワーク・タイム・プロトコル
(NTP) サーバーの名称
例：time.nist.gov、time.windows.com

• 時間間隔 ：それぞれの時刻同期タスク間の時間
および日数

サーバー時刻をコンピューター時刻と同じに設定す
る

［更新］をクリックします。

5.［適用］をクリックします。

夏時間の設定
この設定は夏時間 (DST) を使用する地域にいる NAS ユーザーだけが利用します。そういった地域の外にい
るユーザーはこの設定を無視してください。

1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［一般設定］ > ［夏時間］に進みます。

2.［夏時間用にシステムクロックを自動調整する］を選択します。

3. 任意: ［夏時間テーブルのカスタマイズを有効にする］を選択します。

4. 任意: 次のアクションのいずれかを行います。 

アクション 手順
DST データの追加 a.［夏時間データの追加］をクリックします。

［夏時間データの追加］ウィンドウが表示されます。

b. オフセットする時間と分の数値を指定します。

c.［適用］をクリックします。
DST データの編集 a. 表から DST スケジュールを選択します。

b. をクリックします。

c. オフセットする時間と分の数値を指定します。

d.［適用］をクリックします。
DST データの削除 a. 表から DST スケジュールを選択します。

b.［削除］をクリックします。

c.［OK］をクリックします。

5. 任意: 表から DST スケジュールを選択します。

6.［適用］をクリックします。
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コードページの設定
NAS 上のファイルおよびディレクトリのすべては 、Unicode エンコーディングを使用します。お使いのオペ
レーティングシステムまたは  FTP クライアントが Unicode をサポートしていない場合は、NAS 上のファイ
ルとディレクトリを正しく表示できるよう次の設定を行う必要があります。

1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［一般設定］ > ［コードページ］に進みます。

2. お使いのオペレーティングシステムの言語を選択します 。

3.［適用］をクリックします。

リージョンの設定

重要
NAS のリージョン設定は、デバイスの接続性と機能性、コンテンツ、およびアプリケーシ
ョンやユーティリティ、ライセンス、証明書の有効性に影響を与えます。エラーを防ぐた
め、正しいリージョンを選択するようにしてください 。

1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［一般設定］ > ［リージョン］に進みます。

2. リージョンを選択します。 

リージョン 説明
全世界 NAS が中国以外にある場合はこのリージョンを選択してください。
中国 NAS が中国にある場合はこのリージョンを選択してください。

3.［適用］をクリックします。

ログイン画面の設定
1.「コントロールパネル」 > 「システム」 > 「一般設定」 > 「ログイン画面」に進みます。

2. 次の設定をします。 

フィールド ユーザー操作
ファームウェアバージョンを表示する このオプションを選択して 、QTS ファームウェアバージョンを表

示します。
リンクバーの表示 このオプションを選択して 、myQNAPCloud、QNAP ユーティリテ

ィ、フィードバックへのリンクを表示します。
背景 背景イメージまたは塗りつぶしの色を選択します。
ロゴ ロゴを選択します。
メッセージ ログイン画面に表示されるメッセージを指定します。最大で 120

文字の ASCII 文字が入力できます。
フォント色やサイズも選択できます。

3.「プレビュー」をクリックして、変更を表示します。

4.「適用」をクリックします。

セキュリティ
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許可/拒否リストの設定
1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［セキュリティ］ > ［許可/拒否リスト］に進みます。

2. オプションを選択します。 

オプション 説明 ユーザー操作
すべての接続を許可 NAS はすべての IP アドレスとネットワ

ークドメインに接続できます。
［すべての接続を許可］を選択します。

IP 拒否リストの使用 NAS は IP 拒否リストに含まれる IP ア
ドレスとネットワークドメインには接
続できません。

a.［リストからの接続を拒否する］を選
択します。

b.［追加］をクリックします。
IP 設定ウィンドウが表示されます。

c. IP アドレス、ネットマスク、IP 範囲
を指定します。

d.［作成］をクリックします。

ヒント
IP アドレス、ネットマスク、
IP 範囲を削除するには、テー
ブルからエントリーを選択し
てから、［削除］をクリックし
ます。

IP 許可リストの使用 NAS は IP 許可リストに含まれる IP ア
ドレスとネットワークドメインだけに
接続できます。

a.［リストからの接続のみ許可］を選択
します。

b.［追加］をクリックします。
IP 設定ウィンドウが表示されます。

c. IP アドレス、ネットマスク、IP 範囲
を指定します。

d.［作成］をクリックします。

ヒント
IP アドレス、ネットマスク、
IP 範囲を削除するには、テー
ブルからエントリーを選択し
てから、［削除］をクリックし
ます。

3.［適用］をクリックします。

ネットワークアクセス保護の設定
1.「コントロールパネル」 > 「システム」 > 「セキュリティ」 > 「ネットワークアクセス保護」に進みま

す。

2.「ネットワークアクセス保護を有効化」を選択します。

3. 保護する接続方法を選択します。

4. 任意: 以下の情報を入力します。 
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• 期間

• 期間中のログイン失敗の最大数

• IP がブロックされる時間数

5.「適用」をクリックします。

証明書とプライベートキー
Secure Sockets Layer (SSL) は、データ転送を安全にし、Web サーバーとブラウザーの間の通信を暗号化す
るためのプロトコルです。Web インターフェイスにアクセスする際に警告やエラーメッセージが出ないよ
うにするには、信頼されるプロバイダーから  SSL 証明書をアップロードしてください 。

SSL 証明書とプライベートキーを置換する

警告
NAS は X.509 PEM 証明書と秘密鍵のみをサポートします。不正なセキュリティ証明書を
アンロードすることで、SSL を通じた NAS にログインしないようになります。問題を解
決するためには、デフォルトのセキュリティ証明書と秘密キーを復元する必要があります。
詳細は、デフォルト SSL 証明書と秘密の復元をご覧ください。

1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［セキュリティ］ > ［証明書と秘密キー］に進みます。

2.［証明書を交換］をクリックします。 
［証明書を交換］ウィンドウが表示されます。

3. オプションを選択します。 

オプション 説明
証明書のインポート このオプションでは、SSL 証明書と秘密キーをコンピューターか

らインポートできるようになります。
Let's Encrypt から入手する このオプションは、指定されたドメインに対する証明書を検証し、

発行する Let's Encrypt サービスを使用します。
自己署名証明書を作成する このオプションでは、自己署名証明書を作成できるようになりま

す。

4.［次へ］をクリックします。 
構成ウィンドウが表示されます。

5. 次のアクションのいずれかを行います。 

オプション ユーザー操作
証明書のインポート a.［表示］をクリックし、正しい証明書と秘密キーをアップロー

ドします

b. オプション：［表示］をクリックし、中間証明書をアップロー
ドします。

QTS ユーザーガイド

システム設定   98



オプション ユーザー操作
Let's Encrypt から入手する a. 空白を含まない最大 63 文字の ASCII 文字を含むドメイン名

を指定します。

b. 有効な電子メールアドレスを指定します。

c. オプション：代替名を指定します。

ヒント
複数のエイリアスを区切るときは、「,」を使用しま
す。
例：123.web.com,789.web.com

自己署名証明書を作成する 以下の情報を設定します。

• プライベートキーの長さ

• 共通名

• 電子メール

• 国

• 都道府県

• 市町村

• 組織

• 部署

6.［適用］をクリックします。

SSL 証明書とプライベートキーをダウンロードする
1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［セキュリティ］ > ［証明書と秘密キー］に進みます。

2.［証明書をダウンロード］をクリックします。 
ダイアログボックスが表示されます 。

3.［証明書］か［プライベートキー］あるいはその両方を選択します。

4.［OK］をクリックします。 
QTS は選択されたファイルをコンピューターにダウンロードします 。

デフォルト SSL 証明書と秘密の復元
1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［セキュリティ］ > ［証明書と秘密キー］に進みます。

2.［デフォルトに戻す］をクリックします。 
確認メッセージが表示されます。

3.［OK］をクリックします。

パスワードポリシーの設定
1.「コントロールパネル」 > 「システム」 > 「セキュリティ」 > 「パスワードポリシー」に進みます。

2.「パスワード強度」の下で基準を選択します。 

QTS ユーザーガイド

システム設定   99



• 小文字、大文字、数字、特殊文字のうち 3 種類以上を混在させた、新しいパスワードを選択する。

• 新しいパスワードは、3 文字以上連続して繰り返すことはできません 。
例:AAA。

• パスワードには、対応するユーザ名やユーザ名を逆にした値は使用できません。
例:ユーザー名:user1、パスワード：1resu。

3.「パスワードの変更」の下で、「NAS ユーザーにパスワードを定期的に変更させる」を選択します。 

重要
この設定を有効にすると、「ユーザーにパスワードの変更を許可しない」設定が無効になりま
す。

a. パスワードが有効な最大日数を指定します。

b. 任意: 「パスワード失効の 1 週間前にユーザーに通知メールを送信する」を選択します。

4.「適用」をクリックします。

ハードウェア

一般的なハードウェア設定
1.「コントロールパネル」 > 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「一般」に進みます。

2. 次の設定をします。 

設定 ユーザー操作
パスワードリセットスイッチを有効にす
る

リセットボタンを有効にするには、このオプションを選択しま
す。リセットボタンの詳細は、システムリセットと工場出荷時
設定への復元をご覧ください。.

ディスクスタンバイモードの有効化 NAS を指定期間内に何のディスクアクセスがない場合、スタン
バイモードに入るにはこのオプションを選択します。スタンバ
イモード中は、ディスクステータス LED は点灯したままになり
ます。

光信号アラートの有効化 NAS の空き領域が設定値より少なくなった時にステータス
LED が点滅するようにするには、このオプションを選択します。

注
このオプションはレガシーボリュームだけに選
択してください。詳細は、レガシーボリュームを
ご覧ください。

書き込みキャッシュの有効化 (EXT4 遅延
アロケーション)

NAS ディスクボリュームが  EXT4 を使用している場合は、より
高い書き込み性能のためにこのオプションを選択します。
NAS が仮想化あるいはクラスター環境内の共有ストレージと
して設定される場合は、このオプションは無効にしてください 。

警告
このオプションが有効になっていると、予期しな
いシステムのシャットダウンが起こった際にデ
ータ損失につながる可能性があります。
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設定 ユーザー操作
ウェブベースインターフェイスで冗長電
源の警告アラートを有効にする

NAS に 2 台の電源装置が取り付けられていて、電源ソケットに
接続されている場合は、このオプションを選択して  PSU の警告
を受け取ってください。PSU の接続が抜かれたり正しく応答
しない場合、NAS はオーディオアラートを発し、エラーメッセ
ージをシステムログに記録します。PSU が 1 つだけ NAS に取
り付けられている場合は、このオプションを選択しないでくだ
さい。

注
この機能は一部のモデルでのみご利用いただけ
ます。

起動時にユーザー定義処理を実行 起動時にユーザー定義処理を実行するには、このオプションを
選択します。

LED をオンに LED を点灯させ、その輝度レベルを設定し、輝度設定のスケジ
ュールを設定するには、このオプションを選択します。

注
この機能は一部のモデルでのみご利用いただけ
ます。

3.「適用」をクリックします。

オーディオアラート設定の構成
1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［ハードウェア］ > ［オーディオアラート］に進みます。

2. 次の設定のいずれかを構成します。 

設定 説明
システム動作 NAS の起動、シャットダウン、ファームウェア アップグレード

が行われるたびにオーディオアラートを発生させるにはこのオ
プションを選択します。

システムイベント エラーや警告が発生した時にオーディオアラートを発生させる
にはこのオプションを選択します。

スピーチ通知を有効にする オーディオアラートをスピーチに変えるにはこのオプションを
選択します。言語を選択し、音量を変えます。

ヒント
［テスト］をクリックして変更したスピーチ設定
を確認します。音が聞こえない場合は、他のアプ
リがスピーカーを使用しているかもしれません 。

3.［適用］をクリックします。

スマートファン設定を構成

1.「コントロールパネル」 > 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「スマートファン」に進みます。

2. ファン回転速度設定の選択。 

注
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NAS モデルの中にはシステムと  CPU のスマートファンをユーザーが別々に調節できるものが
あります。

設定 ユーザー操作
スマートファンを有効にします（推奨）2 つの自動ファン速度調節オプションから選択します。

a. QTS は、システム、ディスク、CPU の温度を監視し、ファン
の速度を自動調節します。

b. QTS は、ファン速度をユーザーが指定した温度に従って調節
します。

注
モードはシステムファンでのみ利用できます。

• 静音モード：ファンは低速で回転してノイズを抑えます 。

• 通常モード：ファンは通常速度で回転します。これはデフォル
トの設定です。

• パフォーマンスモード：ファンはシステム温度を下げるために
高速で回転します。このモードは高負荷システムに適してい
ます。

手動でファン回転速度を設定します スライダーを動かしてファン速度を設定します 。

3.「適用」をクリックします。

バックアップバッテリ装置  (BBU)

バックアップバッテリ装置  (BBU) の学習サイクルを調整することができます 。学習サイクルとは、バッテリ
ーの状態を把握するために行うバッテリーキャリブレーション動作をコントローラーが実施する時間のこと
です。このサイクルの間、システムはライトスルーモードに切り替わり、データの整合性が保護れます。

ライトスルーモードでは、NAS は RAM ではなく HDD/SSD にデータを直接書き込みます。これにより、
NAS がデータの書き込みを終える前に停電が置きた場合でもデータの損失を防止します。

この機能は、冗長電源ユニットを装備したモデルでのみ利用可能です。

バックアップバッテリ装置  (BBU) の設定

重要
QNAP は、学習サイクルを混雑していない時間帯にスケジュールすることを推奨します 。

1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［ハードウェア］ > ［BBU］に進みます。

2.［BBU 学習スケジュールを有効にする］を選択します。

3. 学習サイクルスケジュールを指定します。

4.［すべてを適用］をクリックします。

グラフィックスカードの設定
1.「コントロールパネル」 > 「システム」 > 「ハードウェア」 > 「グラフィックスカード」に進みます。

QTS は利用可能なグラフィックスカードの一覧を表示します。
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2. 構成するグラフィックスカードを見つけます。

3.「リソースの使用」の下にある OS またはアプリケーションを選択します。 

注
いくつかの機能は特定のモデルやグラフィックスカードでしか機能しません 。

OS またはアプリケーション 説明
QTS QTS アプリケーションはトランスコーディング用に

グラフィックスカードを共有します。

• ハードウェアトランスコーディングを選択する
ことで、QTS ソフトウェアはグラフィックスカ
ードのリソースを使用してトランスコーディン
グタスクをスピードアップできるようにします。
ハードウェアトランスコーディングに割り当て
られるのは一枚のカードだけです。

• HD Station や Linux Station のビデオ出力のため
にグラフィックスカードのリソースを使用する
ため、「出力」を選択します。出力に割り当てら
れるのは一枚のカードだけです。

Virtualization Station Virtualization Station はすべてのグラフィックカード
リソースを排他的に使用します。

Container Station Container Station は、すべてのグラフィックカード
リソースを独占的に使用します。

4.「適用」をクリックします。

電源
Wake-on-LAN (WOL) を設定し、停電後の NAS の挙動を選択し、電源スケジュールを指定します。

EuP モード
エネルギー使用製品 （EuP、Energy-using Products） とは、電気機器エネルギー効率の向上、有害物質の使
用の削減、および製品の環境への優しさを改善するために設計された欧州連合（EU）の指令です。

EuP モードの設定
1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［電源］ > ［EuP モード設定］に進みます。

2. モードを選択します。 

モード 説明
有効 有効な場合、Wake-on-LAN、電力復旧、電源スケジュール設定は

無効です。NAS は電源を切った場合には電力消費量を 1W 未満に
維持します。

無効 無効になると、電源がオフの場合 NAS の電源消費量は 1W より少
し大きくなります。EuP モードは既定では無効になっています。

3.［適用］をクリックします。
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Wake-on-LAN (WOL)

Qfinder の Wake-on-LAN (WOL) プロトコルを使用して遠隔から  NAS の電源を入れることができます。この
機能はデフォルトでは有効になっています。

重要
NAS の電源が切られた時に電源ケーブルが切断された場合、NAS が手動で電源投入される
までは WOL は 動作しません。

Wake-on-LAN (WOL) の有効化と無効化
1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［電源］ > ［Wake-on-LAN (WOL)］に進みます。

2.［有効化］または［無効化］を選択します。

3.［適用］をクリックします。

電力復旧
この機能により、停電後に NAS の電源オンあるいはオフの状態を設定します。

電源復旧設定を行う
1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［電源］ > ［電源復旧］に進みます。

2. 電源復旧設定を選択します。 

• 以前の NAS 電源状態に戻す

• NAS を自動的にオンにする

• NAS をオフに維持する

3.［適用］をクリックします。

電源スケジュール
この機能により、自動システム電源オン、電源オフ、指定時間に再起動をスケジュールします。

電源スケジュールを設定する
1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［電源］ > ［電源スケジュール］に進みます。

2.［スケジュールを有効にする］を選びます。

3. 以下のタスクのいずれかを行います。 
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タスク ユーザー操作
スケジュールアクションを追加しま
す。

注
デフォルトでは 1 つのスケジュールが表示されま
す。

a.［追加］をクリックします。

b. 以下を選択します。

• アクション：シャットダウン、再起動、または NAS の起
動のいずれを行うかを選択します。

• スケジュールタイプ：アクションの頻度を選択します。

• 時間と分：アクションを実行する日時を選択します。
スケジュールアクションを削除しま
す。

［削除］をクリックします。

注
このボタンから始めてスケジュールを削除します。

4. 任意: ［レプリケーションジョブの進行中はスケジュールされた再起動/シャットダウンを延期する］を
選択します。

5.［適用］をクリックします。

ファームウェア更新
QNAP はお使いの QTS のバージョンを最新に保つことをお勧めしています。これにより、お使いの NAS は
新機能、強化、バグフィックスの恩恵を受けることができます。

ライブ更新の確認
1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［ファームウェア更新］ > ［ライブ更新］に進みます。

2.［更新をチェック］をクリックします。 
QTS はファームウェア更新があるかどうかを確認します。更新がある場合は、QTS を更新するよう選
択できます。

3. 任意: 次のオプションを 1 つまたは複数選択します。 

• NAS Web 管理インターフェイスへのログイン時に使用可能な最新バージョンが入手可能かを自
動でチェックします。

• QTS ベータプログラムに参加し、ベータアップデート通知を受け取ります 。

注
QTS Beta プログラムに参加することで 、最新の QTS 機能とアプリケーションを公式リリース
前に使えるようになります。

4.［適用］をクリックします。

ファームウェアの手動アップデート

重要
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• QNAP は NAS 上の全データのバックアップを QTS のアップデートに先立って行うよ
うお勧めしています。

• アップデートは 、ハードウェア構成やネットワーク接続によって数分かそれ異常を要し
ます。アップデート中は  NAS の電源を切らないでください。

1. NAS のファームウェアをダウンロードします。

a. http://www.qnap.com/download に進みます。

b. NAS モデルのドライブベイの数を選択します 。

c. お使いの NAS モデルを選択します。

d. リリースノートを読み、次の事項を確認します 

• NAS モデルはファームウェアバージョンに対応している 。

• ファームウェアのアップデートが必要である 。

e. 製品名とファームウェアバージョンが正しいことを確認します。

f. ファームウェアパッケージをダウンロードします 。

g. ファームウェアのイメージファイルを取り出します 。

2.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［ファームウェア更新］ > ［ファームウェア更新］に進みま
す。

3.［表示］をクリックしてから、取り出すファームウェアイメージファイルを選択します 。

4.［システムの更新］をクリックします。

Qfinder Pro を使用してファームウェアの更新

重要

• QNAP は NAS 上の全データのバックアップを QTS のアップデートに先立って行うよ
うお勧めしています。

• アップデートは 、ハードウェア構成やネットワーク接続によって数分かそれ異常を要し
ます。アップデート中は  NAS の電源を切らないでください。

1. NAS のファームウェアをダウンロードします。

a. http://www.qnap.com/download に進みます。

b. NAS モデルのドライブベイの数を選択します 。

c. お使いの NAS モデルを選択します。

d. リリースノートを読み、次の事項を確認します 

• NAS モデルはファームウェアバージョンに対応している 。

• ファームウェアのアップデートが必要である 。

e. 製品名とファームウェアバージョンが正しいことを確認します。

f. ファームウェアパッケージをダウンロードします 。
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g. ファームウェアのイメージファイルを取り出します 。

2. Qfinder Pro を開きます。 
Qfinder Pro はネットワーク上の NAS デバイスの一覧を表示します。

3. 一覧から NFS モデルを選択します。

4.［ツール］ > ［ファームウェアの更新］に進みます。 

ヒント
一覧の NAS モデルを右クリックし、［ファームウェアの更新］を選択します。

［ファームウェアの更新］ウィンドウが現れます。

5. QTS ユーザー名とパスワードを指定してください。 
ファームウェアを更新するには、選択されている NAS の管理者である必要があります。
Qfinder Pro は、 ［ファームウェアの更新］画面を表示します。

6.［表示］をクリックしてから、ファームウェアイメージファイルを選択します 。

7. 次のアクションのいずれかを実行します。 

アクション 手順
1 台の NAS デバイスを更新 更新したい NAS を選択します。
同じモデルの複数の NAS モデルを更新 a. 一覧から NFS モデルを選択します。

b.［ネットワーク内で同じモデル番号をもっているデバ
イスをすべて更新］を選択します。

c. 更新したい NAS を選択します。

8.［開始］をクリックします。

バックアップ/復元
QTS は、データ損失やシステム障害が置きた場合にデータが保護されるよう、バックアップと復旧機能を提
供します。

システム設定のバックアップ
1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［バックアップ/復元］ > ［バックアップ/復元設定］に進み

ます。

2.［バックアップ］をクリックします。

QTS は、システム設定を BIN ファイルとしてエクスポートし 、そのファイルをコンピューターにダウンロー
ドします。

システム設定の復元

警告
選択したバックアップファイルに NAS 上にすでに存在するユーザーまたはユーザーグル
ープの情報が含まれている場合、 QTS は重複情報を上書きします。

1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［バックアップ/復元］ > ［バックアップ/復元設定］に進み
ます。
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2.［表示］をクリックします。

3. QTS システム設定を含む正しい BIN ファイルを選択します。

4.［復元］をクリックします。

システムリセットと工場出荷時設定への復元
QTS は、NAS をリセットあるいはデフォルト状態に復元するオプションを複数もっています。

重要
QNAP はこのタスクを実施する前にデータをバックアップすることをお勧めしています 。

オプション 説明 手順
基本システムのリセット これは次の設定をデフォルト値にリセ

ットしますが、ディスクに保存されて
いるユーザーデータは削除しません。

• システム管理パスワード：admin

• TCP/IP 構成：

• DHCP から IP アドレス設
定を自動取得

• ジャンボフレームは無効

• システムポート：8080 (システム
サービスポート)

• セキュリティレベル：低 (すべて
の接続を許可)

• LCD パネルパスワード：(ブラン
ク)

• VLAN：無効

• サービスバインディング：すべて
の NAS サービスは、利用できる
すべてのネットワークインター
フェイス上で動作できます。

1. NAS の電源をオンにします。

2. リセットボタンを 3 秒間押し続け
ます。
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オプション 説明 手順
高度なシステムリセット これは基本システムのリセットを実施

してから、前に作成したすべてのユー
ザー、ユーザーグループ、共有フォル
ダーを削除し、QTS のデフォルト設定
を復元します。このディスクに保存さ
れているユーザーデータは維持されま
す。

注
高度なシステムリセット後
に古いデータを復元するに
は、NAS 上で以前のフォル
ダー構造を再度作成してく
ださい。

次のいずれかの方法で高度なシステム
リセットを実施します。

• QTS の使用：

a.［コントロールパネル］ > ［シ
ステム］ > ［バックアップ/復
元］ > ［工場出荷時設定への
復元］に進みます。

b.［設定をリセット］をクリック
します。

c. システムがリセットされた
後、NAS の再起動かシャット
ダウンを選択します。

d.［OK］をクリックします。

• リセットボタンの使用：

a. NAS の電源をオンにします。

b. リセットボタンを 10 秒間押
し続けます。

工場出荷時設定の復元とす
べてのボリュームのフォー
マット

これはデフォルトのシステム設定を復
元し、すべてのディスクボリュームを
フォーマットします。

1.［コントロールパネル］ > ［システ
ム］ > ［バックアップ/復元］ > 
［工場出荷時設定への復元］に進み
ます。

2.［工場出荷時初期値の復元とすべ
てのボリュームのフォーマット］
をクリックします。

3. システムがリセットされた後、
NAS の再起動かシャットダウン
を選択します。

4.［OK］をクリックします。
NAS の再初期化 これはディスク上の全データを削除

し、 QTS を再インストールします。
1.［コントロールパネル］ > ［システ
ム］ > ［バックアップ/復元］ > 
［工場出荷時設定への復元］に進み
ます。

2.［NAS の再初期化］をクリックし
ます。

3. NAS がリセットされた後、NAS の
再起動かシャットダウンを選択し
ます。

4.［OK］をクリックします。

外部デバイス
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USB プリンター
NAS は、Windows、macOS、Linux (Ubuntu) 環境でネットワーク上の最大 3 台のネットワークプリンターを
利用および共有できます。

USB プリンターの設定
このタスクを行う前に、プリンターが USB で NAS に接続していることを確認します。

警告
プリントジョブが実行されている間に  NAS の再起動や QTS の更新を行うと、キューに入
れられているプリントジョブがすべてキャンセルされます 。

1.「コントロールパネル」 > 「システム」 > 「外部デバイス」 > 「USB プリンター」に進みます。 
QTS は、ネットワーク上で検出された USB プリンターを表示します。

2. USB プリンターを選択し、次のタスクの 1 つあるいは複数を実施します。
タスク アクション

プリンター情報の表示 「プリンター情報」をクリックします。
これは選択したプリンターの詳細を表示します。

プリンターログの表示 「プリンターログ」をクリックします。
これは選択したプリンターで完了、およびプリン
ト中のジョブを表示します。

ヒント
プリント中および待機中のプリントジョブ
を停止、再開、キャンセルが可能です。完
了または待機中のプリントジョブを削除す
ることもできます。「クリア」をクリックし
て、履歴を消去します。

スプール領域のクリーンアップ 「スプール領域をクリーンアップ」をクリックしま
す。
これはプリンタースプールに保存されているデー
タを削除します。

プリンター設定をする 「設定」をクリックします。
これは次の設定の構成を有効化します。

•「プリンターの共有を停止し、スプールを削
除」：プリンティングを無効にし、選択した
プリンターに保存されているすべてのデー
タを削除するにはこのオプションを選択し
ます。

• Bonjour プリンター対応：プリンティングサ
ービスをネットワーク上の macOS ユーザ
ーに案内するにはこのオプションを選択し
ます。

3. 任意: 各プリンターで許されるプリントジョブの最大数を指定します。 
1 台のプリンターでは最大 1000 のプリントジョブをサポートします。プリンターがプリントジョブの
最大数に達すると、もっとも古いプリントジョブが自動的に上書きされます。

4.「適用」をクリックします。
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USB プリンター アクセスリストの作成
USB プリンターへのユーザーアクセスを許可または拒否するアクセスリストを作成できます。

1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［外部デバイス］ > ［USB プリンター］に進みます。 
QTS は、ネットワーク上で検出された USB プリンターを表示します。

2. ゲストアクセス権。

a.［アクセス権］以外に、［印刷を許可］または［印刷を拒否］を選択します。

b. 許可または拒否する IP アドレスまたはドメイン名を指定します。

ヒント
複数の IP アドレスまたはドメイン名を指定する場合は、コンマでそれらを区切ります。IP アド
レスまたはドメイン名内にワイルドカード文字  (アスタリスクやクエスチョンマーク) を使用で
きます。

3.［適用］をクリックします。

無停電電源装置 (UPS)

NAS は、電源異常によって発生する異常なシステムシャットダウンから  NAS を保護するために無停電電源
装置 (UPS) への接続が可能です。

停電時の NAS の挙動
次の表は、停電時に考えられるシナリオと、対応する NAS の挙動を説明したものです。

フェーズ シナリオ NAS の挙動
フェーズ 1：停電開始時から指定の
待ち時間終了まで

停電が発生。 NAS が UPS の残り電力を検出。
UPS の電力が 15% より大きい。 UPS 設定に応じて、NAS は電源を

落とすかまたは指定の待ち時間が
経過するまで自動保護モードに切
り替わります。

UPS の電力が 15% 未満。 30 秒経過後、NAS は指定された待
ち時間に関わらず自動的に電源を
切るかまたは自動保護モードに切
り替わります。

電源が復旧。 NAS は引き続き動作。
フェーズ 2：指定の待ち時間から
UPS の電力がなくなるまで

電源は復旧せず、NAS は自動保護
モードに。

NAS は動作中のサービスをすべて
停止すべての共有フォルダーと
iSCSI LUN はアクセスできなくな
ります。

電源は復旧せず、NAS は電源を切
る。

NAS は電源断のまま。

電源は復旧し、NAS は自動保護モ
ードに。

NAS が再起動し、以前の状態に復
帰。

電源は復旧し、NAS は電源断。 NAS は電源断のまま。
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フェーズ シナリオ NAS の挙動
フェーズ 3：UPS の電力がなくな
った時点から電源が復旧するまで

電源は復旧せず、NAS は自動保護
モードに。

NAS の電源がオフになります。

電源は復旧せず、NAS は電源を切
る。

NAS は電源断のまま。

電源が復旧。 NAS は指定の電源復旧設定を適
用。

UPS の設定
1.［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［外部デバイス］ > ［UPS］に進みます。

2. 次のオプションを選択し、設定を行います。
モード 手順

USB 接続 a. USB ケーブルを利用し、NAS に UPS を接続
します。

b.［USB 接続］を選択します。

c. 次のいずれかのオプションを 1 つ選択しま
す。

• 停電後に一定時間サーバーの電源を切
る

• 停電後に指定の時間だけ NAS が自動
保護モードに入るのを許可する

注
自動保護モードではデータを保護するため
に、NAS は全サービスを停止し、すべての
ボリュームをアンマウントします。電源復
旧後、NAS は再起動し、通常動作に戻りま
す。

d. (オプション) ［ネットワーク UPS マスター
を有効にする］を選択した後、 停電イベント
発生時に QTS が通知を送信する先の IP ア
ドレスを指定します。

注
このオプションは、UPS が USB 経由で
NAS に接続されている場合にのみ選択で
きます。

SNMP 接続 a. UPS は NAS と同じネットワークに接続し
ます。

b.［SNMP 接続］を選択します。

c. UPS の IP アドレスを指定します。

d. 次のいずれかのオプションを 1 つ選択しま
す。
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• 停電後に一定時間サーバーの電源を切
る

• 停電後に指定の時間だけ NAS が自動
保護モードに入るのを許可する

ネットワーク UPS スレーブ a. UPS は NAS と同じネットワークに接続し
ます。

b.［ネットワーク UPS スレーブ］を選択しま
す。

c. UPS サーバーの IP アドレスを指定します。

d. 次のいずれかのオプションを 1 つ選択しま
す。

• 停電後に一定時間サーバーの電源を切
る

• 停電後に指定の時間だけ NAS が自動
保護モードに入るのを許可する

3.［適用］をクリックします。

システムステータス
NAS の状態を監視するには、 ［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［システムステータス］で行いま
す。

セクション 説明
システム情報 この画面には、モデル名や CPU、メモリ、ファームウェアバージ

ョン、システム稼働時間などの基本的なシステム情報が表示されま
す。

ネットワークステータス この画面には、各ネットワークインターフェイスの現在のネットワ
ーク設定が表示されます。

システムサービス この画面には、アンチウィルス、ドメインコントローラー、マルチ
メディア管理、VPN サーバーなどのシステム・サービスの現在の
状態を表示します。

ハードウェア情報 この画面には、CPU 利用率、メモリ、ディスク温度、システムフ
ァン速度などの NAS ハードウェア情報が表示されます。

システムログ
システムログの表示と管理は、［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［システムログ］で行えます。

システムイベントログ
QTS は、警告、エラー、情報のメッセージを含む、最大 10,000 のイベントログを保持します。システムイ
ベントログに対する次のアクションを実行できます。

アクション 手順
特定のイベントタイプの表示 ドロップダウンリストからイベントタイプを選択し

ます。
基本検索を実施 検索ボックスにキーワードを指定します。
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アクション 手順
高度な検索を実施 1. 検索ボックスの横の  をクリックします。

2. 詳細情報を指定します。

3.［検索］をクリックします。
ログエントリの削除 ログエントリを右クリックしてから 、［このレコード

の削除］を選択します。
1 つまたは複数のログエントリをコピー 1. 1 つまたは複数のエントリを選択します。

2. 選択済みエントリを右クリックします。

3.［コピー］をクリックします。

ヒント
複数のログエントリを選択するには、
Ctrl か Shift を押します。

すべてのイベントログエントリを削除 1.［すべてを消去］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

2.［OK］をクリックします。
システムイベントログをエクスポート ［保存］をクリックします。

QTS は、システムイベントログを  CSV ファイルとし
てエクスポートし、そのファイルをコンピューター
にダウンロードします。

システム接続ログ
QTS は、接続セッションに対する次のイベントをログできます。

プロトコル イベント
HTTP/HTTPS、FTP、Telnet、SMB、iSCSI、RADIUS • ロギングオンとロギングオフ

• ファイルとフォルダーのアクセス、作成、削除、
移動、名前変更

AFP と SSH ロギングオンとロギングオフ

システム接続ログに対する次のアクションを実行できます。

アクション 手順
接続セッションのロギングを開始 ［ロギング開始］をクリックします。
ログ設定をする 1.［オプション］をクリックします。

2. ログに記録する接続タイプを選択してください 。

3. (オプション) ログエントリの数が 10,000 を越え
た時に指定の場所に接続ログをアーカイブする
よう選択します。

4.［適用］をクリックします。
特定のイベントタイプの表示 ドロップダウンリストからイベントタイプを選択し

ます。
基本検索を実施 検索ボックスにキーワードを指定します。
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アクション 手順
高度な検索を実施 1. 検索ボックスの横の  をクリックします。

2. 詳細情報を指定します。

3.［検索］をクリックします。
ログエントリの削除 接続ログエントリを右クリックしてから 、［このレコ

ードの削除］を選択します。
接続をブロック 1. 接続ログエントリを右クリックします。

2. マウスポインターを［ブロックリストに追加］の
上にに置きます。

3. 接続がブロックされる時間間隔を選択します。
すべての接続ログエントリを削除 1.［すべてを消去］をクリックします。

確認メッセージが表示されます。

2.［OK］をクリックします。
システムイベントログをエクスポート ［保存］をクリックします。

QTS は、システム接続ログログを  CSV ファイルとし
てエクスポートし、ダウンロードします。

オンラインユーザー
このセクションでは、さまざまなネットワークサービスを介して  NAS に接続中のユーザーを表示します。次
のアクションを実行できます。

アクション 手順
接続の切断 ユーザー接続を右クリックし、［この接続を切断］を

選択します。
接続をブロック 1. ユーザー接続を右クリックし、［ブロックリスト

に追加］を選択します。

2. この接続をブロックする長さを指定します。
接続の切断とブロック 1. ユーザー接続を右クリックし、［この接続を切断

しその IP をブロック］を選択します。

2. この接続をブロックする長さを指定します。
基本検索を実施 検索ボックスにキーワードを指定します。
高度な検索を実施 1. 検索ボックスの横の  をクリックします。

2. 詳細情報を指定します。

3.［検索］をクリックします。

Syslog クライアント管理
Syslog はネットワーク上でログメッセージを転送するための標準です 。このサービスを有効にすると、イベ
ントログと接続ログをリモート Syslog サーバーに保存できます。記録するログのタイプを選択できます。

リソースモニター
NAS の状態を監視するには、 ［コントロールパネル］ > ［システム］ > ［リソースモニター］で行います。
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リソースモニターは、ハードウェア利用とシステムリソースについて情報と統計を表示します。

セクション 説明
概要 この画面は、CPU 使用率、メモリ使用率、ネットワ

ーク使用量、NAS での実行中プロセスの一般的要約
を提供します。、

システムリソース この画面では、経時的な CPU 使用率、メモリ使用
率、ネットワーク使用量、グラフィックスカードの
使用 (サポートされ、インストールされている場合)
を表示するラインチャートを使用します。
マウスポインターをラインチャート上に置き、特定
の時点でのハードウェア使用が表示されます。

ヒント
ラインチャートの時間間隔を指定する

には、［詳細］ ( ) をクリックし、［設
定］を選択します。

ストレージリソース この画面は、経時的なボリューム、LUN、ストレー
ジプール、RAID グループ、NAS 上のディスクの動
作を表示するラインチャートを使用します。この画
面も、各ボリュームのストレージ利用を要約します。
マウスポインターをラインチャート上に置き、特定
の時点でのストレージ動作が表示されます。

プロセス この画面は、実行中の全バックグラウンドプロセス
を表示し、各各現在の状態、CPU 利用率、メモリ使
用率などプロセスについての情報を提供します。

ヒント
［アプリケーション別のグループ］を有
効化し、関連するプロセスを 1 つにグル
ープ化できます (たとえば、アプリケー
ション障害やシステム障害に関連した
プロセス)。

QTS ユーザーガイド

システム設定   116



4. 権限
NAS の権限設定、ディスク割り当て容量、ドメインセキュリティを設定するには、「コントロールパネル」
> 「権限」に進みます。

ユーザー

デフォルトユーザーアカウント

ユーザーアカウント 説明
admin このアカウントは、設定、ユーザーの作成、アプリケーションのインストールが

できます。このアカウントを削除することはできません。

ローカルユーザーの作成
1.「コントロールパネル」 > 「権限」 > 「ユーザー」に進みます。

2.「作成」 > 「ユーザーの作成」をクリックします。 
ユーザーの作成 ウィンドウが表示されます。

3. 以下の情報を入力します。 

フィールド 説明
プロファイル写真 オプション:ユーザー用にプロファイル写真をアップロードしま

す。
ユーザーの説明（オプション） 最大 50 文字を含むユーザ説明を入力します。
ユーザー名 次のグループの中から  1～32 文字でユーザー名を指定します。

• 英文字:A～Z、a～z

• 数字:0～9

• マルチバイト文字：中国語、日本語、韓国語、ロシア語

• 特殊文字: . - _ ~ ! @ # $ % ^ & ( ) { }
バスワード 最大 64 文字の ASCII 文字を含むパスワードを入力します。
電話番号 (オプション) SMS 通知を QTS から受け取る電話番号を指定します。

詳細は、SMS 通知をご覧ください。

注
その他の NAS ユーザーはこの情報を見ることがで
きます。この情報を共有したくない場合は、このフ
ィールドを空欄にします。

電子メール (オプション) 通知を QTS から受け取る電子メールアドレスを指定します。
詳細は、電子メール通知をご覧ください。

注
その他の NAS ユーザーはこの情報を見ることがで
きます。この情報を共有したくない場合は、このフ
ィールドを空欄にします。
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フィールド 説明
通知メールを新しく作成したユーザー
に送信します (オプション)

選択すると、QTS は次の情報を含むメッセージを指定のメールア
ドレスに送信します。

• ユーザー名とパスワード

• NAS に接続するための URL

ヒント
ユーザーにはこの通知メッセージを編集するオプ
ションがあります。通知メッセージを編集するに
は次の手順を実行します。

a.「メッセージの編集」をクリックします。
「メッセージを編集」ウィンドウが表示されま
す。

b. 件名とメッセージを指定します。

c.「保存」をクリックします。

d. オプション:デフォルトメッセージを使用する
には、既定に復元をクリックします。

4. ユーザーのユーザーグループ、共有フォルダー権限、アプリケーション権限を指定します。 
詳細は、ユーザーアカウント情報の変更をご覧ください。

5.「作成」をクリックします。

複数ユーザーの作成
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ユーザー］に進みます。

2.［作成］ > ［複数ユーザーの作成］をクリックします。 
［複数ユーザーの作成ウィザード］が表示されます。

3.［次へ］をクリックします。

4. 以下の情報を指定します。 

フィールド 説明
ユーザー名接頭辞 最大で 23 文字の ASCII 文字を含み、以下を含まないユーザー名を

指定します。

• スペースを含む

• 次の文字で始まる- # @

• 次の文字を含む@ " + = / \ :| * ?< > ; [ ] % ` '

このプレフィックスはすべてのユーザー名の前に含まれます 。
例：テスト
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フィールド 説明
ユーザー名の開始番号 最大 8 文字で開始番号を入力します。

例：1

注
QTS は最初の番号の前にあるゼロを取り除きま
す。たとえば、001 は 1 になります。

ユーザー数 ユーザーの数を指定します (1～4095)。
例：5

バスワード 最大 64 文字の ASCII 文字を含むパスワードを入力します。

注
ユーザー名の形式は、[ユーザー名プレフィックス][ユーザー数]となります。指定した開始番
号とユーザー数がユーザー番号を決めます。
例を使うと、作成したユーザーのユーザー名は次のようになります。test1、test2、test3、
test4、 test5。

5.［次へ］をクリックします。 
［プライベートネットワーク共有の作成］画面が表示されます。

6. 任意: それぞれのユーザー用にプライベートネットワーク共有を作成します。

a.［はい］を選択します。

b.［次へ］をクリックします。

c. 以下の情報を指定します。

フィールド 説明
ネットワークドライブの
非表示

このオプションを選択すると  Windows ネットワーク内のフォルダーを非表示
にします。具体的なパスをご存知のユーザーはそれでもフォルダーにアクセス
できます。

ファイルのロック
(Oplocks)

Opportunistic lock (Oplocks) は、性能を向上させるためのキャッシングとアクセ
ス制御を促進する Windows ファイルロッキング機構です。この機能は既定で
有効になっており、複数のユーザーが同時に同じファイルにアクセスするネット
ワーク内でのみ無効にします。

ディスクボリューム プライベートネットワーク共有が作成されたデータボリュームを選択します。

プライベートネットワーク共有を作成せずに先へ進む場合は、［いいえ］を選択します。

7.［次へ］をクリックします。 
QTS がユーザーアカウントを作成し、それを表示されているユーザーリストに追加します。

8.［完了］をクリックします。

ユーザーアカウントリスト
NAS は TXT、CSV、BIN ファイルからのユーザーアカウントのインポートをサポートします。ファイルに
は、ユーザー名、パスワード、ユーザーグループ、割り当て設定などのユーザーアカウント情報が含まれま
す。
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ファイル形式 説明
TXT テキストエディタでユーザーアカウント一覧を作成します。詳細は、TXT ユー

ザーファイルの作成をご覧ください。
CSV 表計算エディタでユーザーアカウント一覧を作成します。詳細は、CSV ユーザ

ーファイルの作成をご覧ください。
BIN QNAP NAS は割り当て設定などのユーザーアカウント情報を BIN ファイルに

エクスポートできます。詳細は、ユーザーのエクスポートをご覧ください。

TXT ユーザーファイルの作成
1. テキストエディタで新しいファイルを作成します。

2. ユーザー情報を次の形式で指定します。 
ユーザー名,パスワード,容量割り当て (MB),グループ名

重要

• 値はコンマで区切ります。

• 容量割り当ては 100 MB と 2048 GB (2048000 MB) の間で指定してください。

注
このシステムの容量割り当ては MB 単位でのみ可能です。GB 値は MB で表現し直
す必要があります。

• 一行には一ユーザーの情報のみ指定します。
例：
John,s8fk4b,100,Sales
Jane,9fjwbx,150,Marketing
Mary,f9xn3ns,390,RD

3. リストを TXT ファイルとして保存します 。 

重要
リストにマルチバイト文字が含まれている場合は、そのファイルを UTF-8 エンコーディングで
保存してください。

CSV ユーザーファイルの作成
1. 表計算エディタで新しいワークブックを作成します 。

2. ユーザー情報を次の形式で指定します。 

• A 列：ユーザー名

• B 列：バスワード

• C 列：割当量 (MB)

• D 列：グループ名

重要

• 容量割り当ては 100 MB と 2048 GB (2048000 MB) の間で指定してください。
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注
このシステムの容量割り当ては MB 単位でのみ可能です。GB 値は MB で表現し直
す必要があります。

• 一行には一ユーザーの情報のみ指定します。
例：

3. ワークブックを  CSV ファイルとして保存します 。 

重要
リストにマルチバイト文字が含まれている場合は、ファイルをテキストエディタで開き、UTF-8
エンコーディングで保存してください 。

ユーザーのインポート
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ユーザー］に進みます。

2.［作成］ > ［ユーザーのインポート/エクスポート］をクリックします。 
［ユーザーのインポート/エクスポート］ウィンドウが現れます。

3.［ユーザーおよびユーザーグループ設定のインポート］を選択します。

4. 任意: 次のオプションのいずれかを選択します。 

フィールド 説明
通知メールを新しく作成した
ユーザーに送信

選択すると、QTS は次の情報を含むメッセージを指定されたユーザーのメー
ルアドレスに送信します。

• ユーザー名とパスワード

• NAS に接続するための URL

重要
メール通知を送信するには、SMTP サーバーが構成されて
いることを確認してください。詳細は、電子メール通知サ
ーバーの設定をご覧ください。

重複ユーザーを上書き 選択すると、QTS はインポートしたユーザーアカウントリスト上で重複して
いる既存のユーザーアカウントを上書きします。

5.［参照］をクリックした後、ユーザーアカウントリストを含むファイルを選択します。 

重要
解析エラーを避けるため、正しい QTS ユーザーアカウントをインポートするよう確認してくだ
さい。

詳細は、ユーザーアカウントリストをご覧ください。

6.［次へ］をクリックします。 
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ファイルタイプ ユーザー操作
TXT または CSV ［ユーザープレビューのインポート］画面が表示されます。

ユーザーアカウントリストのステータスをチェックします。

重要
［ステータス］は情報が不正かどうかを示します。不正な情
報がある場合、ユーザーアカウントリストは正しくインポ
ートされません。

BIN 次の画面では、［重複ユーザーを上書き］機能を説明します。

7.［次へ］をクリックします。 
QTS がユーザーアカウントリストをインポートします。

8.［完了］をクリックします。

ユーザーのエクスポート
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ユーザー］に進みます。

2.［作成］ > ［ユーザーのインポート/エクスポート］をクリックします。 
［ユーザーのインポート/エクスポート］ウィンドウが現れます。

3.［ユーザーおよびユーザーグループ設定のエクスポート］を選択します。

4.［次へ］をクリックします。 
QTS は、ユーザーアカウントリストをコンピューターに BIN ファイルとしてエクスポートします 。

ヒント
このファイルはユーザーを QTS 上で動作している別の  NAS にインポートするために使用でき
ます。

ユーザーアカウント情報の変更
1.「コントロールパネル」 > 「権限」 > 「ユーザー」に進みます。

2. ユーザーを見つけます。

3. 次のタスクを行います。 

タスク ユーザー操作
パスワードの変更 a.「アクション」の下で、 をクリックします。

パスワードの変更ウィンドウが開きます。

b. 要件に合うパスワードを指定します。

c. パスワードを確認します。
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タスク ユーザー操作
アカウントプロファイルの編
集

a.「アクション」の下で、 をクリックします。
アカウントプロファイルの編集ウィンドウが開きます。

b. 設定を編集します。
アカウントプロファイルの編集ウィンドウはユーザーの作成 ウィンド
ウには含まれない次の設定を提供します。

• 説明 (オプション)：最大 50 文字を含むユーザ説明を入力します。

• ユーザーによるパスワード変更を禁止:選択した場合、QTS ユーザ
ーがパスワードを変更するのを禁止します。

• このアカウントを無効にする:ユーザーアカウントを無効にするに
はこのオプションを選択します。アカウントを「今」無効にするか
または「有効期限」を指定する選択をします。

ユーザグループメンバーシッ
プの編集

a.「アクション」の下で、 をクリックします。
ユーザーグループ編集  ウィンドウが表示されます。

b. ユーザーグループを選択あるいは非選択してください 。
詳細は、ユーザーグループをご覧ください。

共有フォルダーの権限を編集 a.「アクション」の下で、 をクリックします。
共有フォルダー権限の編集ウィンドウが表示されます。

b. 各共有フォルダーに対するユーザーの権限を編集します。
詳細は、共有フォルダーの権限をご覧ください。

アプリケーション権限を編集 a.「アクション」の下で、 をクリックします。
アプリケーション権限の編集ウィンドウが開きます。

b. ユーザーにアクセスを許可するアプリケーションを選択します。

ヒント
QNAP では、ユーザが必要としていないアプリケーション
やネットワークサービスへのアクセスは拒否するようにお
勧めします。
デフォルトでは、管理者アカウントはすべてのアプリケー
ションへのアクセスがあります。

4.「適用」をクリックします。

ユーザーの削除
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ユーザー］に進みます。

2. 削除するユーザーを選択します。 

注
デフォルトユーザーアカウントは削除できません。

3.［削除］をクリックします。 
警告メッセージが表示されます。

4. 任意: ［選択したユーザーのホームフォルダーとデータも削除する］を選択します。
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5.［はい］をクリックします。

ホームフォルダー
ホームフォルダーを有効にすると 、NAS 上の各ローカルおよびドメインユーザー用に個人フォルダーが作成
されます。ユーザーは Microsoft ネットワーキング、FTP、File Station で自分のホームフォルダーにアクセ
スできます。

すべてのホームフォルダーはホーム共有フォルダーにあります 。デフォルトでは、そのフォルダーには管理
者だけがアクセスできます。

ホームフォルダーを有効にする
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ユーザー］に進みます。

2.［ホームフォルダー］をクリックします。 
［ホームフォルダー］ウィンドウが表示されます。

3.［すべてのユーザーのホームフォルダーを有効にする］を選択します。

4. ボリュームを選択します。 
ボリュームはホームフォルダーを格納するために使用されます 。

5.［適用］をクリックします。

ユーザーグループ
ファイルまたはフォルダーに対して同じアクセス権を持つユーザーの集まりです 。管理者は複数ユーザーの
フォルダー権限を管理するユーザーグループを作成できます 。

デフォルトユーザーグループ

ユーザーグループ 説明
administrators このグループのユーザーは、設定、ユーザーの作成、アプリケーションのインス

トールができます。このグループを削除することはできません 。
everyone このグループのユーザーはファイルの閲覧と変更だけができます。このグルー

プには全員のローカルユーザーアカウントが含まれ、全ローカルユーザーアカウ
ントに共有フォルダー権限を付与するために使用できます。このグループを削
除することはできません。

ユーザーグループの作成
1.「コントロールパネル」 > 「権限」 > 「ユーザーグループ」に進みます。

2.「作成」をクリックします。 
ユーザーグループの作成  ウィンドウが表示されます。

3. 以下の情報を入力します。 

QTS ユーザーガイド

権限   124



フィールド 説明
ユーザーグループ名 次のグループの中から  1～128 ASCII 文字でユーザーグループ名

を指定します。

• 英文字:A～Z、a～z

• 数字:0～9

• マルチバイト文字：中国語、日本語、韓国語、ロシア語

• ダッシュ (-)
説明 最大 128 文字の ASCII 文字を含む説明を入力します。

4. 任意: ユーザーにユーザーグループを追加します。

a.「このグループにユーザーを割り当てる」 の下にある「編集」をクリックしてください。

b. ひとつあるいは複数のユーザーを選択してください。

5. ユーザーグループに共有フォルダ権限を指定します。

a.「共有フォルダ権限を編集」の下の「編集」をクリックします。

b. それぞれの共有フォルダに権限を選択します。 
詳細は、共有フォルダー権限の競合をご覧ください。

6.「作成」をクリックします。

ユーザーグループ情報の変更
1.「コントロールパネル」 > 「権限」 > 「ユーザーグループ」に進みます。

2. ユーザーグループを見つけます。

3. 次のタスクを行います。 

タスク ユーザー操作
ユーザーグループ記述の編集 a.「アクション」の下で、 をクリックします。

「グループ詳細の表示」ウィンドウが現れます。

b. 説明の変更
ユーザーグループの編集 a.「アクション」の下で、 をクリックします。

ユーザーグループ編集  ウィンドウが表示されます。

b. ユーザーグループを選択あるいは非選択してください 。
共有フォルダーの権限を編集 a.「アクション」の下で、 をクリックします。

共有フォルダー権限の編集ウィンドウが表示されます。

b. 各共有フォルダーに対するユーザーグループの権限を編集します 。
詳細は、共有フォルダーの権限をご覧ください。

重要
グループレベル権限はユーザーレベルの権限を上書きしま
す。詳細については、共有フォルダー権限の競合に進んで
ください。
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4.「OK」をクリックします。

ユーザーグループの削除
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ユーザーグループ］に進みます。

2. 削除するユーザーグループを選択します。 

注
デフォルトユーザーグループは削除できません 。

3.［削除］をクリックします。 
警告メッセージが表示されます。

4.［OK］をクリックします。

共有フォルダー
［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［共有フォルダー］に進み、共有フォルダーの設定と権限を設定
します。

デフォルト共有フォルダー
QTS は、NAS 上のデータの整理を支援する次の共有フォルダーを自動的に作成します 。

重要
デフォルト共有フォルダーは、削除することはできず、特定のプロパティは変更できませ
ん。

フォルダー 説明
Download これは Download Station のデフォルトフォルダーで、QTS 内のコンテ

ンツを ダウンロードする際のデフォルトパスとなります。Download
Station 内へのダウンロードに別のパスを割り当てることができます。

Multimedia これはマルチメディアアプリ用のデフォルトフォルダーで 、写真や動
画、音楽などのマルチメディアコンテンツを保存します 。このフォルダ
ーはコントロールパネルのマルチメディア管理ユーティリティで管理
できます。

Public このフォルダーはどのユーザーアカウントからでも利用できます 。デ
フォルトでは、このフォルダーの共有フォルダー権限は読み取り専用で
す。詳細は、共有フォルダーの権限をご覧ください。

Web このフォルダーは、コントロールパネルで管理できる Web サーバーユ
ーティリティからのコンテンツを保存します。

デフォルトの共有フォルダーの復元
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［共有フォルダー］ > ［共有フォルダー］に進みます。

2.［デフォルトの共有フォルダーの復元］をクリックします。 
警告メッセージが表示されます。

3.［OK］をクリックします。

QTS はデフォルト共有フォルダーを復元します。
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共有フォルダーの作成
1.「コントロールパネル」 > 「権限」 > 「共有フォルダー」 > 「共有フォルダー」に進みます。

2.「作成」をクリックし、「共有フォルダー」を選択します。 
「共有フォルダーの作成」ウィンドウが開きます。

3. 以下の情報を入力します。 

フィールド 説明
フォルダー名 1～64 文字を含み、次の状態でないフォルダー名を指定します。

• スペースで開始または終了

• 連続した複数のスペースを含む

•「.」で終了

•「_sn」または「_sn_bk」で終了

• 次の文字を含む" + = / \ :| * ?< > ; [ ] % ` '
コメント (オプション) 1～128 の ASCII 文字を含むコメントを入力します。
ディスクボリューム 共有フォルダーを作成する  NAS 上のボリュームを指定してください 。
Qtier 自動階層化 これが有効化されていると、Qtier はそのフォルダー内のデータ上で自

動階層化を実施します。詳細は、Qtier をご覧ください。
この設定は、Qtier が有効化されているストレージプールを選択してい
る場合のみ利用できます。

注
ユーザーは共有フォルダー画面からも自動階層化を有
効にできます。

パス パスを指定するか、または QTS が自動的にそれをつくることを許可し
ます。

4. 任意: ユーザーアクセス権限を設定します。

a.［ユーザーのアクセス権の設定］の下で、［編集］をクリックします。

b. ユーザーのアクセス権限を指定します。
詳細は、共有フォルダーの権限をご覧ください。

5. 任意: フォルダー暗号化を有効にします。

a.［共有フォルダー権限］の下の［編集］をクリックします。

b.「暗号化」を選択します。 
フォルダー暗号化は、ドライブが物理的に盗まれた場合に不正なデータアクセスからコンテンツ
を保護します。

c. 以下の情報を入力します。

フィールド/オプション 説明
パスワードを入力 次の文字を含まない 8～32 文字でパスワードを指定します。" $ := \

このフィールドはマルチバイト文字をサポートしません。
パスワードの再入力 パスワードは以前に指定したパスワードと一致する必要があります。
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フィールド/オプション 説明
暗号化キーの保存 有効化した場合、QTS は NAS の再起動後に共有フォルダーを自動的に

アンロックします。
無効かされている場合、管理者は NAS の再起動後にフォルダーをアン
ロックする必要があります。詳細は、共有フォルダーのロックを解除す
るをご覧ください。

6. 任意: 詳細な設定を行います。

オプション 説明
ゲストアクセス権 NAS アカウントのないユーザーに割り当てられた権

限レベルを選択します。
メディアフォルダー このオプションを選択すると、メディアアプリケー

ションがこのフォルダーでメディアファイルをスキ
ャンできるようになります。

ネットワークドライブを隠す このオプションを選択すると  Windows ネットワー
ク内のフォルダーを非表示にします。具体的なパス
をご存知のユーザーはそれでもフォルダーにアクセ
スできます。

ファイルのロック (Oplocks) Opportunistic lock (Oplocks) は、性能を向上させるた
めのキャッシングとアクセス制御を促進する
Windows ファイルロッキング機構です。この機能は
既定で有効になっており、複数のユーザーが同時に
同じファイルにアクセスするネットワーク内でのみ
無効にします。

SMB 暗号化 このオプションは SMB3 が有効化された時にのみ利
用できます。このオプションを選択すると、SMB3
プロトコルでのあらゆる Microsoft ネットワーク通
信を暗号化します。

以前のバージョンの Windows を有効にする これが有効化されていると、Windows の以前のバー
ジョンの機能が共有フォルダーと共に使えます。

ネットワークごみ箱を有効にする このオプションを選択すると、この共有フォルダー
用にごみ箱を作成します。

現在のところ、ごみ箱へのアクセスを管理者にのみ
制限する

このオプションは、「ネットワークごみ箱」が有効に
なっている場合のみ利用できます。このオプション
を選択すると、管理者でないユーザーがごみ箱内の
ファイルを復元させたり削除することができなくな
ります。

この共有フォルダーの同期を有効にする このオプションを選択すると、この共有フォルダー
が Qsync で使用できるようになります。Qsync が
NAS にインストールされていない場合、このオプシ
ョンは表示されません。

アクセスベースの共有列挙 (ABSE) を有効にする これが有効化されていると、ユーザーにはマウント
とアクセスの権限がある共有フォルダーだけが見え
ます。ゲストアカウントのユーザーは、共有フォル
ダーを見るためにユーザー名とパスワードを入力す
る必要があります。

アクセスベースの列挙 (ABE) を有効にする これが有効化されていると、ユーザーにはアクセス
の権限があるファイルとフォルダーだけが見えま
す。
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オプション 説明
Time Machineバックアップフォルダー（macOS）
として、このフォルダを設定

これが有効化されていると、共有フォルダーは
macOS の Time Machine の宛先フォルダーになりま
す。

7.［作成］をクリックします。

共有フォルダープロパティの編集
1.「コントロールパネル」 > 「権限」 > 「共有フォルダ」 > 「共有フォルダ」に進みます。

2. 共有フォルダを見つけます。

3.「アクション」の下で、 をクリックします。 
「プロパティを編集」ウィンドウが表示されます。

4. 次の設定のいずれかを変更します。 

オプション 説明
フォルダー名 1～64 文字を含み、次の状態でないフォルダー名を指定します。

• スペースで開始または終了

• 連続した複数のスペースを含む

•「.」で終了

•「_sn」または「_sn_bk」で終了

• 次の文字を含む" + = / \ :| * ?< > ; [ ] % ` '
コメント (オプション) 1～128 の ASCII 文字を含むコメントを入力します。この情報は参考

用で、QTS では使用されません。
ディスクボリューム 共有フォルダを作成する NAS 上のボリュームを指定してください 。
パス パスを指定するか、または QTS が自動的にそれをつくることを許可し

ます。
Qtier 自動階層化 これが有効化されていると、Qtier はそのフォルダー内のデータ上で自

動階層化を実施します。詳細は、Qtier をご覧ください。
この設定は、Qtier が有効化されているストレージプール内にフォルダ
ーがある場合のみ利用できます。

注
ユーザーは共有フォルダー画面からも自動階層化を有
効にできます。

メディアフォルダー このオプションを選択すると、メディアアプリケーションがこのフォル
ダーでメディアファイルをスキャンできるようになります 。

ネットワークドライブを隠す このオプションを選択すると  Windows ネットワーク内のフォルダー
を非表示にします。具体的なパスをご存知のユーザーはそれでもフォ
ルダーにアクセスできます。

ファイルのロック (Oplocks) Opportunistic lock (Oplocks) は、性能を向上させるためのキャッシング
とアクセス制御を促進する Windows ファイルロッキング機構です。
この機能は既定で有効になっており、複数のユーザーが同時に同じファ
イルにアクセスするネットワーク内でのみ無効にします。
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オプション 説明
SMB 暗号化 このオプションは SMB3 が有効化された時にのみ利用できます。この

オプションを選択すると、SMB3 プロトコルでのあらゆる Microsoft ネ
ットワーク通信を暗号化します。

以前のバージョンの Windows を
有効にする

これが有効化されていると、Windows の以前のバージョンの機能が共
有フォルダーと共に使えます。

ネットワークごみ箱を有効にする このオプションを選択すると、この共有フォルダー用にごみ箱を作成し
ます。

現在のところ、ごみ箱へのアクセ
スを管理者にのみ制限されていま
す。

このオプションは、「ネットワークごみ箱」が有効になっている場合の
み利用できます。このオプションを選択すると、管理者でないユーザー
がごみ箱内のファイルを復元させたり削除することができなくなりま
す。

FTP接続時に書き込み専用アクセ
スを有効にする

このオプションを選択すると、管理者はその共有フォルダーに排他的な
読み込みと書き込みのアクセスを与えます。FTP で接続している管理
者以外のユーザーは書き込みアクセスだけを持ちます。

長いファイル名形式を利用したフ
ァイルへのアクセスのみをアプリ
ケーションに許可

これが選択されていると、アプリケーションは共有フォルダーのファイ
ルにアクセスするとき、長いファイル名形式を使用する必要がありま
す。

このフォルダを暗号化 このオプションを選択するとフォルダ暗号化が有効になり、ドライブが
物理的に盗まれた場合に不正なデータアクセスからコンテンツを保護
します。

この共有フォルダの同期を有効に
する

このオプションを選択すると、この共有フォルダが Qsync で使用でき
るようになります。Qsync が NAS にインストールされていない場合、
このオプションは表示されません。

アクセスベースの共有列挙
(ABSE) を有効にする

これが有効化されていると、ユーザーにはマウントとアクセスの権限が
ある共有フォルダーだけが見えます。ゲストアカウントのユーザーは、
共有フォルダーを見るためにユーザー名とパスワードを入力する必要
があります。

アクセスベースの列挙 (ABE) を有
効にする

これが有効化されていると、ユーザーにはアクセスの権限があるファイ
ルとフォルダーだけが見えます。

Time Machineバックアップフォ
ルダ（macOS）として、このフォ
ルダを設定

これが有効化されていると、共有フォルダーは macOS の Time
Machine の宛先フォルダーになります。

スナップショット共有フォルダに
移行

このボタンをクリックすると、共有フォルダをスナップショット共有フ
ォルダに移行ウィザードが開き、共有フォルダーをスナップショット共
有フォルダーに移行させることができます。詳細は、スナップショット
共有フォルダーへの移行をご覧ください。

5.「OK」をクリックします。

共有フォルダーの更新
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［共有フォルダー］ > ［共有フォルダー］に進みます。

2. 共有フォルダーを見つけます。

3.［アクション］の下で、  をクリックします。

共有フォルダーの削除
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［共有フォルダー］ > ［共有フォルダー］に進みます。
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2. 削除する共有フォルダーを選択します。 

注
デフォルトの共有フォルダーは削除できません 。

3.［削除］をクリックします。 
警告メッセージが表示されます。

4. 任意: ［データを削除 (マウントされている ISO イメージファイルは削除されません )］を選択します。

5.［はい］をクリックします。

スナップショット共有フォルダー
スナップショット共有フォルダーは、専用ボリューム上に作成された共有フォルダーで、フォルダーを復元
したり、スナップショットからボリュームを復元することによりユーザーはは素早くデータを復元できます 。
スナップショット共有フォルダーのためにフォルダークォータを割り当てることもできます 。スナップショ
ットの詳細については、ストレージ＆スナップショットを参照してください。

スナップショット共有フォルダーは、スナップショットをサポートし少なくとも 1GB をもつ NAS が必要で
す、。対応モデルに関する詳細は、www.qnap.com/solution/snapshots をご覧ください。

スナップショット共有フォルダーを作成
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［共有フォルダー］ > ［共有フォルダー］に進みます。

2.［作成］をクリックし、［スナップショット共有フォルダー］を選択します。 
［スナップショット共有フォルダーの作成］ウィンドウが開きます。

3. 以下の情報を指定します。 

フィールド 説明
フォルダー名 1～64 文字を含み、次の状態でないフォルダー名を指定します。

• スペースで開始または終了

• 連続した複数のスペースを含む

•「.」で終了

•「_sn_」または「_sn_bk」で始まる

• 次の文字を含む" + = / \ :| * ?< > ; [ ] % ` '
コメント (オプション) 1～128 の ASCII 文字を含むコメントを入力します。
ストレージプール スナップショット共有フォルダーを作成する  NAS 上のストレージプ

ールを指定してください。
領域の割り当て ストレージプールがシックプロビジョニングかシンプロビジョニング

かを選択します。詳細は、ボリュームをご覧ください。
Qtier 自動階層 これが有効化されていると、Qtier はそのフォルダー内のデータ上で自

動階層化を実施します。詳細は、Qtier をご覧ください。
この設定は、Qtier が有効化されているストレージプールを選択してい
る場合のみ利用できます。

注
ユーザーは［共有フォルダー］画面からも自動階層化
を有効にできます。
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フィールド 説明
フォルダークォータの割り当て スナップショット共有フォルダーのためにフォルダークォータを割り

当てできます。

4. 任意: ユーザーアクセス権限を設定します。

a.［ユーザーのアクセス権の設定］の下で、［編集］をクリックします。

b. ユーザーのアクセス権限を指定します。
詳細は、共有フォルダーの権限をご覧ください。

5. 任意: 詳細な設定を行います。
詳細は、共有フォルダーの作成をご覧ください。

6.［作成］をクリックします。

スナップショット共有フォルダーへの移行
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［共有フォルダー］ > ［共有フォルダー］に進みます。

2. スナップショット共有フォルダーに移行させたいフォルダーを選択します 。

3.［スナップショット共有フォルダーに移行］をクリックします。 
［共有フォルダーをスナップショット共有フォルダーに移行］ウィザードが表示されます。

4. スナップショット共有フォルダーの位置を選択します。

5.［次へ］をクリックします。

6. 任意: ボリュームのストレージプール領域を空けます。 

注
ストレージプールにスナップショット共有フォルダーのための  ストレージ領域が十分にない場
合、［ストレージプール領域を空ける］画面が開きます。

オプション ユーザー操作
未使用の保証されたスナップショット領域
の解放

注
このオプションは、保証されたスナップショッ
ト領域がストレージプールに割り当てられてい
る場合にのみ利用できます。

a.［今すぐ設定］をクリックします。
［スナップショット設定］ウィンドウが表示されます。

b. 領域を開放するためにスナップショット設定を行います。
詳細は、ストレージ＆スナップショットをご覧ください。

c.［OK］をクリックします。
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オプション ユーザー操作
シンボリューム上の使用済み領域を解放す
るために領域再利用を実行

注
このオプションは、ストレージプールが再利用
可能領域をもつシンボリュームを含んでいる場
合にのみ利用できます。

a.［今すぐ実行］をクリックします。
ダイアログボックスが表示されます 。

b.［OK］をクリックして利用可能なストレージ領域を再利用
します。
QTS が使用済領域を再利用します。
ダイアログボックスが表示されます 。

c.［OK］をクリックします。
シックボリュームをシンボリュームに変換
し、未割り当て領域を解放

注
このオプションは、ストレージプールがシック
ボリュームを含んでいる場合にのみ利用できま
す。

a. 変換するボリュームを選択します。

b.［今すぐ実行］をクリックします。
［シンボリュームに変換］ウィンドウが表示されます。

警告
ボリュームを変換すると、そのボリューム上に
存在するすべてのスナップショットが削除され
ます。

c.［適用］をクリックします。
QTS がボリュームを変換します。

7. スナップショット共有フォルダーを変換します。 

オプション 説明
Qtier 自動階層 これが有効化されていると、Qtier はそのフォルダー内のデータ上

で自動階層化を実施します。詳細は、Qtier をご覧ください。
この設定は、Qtier が有効化されているストレージプールを選択し
ている場合のみ利用できます。

注
ユーザーは［共有フォルダー］画面からも自動階層
化を有効にできます。

領域の割り当て ボリュームをシックプロビジョニングかシンプロビジョニングの
どちらにするかを選択します。詳細は、ボリュームをご覧くださ
い。

割り当て済み領域クォータ スナップショット共有フォルダーのクォータを指定します。

ヒント
［最大に設定］をクリックし、残っているストレー
ジプール領域すべてをボリュームに割り当てます 。

8.［次へ］をクリックします。
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9. 設定を確認します。

10.［OK］をクリックします。

ISO 共有フォルダー
ユーザーは、NAS 上の ISO 画像ファイルを ISO 共有フォルダーとしてマウントでき 、ディスクを焼くこと
なくアクセスが可能です。NAS は最大 256 の マウント済 ISO 共有フォルダーをサポートします。

ISO 共有フォルダー要件
デフォルトでは、大半の NAS モデルが最大 256 の ISO 共有フォルダーをサポートします。ただし、いくつ
かの NAS モデルはネットワークごみ箱フォルダーの数によっては  256 より少ない ISO 画像ファイルをサポ
ートします。サポートされる ISO 画像ファイルの数 = 256 − 6 (デフォルト共有フォルダー ) − (ネットワー
クごみ箱フォルダーの数 )。次の NAS モデルは 256 より少ない ISO 画像ファイルをサポートします。

NAS モデル
TS-1x：

• TS-110

• TS-112

• TS-119

• TS-119P+

• TS-120

• TS-121

TS-2x：

• TS-210

• TS-212

• TS-219

• TS-219P

• TS-219P+

• TS-220

• TS-221

その他のモデル：

• TS-410

ISO ファイルを共有フォルダーとしてマウントする
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［共有フォルダー］ > ［共有フォルダー］に進みます。

2.［作成］をクリックした後、［ISO 共有を作成］を選択します。 
［ISO 共有の作成］ウィンドウが開きます。

3. マウントされるソース ISO 画像ファイルを選択します。

4.［次へ］をクリックします。

5. 以下の情報を指定します。 
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フィールド 説明
フォルダー名 1～64 文字を含み、次の状態でないフォルダー名を指定します。

• スペースで終わる

• 連続した複数のスペースを含む

•「.」で終了

•「_sn_」または「_sn_bk」で始まる

• 次の文字を含む" + = / \ :| * ?< > ; [ ] % ` '

注
ARM ベースの NAS モデルでは、ISO 共有サブフォル
ダー名にキリル文字を使用できません。サブフォルダ
ー名にキリル文字が含まれている場合、その名前は
NAS 上で正しく表示されません。
macOS において名前の中に「#」を含む共有フォルダ
ーはマウントできません。

隠しフォルダー ［はい］を選ぶと Windows ネットワークス内のフォルダーを非表示に
します。具体的なパスをご存知のユーザーはそれでもフォルダーにア
クセスできます。

説明 最大 128 文字の ASCII 文字を含む説明を入力します。

6.［次へ］をクリックします。

7. ISO 共有フォルダーにユーザーアクセス権限とゲストアクセス権を設定します。 

タイプ オプション 説明 ユーザー操作
ユーザーアクセス
権限

読み取り専用アクセ
ス権を管理者のみに
付与

このオプションを
選択すると、管理者
アカウントに ISO
共有フォルダーへ
の読み取り専用ア
クセスが与えられ
ます。

a.［次へ］をクリックします。

b. 設定を確認します。

ユーザー単位 このオプションを
選択すると、ISO 共
有フォルダーにユ
ーザーレベルでア
クセス権限を設定
できます。

a.［次へ］をクリックします。

b. ISO 共有フォルダーにユーザーアカ
ウントアクセス権を設定します。

c.［次へ］をクリックします。

d. 設定を確認します。
ユーザーグループ単
位

このオプションを
選択すると、ISO 共
有フォルダーにユ
ーザーグループレ
ベルでアクセス権
限を設定できます。

a.［次へ］をクリックします。

b. ISO 共有フォルダーにユーザーグル
ープアクセス権を設定します。

c.［次へ］をクリックします。

d. 設定を確認します。
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タイプ オプション 説明 ユーザー操作
ゲストアクセス権 アクセス拒否 このオプションを

選択すると、ゲスト
アカウントのアク
セスが拒否されま
す。

該当なし

読み取り専用 このオプションを
選択すると、ゲスト
アカウントに読み
取り専用アクセス
が付与されます。

詳細は、共有フォルダーの権限をご覧ください。

8.［次へ］をクリックします。 
QTS が ISO ファイルを共有フォルダーとしてマウントし 、それを［共有フォルダー］画面に追加しま
す。

9.［完了］をクリックします。

共有フォルダーの権限

権限 説明
読み取り専用 (RO) ユーザーまたはユーザーグループは共有フォルダーを読み取れま

すが、書き込みはできません。
読み取り/書き込み (RW) このユーザーまたはユーザー名グループは共有フォルダー内のフ

ァイルを読み書きできます。
拒否 このユーザーまたはユーザーグループは共有フォルダー内のファ

イルを読め書きできません。

注
ユーザーは、ユーザーおよびユーザーグループのために共有フォルダーの権限を設定でき
ます。詳細は、以下のトピックをご覧ください。

• ユーザーアカウント情報の変更

• ユーザーグループ情報の変更

共有フォルダー権限の編集
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［共有フォルダー］ > ［共有フォルダー］に進みます。

2. 共有フォルダーを見つけます。

3.［アクション］の下で、  をクリックします。 
［共有フォルダー権限の編集］ウィンドウが表示されます。

4.［権限タイプの選択］の下で、編集する権限タイプを選択します。

5. 以下のタスクのいずれかを行います。 
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権限タイプ 説明 ユーザー操作
ユーザーとグループ
の権限

Windows、macOS、FTP、
File Station からアクセス
できる共有フォルダーに対
するユーザーとグループの
権限を編集します。

a. それぞれのユーザーとユーザーグループに対して
権限を指定します。

b. オプション：ユーザーを、共有フォルダーに対する
権限を持つユーザーのリストに追加します。

1.［追加］をクリックします。
［ユーザーとグループを選択］ウィンドウが表
示されます。

2. ユーザーやユーザーグループのタイプを左上
のドロップダウンメニューから選択します 。

3. 追加したいユーザーに対する権限を選択しま
す。

4.［追加］をクリックします。
QTS はユーザーとそれに対応する権限をリス
トに追加します。

c. オプション：ユーザーを、共有フォルダーに対する
権限を持つユーザーのリストから削除します。

1. 削除するユーザーをクリックします。

2.［削除］をクリックします。
QTS はリストからそのユーザーを削除します。

d. オプション：ゲストアクセス権を変更します。
［ゲストアクセス権］の下で、ゲストアカウントに
対する権限タイプを選択します。

NFSホストのアクセ
ス

共有フォルダー向けに対す
る NFS ホストアクセス権
を編集します。

a. NFS アクセス権を有効化するために［アクセス権］
を選択します。

b.［ホスト / IP / ネットワーク］の下で、IP アドレスま
たはドメイン名を入力します。

c. オプション：NFS ホストを追加します。
［許可する IP アドレスまたはドメイン名］の下で、
［追加］をクリックします。
QTS はリストにエントリーを追加します。

d. オプション：NFS ホストを削除します。

1. 一覧から NFS ホストを選択します。

2.［削除］をクリックします。
QTS はリストからそのホストを削除します。
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権限タイプ 説明 ユーザー操作
Microsoft ネットワ
ークホストのアクセ
ス

Microsoft ネットワーキン
グ経由で共有フォルダーに
アクセス可能なコンピュー
ターを指定します。

a. Microsoft ネットワーキングホストを追加します。
［追加］をクリックします。
QTS はリストにエントリーを追加します。

b.［ホスト / IP / ネットワーク］の下で、IP アドレスま
たはドメイン名を入力します。

c. オプション：Microsoft ネットワーキングホストを削
除します。

1. 一覧から Microsoft ネットワーク ホストを選択
します。

2.［削除］をクリックします。
QTS はリストからそのホストを削除します。

6.［適用］をクリックします。

詳細なフォルダー権限の設定
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［共有フォルダー］ > ［詳細権限］に進みます。

2. 次のオプションのいずれかを選択します。 

オプション 説明
詳細なフォルダー権限を有効にする 有効にした場合、ユーザーは個々のユーザーとユーザーグループに

フォルダーおよびサブフォルダーの権限を割当てることができま
す。

Windows ACL サポートを有効にする 有効にした場合、ユーザーは Windows ファイルエクスプローラか
らフォルダーおよびサブフォルダーの権限を編集することができ
ます。

3.［適用］をクリックします。

共有フォルダー権限の競合
共有フォルダーに対して異なる権限が割り当てられた場合 、QTS は競合を解決するために次の階層を使用し
ます。

1. アクセスなし/拒否

2. 読み取り/書き込み (RW)

3. 読み取り専用 (RO)

ユーザー権限 ユーザーグループ権限 実権限
アクセス拒否 アクセス拒否 アクセス拒否
読み取り専用 アクセス拒否
読み取り/書き込み アクセス拒否
指定なし アクセス拒否

QTS ユーザーガイド

権限   138



ユーザー権限 ユーザーグループ権限 実権限
アクセス拒否 読み取り専用 アクセス拒否
読み取り専用 読み取り専用
読み取り/書き込み 読み取り/書き込み
指定なし 読み取り専用
アクセス拒否 読み取り/書き込み アクセス拒否
読み取り専用 読み取り/書き込み
読み取り/書き込み 読み取り/書き込み

• Samba/AFP による共有フォ
ルダー：読み取り/書き込み

• AFP による共有フォルダー：
読み取り専用

指定なし 読み取り/書き込み
アクセス拒否 指定なし アクセス拒否
読み取り専用 読み取り専用
読み取り/書き込み 読み取り/書き込み
指定なし アクセス拒否

共有フォルダーのアクセス
NAS 共有フォルダーをネットワークドライブとしてマップあるいはマウントすると 、Windows 、Mac また
は Linux コンピューターからファイルへのアクセスや管理が容易に行えます。

Windows および Mac に対しては、Qfinder Pro を使用して  NAS 共有フォルダーをマップあるいはマウント
できます。Qfinder Pro は、お客様のローカルエリアネットワーク内にある QNAP NAS デバイスを見つけ、
アクセスできるようにするデスクトップユーティリティです 。

Qfinder Pro をダウンロードするには https://www.qnap.com/utilities に進んでください。

Windows コンピューターで共有フォルダーをマップする
共有フォルダーをマップする前に、ご利用の Windows 用 コンピューターに Qfinder Pro がインストールされ
ていることを確認してください。

1. NAS の電源をオンにします。

2. NAS をローカルエリアネットワークに接続する。

3. Qfinder Pro を開きます。 
Qfinder Pro は、お客様のローカルエリアネットワーク内にあるすべての QNAP NAS デバイスを表示し
ます。
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4. 共有フォルダーが置かれている  NAS を選択します。

5.［ツール］ > ［ネットワークドライブをマップ］をクリックします。 

6. 共有フォルダーを選択します。

7.［ネットワークドライブをマップ］をクリックします。 

8. QTS ユーザー名とパスワードを指定します。

QTS ユーザーガイド

権限   140



9.［OK］をクリックします。 

10. 以下の情報を指定します。 

フィールド 説明
ドライブ 以下の情報を指定します。
フォルダー このフィールドは、すでに共有フォルダーが選択されているために編集

不可になっています。これは参照用です。
サインイン時に再接続 選択されていると、共有フォルダーはユーザーが次にサインインした時

に自動的に接続します。
別の資格情報を使って接続 選択されていると、ユーザーは共有フォルダーをマップした後 NAS に対

し別のアカウントでサインインするオプションを得ます。
ドキュメントと画像の保存に使
用できる Web サイトに接続しま
す。

クリックされていると、［ネットワークロケーション追加ウィザード］が
現れます。
このウィザードは、マップされた共有フォルダーへのショートカットを
作成するために使用できます。

11.［完了］をクリックします。
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共有フォルダーがネットワークドライブとしてマップされ 、Windows Explorer を使ってアクセスできるよう
になりました。

Mac コンピューターで共有フォルダーをマウントする
共有フォルダーをマウントする前に、ご利用の Mac コンピューターに Qfinder Pro がインストールされてい
ることを確認してください。

1. NAS の電源をオンにします。

2. NAS をローカルエリアネットワークに接続する。

3. Qfinder Pro を開きます。 
Qfinder Pro は、お客様のローカルエリアネットワーク内にあるすべての QNAP NAS デバイスを表示し
ます。

4. 共有フォルダーが置かれている  NAS を選択します。

5.［ネットワークドライブ］をクリックします。 

6. QTS ユーザー名とパスワードを指定します。

7.［OK］をクリックします。 

［ネットワークドライブのマウント］ウィンドウが開きます。

8.［マウントされたフォルダーを Finder の「よく使う項目」に追加］を選択します。

9.［OK］をクリックします。 
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確認メッセージが表示されます。

10.［はい］をクリックします。 

11. Mac のユーザー名とパスワードを指定してください。

12.［OK］をクリックします。 

13. 共有フォルダーを選択します。

14.［OK］をクリックします。 
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共有フォルダーがネットワークドライブとしてマウントされ 、Qfinder Pro を使ってアクセスできるようにな
ります。

Linux コンピューターで共有フォルダーをマウントする
1. Root 権限でターミナルを開きます。

2. 次のコマンドを実行します。 

mount <NAS Ethernet Interface IP>:/share/<Shared Folder Name> <Directory to Mount>

ヒント
NAS の Ethernet インターフェイスの IP アドレスが 192.168.0.42 で、「/mnt/pub」ディレクト
リの下の「public」共有フォルダーに接続しようとする場合、次のコマンドを実行します。

mount -t nfs 192.168.0.42:/share/public/mnt/pub

3. NAS のユーザー名とパスワードを指定します。

マウントされたディレクトリを使って、共有フォルダーに接続できます。

フォルダー集約
ユーザーは、Windows ネットワーク上の共有フォルダーを集約し、それらを NAS がアクセスできるポータ
ルフォルダーにリンクできます。10 個までのフォルダーを 1 つのポータルフォルダーにリンクできます。

フォルダー集約を有効にするには、［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［共有フォルダー］ > ［フォ
ルダー集約］に進みます。

注

• フォルダー集約は Samba ネットワークでのみサポートされます。QNAP は Windows
Active Directory (AD) 環境に対してフォルダー集約をお勧めします 。

• アクセス権限がポータルフォルダーに割り当てられている場合 、NAS およびリモート
サーバーは同じ AD ドメインに参加しなければなりません 。

ポータルフォルダーの作成

注
次のステップを実施する前にフォルダー集約が有効になっていることを確認してくださ
い。詳細は、フォルダー集約をご覧ください。
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1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［共有フォルダー］ > ［フォルダー集約］に進みます。

2.［フォルダー集約リスト］の下にある、［ポータルフォルダーの作成］をクリックします。 
［ポータルフォルダーの作成］ウィンドウが表示されます。

3. 以下の情報を指定します。 

フィールド 説明
フォルダー名 1～64 文字を含み、次の状態でないフォルダー名を指定します。

• スペースで開始または終了

• 連続した複数のスペースを含む

•「.」で終了

•「_sn_」または「_sn_bk」で始まる

• 次の文字を含む" + = / \ :| * ?< > ; [ ] % ` '
隠しフォルダー ［はい］を選ぶと Windows ネットワークス内のフォルダーを非表示に

します。具体的なパスをご存知のユーザーはそれでもフォルダーにア
クセスできます。

コメント 1～128 の ASCII 文字でコメントを指定します。
ポータルフォルダーにアクセスす
るには、先にログインする必要が
あります。

選択後、ポータルフォルダーにアクセスする前に自分のユーザー名とパ
スワードで NAS にログインします。
これにより、ゲストアカウントによるポータルフォルダーへのアクセス
や、他のユーザーの権限問題を防止します。

4.［適用］をクリックします。

ポータルフォルダー情報の変更

注
次のステップを実施する前にフォルダー集約が有効になっていることを確認してくださ
い。詳細は、フォルダー集約をご覧ください。

1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［共有フォルダー］ > ［フォルダー集約］に進みます。

2. ポータルフォルダーを見つけます。

3. 以下のタスクのいずれかを行います。 

タスク ユーザー操作
ポータルフォルダープロパテ
ィを編集

a.［アクション］の下で、  をクリックします。
［ポータルフォルダーの編集］ウィンドウが表示されます。

b. フォルダープロパティを編集します 。
詳細は、ポータルフォルダーの作成をご覧ください。

リモートフォルダーリンクを
設定します。

a.［アクション］の下で、  をクリックします。
［リモートフォルダーリンク］ウィンドウが表示されます。

b. リモートフォルダーリンクに対する［名前］、［ホスト名］と［リモート
共有フォルダー］を指定します。

4.［適用］をクリックします。
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ポータルフォルダーの削除

注
次のステップを実施する前にフォルダー集約が有効になっていることを確認してくださ
い。詳細は、フォルダー集約をご覧ください。

1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［共有フォルダー］ > ［フォルダー集約］に進みます。

2. 削除したいポータルフォルダーを選択します。

3.［削除］をクリックします。 
警告メッセージが表示されます。

4.［はい］をクリックします。

フォルダーツリーのインポート

注
次のステップを実施する前にフォルダー集約が有効になっていることを確認してくださ
い。詳細は、フォルダー集約をご覧ください。

1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［共有フォルダー］ > ［フォルダー集約］に進みます。

2.［フォルダーツリーのインポート/エクスポート］をクリックします。 
［フォルダーツリーのインポート/エクスポート］ウィンドウが現れます。

3.［フォルダーツリーのインポート］の下で、［表示］をクリックします。

4. フォルダーツリーを含むファイルファイルを選択します 。 

重要
解析エラーを避けるため、正しい QTS フォルダーツリーをインポートするよう確認してくださ
い。

5.［インポート］をクリックします。 
警告メッセージが表示されます。

6.［OK］をクリックします。 
QTS がフォルダーツリーをインポートします。

7.［OK］をクリックします。

8.［完了］をクリックします。

フォルダーツリーのエクスポート

注
次のステップを実施する前にフォルダー集約が有効になっていることを確認してくださ
い。詳細は、フォルダー集約をご覧ください。

1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［共有フォルダー］ > ［フォルダー集約］に進みます。

2.［フォルダーツリーのインポート/エクスポート］をクリックします。 
［フォルダーツリーのインポート/エクスポート］ウィンドウが現れます。

3.［フォルダーツリーのエクスポート］の下で、［エクスポート］をクリックします。 
QTS は、フォルダーツリーをコンピューターに  BIN ファイルとしてエクスポートします 。
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ヒント
このファイルはフォルダーツリーを  QTS 上で動作している別の  NAS にインポートするために
使用できます。

4.［完了］をクリックします。

共有フォルダーの暗号化
NAS の共有フォルダーを 256 ビット AES 暗号化で暗号化し、データを保護できます。暗号化された共有フ
ォルダーは通常の読み書き権限でマウントできますが、認証されたパスワードを使ったアクセスだけが可能
です。共有フォルダーを暗号化することで、ドライブが物理的に盗難された場合でも不正なアクセスから機
密データが保護されます。

共有フォルダーを暗号化する

注

• デフォルトの共有フォルダーは暗号化できません 。

• 暗号化されているフォルダーのボリュームやパスは変更できません 。

• 暗号化されたフォルダーに NFS でアクセスすることはできません。

• 暗号化されているボリューム上の共有フォルダーは暗号化できません 。詳細は、ボリュ
ームをご覧ください。

1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［共有フォルダー］ > ［共有フォルダー］に進みます。

2. 共有フォルダーを見つけます。

3.［アクション］の下で、  をクリックします。 
［プロパティの編集］ウィンドウが表示されます。

4.［このフォルダーを暗号化する］を選択します。

5. 以下の情報を指定します。 

フィールド/オプション 説明
パスワードを入力 次の文字を含まない 8～32 文字でパスワードを指定します。" $ := \

このフィールドはマルチバイト文字をサポートしません。
パスワードの再入力 パスワードは以前に指定したパスワードと一致する必要があります。
暗号化キーの保存 有効化した場合、QTS は NAS の再起動後に共有フォルダーを自動的に

アンロックします。
無効化されている場合、ユーザーは NAS の再起動後にフォルダーをア
ンロックする必要があります。詳細は、次をご覧ください。 共有フォ
ルダーのロックを解除する

注
QNAP では暗号化鍵のエクスポートと保存をお勧めし
ます。詳細は、暗号化共有フォルダーの管理をご覧く
ださい。

［フォルダー暗号化］ウィンドウが表示されます。

6. 情報を参照します。
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7.［はい］をクリックします。

暗号化共有フォルダーの管理
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［共有フォルダー］ > ［共有フォルダー］に進みます。

2. 暗号化共有フォルダーを見つけます。

3.
［アクション］の下で、  をクリックします。 
［暗号化の管理］ウィンドウが現れます。

注
暗号化共有フォルダーがロックされている場合は 、暗号化設定を行うまでにそれをアンロック
する必要があります。詳細は、共有フォルダーのロックを解除するをご覧ください。

4. 以下のタスクのいずれかを行います。 

タスク ユーザー操作
暗号化キーファイルのダウン
ロード

a.［ダウンロード］に進みます。

b. 暗号化のパスワードを入力します。

c.［OK］をクリックします。
QTS は、暗号化キーファイルをコンピューターに  TXT としてエクスポ
ートします。

暗号化キーの保存 a.［保存］に進みます。

b.［起動時に自動的にマウント］を選択します。
有効化した場合、QTS は NAS の再起動後に共有フォルダーを自動的に
アンロックします。

c. 暗号化のパスワードを入力します。

d.［OK］をクリックします。
QTS がその設定を適用します。

ヒント
共有フォルダーを暗号化する際に、ユーザーは暗号化キー
を保存することもできます。
詳細は、共有フォルダーを暗号化する と 共有フォルダープ
ロパティの編集をご覧ください。
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タスク ユーザー操作
この共有フォルダーをロック
する

a.［ロック］に進みます。

b. オプション：［保存したキーを忘れた］を選択します。

注
選択されている場合、ユーザーは NAS の再起動後にフォル
ダーをアンロックする必要があります。
この設定は、フォルダーが暗号化された時に［暗号化キー
の保存］が有効になっているか、またはフォルダーが暗号
化された時に［起動時に自動的にマウント］が有効になっ
ている場合にのみ利用できます。

c.［OK］をクリックします。
QTS は変更を保存します。

注

• ロックされたフォルダーは File Station には表示され
ません。フォルダーはアンロックされた後にのみ表示
されます。

• ユーザーはロックされた共有フォルダーのプロパティ
や権限を編集することはできません。

共有フォルダーのロックを解除する
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［共有フォルダー］ > ［共有フォルダー］に進みます。

2. ロックされている共有フォルダーを見つけます 。

3.［アクション］の下で、  をクリックします。 
［ロック解除フォルダー］ウィンドウが表示されます。

4. 次のオプションのいずれかを選択します。 

オプション ユーザー操作
暗号化パスワードの入力 a. 暗号化のパスワードを入力します。

b. オプション：［暗号化キーの保存］を選択します。
有効化した場合、QTS は NAS の再起動後に共有フォルダーを自動的に
アンロックします。

注
このオプションは既定では選択済みになっています。

暗号化キーファイルのアップ
ロード

a.［表示］をクリックします。

b. 暗号化キーファイルを選択します。

5.［OK］をクリックします。
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クォータ
ストレージ領域を効率的に割り当てるには、全ユーザーに適用されるクォータ値を指定します (MB または
GB)。クォータが有効になると、QTS はクォータに達した後にはユーザーがデータを NAS にアップロード
できないようにします。デフォルトでは、ユーザーに対しクォータは設定されていません。

クォータ設定を設定後にそれを CSV ファイルにエクスポートし、各ユーザーのクォータを確認するため、あ
るいは他のデバイスにユーザーアカウントを設定する際の参照用としてそのエクスポートされた設定を使用
します。

クォータの設定
1.「コントロールパネル」 > 「権限」 > 「クォータ」に進みます。

2.「全ユーザを対象とするクォータを有効にする」を選択します。

3. 全ユーザにクォータを指定します。 

注
クォータは 100 MB ～ 2048 GB (2048000 MB) の間でなければなりません。

4.「適用」をクリックします。 
QTS は各ユーザーのクォータ設定を表示します。

容量制限の編集
1.「コントロールパネル」 > 「権限」 > 「クォータ」に進みます。

2. ボリュームを選択します。

3. ユーザーを選択します。 

ヒント
デフォルトでは、クォータ画面がローカルユーザを表示します。ドメインユーザーを表示する
には、右側のドロップダウンメニューで「ドメインユーザ」を選択します。

4.「編集」をクリックします。 
クォータ ウィンドウが表示されます。

5. ユーザの容量割り当てを指定します。

6.「OK」をクリックします。

容量制限のエクスポート
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［クォータ］に進みます。

2.［生成］をクリックします。

3.［ダウンロード］をクリックします。

QTS は容量制限を CSV ファイルとしてエクスポートします 。

ドメインセキュリティ
NAS では、ローカルアクセス権管理、Microsoft Active Directory (AD)、Lightweight Directory Access Protocol
(LDAP) ディレクトリによりユーザー認証をサポートします。
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NAS を AD ドメインまたは LDAP ディレクトリに参加させると、AD または LDAP のユーザーは、NAS 上に
ユーザーアカウント設定する必要はなく、自身のアカウントで NAS にアクセスすることができます。

注
QTS は、Windows Server 2003、2008、2008 R2、2012、2012 R2、2016 上で動作する AD を
サポートします。

ドメインセキュリティ設定のためには、［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインセキュリティ］
に進みます。

オプション 説明
ドメインセキュリティなし  (ローカル
ユーザーのみ)

ローカルユーザーのみが NAS にアクセス可能です。

アクティブディレクトリ認証  (ドメイ
ンメンバー)

ユーザーは NAS を AD に参加させ、ドメインユーザーが NAS に
認証されるようにできます。ローカルユーザーおよび AD ユーザ
ーは、Samba、AFP、FTP、File Station を用いて NAS にアクセス
できます。詳細は、Active Directory (AD) 認証をご覧ください。

LDAP 認証 ユーザーは NAS を LDAP ディレクトリに接続し、LDAP ユーザー
が NAS に認証されるようにできます。ローカルユーザーおよび
LDAP ユーザーは、Samba、AFP、FTP、File Station を用いて NAS
にアクセスできます。詳細は、LDAP 認証をご覧ください。

この NAS をドメインコントローラー
に設定する

これをクリックすると、ユーザーは［ドメインコントローラー］画
面に進みます。詳細は、ドメインコントローラーをご覧ください。

Active Directory (AD) 認証
Active Directory (AD) は、ユーザー、ユーザーグループ、コンピューターに対するドメインアクセスの認証と
管理のための Microsoft のディレクトリサービスです。Windows 環境は、ネットワークの情報とリソースを
保存、共有、管理をするために AD を使用します。

NAS が AD ドメインに参加すると、その NAS は AD サーバー上のユーザーアカウントすべてを自動的にイ
ンポートします。AD ユーザーはそこで、NAS にアクセスするために同じログイン詳細が使えるようになり
ます。

クイックコンフィギュレーションウィザードを用いた  AD 認証の設定
1.「コントロールパネル」 > 「権限」 > 「ドメインセキュリティ」に進みます。

2.「Active Directory認証(ドメインメンバー )」を選択します。

3.「クイックコンフィギュレーションウィザード」をクリックします。 
Active Directory ウィザードが現れます。

4.「次へ」をクリックします。

5. AD DNS サーバーの完全修飾ドメイン名 (FQDN) を指定します。 
QTS は NetBIOS ドメイン名を自動的に生成します。

6. AD DNS サーバーの IP アドレスを指定します。

7. 任意: 「DHCP サーバーにより DNS サーバーアドレスを自動的に取得」を選択します。

8.「次へ」をクリックします。

9. ドメインコントローラを選択します。
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10. ドメイン管理者のユーザー名とパスワードを指定します。

11.「参加」をクリックします。 
NAS はドメインに正常に参加します。

12.「終了」をクリックします。

AD 認証を手動で設定する
このタスクを始める前に以下の事項を確認します。

• NAS および AD サーバーの時刻設定が同一であること。許容できる最大の時刻不一致は 5 分。詳細
は、時刻の設定をご覧ください。

• AD サーバーはプライマリ DNS サーバーとして設定します。外部 DNS サーバーを使用すると、ドメイ
ンに参加することができません。詳細は、ネットワークと仮想スイッチをご覧ください。

• 名前解決のために使われている WINS サーバーの IP アドレスを指定しています。詳細は、Microsoft ネ
ットワークの設定をご覧ください。

1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインセキュリティ］に進みます。

2.［Active Directory 認証 (ドメインメンバー )］を選択します。

3.［手動構成］をクリックします。 
［Active Directory］ウィンドウが現れます。

4. 以下の情報を指定します。 

• ドメイン NetBIOS 名

• AD サーバー名

• ドメイン

• ドメイン管理者ユーザー名

注
指定のユーザーは、AD ドメインへの管理者アクセス権限がなければなりません 。

• ドメイン管理者パスワード

• 組織単位 (オプション)

• サーバーの説明 (オプション)

注
NAS Samba サービスは、これをサーバーの［コメント］フィールドに複製します。この説明
は、コマンドラインインターフェイスを使った NAS Samba 共有フォルダーへの接続時に表示
されます。

5.［参加］をクリックします。

AD サーバーとドメイン名
NAS が AD ドメインに参加した後は、次のユーザー名形式を使って NAS にログインしアクセスできます。

• ローカルユーザー：NASname\NASusername
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• AD ユーザー：Domain\DomainUsername

AD サーバーとドメイン名の場所は Windows Server のバージョンによって変わります。

Windows Server のバージョン 場所
2003 Windows で［システムのプロパティ］に進みます。

例：コンピューター名が「node1.qnap-test.com」の場合、AD サ
ーバー名は「node1」で、ドメイン名は「qnap-test.com」となり
ます。

2008 Windows で［コントロールパネル］ > ［システム］に進みます。
AD サーバー名はコンピューター名として表示され 、ドメイン名は
ドメインフィールドにあります。

2012、2016

 を右クリックし、［システム］をクリックします。
AD サーバー名はコンピューター名として表示され 、ドメイン名は
ドメインフィールドにあります。

信頼されているドメイン認証を有効にする
信頼されているドメインは、AD が認証ユーザーを信頼しているドメインです 。NAS を AD ドメインに参加
させる場合、信頼されているドメインからのユーザーはすべて共有フォルダーにログインし 、アクセスする
ことができます。

信頼されているドメインが  AD 内で設定されます。NAS 上では信頼されているドメインだけを有効化でき
ます。デフォルトでは、この機能は QTS では無効化されています。

1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［Win/Mac/NFS］ > ［Microsoftネ
ットワーク］に進みます。

2.［詳細オプション］をクリックします。 
［詳細オプション］ウィンドウが表示されます。

3.［信頼されているドメインを有効にする］を選択します。 

注
この設定は、NAS がドメインに参加している場合のみ利用可能です 。

4.［適用］をクリックします。 
［詳細オプション］ウィンドウが閉じます。

5.［適用］をクリックします。

LDAP 認証
Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) ディレクトリは、LDAP サーバーに保存されているユーザーと
ユーザーグループの情報を含んでいます 。管理者は LDAP を用いて LDAP ディレクトリ内のユーザーを管
理し、同じログイン詳細で複数の  NAS デバイスに接続できます。この機能には LDAP を動作させることと、
Linux サーバー、LDAP サーバー、Samba の知識が必要になります。

LDAP 認証の設定
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ドメインセキュリティ］に進みます。

2.［LDAP 認証］を選択します。
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3. LDAP サーバーのタイプを選択します。

4. 以下の情報を指定します。 

LDAP サーバータイプ フィールド ユーザー操作
リモート LDAP サー
バー

LDAPサーバーホスト LDAP サーバーのホスト名または IP アドレスを指定
します。

LDAP セキュリティ LDAP サーバーと通信するために NAS を使用するメ
ソッドを選択します。

• ldap://：標準 LDAP 接続を使用します。既定の
ポートは 389 です。

• ldap://(ldap + TLS)：TLS を使った暗号接続を使
用します。既定のポートは 389 です。LDAP サ
ーバーの新しいバージョンはこのポートを使用
します。

• ldap://(ldap + SSL)：SSL を使った暗号接続を
使用します。既定のポートは 686 です。LDAP
サーバーの古いバージョンはこのポートを使用
します。

ベース DN LDAP ドメインを指定します。
例：dc=mydomain,dc=local

ルート DN LDAP ルートユーザーを指定します。
例：cn=admin, dc=mydomain,dc=local

バスワード ルートユーザーのパスワードを指定します。
ユーザーベース DN ユーザーが格納されている OU （組織単位）を指定し

ます。
例：ou=people,dc=mydomain,dc=local

グループベース DN グループが格納されている  OU を指定します。
例：ou=group,dc=mydomain,dc=local

現在の Samba ID 該当なし
リモート NAS の
LDAP サーバー

IP アドレスまたは NAS 名 サーバーの IP アドレスまたは NAS 名を指定します。
LDAP ドメイン LDAP ドメイン名を指定します。
バスワード NAS 管理者パスワードを指定します。

ローカル NAS の
LDAP サーバー

該当なし 該当なし

IBM Lotus Domino サーバータイプは次のものに加えて［リモート LDAP サーバー］と同じフィール
ドを含みます。
uidNumber uid 番号を指定します。

［HASH］を選択します。
gidNumber gid 番号を指定します。

［HASH］を選択します。

5.［適用］をクリックします。 
［LDAP 認証オプション］ウィンドウが表示されます。

6. NAS にアクセスできるユーザーを選択します。 

注
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［LDAP 認証オプション］は、Microsoft Networking がいつ有効になったかで変わります。詳細
は、LDAP 認証オプションをご覧ください。

7.［完了］をクリックします。

LDAP 認証オプション
［LDAP 認証オプション］は、Microsoft ネットワークがいつ有効になったかで変わります。

詳細は、Microsoft ネットワークをご覧ください。

シナリオ オプション
Microsoft ネットワークは LDAP 設定が提供さ
れる前に有効化されます。

• ローカルユーザーのみ：ローカルユーザーのみが、
Microsoft ネットワークを使用して  NAS にアクセスで
きます。

• LDAP ユーザーのみ：LDAP ユーザーのみが、Microsoft
ネットワークを使用して  NAS にアクセスできます。

Microsoft ネットワークは LDAP に接続された
後に有効化されます。

• スタンドアロンサーバー：ローカルユーザーのみが、
Microsoft ネットワークを使用して  NAS にアクセスで
きます。

• LDAP ドメイン認証：LDAP ユーザーのみが、Microsoft
ネットワークを使用して  NAS にアクセスできます。

AD と LDAP の管理
管理者は、NAS が AD ドメインに参加あるいは LDAP サーバーに接続した時にドメインユーザーアカウント
とユーザーグループを変更することができます。

AD と LDAP ユーザーの管理
1.［権限設定］ > ［ユーザー］に進みます。

2.［ドメインユーザー］を選択します。 
QTS はドメインユーザーのリストを表示します。

3. ユーザーを見つけます。

4. 以下のタスクのいずれかを行います。 

タスク ユーザー操作
アカウントプロファイルの編
集

a.［アクション］の下で、  をクリックします。
［アカウントプロファイルの編集］ウィンドウが開きます。

b. ユーザークォータを編集します。

注
このオプションを表示するには、ユーザークォータを有効
にしておく必要があります。詳細は、クォータの設定をご
覧ください。
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タスク ユーザー操作
共有フォルダー権限を編集す
る

a.［アクション］の下で、  をクリックします。
［共有フォルダー権限の編集］ウィンドウが表示されます。

b. 各共有フォルダーに対するユーザーの権限を編集します。
詳細は、共有フォルダーの権限をご覧ください。

アプリケーション権限を編集
する

a.［アクション］の下で、  をクリックします。
［アプリケーション権限の編集］ウィンドウが開きます。

b. ユーザーにアクセスを許可するアプリケーションを選択します。

ヒント
QNAP では、ユーザーが必要としていないアプリケーショ
ンやネットワークサービスへのアクセスは拒否するように
お勧めします。
デフォルトでは、管理者アカウントはすべてのアプリケー
ションへのアクセスがあります。

ヒント

 をクリックして、AD または LDAP サーバー上に新たに作られたユーザーを表示させます。
権限設定はドメインコントローラーと自動的に同期します。

5.［適用］をクリックします。

AD と LDAP ユーザーグループの管理
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ユーザーグループ］に進みます。

2.［ドメイングループ］を選択します。 
QTS はドメインユーザーグループのリストを表示します 。

3. ユーザーグループを見つけます。

4. 以下のタスクのいずれかを行います。 

タスク ユーザー操作
グループ詳細を表示します ［アクション］の下で、  をクリックします。

［グループ詳細の表示］ウィンドウが現れます。
QTS はグループ名とグループユーザーを表示します 。

共有フォルダー権限を編集す
る

a.［アクション］の下で、  をクリックします。
［共有フォルダー権限の編集］ウィンドウが表示されます。

b. 各共有フォルダーに対するユーザーグループの権限を編集します 。
詳細は、共有フォルダーの権限をご覧ください。

ヒント

 をクリックして、AD または LDAP サーバー上に新たに作られたグループを表示させます。
権限設定はドメインコントローラーと自動的に同期します。

5.［適用］をクリックします。
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ドメインコントローラー
QNAP NAS は Microsoft Windows 環境のドメインコントローラーとして設定することができます 。NAS を
ドメインコントローラーとして設定することで 、ユーザーアカウント情報の保存、ユーザー認証の管理、
Windows ドメインコントローラーのセキュリティ強化が可能です。

ドメインコントローラーを有効にする

重要
NAS がドメインコントローラとーして設定される場合 、ドメインユーザーだけが
CIFS/SMB (Microsoft ネットワーキング) 経由で共有フォルダーにアクセスできます。す
べてのローカル NAS ユーザーのアクセスは拒否されます。

1.「コントロールパネル」 > 「権限」 > 「ドメインコントローラー」に進みます。

2.「ドメインコントローラーを有効化」を選択します。 

重要
NAS 上で LDAP サーバーがすでに動作している場合、ドメインコントローラーは有効化できま
せん。

3. ドメインコントローラーモードを選択します。 

モード 説明
ドメインコントローラー ドメインコントローラーだけがドメインを作成でき

ます。ドメインを作成する最初の  NAS はドメイン
コントローラーでなければなりません。このモード
において、NAS はユーザーを作成し認証します。

追加ドメインコントローラー 複数のドメインコントローラーが必要な場合、追加
のドメインコントローラーを追加できます。追加の
ドメインコントローラーとして設定される  NAS は、
ユーザーの作成と認証が可能です。

読み取り専用ドメインコントローラー これは、指定されたウェブサイトに対するユーザー
認証処理を加速するため、NAS を読み取り専用ドメ
インコントローラーとして設定します。読み取り専
用ドメインコントローラーは、ユーザーの認証が可
能ですが、ドメインユーザーのアカウントを作成す
ることはできません。

4. 以下の情報を入力します。 
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ドメインコントローラーモ
ード

フィールド 説明

ドメインコントローラー ドメイン ドメインを指定します。
管理者パスワード 管理者バスワードを少なくとも次のそれぞれを

ひとつずつ含む 8 から 127 文字で指定します。

• 大文字 (A～Z)

• 小文字 (a～z)

• 基数 10 文字 (0～9)

• 非アルファベット文字：~!@#$%^&*_-+=`|
\(){}[]:;"'<>,.?/

パスワードの再入力 管理者パスワードを確認します。
• 追加ドメインコントロ
ーラー

• 読み取り専用ドメイン
コントローラー

ドメイン ドメインを指定します。
ドメイン DNS IP ドメイン DNS IP を指定します。
管理者アカウント 管理者アカウント名を指定します。
管理者パスワード 管理者パスワードを指定します。

5.「適用」をクリックします。

ドメインコントローラーのリセット
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインコントローラー］に進みます。

2.［リセット］をクリックします。 
ダイアログボックスが表示されます 。

3. 管理者のパスワードを入力します。

4.［OK］をクリックします。

デフォルトドメインユーザーアカウント

ドメインユーザーアカウ
ント

説明

管理者 このアカウントは、設定の実施、ユーザーの作成、ドメインの管理に使用されま
す。このアカウントは削除できません。

ゲスト 専用アカウントのないユーザーは、ファイルの表示と変更のためにこのアカウン
トを使用できます。

krbtgt これはキー配布センター (KDC、Key Distribution Center) のサービスアカウント
です。KDC はドメインサービスで、アカウントデータベースとして  Active
Directory (AD) を、他のドメインにある KDC への参照の監督のために Global
Catalog を使用します。

ドメインユーザーの作成
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインコントローラー］ > ［ユーザー］に進みます。

2.［作成］ > ［ユーザーの作成］をクリックします。 
［ユーザーの作成］ウィザードが表示されます。
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3.［次へ］をクリックします。

4. 以下の情報を指定します。 

フィールド 説明
ユーザー名 ユーザー名を次の規則に従う 1 から 20 文字で指定します。

• スペースで始まる

• 次の文字で始まる- # @

• 次の文字を含む" + = / \ :| * ?< > ; [ ] % ` '
バスワード バスワードを少なくとも次の 3 点を含む 8 から 127 文字で指定し

ます。

• 大文字 (A～Z)

• 小文字 (a～z)

• 基数 10 文字 (0～9)

• 非アルファベット文字：~!@#$%^&*_-+=`|\(){}[]:;"'<>,.?/
説明 (オプション) 最大 1024 の ASCII 文字を含むユーザー説明を指定します。
電子メール (オプション) 通知を QTS から受け取る電子メールアドレスを指定します。

詳細は、電子メール通知をご覧ください。

5.［次へ］をクリックします。

6. 以下の情報を指定します。 

設定 説明
ユーザーは最初のログイン時にパスワー
ド変更が必要

ユーザーはは最初にログインした時にパスワードを変更する必
要があります。

アカウント有効期限 アカウントの有効期限を設定します。

• 今：アカウントは作成した時点で期限が来ます。

• 有効期限日：このアカウントの有効期限を設定します。

7.［次へ］をクリックします。

8. 既存の Windows ユーザーグループにアカウントを割り当てます。

9.［次へ］をクリックします。

10. サマリをレビューし、［完了］をクリックます。

複数ドメインユーザーの作成
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインコントローラー］ > ［ユーザー］に進みます。

2.［作成］ > ［複数ユーザーの作成］をクリックします。 
［複数ユーザーの作成］ウィザードが表示されます。

3.［次へ］をクリックします。

4. 以下の情報を指定します。 

QTS ユーザーガイド

権限   159



フィールド 説明
ユーザー名接頭辞 次を含まない 1～16 文字でユーザー名プレフィックスを指定しま

す。

• スペースで始まる

• 次の文字で始まる- # @

• 次の文字を含む" + = / \ :| * ?< > ; [ ] % ` '

このプレフィックスはすべてのユーザー名の前に含まれます 。
ユーザー名の開始番号 最長 8 文字までの開始番号を指定します。

注
QTS は最初の番号の前にあるゼロを取り除きま
す。たとえば、001 は 1 になります。

ユーザー数 1 ～ 4095 の間の数を指定してください。
この数字は作成されるアカウントの数を意味します。

バスワード バスワードを少なくとも次の 3 点を含む 8 から 127 文字で指定し
ます。

• 大文字 (A～Z)

• 小文字 (a～z)

• 基数 10 文字 (0～9)

• 非アルファベット文字：~!@#$%^&*_-+=`|\(){}[]:;"'<>,.?/
ユーザーは最初のログイン時にパスワ
ード変更が必要

ユーザーはは最初にログインした時にパスワードを変更する必要
があります。

アカウント有効期限 アカウントの有効期限を設定します。

• 今：アカウントは作成した時点で期限が来ます。

• 有効期限日：このアカウントの有効期限を設定します。

5.［作成］をクリックします。 
QTS がアカウントを作成し、それをドメインユーザーのリストに追加します。

6.［完了］をクリックします。

ドメインユーザーアカウントリスト
ユーザーアカウントは、TXT または CSV ファイルから直接インポートすることもできます 。ファイルには、
ユーザー名、パスワード、説明、メールアドレスなどのユーザーアカウント情報が含まれます。

ファイル形式 説明
TXT テキストエディタでドメインユーザーアカウントを作成します。詳細は、TXT

ドメインユーザーファイルの作成をご覧ください。
CSV 表計算エディタでドメインユーザーアカウントを作成します。詳細は、CSV ド

メインユーザーファイルの作成をご覧ください。

TXT ドメインユーザーファイルの作成
1. テキストエディタで新しいファイルを作成します。
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2. ドメインユーザー情報を次の形式で指定します。 
ユーザー名,パスワード,説明,電子メール

重要

• 値はコンマで区切ります。

• パスワードがドメインユーザーアカウントの要件を満たすことを確認してください 。
詳細は、ドメインユーザーの作成をご覧ください。

• 一行には一ユーザーの情報のみ指定します。
例：
John,s8fK4br*,Johnのアカウント,john@qnap.com
Jane,9fjwbXy#,Janeのアカウント,jane@qnap.com
Mary,f9xn3nS%,Maryのアカウント,mary@qnap.com

3. リストを TXT ファイルとして保存します 。 

重要
リストにマルチバイト文字が含まれている場合は、そのファイルを UTF-8 エンコーディングで
保存してください。

CSV ドメインユーザーファイルの作成
1. 表計算エディタで新しいワークブックを作成します 。

2. ドメインユーザー情報を次の形式で指定します。 

• A 列：ユーザー名

• B 列：バスワード

• C 列：説明

• D 列：電子メール

重要

• パスワードがドメインユーザーアカウントの要件を満たすことを確認してください 。
詳細は、ドメインユーザーの作成をご覧ください。

• 一行には一ユーザーの情報のみ指定します。
例：

3. ワークブックを  CSV ファイルとして保存します 。 

重要
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リストにマルチバイト文字が含まれている場合は、ファイルをテキストエディタで開き、UTF-8
エンコーディングで保存してください 。

ドメインユーザーのバッチインポート
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ドメインコントローラー］ > ［ユーザー］に進みます。

2.［作成］ > ［ユーザーのバッチインポート］をクリックします。 
［ユーザーのバッチインポート］ウィザードが表示されます。

3. 任意: ［既存ユーザーを上書き］を選択します。 

重要
選択すると、QTS はインポートしたドメインユーザーアカウントリスト上で重複している既存
のドメインユーザーアカウントを上書きします。

4.［参照］をクリックした後、ドメインユーザーアカウントリストを含むファイルを選択します。 

重要
解析エラーを避けるため、正しい QTS ドメインユーザーアカウントをインポートするよう確認
してください。

詳細は、ドメインユーザーアカウントリストをご覧ください。

5.［次へ］をクリックします。 
［ファイル内容プレビュー］画面が表示されます。

重要
ファイル内容が正しいことを確認します。情報に不正な点があれば、ドメインユーザーアカウ
ントリストはインポートできません。

6.［インポート］をクリックします。 
QTS がドメインユーザーアカウントリストをインポートします。

7.［完了］をクリックします。

ドメインユーザーアカウント情報の変更
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ドメインコントローラー］ > ［ユーザー］に進みます。

2. ユーザーを見つけます。

3. 以下のタスクのいずれかを行います。 

タスク ユーザー操作
パスワードの変更 a.［アクション］の下で、  をクリックします。

［パスワードの変更］ウィンドウが開きます。

b. 要件に合うパスワードを指定します。

c. パスワードを確認します。

d.［変更］をクリックします。
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タスク ユーザー操作
ユーザープロパティの編集 a.［アクション］の下で、  をクリックします。

［ユーザープロパティの編集］ウィンドウが表示されます。

b. ユーザープロパティを編集します。
詳細は、ドメインユーザーの作成をご覧ください。

c.［完了］をクリックします。
ユーザーグループメンバーシ
ップの編集

a.［アクション］の下で、  をクリックします。
［ユーザーグループの編集］ウィザードが表示されます。

b. ユーザーグループを選択あるいは非選択してください 。
詳細は、ドメインユーザーグループ をご覧ください。

c.［次へ］をクリックします。

d. サマリをレビューし、［完了］をクリックます。
ユーザープロファイルの編集 a.［アクション］の下で、  をクリックします。

［ユーザープロファイルの編集］ウィンドウが表示されます。

b. 以下を指定します。

• プロファイルパス
ローミングプロファイルが保存される共有フォルダーを指定しま
す。

• ログインスクリプト
ドメインユーザーが、ドメインのコンピューターメンバーからログ
インした時に実行されるログインスクリプトを指定します。
スクリプトのファイル名を直接指定するには、ドメイン管理者アカ
ウントを使用して \NAS\netlogon に接続し、スクリプトをご自分の
ドメインの \scripts フォルダー内の /sysvol にコピーします。

• ホームフォルダー
ドメインユーザーがドメインにログインした時に 、ドライブにマッ
プされるドライブと共有フォルダーを指定します。

•［完了］をクリックします。

ヒント
ドメインユーザーのクォータ設定を編集することもできます 。詳細は、容量制限の編集をご覧
ください。

ドメインユーザーの削除
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ドメインコントローラー］ > ［ユーザー］に進みます。

2. 削除するユーザードメインを選択します。 

注
管理者アカウントを削除することはできません。

3.［削除］をクリックします。 
警告メッセージが表示されます。
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4.［はい］をクリックします。

ドメインユーザーグループ
ドメインユーザーグループは 、ファイルとフォルダーに対して同じアクセス権を持つドメインユーザーの集
まりです。ドメイン管理者は、ドメインユーザーグループを作成してドメインユーザーのセキュリティを向
上させることができます。

デフォルトドメインユーザーグループ
• 許可されている RODC パスワード レプリケーショングループ

• 証明書サービス DCOM アクセス

• 拒否されている RODC パスワードレプリケーショングループ

• エンタープライズ読み取り専用ドメインコントローラー

• 入力フォレストトラストビルダー

• ネットワークコンフィギュレーションオペレーター

• Windows 2000 以前の互換アクセス

• 読み取り専用ドメインコントローラー

• ターミナルサーバーライセンスサーバー

• Windows 認証アクセスグループ

ドメインユーザーグループの作成
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインコントローラー］ > ［グループ］に進みます。

2.［ユーザーグループの作成］をクリックします。 
［ユーザーグループの作成］ウィンドウが表示されます。

3. ユーザーグループ名はスペース文字および以下で始まらない 1 から 128 文字の ASCII 文字で指定して
ください 

• スベース

• 次の文字：- # @

4.［次へ］をクリックします。

5. 任意: ユーザーをグループに追加します。

a.［はい］を選択します。

b.［次へ］をクリックします。

c. グループに参加するユーザーを選択します。

d.［次へ］をクリックします。

6. サマリをレビューし、［完了］をクリックます。
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ドメインユーザーグループの編集
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインコントローラー］ > ［グループ］に進みます。

2. ドメインユーザーグループを見つけます 。

3.［アクション］の下で、  をクリックします。 
［グループユーザー編集］ウィザードが表示されます。

4. ユーザーグループを選択あるいは非選択してください 。

5.［次へ］をクリックします。

6. サマリをレビューし、［完了］をクリックます。

ドメインユーザーグループの削除
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ドメインコントローラー］ > ［グループ］に進みます。

2. 削除するユーザーグループを選択します。 

注
デフォルトユーザーグループは削除できません 。

重要
ドメインのデフォルトグループは削除しないでください 。

3.［削除］をクリックします。 
警告メッセージが表示されます。

4.［はい］をクリックします。

コンピューター
［コンピューター］画面は、ドメインに参加しているコンピューターまたは  NAS デバイスに対するコンピュ
ーターアカウントを表示します。コンピューターアカウントは、コンピューターまたは NAS がドメインに参
加した時点で自動的に作成されます。

コンピューターアカウントの作成
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインコントローラー］ > ［コンピューター］に進みま

す。

2.［コンピューターの作成］をクリックします。 
［コンピューター作成］ウィンドウが表示されます。

3. 以下の情報を指定します。 
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フィールド 説明
コンピューター名 次の中から 1～15 文字の ASCII 文字でコンピューター名を指

定します。

• 大文字 (A～Z)

• 小文字 (a～z)

• 基数 10 文字 (0～9)

• ダッシュ (-)
説明 最大 1024 の ASCII 文字を含むユーザー説明を指定します。
場所 最大 1024 の ASCII 文字を使い、コンピューターの場所を指定

します。

4.［次へ］をクリックします。

5. 既存の Windows ユーザーグループにアカウントを割り当てます。

6.［次へ］をクリックします。

7. サマリをレビューし、［作成］をクリックます。

コンピューターアカウント情報の変更
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ドメインコントローラー］ > ［コンピューター］に進みます。

2. コンピューターアカウントを見つけます。

3. 以下のタスクのいずれかを行います。 

タスク ユーザー操作
コンピュータープロパティの
編集

a.［アクション］の下で、  をクリックします。
［コンピュータープロパティの編集］ウィンドウが表示されます。

b.［説明］または［場所］を編集します。
詳細は、コンピューターアカウントの作成をご覧ください。

ユーザーグループメンバーシ
ップの編集

a.［アクション］の下で、  をクリックします。
［ユーザーグループの編集］ウィンドウが表示されます。

b. ユーザーグループを選択あるいは非選択してください 。
詳細は、ドメインユーザーグループ をご覧ください。

c.［次へ］をクリックします。

4.［完了］をクリックします。

コンピューターアカウント共有フォルダー権限の編集
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［コンピューター］に進みます。

2. コンピューターアカウントを見つけます。

3.［アクション］の下で、  をクリックします。 
［共有フォルダー権限の編集］ウィンドウが表示されます。
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4. 各共有フォルダーに対するコンピューターアカウントの権限を編集します 。 
詳細は、共有フォルダーの権限をご覧ください。

5.［適用］をクリックします。

コンピューターアカウントの削除
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［ドメインコントローラー］ > ［コンピューター］に進みます。

2. 削除するアカウントを選択します。 

注
ホストコンピューターのアカウントは削除できません。

3.［削除］をクリックします。 
警告メッセージが表示されます。

4.［はい］をクリックします。

DNS

ドメイン名システム  (DNS) は、ドメインコントローラーがサービスとリソースレコードを使用してドメイン
内のサービスやデバイスを見つける役割をします。デフォルトでは、NAS をドメインコントローラーとして
設定する時に作られるドメインと、「_msdcs」と呼ばれるゾーンの、2 つの DNS ゾーンが作られます。シス
テム管理者は DNS 設定の変更や、ドメインおよびレコードの追加と削除が可能です。

DNS 設定を変更する
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインコントローラー］ > ［DNS］に進みます。

2. ドメイン管理者アカウントでログインします 。 

注
これはドメインコントローラーを有効にした時に作られたアカウントです。

a. 以下の情報を指定します。 

フィールド 説明
アカウント 「administrator」を入力します。
バスワード アカウント作成時に指定したパスワードを入力しま

す。

b.［ログイン］をクリックします。

3.［DNS 設定］の下でドメインを選択します。 
レコードの一覧が現れます。

4. レコードを選択します。 
プロパティパネルが現れます。

5. 次のいずれかを変更します。 

フィールド 説明
名称 レコードの名前を編集します。
タイプ レコードのタイプを選択します。
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6. 値を変更します。 

タスク ユーザー操作
値を追加 a. 値を指定します。

b.
をクリックします。

値が一覧に追加されます。
値を増やす a. リストから値を選択します。

b. をクリックします。
値が一覧内を上に上がります。

値を減らす a. リストから値を選択します。

b. をクリックします。
値が一覧上を下に下がります。

値を削除する a. リストから値を選択します。

b. をクリックします。
値が一覧から削除されます。

7.［適用］をクリックします。

ドメインの追加
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインコントローラー］ > ［DNS］に進みます。

2. ドメイン管理者アカウントでログインします 。 

注
これはドメインコントローラーを有効にした時に作られたアカウントです。

a. 以下の情報を指定します。 

フィールド 説明
アカウント 「administrator」を入力します。
バスワード アカウント作成時に指定したパスワードを入力しま

す。

b.［ログイン］をクリックします。

3.［アクション］ > ［ドメインの追加］をクリックします。 
［新しいドメインの追加］ウィンドウが現れます。

4. ドメイン名を入力します。

5.［作成］をクリックします。

レコードの追加
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインコントローラー］ > ［DNS］に進みます。

2. ドメイン管理者アカウントでログインします 。 
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注
これはドメインコントローラーを有効にした時に作られたアカウントです。

a. 以下の情報を指定します。 

フィールド 説明
アカウント 「administrator」を入力します。
バスワード アカウント作成時に指定したパスワードを入力しま

す。

b.［ログイン］をクリックします。

3. ドメインまたはレコードを選択します。

4.［アクション］ > ［レコードの追加］をクリックします。 
［新しいレコードの追加］ウィンドウが現れます。

5. 以下の情報を指定します。 

フィールド 説明
レコード名 レコードの名前を指定します。
タイプ レコードのタイプを選択します。
値 値を指定します。

6.［作成］をクリックします。

ドメインやレコードの削除
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインコントローラー］ > ［DNS］に進みます。

2. ドメイン管理者アカウントでログインします 。 

注
これはドメインコントローラーを有効にした時に作られたアカウントです。

a. 以下の情報を指定します。 

フィールド 説明
アカウント 「administrator」を入力します。
バスワード アカウント作成時に指定したパスワードを入力しま

す。

b.［ログイン］をクリックします。

3. 削除するドメインまたはレコードを選択します。

4.［アクション］ > ［削除］をクリックします。 
警告メッセージが表示されます。

5.［はい］をクリックします。
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バックアップ/復元
ユーザーはドメインコントローラーの設定をバックアップや復元することができます。バックアップする必
要があるのはプライマリドメインコントローラーだけで、プライマリドメインコントローラーをバックアッ
プすると追加、あるいは読み取り専用のドメインコントローラーもバックアップされます。ドメインコント
ローラーを復元する場合、そのドメインコントローラーが複数のドメインコントローラーのある  AD 環境内
にある場合は多少の制約や制限があります。詳細は、ドメインコントローラーの復元をご覧ください。

ドメインコントローラーのバックアップ
1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインコントローラー］ > ［バックアップ/復元］に進み

ます。

2.［ADDC データベースのバックアップ］の下の、［データベースのバックアップ］を選択します。

3. 以下の情報を指定します。 

オプション 説明
バックアップ頻度 Active Directory Domain Controller (ADDC) データベースのバックアッ

プ頻度を選択します。
開始時間 バックアップ開始時刻を選択します。
宛先フォルダー バックアップを保存する NAS フォルダーを選択します。
バックアップオプション 次のいずれかを選択します。

• 既存のバックアップファイルを上書きする  (dc_backup.exp)

• バックアップごとに新しいファイルを作成し、日付をファイル名に
追加する (dc_backupyyyy_mm_dd_exp)

4.［適用］をクリックします。

ドメインコントローラーの復元

重要
ドメインコントローラーを復元すると、すべてのユーザー、ユーザーグループ、ドメイン
コントローラー設定が上書きされます。バックアップファイルが作られてからの変更はす
べて失われます。

警告
複数コントローラー環境でドメインコントローラーをバックアップファイルから復元する
と、ドメインコントローラーデータベースが壊れます。代わりに、NAS をドメインコント
ローラーとして再度追加すると 、それは既存のコントローラーと同期します。

1.［コントロールパネル］ > ［権限設定］ > ［ドメインコントローラー］ > ［バックアップ/復元］に進み
ます。

2.［ADDC データベースの復元］の下で、 ［表示］をクリックします。

3. ドメインコントローラーバックアップファイルを見つけます。

4.［インポート］をクリックします。
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5. ネットワークと仮想スイッチ
ネットワークと仮想スイッチについて
ネットワークと仮想スイッチは、ネットワーク接続の作成、設定、コントロールを集中化する QTS のユーテ
ィリティです。ネットワークと仮想スイッチは、DHCP のコントロールに加えて、物理ネットワークインタ
ーフェイス、仮想アダプター、Wi-Fi、Thunderbolt 接続も管理します。

基本モードと詳細モード
ネットワークと仮想スイッチは 2 つの利用モードをもちます。これらのモード間の切り替えは、ネットワー
クと仮想スイッチのメニューペインで［基本設定］または［詳細設定］をクリックします。

モード 説明
基本設定 このモードは、ほとんどのユーザーに適しており 、

必要なネットワーク設定は最小限です。

• 仮想スイッチ機能は無効になります。

• スタティックルート機能は無効になります。
詳細設定 このモードは、ネットワーク設定をより詳細にコン

トロールする必要のあるパワーユーザーに向いてい
ます。

• 仮想スイッチ機能は有効になります。

• スタティックルート機能は有効になります。

概要
この画面は、ネットワーク上の各デバイスに対するネットワークトポロジー、IP アドレス、ステータス、利
用度に関する情報の概要を提供します。
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インターフェイス
この画面は、基本ネットワーク設定を表示し、物理アダプターの設定を可能にします。この画面は、IPv4、
IPv6、DNS、ポートトランキング、VLAN、Thunderbolt、USB QuickAccess、Wi-Fi に関連する設定も含み
ます。

IP アドレス
IPv4 設定の構成

1.［コントロールパネル］ > ［ネットワーク＆仮想スイッチ］に進みます。 
［ネットワーク＆仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［インターフェイス］に進みます。

3.
設定しようとするアダプターを見つけ 、  > ［設定］をクリックします。 
［設定］ウィンドウが開きます。

4. IPv4 設定を行います。 

設定 説明
DHCP から IP アドレス設定を自動取得 ネットワークが DHCP をサポートする場合、アダプ

ターは IP アドレスとネットワーク設定を自動的に
取得します。
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設定 説明
スタティック IP アドレスの使用 スタティック IP アドレスを手動で割り当て次の情

報を指定する必要があります。

• 固定 IP アドレス

• ネットマスク

• デフォルトゲートウェイ
ジャンボフレーム ジャンボフレームとは、1500 バイトを超える

Ethernet フレームです。これは Ethernet ネットワー
クのスループットを高める目的で考案され、大きな
ファイルを転送する場合に  CPU 使用率を下げます。
QTS は次の MTU サイズをサポートします。

• 1500 バイト (デフォルト)

• 4074 バイト

• 7418 バイト

• 9000 バイト

重要

• 接続されているすべてのデバイスで
ジャンボフレームを有効にし、同じ
MTU サイズを使用する必要があり
ます。

• ジャンボフレームは特定の NAS モ
デルだけでサポートされます。

• ジャンボフレームを使用するには、
1000 Mbps 以上のネットワーク速度
が必要です。

ネットワーク速度 NAS ネットワーク環境で許されるネットワーク転送
速度を選択します。

ヒント
［自動ネゴシエーション］を選択すると、
転送速度が自動的に検出され、設定され
ます。

重要
ネットワーク速度フィールドは自動的
に［自動ネゴシエーション］に設定さ
れ、10GbE および 40GbE アダプターの
場合は非表示になります。

5.［適用］をクリックします。

IPv6 の設定
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に進みます。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。
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2.［ネットワーク］ > ［インターフェイス］に進みます。

3.
設定しようとするアダプターを見つけ 、  > ［設定］をクリックします。 
［設定］ウィンドウが開きます。

4.［IPv6］タブに進みます。

5. IPv6 設定を行います。 

設定 説明
無効 IPv6 アドレスは割り当てないでください。
Ipv6 自動設定 (ステートフル) アダプターは  DHCPv6 が有効になっているサーバー

から IPv6 アドレスと DNS 設定を自動的に取得しま
す。

重要
このオプションには、ネットワーク上で
利用可能な DHCPv6 が有効になってい
るサーバーが必要です。

IPv6 自動設定 (ステートレス) アダプターは  ルーターから IPv6 アドレスと DNS
設定を自動的に取得します。

重要
このオプションには、ネットワーク上で
利用可能な IPv6 RA(router
advertisement) が有効になっているルー
ターが必要です。

スタティック IP アドレスの使用 アダプターにスタティック  IP アドレスを手動で割
り当て次の情報を指定する必要があります。

• 固定 IP アドレス

• プレフィクス長

ヒント
プレフィックス長情報はネットワーク
管理者から入手してください。

• デフォルトゲートウェイ

6.［適用］をクリックします。

DNS

ドメインネームシステム  (DNS) サーバーはドメイン名を IP アドレスに変換します。

DNS 設定の構成
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に

移動します。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［インターフェイス］に進みます。
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3.
設定しようとするアダプターを見つけ 、  > ［設定］をクリックします。 
［設定］ウィンドウが開きます。

4.［DNS］タブに進みます。

5. 次のオプションのいずれかを選択します。 

設定 説明
自動で DNS サーバーアドレスを取得する DHCP を用いて IP アドレスを自動的に取得します。
次の DNS サーバーアドレスを使用する プライマリおよびセカンダリ DNS サーバーの IP ア

ドレスを手動で割り当てます。

重要
QNAP では URL ルックアップができる
よう少なくとも 1 つの DNS サーバーを
指定することをお勧めします。

6.［適用］をクリックします。

仮想 LAN (VLAN)

仮想 LAN (VLAN) は、異なる場所に配置されている場合でも、同じブロードキャストドメインに接続されて
いるかのように通信を行うホストのグループです。VLAN はセキュリティと柔軟性を高める目的で使用する
ことができ、ネットワーク遅延と負荷の低減にも効果的です。

インターフェイスを VLAN に追加する

重要
ポートトランキングと VLAN の両方を使用する場合、ポートトランキングを先に設定して
ください。

1.［コントロールパネル］ > ［ネットワーク＆ファイルサービス］ > ［ネットワーク＆仮想スイッチ］に
移動します。 
［ネットワーク＆仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［インターフェイス］に進みます。

3.
設定しようとするアダプターを見つけ 、  > ［設定］をクリックします。 
［設定］ウィンドウが開きます。

4.［VLAN］タブに進みます。 

設定 説明
自動で DNS サーバーアドレスを取得する DHCP を用いて IP アドレスを自動的に取得します。
次の DNS サーバーアドレスを使用する プライマリおよびセカンダリ DNS サーバーの IP ア

ドレスを手動で割り当てます。

重要
QNAP では URL ルックアップができる
よう少なくとも 1 つの DNS サーバーを
指定することをお勧めします。

5.［VLAN を有効にする］を選択します。
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6. VLAN ID を指定します。 

重要

• VLAN ID は 1 ～ 4094 の間になります。

• この手順を完了する前に VLAN ID を記録しておいてください。VLAN ID がわからなくなる
と、ネットワーク設定をリセットしなければいけなくなります。

7.［適用］をクリックします。

ポートトランキング
ポートトランキングは、2 つ以上の Ethernet インターフェイスを束ねて帯域幅を拡大し、負荷分散および耐
障害性 (フェイルオーバー) を高めます。負荷分散は、複数のイーサネットインターフェイス間で作業負荷を
均等に分散し、冗長性を高める機能です。フェイルオーバーにより、ポートに障害が発生してもネットワー
ク接続が利用可能な状態になります。

ポートトランキングを構成する

重要
ポートトランキングを構成する前に、1 つのスイッチに少なくとも 2 つのネットワークイ
ンターフェイスが接続されていることを確認してください 。

1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に
移動します。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［インターフェイス］に進みます。

3.［ポートトランキング］をクリックします。 
［ポートトランキング］ウィンドウが開きます。

4.［追加］をクリックします。 
［ポートトランキング (追加)］ウィンドウが開きます。

5. トランキンググループに  2 つ以上のネットワークインターフェイスを選択してください 。

6.［次へ］をクリックします。

7. スイッチタイプを選択します。

8.［次へ］をクリックします。

9. トランキングモードを選択します。 

重要
いくつかのポートトランキングモードでは、お使いのネットワークスイッチでのサポートが必
要です。サポートされていないモードを選択すると、ネットワーク性能が悪化したり、ネット
ワークインターフェイスがフリーズしたりすることがあります。

モード 説明
耐障害性 (フェイルオーバー)
アクティブバックアッ
プ

トラフィックはすべて、最初に追加されたトランキンググループのインターフェ
イスで送受信されます。このプライマリインターフェイスができなくなった場合
は、セカンダリインターフェイスがアクティブになります。
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モード 説明
ブロードキャスト 同じネットワークパケットをすべてのネットワークインターフェイスカードに送

信します。
負荷分散およびフェイルオーバー
Balance-tlb 受信トラフィックは現在のインターフェイスにより受け取られます。インターフ

ェイスに障害が発生した場合、障害が発生したインターフェイスの MAC アドレ
スをスレーブインターフェイスが引き継ぎます 。送信トラフィックは、インター
フェイスそれぞれの最大速度に対する現在の負荷に応じて分散されます。

Balance-alb Balance-tlb に似ていますが、受信 IPv4 トラフィックに対する負荷分散が提供さ
れます。

Balance-rr インターネットトラフィックを全 NIC に分散させるよう、ネットワークパケット
を各ネットワークインターフェイスに順番に送信します。

Balance-xor それぞれの相手先 MAC アドレスに同じ NIC スレーブを選択するハッシュアルゴ
リズムを用いてネットワークパケットを送信します。

802.3ad ダイナミック 複雑なアルゴリズムを用いて  NIC を集約し、速度とデュプレックスの設定を行い
ます。

10.［適用］をクリックします。

システムデフォルトゲートウェイ
システムデフォルトゲートウェイは、NAS に対してネットワークアクセスポイントとして機能します 。デフ
ォルトでは、すべての外向けネットワークトラフィックはこのゲートウェイを通過します。デフォルトゲー
トウェイとしては 、ネットワークインターフェイスを設定する必要があります。

システムデフォルトゲートウェイの設定
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に

移動します。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［インターフェイス］に進みます。

3.［システムデフォルトゲートウェイ］をクリックします。 
［システムデフォルトゲートウェイ］ウィンドウが開きます。

4. システムのデフォルトゲートウェイを設定します。 

設定 説明
システムデフォルトゲートウェイを自動選択する QTS は、インターネットに接続するために使用でき

るアダプター、仮想スイッチ、PPPoE、VPN 接続を
自動検出します。これは、これらの接続の 1 つを選
択し、デフォルトゲートウェイとして設定します 。
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設定 説明
システムデフォルトゲートウェイを選択する システムデフォルトゲートウェイとして動作するア

ダプターを手動で割り当てます。オプションとし
て、バックアップのフェイルオーバー用ゲートウェ
イを設定します。フェイルオーバー用デフォルトゲ
ートウェイフィールドは複数のインターフェイスが
接続されている場合のみ利用可能です。

ヒント
デフォルトゲートウェイとして  PPPoE
または VPN を割り当てる場合、安定し
た物理接続もフェイルオーバー用デフ
ォルトゲートウェイとして設定します 。

5. 任意: NCSI サービスを無効にします。 

ヒント
QTS Network Connectivity Status Indicator (NCSI) は、NAS のネットワーク接続の速度と状態
を確認するために定期的にテストを実施します。

6.［適用］をクリックします。

USB QuickAccess

この画面は、NAS 上の USB QuickAccess サービスの設定と管理をコントロールします。USB QuickAccess
を利用すると、コンピューターが USB ケーブルと  CIFS (Common Internet File System) を使用して  NAS に
接続できます。

ヒント

• USB QuickAccess は、特定のモデルでのみ利用可能です。
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• USB QuickAccess で作成された DHCP サーバーの設定、削除、無効化はできません。

USB QuickAccess を有効にする
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に進みます。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［インターフェイス］に進みます。

3.［USB Quick Access］に進みます。

4.
をクリックします。

USB QuickAccess の IP アドレスを設定する
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に進みます。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［インターフェイス］に進みます。

3.［USB Quick Access］に進みます。

4.

をクリックします。 
［設定］ウィンドウが開きます。

5. スタティック IP アドレスを入力します。

6.［適用］をクリックします。

USB QuickAccess Authentication を設定する
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に進みます。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［インターフェイス］に進みます。

3.［USB Quick Access］に進みます。

4.
をクリックします。 

［設定］ウィンドウが開きます。

5. 認証方式を選択します。 

認証方式 説明
すべての NAS ユーザー QTS のユーザー名とパスワードが、ファイルにアク

セスするために必要です。
誰でも ファイルへのアクセスにユーザー名やパスワードは

不要です。
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認証方式 説明
選択したユーザー/グループ システム管理者は特定の QTS ユーザーやグループ

にアクセスを与えられます。QTS のユーザー名とパ
スワードが、ファイルにアクセスするために必要で
す。

ヒント
ドメインユーザーにアクセスを付与す
るには、まず最初にドメインセキュリテ
ィを設定します。［コントロールパネル］
> ［権限設定］ > ［ドメインセキュリテ
ィ］に進みます。

6.［適用］をクリックします。

Wi-Fi

この画面は、NAS からアクセスできる Wi-Fi 接続の設定と管理をコントロールします。

重要

• これらの機能にアクセスするには、USB または PCIe Wi-Fi デバイスをインストールし
なければなりません。

• 対応する USB Wi-Fi ドングルの一覧については、http://www.qnap.com/
compatibility に進み、［デバイスで検索］ > ［USB Wi-Fi］を選択してください。

• 対応する PCIe Wi-Fi カードについては、http://www.qnap.com/compatibility に進
み、［デバイスで検索］ > ［拡張カード］ > ［QNAP］ を選択します。
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• QTS は複数の PCIe Wi-Fi カードの同時使用をサポートしていますが、使用できる
USB Wi-Fi ドングルは  1 つだけです。

Wi-Fi 有効化
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に進みます。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［インターフェイス］に進みます。

3.［Wi-Fi］タブに進みます。

4.

をクリックします。

無線ネットワークへの接続
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に進みます。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［インターフェイス］に進みます。

3.［Wi-Fi］タブに進みます。

4. 任意: ［スキャン］をクリックして、利用可能なネットワークを検索します。

5. 一覧から無線ネットワークを 1 つ選択します。 

アイコン 説明
Wi-Fi ネットワークはパスワードを必要とします。

パスワードなしに Wi-Fi ネットワークに接続します。

• Wi-Fi 接続がインターネットにアクセスできませ
ん。

• Wi-Fi 接続は追加のログインを必要とします。

ヒント
QTS は、追加のログインを必要とするネ
ットワークをサポートしません。

設定パネルが広がります。

6.［接続］をクリックします。

7. 任意: 接続設定を行います。 
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設定 説明
バスワード ネットワーク管理者から入手したパスワードを入力

してください。

ヒント
パスワードを表示させるには  をク
リックします。

自動的に接続 範囲内にいる場合はいつでもこのネットワークに自
動接続します。

非表示でも接続 SSID が非表示でもこのネットワークに接続を試み
ます。

8.［適用］をクリックします。

無線ネットワークの追加
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワーク＆仮想スイッチ］に進みます。 
［ネットワーク＆仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［インターフェイス］に進みます。

3.［Wi-Fi］タブに進みます。

4.［Wi-Fi を追加］をクリックします。 
［Wi-Fi ネットワークに接続］ウィンドウが開きます。

5. 接続設定を行います。 

設定 説明
ネットワーク名 無線ネットワークの名前を入力します。
セキュリティタイプ 無線ネットワークで使用する暗号化を選択します。
バスワード ネットワーク管理者から入手したパスワードを入力

してください。

ヒント
パスワードを表示させるには  をク
リックします。

次の場合に自動接続 範囲内にいる場合はいつでもこのネットワークに自
動接続します。

非表示でも接続 SSID が非表示でもこのネットワークに接続を試み
ます。

6.［接続］をクリックします。

接続メッセージ

メッセージ 説明
接続済み 現在、NAS は Wi-Fi ネットワークに接続されていま

す。
接続しています 現在、NAS は Wi-Fi ネットワークへの接続を試みて

います。
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メッセージ 説明
範囲外または非表示 SSID 無線信号が使用できないか、SSID がブロードキャス

トされていません。
IP を取得できません NAS は、Wi-Fi ネットワークに接続されていますが、

DHCP サーバーから IP アドレスを取得できません
でした。ルーターの設定を確認します。

関係性の障害 NAS は Wi-Fi ネットワークに接続できません。ルー
ターの設定を確認します。

誤ったキー 入力したパスワードが正しくありません。
自動接続 Wi-Fi ネットワークに自動接続します。Wi-Fi ネット

ワークの SSID が非表示の場合、これはサポートされ
ません。

Thunderbolt

この画面は、NAS 上の Thunderbolt インターフェイスに関連するポートと接続情報を表示します。

Thunderbolt To Ethernet (T2E)

Thunderbolt To Ethernet 機能により、Thunderbolt ポートはイーサネットインターフェイスとして機能しま
す。

ヒント
QNAP では、Thunderbolt To Ethernet を設定する場合は Qfinder Pro を使用することをお
勧めします。

重要

QTS ユーザーガイド

ネットワークと仮想スイッチ   183



Thunderbolt のドライバーに関する問題のため、Thunderbolt 2 を使用した T2E 接続は
Windows との接続時に接続性に問題が生じる場合があります。Thunderbolt 3 接続には影
響ありません。

Qfinder Pro で T2E を有効化する

Qfinder Pro は Windows、Mac、Linux 用のユーティリティであり、LAN 上の QNAP NAS をすばやく見つ
け、アクセスすることができます。

Qfinder Pro の現行バージョンに対しては、https://www.qnap.com/utilities をお読みください。

ヒント
Qfinder Pro は、macOS 上では /etc/sysctl.conf 設定ファイルを自動的に設定します。

1. Qfinder Pro を開きます。

2. Qfinder Pro を用いて NAS の場所を見つけます。

3. Thunderbolt アイコンをクリックします。 
T2E ウィンドウが開きます。

4.［T2E 有効化］を選びます。

5.［適用］をクリックします。

macOS 上で T2E 有効化する

1. ターミナルを開きます。

2. 次のコマンドを実行します。 

コマンド 注記
sudosysctlnet.inet.tcp.path_mtu_discovery=0 &&
sudosysctlnet.inet.tcp.tso=0

このコマンドは一時的に T2E を有効化するだけで
す。Mac を再起動すると接続は消えます。

sudo bash –c ‘printf “#QNAP
\nnet.inet.tcp.path_mtu_discovery=0\nnet.inet.tcp.tso
=0\n#QNAP\n” >> /etc/sysctl.conf’

このコマンドはこの設定が永続的に適用されます。

仮想スイッチ
この画面は、NAS 上で稼働している仮想スイッチの設定と管理をコントロールします 。仮想スイッチは、物
理インターフェイスと仮想アダプターが互いに通信し合えるようにします。
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QTS は、3 つの異なる仮想スイッチモードをサポートします。

モード 説明
基本設定 このモードは、ほとんどのユーザーに適しており 、

必要なネットワーク設定は最小限です。
詳細設定 このモードは、ネットワーク設定をより詳細にコン

トロールする必要のあるパワーユーザーに向いてい
ます。

ソフトウェア定義されたスイッチ このモードは、L2 物理スイッチをシミュレートする
必要があるパワーユーザーに向いています。

重要
このモード使用時に、パケット転送レー
トは制限されます。

ヒント
このページにアクセスするには、ネットワークと仮想スイッチ を詳細モードで動作させる
必要があります。

基本モードで仮想スイッチの作成
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に

移動します。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［仮想スイッチ］に進みます。

3.［追加］をクリックします。 
［仮想スイッチの作成］ウィンドウが開きます。
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4.［基本モード］を選択します。

5. 1 つあるいは複数のアダプターを選択します。

6. 任意: ［スパニングツリープロトコル有効化］を選択します。 

ヒント
この設定を有効にすると、ブリッジ ループを防止できます。

7.［適用］をクリックします。

詳細モードで仮想スイッチの作成
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワーク＆ファイルサービス］ > ［ネットワーク＆仮想スイッチ］に

移動します。 
［ネットワーク＆仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［仮想スイッチ］に進みます。

3.［追加］をクリックします。 
［仮想スイッチの作成］ウィンドウが開きます。

4.［詳細モード］を選択します。

5. 1 つあるいは複数のアダプターを選択します。

6. 任意: ［スパニングツリープロトコル有効化］を選択します。 

ヒント
この設定を有効にすると、ブリッジ ループを防止できます。

7.［次へ］をクリックします。

8. 仮想スイッチの IP アドレスを設定します。 

アドレスタイプ 説明
DHCP クライアント ダイナミック  IP アドレスを仮想スイッチに割り当

てます。
スタティック IP 仮想スイッチにスタティック IP アドレスを割り当

てます

ヒント
これらの設定に関する最良の方法を知
るには、ご自身のネットワーク設定を調
べてください。

IP アドレスは割り当てないでください。 作成後は IP アドレスを仮想スイッチに割り当てま
せん。

ヒント
この設定は、外部ネットワークや分離ネ
ットワークを構築する場合などの特殊
な目的のために仮想スイッチを作成し
た時に使用します。

9.［次へ］をクリックします。
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10. 仮想スイッチサービスを設定します。

a. NAT サービスを有効にします。 

重要

• 仮想スイッチはスタティック IP アドレスで設定する必要があります。この IP アドレスは
現在使用中のインターフェイスのサブネット内にあってはなりません 。

• 仮想スイッチの IP アドレスはサポートされない以下の予約域にあってはなりません。

• 127.xxx.xxx.xxx

• 169.254.xxx.xxx

• 192.0.2.xxx

• 198.51.100.xxx

• 203.0.113.xxx

b. 任意: DHCP サーバーを有効にします。 

重要

• 仮想スイッチはスタティック IP アドレスで設定する必要があります。この IP アドレスは
現在使用中のインターフェイスのサブネット内にあってはなりません 。

• IP アドレスの競合を避けるため、ローカルネットワークで動作している別の  DHCP サーバ
ーがある場合は、DHCP サーバーを有効にしないでください。

設定 説明
開始 IP アドレス DHCP クライアントに割り当てられている範囲内の

開始 IP アドレスを指定します。
終了 IP アドレス DHCP クライアントに割り当てられている範囲内の

終了 IP アドレスを指定します。
ネットマスク IP アドレスを分割するサブネットマスクを指定しま

す。
リース期間 IP アドレスが DHCP クライアントに割り当てられ

ている時間を指定します。リース時間が切れるとそ
の IP アドレスは他のクライアントに使用されます。

デフォルトゲートウェイ DHCP サーバー用のデフォルトゲートウェイの IP
アドレスを指定します。

プライマリ DNS サーバー DHCP サーバー用の DNS サーバーを指定します。
セカンダリ DNS サーバー DHCP サーバー用のセカンダリ DNS サーバーを指

定します。

重要
QNAP では URL ルックアップができる
よう少なくとも 1 つの DNS サーバーを
指定することをお勧めします。
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設定 説明
WINS サーバー WINS サーバー IP アドレスを指定します。

ヒント
Windows インターネットネームサービ
ス (WINS) は、コンピューター名
(NetBIOS 名) を IP アドレスに変換し、
ネットワーク上の Windows コンピュー
ターが容易に見つかり、相互に通信でき
るようにします。

DNS サフィックス DNS サフィックスを指定します。

ヒント
DNS サフィックスは、非修飾または不完
全なホスト名の解決に使用されます。

TFTP サーバー TFTP サーバーのパブリック IP アドレスを指定しま
す。

ヒント
QTS はデバイスの起動として  PXE ブー
トとリモートブートをサポートします

起動ファイル TFTP サーバー起動ファイルの場所とファイル名を
指定します。

ヒント
QTS はデバイスの起動として  PXE ブー
トとリモートブートをサポートします

11.［次へ］をクリックします。

12. 仮想スイッチの IPv6 アドレスを設定します。 

設定 説明
無効 IPv6 アドレスは割り当てないでください。
Ipv6 自動設定 (ステートフル) アダプターは  DHCPv6 が有効になっているサーバー

から IPv6 アドレスと DNS 設定を自動的に取得しま
す。

重要
このオプションには、ネットワーク上で
利用可能な DHCPv6 が有効になってい
るサーバーが必要です。

IPv6 自動設定 (ステートレス) アダプターは  ルーターから IPv6 アドレスと DNS
設定を自動的に取得します。

重要
このオプションには、ネットワーク上で
利用可能な IPv6 RA(router
advertisement) が有効になっているルー
ターが必要です。
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設定 説明
スタティック IP アドレスの使用 スタティック IP アドレスを手動で割り当て次の情

報を指定する必要があります。

• 固定 IP アドレス

• プレフィクス長

ヒント
プレフィックス長情報はネットワーク
管理者から入手してください。

• デフォルトゲートウェイ

13.［次へ］をクリックします。

14. DNS 設定を行います。 

設定 説明
自動で DNS サーバーアドレスを取得する DHCP を用いて DNS サーバーアドレスを自動的に

取得します。
次の DNS サーバーアドレスを使用する プライマリおよびセカンダリ DNS サーバーの IP ア

ドレスを手動で割り当てます。

重要
QNAP では URL ルックアップができる
よう少なくとも 1 つの DNS サーバーを
指定することをお勧めします。

15.［次へ］をクリックします。

16. 仮想スイッチ設定を確認します。 

17.［適用］をクリックします。

ソフトウェア定義スイッチモードで仮想スイッチの作成

重要
ブリッジループを避けるために、ソフトウェア定義スイッチを設定する前に、Ethernet ケ
ーブルが同じスイッチに接続されていることを確認します 。

1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に
移動します。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［仮想スイッチ］に進みます。

3.［追加］をクリックします。 
［仮想スイッチの作成］ウィンドウが開きます。

4.［ソフトウェア定義スイッチモード］を選択します。

5. 1 つあるいは複数のアダプターを選択します。

6. 任意: ［スパニングツリープロトコル有効化］を選択します。 
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ヒント
この設定を有効にすると、ブリッジ ループを防止できます。

7.［適用］をクリックします。

DHCP サーバー
この画面は Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP) サーバーの作成と管理をコントロールします。
DHCP サーバーは IPv4 アドレスをネットワーク上のクライアントに割り当て、一方 RADVD は IPv6 アドレ
スを割り当てます。

重要
ネットワーク上にすでにある場合は、新たに DHCP サーバーを設けないでください。同じ
ローカルネットワークで複数の DHCP サーバーを有効にすると、IP アドレス競合またはネ
ットワークアクセスエラーの原因となり得ます。

DHCP サーバーを作成する
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワーク＆ファイルサービス］ > ［ネットワーク＆仮想スイッチ］に

移動します。 
［ネットワーク＆仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［DHCP サーバー］に進みます。

3.［追加］をクリックします。 
［DHCP サーバー］ウィンドウが開きます。

4. 1 つのインターフェイスを選択します。

5.［次へ］をクリックします。
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6. DHCP サーバーのネットワーク環境を選択します。 

オプション 説明
現在のネットワークの DHCP サーバーを有効にしま
す。

• アダプターは既存の  IP アドレスとサブネットマ
スクを保持します。

• DHCP サーバーはアダプターと一緒にサブネッ
トマスクを共有し、それには利用できる次の IP
アドレスが割り当てられます。

そのアダプターにある  IP アドレスを再度割り当て、
新しいサブネット上に DHCP サーバーを有効にしま
す。

• アダプターは新しい  IP アドレスとサブネットマ
スクを割り当てます。

• DHCP サーバーは異なるサブネットマスクと IP
アドレスを使用します。

他のサブネット用に DHCP サーバーを有効にしま
す。

• アダプターは既存の  IP アドレスとサブネットマ
スクを保持します。

• DHCP サーバーは異なるサブネットマスクと IP
アドレスを使用します。

7.［次へ］をクリックします。

8. アダプターにスタティック  IP アドレスを設定します。 

重要
DHCP サーバーを作成する場合、スタティック IP アドレスを設定する必要があります。

a.［はい］をクリックします。

b. IP アドレス設定を行います。 

設定 説明
固定 IP アドレス 固定 IP アドレスを指定します。

ヒント
これらの設定に関する最良の方法を知
るには、ご自身のネットワーク設定を調
べてください。

ネットマスク IP アドレスを分割するサブネットマスクを指定しま
す。

デフォルトゲートウェイ アダプター用のデフォルトゲートウェイの  IP アド
レスを指定します。
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設定 説明
ジャンボフレーム ジャンボフレームとは、1500 バイトを超える

Ethernet フレームです。これは Ethernet ネットワー
クのスループットを高める目的で考案され、大きな
ファイルを転送する場合に  CPU 使用率を下げます。
QTS は次のジャンボフレームサイズをサポートしま
す。

• 1500 バイト (デフォルト)

• 4074 バイト

• 7418 バイト

• 9000 バイト

重要

• ジャンボフレームは一部の NAS モ
デルでのみご利用いただけます。

• ジャンボフレームを使用するには、
1000 Mbps 以上のネットワーク速度
が必要です。接続されているすべて
のデバイスでジャンボフレームを有
効にし、同じ MTU サイズを使用する
必要があります。

ネットワーク速度 アダプターが動作する速度を指定します 。

ヒント
［自動ネゴシエーション］は、転送速度
を自動的に検出し、設定します。

プライマリ DNS サーバー プライマリ DNS サーバーの IP アドレスを割り当て
ます。

セカンダリ DNS サーバー セカンダリ DNS サーバーの IP アドレスを割り当て
ます。

重要
QNAP では URL ルックアップができる
よう少なくとも 1 つの DNS サーバーを
指定することをお勧めします。

c.［次へ］をクリックします。

9. DHCP 設定を行います。 

設定 説明
開始 IP アドレス DHCP クライアントに割り当てられている範囲内の

開始 IP アドレスを指定します。
終了 IP アドレス DHCP クライアントに割り当てられている範囲内の

終了 IP アドレスを指定します。
ネットマスク IP アドレスを分割するサブネットマスクを指定しま

す。
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設定 説明
リース期間 IP アドレスが DHCP クライアントに割り当てられ

ている時間を指定します。リース時間が切れるとそ
の IP アドレスは他のクライアントに使用されます。

デフォルトゲートウェイ DHCP サーバー用のデフォルトゲートウェイの IP
アドレスを指定します。

プライマリ DNS サーバー DHCP サーバー用の DNS サーバーを指定します。
セカンダリ DNS サーバー DHCP サーバー用のセカンダリ DNS サーバーを指

定します。

重要
QNAP では URL ルックアップができる
よう少なくとも 1 つの DNS サーバーを
指定することをお勧めします。

WINS サーバー WINS サーバー IP アドレスを指定します。

ヒント
Windows インターネットネームサービ
ス (WINS) は、コンピューター名
(NetBIOS 名) を IP アドレスに変換し、
ネットワーク上の Windows コンピュー
ターが容易に見つかり、相互に通信でき
るようにします。

DNS サフィックス DNS サフィックスを指定します。

ヒント
DNS サフィックスは、非修飾または不完
全なホスト名の解決に使用されます。

TFTP サーバー TFTP サーバーのパブリック IP アドレスを指定しま
す。

ヒント
QTS はデバイスの起動として  PXE ブー
トとリモートブートをサポートします

起動ファイル TFTP サーバー起動ファイルの場所とファイル名を
指定します。

ヒント
QTS はデバイスの起動として  PXE ブー
トとリモートブートをサポートします

10.［適用］をクリックします。

RADVD

この画面は ルーター通知デーモン (RADVD) サーバーの作成と管理をコントロールします。このサービス
は、IPv6 自動設定に必要なメッセージを送信します。このサービスは、ルーター広告 (RA) メッセージをロ
ーカルネットワーク上のデバイスに定期的に送り、接続されているノードに求められた時にはルータ要請メ
ッセージも送られます。
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RADVD サーバーの作成
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に

移動します。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［DHCP サーバー］に進みます。

3.［RADVD］タブに進みます。

4.［追加］をクリックします。 
［RADVD - 送信インターフェイス］ウィンドウが開きます。

5. 送信インターフェイスを選択します。

6.［次へ］をクリックします。

7. アダプターにスタティック  IP アドレスを設定します。 

重要
RADVD サーバーを作成する場合、スタティック IP アドレスを設定する必要があります。

a.［はい］をクリックします。

b. 任意: スタティック IP アドレス設定を行います。 
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設定 説明
固定 IP アドレス 固定 IP アドレスを指定します。

ヒント
これらの設定に関する最良の方法を知
るには、ご自身のネットワーク設定を調
べてください。

プレフィクス長 アダプターのプレフィックス長を指定します 。

ヒント
利用している  ISP からプレフィックス
とプレフィックス長を入手してくださ
い。

デフォルトゲートウェイ DHCP サーバー用のデフォルトゲートウェイの IP
アドレスを指定します。

プライマリ DNS サーバー プライマリ DNS サーバーの IP アドレスを割り当て
ます。

セカンダリ DNS サーバー セカンダリ DNS サーバーの IP アドレスを割り当て
ます。

重要
QNAP では URL ルックアップができる
よう少なくとも 1 つの DNS サーバーを
指定することをお勧めします。

c.［次へ］をクリックします。

8. RADVD サービスインターフェイスの 2 つ目のアダプターを選択します。

9.［次へ］をクリックします。

10. 任意: 2 つ目の RADVD アダプターにスタティック  IP アドレスを設定します。 

重要
RADVD インターフェイスの作成には、アダプターがスタティック  IP アドレスを使用している
ことが必須です。アダプターがすでにスタティック  IP アドレスを使用している場合は、このス
テップはスキップしてください。

a.［はい］をクリックします。

b. スタティック IP アドレス設定を行います。 

設定 説明
固定 IP アドレス 固定 IP アドレスを指定します。

ヒント
これらの設定に関する最良の方法を知
るには、ご自身のネットワーク設定を調
べてください。
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設定 説明
プレフィクス長 アダプターのプレフィックス長を指定します 。

ヒント
利用している  ISP からプレフィックス
とプレフィックス長を入手してくださ
い。

デフォルトゲートウェイ アダプター用のデフォルトゲートウェイの  IP アド
レスを指定します。

プライマリ DNS サーバー DNS サーバーアドレスを指定します。
セカンダリ DNS サーバー DNS サーバーアドレスを指定します。

重要
QNAP では URL ルックアップができる
よう少なくとも 1 つの DNS サーバーを
指定することをお勧めします。

c.［適用］をクリックします。

11. RADVD サーバー設定を構成します。 

設定 説明
プレフィックス アダプターのルーティング  プレフィックスを指定し

ます。

ヒント
これらの設定に関する最良の方法を知
るには、ご自身のネットワーク設定を調
べてください。

プレフィクス長 アダプターのプレフィックス長を指定します 。

ヒント
利用している  ISP からプレフィックス
とプレフィックス長を入手してくださ
い。

リース期間 IP アドレスが DHCP クライアントに割り当てられ
ている時間を指定します。リース時間が切れるとそ
の IP アドレスは他のクライアントに使用されます。

プライマリ DNS サーバー DNS サーバーアドレスを指定します。
セカンダリ DNS サーバー DNS サーバーアドレスを指定します。

重要
QNAP では URL ルックアップができる
よう少なくとも 1 つの DNS サーバーを
指定することをお勧めします。

12.［適用］をクリックします。

経路
この画面では、スタティックルートの作成をコントロールします。通常の状況下では、インターネットアク
セスの設定が行われた後に QTS は自動的に経路情報を取得します。スタティックルートは通常は不要です
が、ネットワーク内に複数 IP サブネットがあるような特殊な状況では必要になります。
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スタティックルートの作成
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に進みます。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［経路］に進みます。

3.［追加］をクリックします。 
［スタティックルート  (IPv4)］ウィンドウが開きます。

4. IP アドレス設定を行います。 

設定 説明
宛先 接続がルーティングされる場所のスタティック IP

アドレスを指定します。
ネットマスク 相手先のネットマスクの IP アドレスを指定します。
ゲートウェイ 相手先のゲートウェイの IP アドレスを指定します。
メトリック 経路が通過するノードの数を指定します。

注
メトリックは、ルーターが接続先ネット
ワークへの最適経路を決定する際に使
われるコスト値です。

インターフェイス 接続を通過させたいインターフェイスを選択しま
す。

5.［適用］をクリックします。
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DDNS

この画面は、ダイナミックドメイン名システム  (DDNS) サービスの管理をコントロールします。DDNS によ
り、IP アドレスの代わりにドメイン名でインターネットから NAS にアクセスすることができます。

DDNS サービスの追加
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークと仮想スイッチ］に進みます。 
［ネットワークと仮想スイッチ］ウィンドウが開きます。

2.［ネットワーク］ > ［DDNS］に進みます。

3.［追加］をクリックします。 
［DDNS (追加)］ウィンドウが開きます。

4. DDNS 設定を行います。 

設定 説明
DDNS サーバーを選択します。 DDNS サービスプロバイダーを選択します。
ユーザー名 DDNS サービスのユーザー名を指定します。
バスワード DDNS サービスのバスワードを指定します。
ホスト名 DDNS サービスのホスト名またはドメイン名を指定

します。
外部 IP アドレスを確認 DDNS レコードの更新頻度を指定します。

5.［適用］をクリックします。
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6. ネットワークとファイルサービス

ネットワークアクセス

サービスバインディング
NAS サービスは、初期設定では、すべての利用可能なネットワークインターフェイス上で稼働します 。サー
ビスバインディングは、セキュアを高めるためにサービスを特定のネットワークインターフェイスにバイン
ドするようにします。サービスを 1 つまたは複数の特定の有線または無線ネットワークインターフェイスに
バインドします。

重要
サービスバインディングを設定しても 、ユーザーが現在接続している  NAS には影響はあり
ません。ユーザーの再接続時には、ユーザーは特定のネットワークインターフェイスを用
いて設定されたサービスへのアクセスだけが可能です。

サービスバインディングの設定
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［ネットワークアクセス］ > ［サー
ビスバインディング］に進みます。

2.［サービスバインディングの有効化］を選択します。 
利用可能なサービスとインターフェイスの一覧が表示されます。

3. サービスをインターフェイスにバインド 

重要

• デフォルトでは、QTS サービスはすべてのネットワークインターフェイス上で利用可能で
す。

• サービスは、少なくとも一つのインターフェイスにバインドされる必要があります。

ヒント
すべてのサービスにバインドするよう［デフォルト値の使用］をクリックします。

a. サービスを識別

b. サービスにバインドされないインターフェイスを非選択します。

4.［適用］をクリックします。

プロキシ
プロキシサーバーは、NAS とインターネットの間の仲介役として機能します。有効化された時点で、QTS は
指定のプロキシサーバーを介してインターネット要求を流します 。

プロキシサーバー設定
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［ネットワークアクセス］ > ［プロ
キシ］に進みます。

2.［プロキシサーバーを使用］を選択します。

3. プロキシサーバーの URL または IP アドレスを指定します。
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4. ポート番号を指定します。

5. 任意: プロキシ認証を設定します。

a.［認証］を選択します。

b. ユーザー名を指定します。

c. パスワードを指定します。

6.［適用］をクリックします。

Windows/Mac/NFS

Microsoft ネットワーク
Microsoft ネットワークは、コンピューターネットワークを介したデータのアクセスを可能にするネットワー
クプロトコルである Samba を参照し、Windows クライアントに対しファイルサービスとプリントサービス
を提供します。

Microsoft ネットワークの設定
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［Win/Mac/NFS］ > ［Microsoft ネ
ットワーキング］に進みます。

2.［Microsoftネットワーキングでファイルサービスを有効にする］を選択します。

3. Microsoft ネットワーキング設定を構成します。 

設定 ユーザー操作
サーバーの説明 (オプション) 最大 256 文字を説明を指定します。この説明は、ユーザーが

Microsoft ネットワーク上の NAS を容易に識別できなければなり
ません。

ワークグループ名 次のグループの中から  1～15 文字でワークグループ名を指定しま
す。

• 英文字:A～Z、a～z

• 数字:0～9

• マルチバイト文字：中国語、日本語、韓国語、ロシア語

• 特殊文字:~ !@ # $ ^ & ( ) - _ { } .'

4. 認証方式を選択します。 

オプション 説明
スタンドアロンサーバー QTS は認証にローカルユーザーアカウントの情報を使用します。
AD ドメインメンバー QTS は認証に Microsoft Active Directory (AD) を使用します。
LDAP ドメイン認証 QTS は認証に LDAP Directory を使用します。

5. 詳細設定を行います。

a.［詳細オプション］をクリックします。 
［詳細オプション］ウィンドウが表示されます。
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b. 詳細設定を行います。 

オプション ユーザー操作
WINS サーバーを有効にする NAS 上の WINS サーバーを実行させるには、このオプションを選

択します。
指定のWINSサーバの使用 このオプションを指定して  QTS が使用する WINS サーバーの IP

アドオンを指定します。
設定に関して不明な場合は、このオプションを選択しないでくださ
い。

ローカルマスターブラウザー NAS をローカルマスターブラウザーとして使用する場合にこのオ
プションを選択します。ローカルマスターブラウザーは、
Microsoft ネットワーク上の特定のワークグループ内のデバイス一
覧を維持管理する責任をもっています。
このオプションを有効にしなかった場合は、ネットワークの別のデ
バイスがデバイスリストを管理します。

重要
NAS をローカルマスターブラウザーとして使用す
るには、Microsoft ネットワークを設定する際にワ
ークグループ名を指定してください 。Windows で
のデフォルトワークグループは「workgroup」です。

NTLMSSP 認証のみを許可 このオプションはクライアントの認証に NT LAN Manager
Security Support Provider だけを使用する場合に選択します。
このオプションが非選択された場合、QTS は NT LAN Manager
(NTLM) を使用します。

名前解決のプライオリティ 名前解決を使用するにはネームサービスを選択します。
デフォルトのサービスは、［DNS のみ］です。
WINS サーバーが指定された場合は、［デフォルトではまず WINS
を試した後、DNS］が選択されます。

ログイン方法 このオプションを選択するのは、FTP、AFP、File Station サービ
スをアクセスする場合のユーザー名の構成のされ方を変更する場
合です。
このオプションを選択後、ユーザーは Domain\Username をドメイ
ン+ユーザー名の代わりに使用して  NAS サービスにアクセスでき
るようになります。

DNS に自動的に登録する NAS を DNS サーバーに登録するにはこのオプションを選択しま
す。NAS の IP アドレスが変更された場合、NAS は自動的に DNS
サーバー上の IP アドレスを更新します。
このオプションは AD 認証が有効化されている場合のみ利用でき
ます。

信頼されているドメインを有効にする このオプションは 信頼された AD ドメインからユーザーがログイ
ンする場合に選択します。
このオプションは AD 認証が有効化されている場合のみ利用でき
ます。

非同期 I/O の有効化 このオプションは、非同期 I/O を使用して  Samba の性能を向上さ
せるために選択します。
非同期 I/O は CIFS プロトコル層での I/O の挙動を参照します。
これは、ファイルシステムレベルで特定の共有フォルダーだけに適
用される共有フォルダー設定で使われる I/O 機能とは異なります。

ヒント
非同期 I/O を有効化する場合は、電源中断から保護
するために UPS を使用してください。
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オプション ユーザー操作
WS-Discovery を有効にする このオプションは Web Services Dynamic Discovery (WS-

Discovery) を有効化する場合に選択します。WS-Discovery は
Windows 10 コンピューター上の File Explorer に NAS が表示され
るようにするものです。

最上位 SMB バージョン お使いのネットワーキングオプションで使用されるもっとも高い
バージョンの SMB プロトコルを選択します。
この設定についてご不明な場合はデフォルトの SMB バージョン
を使用してください。

注
SMB3 を選択すると、SMB3.1 および SMB3.1.1 も
含まれます。

最下位 SMB バージョン お使いのネットワーキングオプションで使用されるもっとも低い
バージョンの SMB プロトコルを選択します。
この設定についてご不明な場合はデフォルトの SMB バージョン
を使用してください。

注
SMB3 を選択すると、SMB3.1 および SMB3.1.1 も
含まれます。

共有フォルダー内のシンボリックリン
クを許可

このオプションは共有フォルダー内でシンボリックリンクを許可
する場合に選択します。

異なる共有フォルダー間のシンボリッ
クリンクを許可

このオプションを選択して 、共有フォルダー間のシンボリックリン
クを許可します。

注
この設定のためには、［共有フォルダー内のシンボ
リックリンクを許可］をまず選択しておく必要があ
ります。

匿名ユーザーを SMB 共有フォルダー
にアクセスすることを制限する

このオプションは、ユーザーが SMB 共有フォルダーにアクセスす
る前にログインする必要があるようにするために選択します 。

注
この設定は、共有フォルダーで ABSE が有効化され
ている場合には［有効化 (厳格)］にロックされま
す。

c.［適用］をクリックします。 
［詳細オプション］ウィンドウが閉じます。

6.［適用］をクリックします。

Appleネットワーク
Apple Filing Protocol (AFP) は、macOS デバイスからのデータアクセスを可能にするファイルサービスプロ
トコルです。

Apple ネットワークの設定
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［Win/Mac/NFS］ > ［Appleネッ
トワーク］に進みます。

2.［AFP (Apple Filing Protocol) を有効にする］を選択します。
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3. 任意: ［DHX2 認証サポート］を選択します。

4.［適用］をクリックします。

NFS サービス
ネットワークファイルシステム  (NFS) は、コンピューターネットワークを介してデータにアクセスできるよ
うにするファイルシステムプロトコルです 。NFS サービスを有効にすることで、Linux と FreeBSD のユーザ
ーは NAS に接続できます。

NFS サービスの有効化
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークサービス & ファイルサービス］ > ［Win/Mac/NFS］ > ［NFS
サービス］に進みます。

2. NFS サービスを有効にします。

a. 任意: ［NFS v2/v3 サービスを有効にする］をクリックします。

b. 任意: ［NFS v4 サービスを有効にする］をクリックします。

3.［適用］をクリックします。

Telnet/SSH

Telnet は、NAS と通信するためのコマンドラインインターフェイスを提供するために提供されるネットワー
クプロトコルです。

Secure Shell (SSH) は、安全でないネットワーク越しにネットワークサービスに安全にアクセスするために
使われるネットワークプロトコルです。SSH を有効にすることで、ユーザーは SSH で暗号化された接続、
あるいは PuTTY などの SSH クライアントを用いて NAS に接続できます。

SSH File Transfer Protocol (SFTP) は、 ファイルを転送し、QTS ファイルシステムによる操作を行うため
の、SSH 接続による安全なネットワークプロトコルです。SFTP は、NAS で SSH 接続を許可した後に有効
にできます。

Telnet 接続の設定

重要
Telnet 接続による NAS へのアクセスは管理者アカウントのみで可能です。

1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［Telnet/SSH］に進みます。

2.［Telnet 接続を許可］を選択します。

3. ポート番号を指定します。 
ポート番号の範囲は 1～65535 です。

ヒント
既定の Telnet ポートは 13131 です。

4.［適用］をクリックします。
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SSH 接続の設定

重要
SSH 接続による NAS へのアクセスは管理者アカウントだけが可能です。

1.［コントロールパネル］ > ［ネットワーク＆ファイルサービス］ > ［Telnet/SSH］に進みます。

2.［SSH 接続を許可］を選択します。

3. ポート番号を指定します。 
ポート番号の範囲は 1～65535 です。

ヒント
既定の SSH ポートは 22 です。

4. 任意: ［SFTP を有効にする］を選択します。

5.［適用］をクリックします。

SSHアクセス許可の編集
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［Telnet/SSH］に進みます。

2.［アクセス許可の編集］をクリックします。 
［アクセス許可の編集］ウィンドウが表示されます。

3. アクセス許可を与えるユーザーアカウントを選択します。 

重要
SSH 接続を用いたログインは管理者アカウントのみで可能です。

4.［適用］をクリックします。

SNMP

シンプルネットワーク管理プロトコル  (SNMP) は、ネットワーク上で管理されるデバイスについての情報を
収集し、整理するために使われます。QTS SNMP サービスを有効化することで、警告やエラーなどの NAS
イベントを直ちに Network Management Station (NMS) に報告できます。

SNMP 設定の構成
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワーク＆ファイルサービス］ > ［SNMP］に進みます。

2.［SNMP サービスを有効にする］を選択します。

3. SNMP 設定を行います。 

設定 ユーザー操作
ポート番号 Network Management Station (NMS) が QTS に接続する際に使用

するポートを指定します。
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設定 ユーザー操作
SNMP トラップレベル NAS が NMS に送信する警告メッセージのタイプを選択します。

• 情報：QTS は実行中あるいは予定されている NAS 動作に関
する情報を送ります。

• 警告：QTS は NAS リソースがほとんど無くなっていたり、
ハードウェア動作が異常である場合には警告を送ります。

• エラー：QTS は NAS 機能やアプリケーションの有効化や更
新が失敗している警告を送ります。

トラップアドレス NMS の IP アドレスを指定します。最大で 3 つのトラップアドレ
スを指定します。

4. NMS が使用する SNMP のバージョンを指定します。 

オプション ユーザー操作
SNMP V1/V2 次のグループの中から  1～64 文字で SNMP コミュニティ名を指

定します。

• 英文字：A～Z、a～z

• 数字：0～9

SNMP コミュニティストリングは、NMS と NAS の間で送られる
メッセージを認証するためにパスワードとして使用されます 。
NMS と SNMP エージェントの間で送信される各パケットにはコ
ミュニティストリングが含まれます。

QTS ユーザーガイド

ネットワークとファイルサービス   205



オプション ユーザー操作
SNMP V3 ユーザー名、認証プロトコルとパスワード、プライバシープロトコ

ルとパスワードを指定します。

a. ユーザー名を指定します。

注
ユーザー名には、次のグループの中からの  1～32 文
字が含まれます。

• 英文字：A～Z、a～z

• 数字：0～9

• マルチバイト文字：中国語、日本語、韓国語、
ロシア語

• 特殊文字：" ' / \ を除くすべて

b. 任意:
［認証の使用］を選択します。

1. 認証プロトコルを指定します。

ヒント
［HMAC-MD5］または［HMAC-SHA］を選択しま
す。この設定についてよくわからない場合、QNAP
は ［HMAC-SHA］を選択することをお勧めします。

2. 8～64 の ASCII 文字を含む認証パスワードを入力します。

c. 任意:
［プライバシーの使用］を選択します。

1. 8～64 の ASCII 文字を含むプライバシーパスワードを指
定します。

5.［適用］をクリックします。

SNMP 管理情報ベース (MIB)

管理情報ベース (MIB) は、SNMP ネットワーク内で NAS を管理するために使用される ASCII テキスト形式
のデータベースの一種です。SNMP マネージャーは MIB を使用して  NAS の状態を判断し、ネットワーク内
で NAS が送信するメッセージを理解します。MIB をダウンロードし、ワードプロセッサーやテキストエディ
ターを使ってその内容を見ることができます。

重要
MIB はデバイスサブシステムの管理データの構造を記述しています 。それはオブジェクト
識別子 (OID) を含む階層的な名前空間を使用します。それぞれの OID は、SNMP を使用し
て読んだり設定できる変数を特定します。NAS 情報を得るには正しい OID を割り当てる
必要があります。QNAP NAS デバイスのデフォルト OID は 1.3.6.1.4.1.24861.2 です。

SNMP MIB のダウンロード
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワーク＆ファイルサービス］ > ［SNMP］に進みます。

2.［SNMP MIB］の下で、［ダウンロード］をクリックします。 
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QTS は NAS.mib ファイルをコンピューターにダウンロードします 。

サービス発見

UPnP ディスカバリサービス
Universal Plug and Play (UPnP) は、同じネットワークに接続されているネットワークデバイスを探索できる
ようにするネットワーキング技術です。このサービスを有効にすると、UPnP をサポートしているデバイス
は NAS を見つけます。

UPnP ディスカバリーサービスを有効にする
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワーク＆ファイルサービス］ > ［サービス検出］ > ［UPnP ディス
カバリーサービス］に進みます。

2.［UPnP ディスカバリーサービスを有効にする］を選択します。

3.［適用］をクリックします。

Bonjour

Bonjour は、Apple によって開発されたネットワーキング技術で、同じローカルネットワーク上にあるデバイ
スが互いに探索し、通信し合えるようにするものです。

Bonjour の有効化
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワーク＆ファイルサービス］ > ［サービス検出］ > ［Bonjour］に

進みます。

2.［Bonjour サービスを有効にする］を選択します。

3. Bonjour で扱うサービスを選択します。 

重要
サービスを Bonjour で広告する前に、それを QTS で有効化する必要があります。

4.［適用］をクリックします。

ネットワークごみ箱
ネットワークごみ箱には、File Station、QuFTP、あるいは Microsoft ネットワークを使用して接続されたク
ライアントによって NAS から削除されたファイルが含まれます。

ネットワークごみ箱の設定
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［ネットワークごみ箱］に進みま

す。

2.［ネットワークごみ箱を有効にする］を選択します。

3. 任意: ネットワークごみ箱の設定してください 。 
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設定 説明
ファイル保持期間 ファイルが維持される日数を指定します。

［毎日のチェック時刻］は、リサイクルされるファイ
ルが保持期間と照らしてチェックされるタイミング
をコントロールします。

ヒント
このフィールド は最大で 9999 日をサ
ポートします。デフォルトは 180 日で
す。

これらのファイル拡張子を除外する ネットワークごみ箱から除外するファイル拡張子を
指定します。

重要
ファイルタイプは大文字と小文字の区
別があり、コンマで区切る必要がありま
す。

4.［適用］をクリックします。

ネットワークごみ箱の全ファイルの削除
1.［コントロールパネル］ > ［ネットワークとファイルサービス］ > ［ネットワークごみ箱］に進みま

す。

2.［すべてのネットワークごみ箱を空にする］をクリックします。 
警告メッセージが表示されます。

3.［OK］をクリックします。 
QTS はネットワークごみ箱の全ファイルを削除します。

ネットワークごみ箱へのアクセスの制限
1.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［共有フォルダー］に進みます。

2. 共有フォルダーを見つけます。

3.［アクション］の下で、  をクリックします。 
［プロパティの編集］ウィンドウが表示されます。

4.［ネットワークごみ箱を有効にする］を選択します。

5.［ごみ箱へのアクセスを現在のところ管理者にのみ制限］を選択します。

6.［OK］をクリックします。
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7. File Station

概要

File Stationについて
File Station は、お使いの NAS ファイルにアクセスできるようにするための QTS ファイル管理アプリケーシ
ョンです。ファイルやフォルダーの素早い検索、アクセス権限の管理、メディアファイルの再生、その他の
ユーザーとのデータ共有を行うことができます。

システム要件

カテゴリー 詳細
Web ブラウザー • Microsoft Internet Explorer 9 またはそれ以降

• Microsoft Edge

• Mozilla Firefox 3.6 またはそれ以降

• Apple Safari 5 またはそれ以降

• Google Chrome
Java プログラム Java Runtime Environment（JRE）7 またはそれ以降
Flash Player メディアファイルを表示するには 、Adobe Flash

Player 9 またはそれ以降が必要です。

サポートされるファイル形式

カテゴリ ファイルの拡張子
画像 • BMP

• JPG

• JPE

• PNG

• TGA

• GIF
音楽 • MP3

• FLAC

• OGG

• WAV

• AIF

• AIFF
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カテゴリ ファイルの拡張子
動画 • AVI

• MP4

ユーザーインターフェイス部分
左パネル

ラベル UI要素 説明
1 ボリューム ボリューム内の共有フォルダーを含むすべてのフォルダー

を表示します。デフォルトの共有フォルダーは、NAS モデル
によって異なります。

2 お気に入り ブックマークされたフォルダーを表示します 。
3 リンク管理の共有 現在のユーザーアカウントで共有されている NAS ファイル

に対するリンクを表示します。

注
管理者は、すべての NAS ユーザーが共有して
いるリンクを表示できます。

4 自分と共有 現在のユーザーアカウントで共有されているファイルとフ
ォルダーが表示されます。

5 ごみ箱 削除されたファイルとフォルダーを表示します。

設定によっては、次のフォルダーもリストに表示されます。

フォルダー 説明
スナップショット 有効化されているボリュームから保存されたスナップショットを表示

します。
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フォルダー 説明
ローカルフォルダー Windows コンピューター上のローカルフォルダーを表示します。

重要
File Station からローカルフォルダーを表示するには、
最初に Java Runtime Environment をインストールす
る必要があります。

Qsync Qsync からファイル、フォルダー、チームフォルダーを表示します。

ボリュームアイコン

NAS モデルと環境によっては、各利用可能なボリュームに表示される以下のアイコンの外観が異なることが
あります。

アイコン 説明
オンデマンド階層化
アイコンは、自動階層化がボリュームで有効化されているときに表示さ
れます。
スナップショット
このアイコンは、スナップショットがボリュームに利用できる場合に表
示されます。
詳細については、『QTS ユーザーガイド』の「スナップショット」の項
にアクセスしてください。
キャッシュ加速
このアイコンは、アクセラレーションがボリュームで有効化されている
ときに表示されます。
ボリュームの暗号化
このアイコンは、ボリュームが暗号化されているときに表示されます。

左のパネルのタスク

左のパネルのボリュームには以下のタスクを実行できます。

ヒント
このタスクオプションを表示するには、ボリュームにマウスをポイントし、 をクリック
します。

タスク 説明
共有フォルダーを作成する クリックして共有フォルダーを作成します 。

詳細は、共有フォルダーの作成をご覧ください。
スナップショットマネージャーを開く クリックしてスナップショットマネージャーを開き

ます。
詳細については、『QTS ユーザーガイド』の「スナッ
プショット」の項を参照してください。

ボリュームのロックとアンロック クリックして、ストレージ＆スナップショットの暗
号化されたボリュームのロックとアンロックを行い
ます。
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メニューバー

ラベル アイテム 説明
1 検索 名前または種類でファイルまたはフォルダーを検索します。

ヒント
[詳細検索] を選択して、その他の条件を指定することも
できます。

2 ネットワークメディア
プレーヤー

ネットワーク上の対応デバイスにビデオ、写真、音楽をストリーミング
します。

3 最新の情報に更新 現在のページをリフレッシュします。
4 スマートフィルター 指定した条件に基づいてファイルをフィルターします。
5 その他の設定 File Station 設定を構成したり、ヘルプガイドを開いたりします。また

は、アプリケーション情報を表示します。
6 参照モード 参照モードを選択します。
7 フォルダーの作成 フォルダー、共有フォルダー、スナップショット共有フォルダーの作成

や、他の NAS ユーザーとの領域の共有を行います。
8 コピー 選択したファイルとフォルダーをコピーします 。

注
このボタンは、ファイルまたはフォルダーが選択され
ている場合にのみ表示されます。

9 アップロード 選択した共有フォルダーにファイルまたはフォルダーをアップロード
します。

10 その他のアクション 別のタスクを実行します。
利用可能なアクションのリストは、ファイルまたはフォルダーを選択す
ると変わります。

11 共有 選択したファイルとフォルダーを共有します。

注
このボタンは、ファイルまたはフォルダーが選択され
ている場合にのみ表示されます。

12 スナップショット スナップショットマネージャーを開くかまたはスナップショットマネ
ージャークィックチュートリアルを表示します 。

13 リモートマウント 単一のインターフェイスを使用してローカル 、外部、リモート、クラウ
ドストレージリソースにわたり、ファイルを管理することができます。

14 お気に入りに追加 現在のフォルダーをお気に入りフォルダーの一覧に追加します 。
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設定
一般設定の変更

1. 右上隅の をクリックします。

2.［設定］を選択します。 
［オプション］ウィンドウが表示されます。

3.［一般］を選択します。

4. 次の一般設定を必要に応じて変更します。
オプション 説明

PC のファイルとフォルダーを表示する File Station により、ローカルファイルとローカル
フォルダーがコンピューター上に表示されます。
この機能は Windows コンピューターにのみ対応
しており、Java Runtime Environment のインスト
ールが必要です。

NAS の隠しファイルを表示する File Station に、非表示属性のファイルとフォルダ
ーを表示します。

共有リンクの作成をすべてのユーザーに許可する すべてのユーザーは、共有リンクを使用して NAS
からデータを共有できます。

マルチメディア再生とサムネイル再生をサポート
します

File Station では、オンザフライのトランスコーデ
ィングを許可し、マルチメディアファイルのサム
ネイルプレビューを表示します 。

ビューワーには常に 360 度パノラマビューボタン
が表示されます。

File Station で、常時 360 度パノラマビューボタン
を表示します。また、ユーザーによるパノラマと
一般のモードの切り替えを許可します。

ネットワークのごみ箱の表示 File Station は、すべてのユーザーフォルダーに対
して@Recycle フォルダーを表示します。

管理者と管理者グループにのみ、［NAS ユーザー
に共有する］の使用を許可する

File Station は、管理者でないユーザーによる、他
の NAS ユーザーとのファイル共有を禁止します。

管理者と管理者グループにのみ、ファイルの永久
的な削除を許可する

File Station は、管理者でないユーザーによるファ
イルの永久的な削除を禁止します。

管理者と管理者グループにのみ、オンザフライの
トランスコーディングを許可する

File Station は、管理者でないユーザーによる、オ
ンザフライのトランスコーディングを禁止しま
す。

5.［閉じる］をクリックします。

リモートマウント設定の変更
1. 右上隅の をクリックします。

2. [設定] を選択します。 
[オプション] ウィンドウが表示されます。

3. [リモートマウント] を選択します。

4. 次のいずれか 1 つのリモートアクセス権限を選択します。

• 管理者のみ
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• 管理者グループのみ

• 特定ユーザー

5. [適用] をクリックします。

ファイル転送設定の変更
1. 右上隅の をクリックします。

2. [設定] を選択します。 
[オプション] ウィンドウが表示されます。

3. [ファイルの転送] を選択します。

4. 重複ファイルの処理について、以下のポリシーのいずれか 1 つを選択します。

• 常に質問する

• 重複ファイルの名前を変更する

• 重複ファイルをスキップする

• 重複ファイルを上書きする

5. 任意: [常に、すべてのファイル転送プロセスを 1つのタスクにマージする] を選択します。

6. [適用] をクリックします。

ファイル操作
File Station を使用すると、次のタスクを実行できます。

操作 タスク
保存 • ファイルのアップロード
アクセス • ファイルのダウンロード

• ファイルを開く

• Chrome の拡張機能を使用して  Microsoft Word、Excel、PowerPoint
ファイルを開く

• Text Editor（テキストエディター）でテキストファイルを開く

• Google ドキュメントでのファイルの表示

• Microsoft Office Online でのファイルの表示

• ファイルのプロパティの表示

• ファイル権限の変更
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操作 タスク
整理 • ファイルの並び替え

• ファイルのコピー

• ファイルの移動

• ファイルの名前の変更

• ファイルの削除

• 削除したファイルの復元

• ISO ファイルのマウント

• ISO ファイルのマウント解除

• ファイルの圧縮

• 圧縮したファイルまたはフォルダーの抽出
共有 • 電子メールによるファイルまたはフォルダーの共有

• ソーシャルネットワーク上でのファイルまたはフォルダーの共有

• 共有リンクを使用してファイルまたはフォルダーの共有

• NAS ユーザーとファイルまたはフォルダーの共有
再生 • ビデオファイルの再生

• 360 度画像またはビデオファイルを開く

• ネットワークメディアプレーヤーへのストリーミング
トランスコード • Transcode フォルダーへのファイルの追加

• トランスコードのキャンセルまたは削除

• トランスコード情報の表示

ファイルのアップロード
1. File Station を開きます。

2. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a.
 をクリックして、［ファイル］を選択します。

［ファイルのアップロード］ウィンドウが開きます。

b. ファイルを選択してから 、［開く］をクリックします。
ドラッグアンドドロップの利用 a. コンピューター上のファイルを見つけます。

b. ファイルを File Station ウィンドウにドラッグアンドドロッ
プします。

確認メッセージが表示されます。
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3. 重複ファイルの処理について、以下のポリシーのいずれか 1 つを選択します。
オプション 説明

重複ファイルの名前を変更する 同じ名前と拡張子を持つ別のファイルがアップロード先に存在す
る場合は、ファイルをアップロードして名前を変更します 。

重複ファイルをスキップする 同じファイル名と拡張子を持つファイルが既にアップロード先フ
ォルダーに存在する場合は、ファイルをアップロードしないでくだ
さい。

重複ファイルを上書きする ファイルをアップロードしてから 、アップロード先のフォルダーの
同じ名前と拡張子をもつ既存のファイルを上書きします。

ヒント
選択したオプションをデフォルトポリシーとして設定できます 。設定を記憶すると、File
Station は今後通知しなくなります。ポリシーは依然として、［File Station］ > ［その他設定］
> ［設定］ > ［ファイルの転送］で変更できます。

4. [OK] をクリックします。
File Station はファイルをアップロードします。

ファイルのダウンロード
1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［ダウンロード］を選択します。

d. [OK] をクリックします。
コンテキストメニューを利用 ファイルを右クリックしてから 、［ダウンロード］をクリックしま

す。

使用しているブラウザーによっては、ファイルがコンピューターにダウンロードされる前に確認メッセ
ージが表示されます。

ファイルを開く
1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。
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b.
をクリックします。

c.「開く」を選択します。
コンテキストメニューを利用 右クリックし、「開く」を選択します。

File Station は選択したファイルを開きます。

Chrome の拡張機能を使用して  Microsoft Word、Excel、PowerPoint ファイルを開く
このタスクでは、Google Chrome ブラウザーを使用して「ドキュメント、スプレッドシート、スライドで
Office ファイルを編集」拡張機能をインストールする必要があります。

1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［Chrome の拡張機能で開く］を選択します。
コンテキストメニューを利用 ファイルを右クリックしてから 、［Chrome の拡張機能で開く］を

クリックします。

File Station は、Google ドキュメント、スプレッドシート、またはスライドで編集可能なファイルを開
きます。

Text Editor（テキストエディター）でテキストファイルを開く
このタスクでは、App Center からテキストエディターをインストールする必要があります。

1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［Text Editor で開く］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b.［Text Editor で開く］を選択します。
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File Station は Text Editor を使用して、選択したテキストファイルを開きます。

Google ドキュメントでのファイルの表示
このタスクでは、Google Chrome ブラウザーを使用して、myQNAPcloud Link を有効化する必要がありま
す。

1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c. [Google ドキュメントで表示する] を選択します。
コンテキストメニューを利用 右クリックして、[Google ドキュメントで表示] を選択します。

File Station は、Google Drive でファイルのプレビューを開きます 。

Microsoft Office Onlineでのファイルの表示
このタスクでは、myQNAPcloud Link を有効化する必要があります。

1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c. [Office Onlineで表示する] を選択します。
コンテキストメニューを利用 右クリックして、[Office Onlineで表示する] を選択します。

File Station は、Microsoft Office Online でファイルのプレビューを開きます 。

ファイルのプロパティの表示
1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順
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メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c. [プロパティ] を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b. [プロパティ] を選択します。

[プロパティ] ウィンドウが開き、以下の情報が表示されます。

フィールド 説明
タイプ ファイルの種類を表示します。
サイズ ファイルのサイズを表示します。
ファイルパス フォルダーの場所が表示されます。
更新日 ファイルが最後に変更された日付が表示されます。
所有者 ファイルをアップロードした NAS ユーザーの名前が表示されます。
グループ ファイルにアクセスできる NAS グループの名前が表示されます。
ストレージプール ボリュームが位置するストレージプールの名前が表示されます 。
ボリューム ファイルが保存されているボリュームの名前が表示されます 。

ファイル権限の変更
このタスクでは、[コントロールパネル] > [権限] > [共有フォルダー] > [高度なアクセス許可] でフォルダーの
詳細なアクセス許可を有効化する必要があります。

1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c. [プロパティ] を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b. [プロパティ] を選択します。

[プロパティ] ウィンドウが開き、以下の情報が表示されます。

4. をクリックします。

5. リストの所有者、グループ、その他ユーザーの以下の権限の有効化または無効化を行います。
権限 説明
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読み取り専用 ユーザーによるファイルの表示を許可します。
読み取り/書き込み ユーザーによるファイルの表示、ファイルヘの変更を許可します。
拒否 ファイルへのアクセスを拒否する

ヒント
[+] をクリックしてユーザーをリストに加え、[-] をクリックしてリストからユーザーを削除しま
す。

6. 任意: ゲストユーザーのアクセス権限を指定します。

7. 任意: このファイルの所有者を指定します。

8. [適用] をクリックします。

ファイルの並び替え
1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。

3.
をクリックします。

4.［リスト］を選択します。 
File Station により、リストビューにファイルが表示されます。

5. 列のタイトルをクリックします。 
File Station により、選択した列に基づいて昇順または降順にファイルが並べ替えられます。

ファイルのコピー
1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［コピー先/移動先］選択して［コピー先］を選択します。

d. 宛先フォルダーを選択します。

e. [OK] をクリックします。
a. ファイルを選択します。

b.［コピー］をクリックします。

c. 宛先フォルダーに進みます。

d.［貼り付け］をクリックします。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。
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b.［コピー］を選択します。

c. 宛先フォルダーに進みます。

d. フォルダー内部を右クリックし、［貼り付け］を選択します。
キーボードショートカットの利
用

a. ファイルを選択します。

b. CTRL + C または Command-C を押します。

c. 宛先フォルダーに進みます。

d. CTRL + V または Command-V を押します。
ドラッグアンドドロップの利用 a. ファイルを選択します。

b. 宛先フォルダーにドラッグアンドドロップします。
ステップ結果：コンテキストメニューが表示されます。

c. 次のアクションのいずれか 1 つを選択します。

• コピーしてスキップ

• コピーして上書き

• コピーして自動的に名前を変更

File Station は選択したファイルのコピーを作成します。

ファイルの移動
1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［コピー先/移動先］選択して［移動先］を選択します。

d. 宛先フォルダーを選択します。

e. [OK] をクリックします。
a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［切り取り］を選択します。

d. 宛先フォルダーを選択します。

e.
をクリックします。
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f.［貼り付け］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックして 、［コピー先/移動先］と［移動先］

を選択します。

b. 宛先フォルダーを選択します。

c. [OK] をクリックします。
a. ファイルを右クリックしてから 、［切り取り］をクリックしま

す。

b. 宛先フォルダーを選択します。

c. フォルダー内部を右クリックし、［貼り付け］を選択します。
キーボードショートカットの利
用

a. ファイルを選択します。

b. CTRL + X または Command-X を押します。

c. 宛先フォルダーに進みます。

d. CTRL + V または Command-V を押します。
ドラッグアンドドロップの利用 a. ファイルを選択します。

b. 宛先フォルダーにドラッグアンドドロップします。

c. ステップ結果：コンテキストメニューが表示されます。

d. 次のアクションのいずれか 1 つを選択します。

• 移動してスキップ

• 移動して上書き

• 移動（また、同じ名前のファイルが存在する場合は、名
前を変更する)

File Station により、選択したファイルが指定したフォルダーに追加されます。

ファイルの名前の変更
1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［名前の変更］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b.［名前の変更］を選択します。
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キーボードショートカットを使
用します。

［F2］を押します。

4. ファイル名を指定して 、［OK］をクリックします。 
File Station により、ファイルの名前が変更されます。

ファイルの削除
1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［削除］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b.［削除］を選択します。
キーボードを使用します ［削除］を押します。

確認メッセージが表示されます。

4. ファイルの削除方法を指定します。

• ネットワークごみ箱に移動する

• 永久削除

5. [OK] をクリックします。
File Station は、選択したファイルをごみ箱に移動するか 、永久的に削除します。

削除したファイルの復元
1. File Station を開きます。

2.［ごみ箱］に移動します。

3. ファイルを見つけます。

4. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［復元する］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。
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b.［復元する］を選択します。

確認メッセージが表示されます。

5.［はい］をクリックします。 
File Station により、選択したファイルが復元されます。

ISOファイルのマウント
1. File Station を開きます。

2. ISO ファイルをアップロードします。 
詳細は、ファイルのアップロードをご覧ください。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［ISO のマウント］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b.［ISO のマウント］を選択します。

［ISO のマウント］ウィンドウが開きます。

4. 共有フォルダー名を指定します。

5.［OK］をクリックします。 
File Station により、共有フォルダーとして ISO ファイルがマウントされます。

ISOファイルのマウント解除
1. File Station を開きます。

2. 左のパネルで、マウントされている ISO ファイルを見つけます。

3. ファイルを右クリックしてから 、［マウント解除］をクリックします。 
確認メッセージが表示されます。

4.［はい］をクリックします。 
File Station は、ISO ファイルのマウントを解除し、確認メッセージを表示します。

5. [OK] をクリックします。

ファイルの圧縮
1. File Station を開きます。

2. ファイルまたはフォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
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方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルまたはフォルダーを選択します。

b.
をクリックします。

c.［圧縮(Zip)］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルまたはフォルダーを右クリックします。

b.［圧縮(Zip)］を選択します。

4. 圧縮設定を構成します。
オプション タスク

アーカイブ名 圧縮ファイルの名前を指定します。
圧縮レベル 圧縮方法のタイプを選択します。

• 通常 - 標準圧縮

• 最大圧縮 - 圧縮の品質を優先

• 高速圧縮 - 圧縮速度を優先
アーカイブ形式 ファイル圧縮の形式を選択します。

• zip

• 7z
更新モード ファイルが更新される仕組みを指定します。

• ファイルの追加と置換 - 指定したファイルを追加して置き換
えます。

• ファイルの更新と追加 - 古いファイルを更新して新しいファ
イルを追加します。

• 既存ファイルの更新 - 古いバージョンの既存のファイルを更
新します。

• ファイルの同期 - 古いファイルを更新して新しいファイルを
追加し、そのフォルダーに存在しないファイルを削除します。

5. 任意: ファイルを暗号化するためのパスワードを指定します。

6. [OK] をクリックします。
File Station は、選択したファイルを圧縮し、アーカイブファイルを作成します。

圧縮したファイルまたはフォルダーの抽出
1. File Station を開きます。

2. 圧縮済みのアーカイブファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。
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b.
をクリックします。

c. [抽出] を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b. [抽出] を選択します。

4. 次の抽出オプションのいずれか 1 つを選択してください。
オプション 説明

ファイルの抽出 抽出する特定のファイルを選択します。
ここで抽出 現在のフォルダー内にすべてのファイルを抽出します 。
/<new folder>/に抽出 新しいフォルダー内にすべてのファイルを抽出します 。

新しいフォルダーは、圧縮ファイルのファイル名を使用します。

File Station により、指定したフォルダーに圧縮ファイルが抽出されます。

電子メールによるファイルまたはフォルダーの共有

このタスクを開始する前に、［QTS デスクトップ］ >  > ［電子メールアカウント］で QTS 電子メール設
定を構成する必要があります。

1. File Station を開きます。

2. ファイルまたはフォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルまたはフォルダーを選択します

b.［共有］をクリックします。

c.［電子メールで］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルまたはフォルダーを右クリックします。

b.［共有］を選択します。

c.［電子メールで］を選択します。

［共有］ウィンドウが表示されます。

4. 次の設定をします。
フィールド 説明

差出人 電子メールの送信方法を選択します。

• NAS を使用してリンクをメールで送信します。

• ローカルコンピューターを使用してリンクをメールで送信し
ます。

送信者 電子メールアカウントを選択します。
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送信先 受信者の電子メールアドレスを入力します。

ヒント
Qcontactz が NAS にインストールされている場合は、連絡
先リストから受信者を選択することができます。

件名 メールの件名を入力します。
メッセージ 新しいメッセージを入力するか、またはデフォルトメッセージを使

用します。

5. 任意: ［その他の設定］をクリックして、その他の設定を行います。
フィールド タスク

リンク名 そのリンクの名前を入力するか、そのファイルまたはフォルダーの
現在の名前を使用します。

ドメイン名/IP メイン名または IP アドレスを選択します。
URL 内の SSL を表示 HTTPS URL を使用します。
オンザフライトランスコーディ
ング

ユーザーによる、オンザフライのビデオのトランスコーディングを
許可します。

注

• この設定は、ビデオファイルを共有する際にのみ表示
されます。

• オンザフライのトランスコーディングを使用するに
は、Video Station 5.2.0（またはそれ以降）をインスト
ールして有効化する必要があります 。

ファイルアップロード ユーザーによる、このフォルダーへのファイルのアップロードを許
可します。

注
この設定は、フォルダーを共有するときにのみ表示されま
す。

期限 期限日を指定します。

注
期限日を過ぎると、共有ファイルまたはフォルダーにはア
クセスできなくなります。

パスワード リンクにアクセスするためのパスワードを指定します。

ヒント
電子メールにパスワードを含めるかどうかを選択できま
す。

6.［今すぐ共有］をクリックします。 
File Station により、受信者にメールが送信されます。

ソーシャルネットワーク上でのファイルまたはフォルダーの共有
1. File Station を開きます。

2. ファイルまたはフォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
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方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルまたはフォルダーを選択します。

b. [共有] をクリックします。

c.［ソーシャルネットワークへ］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルまたはフォルダーを右クリックします。

b.［共有］を選択してから［ソーシャルネットワークへ］を選択
します。

［共有］ウィンドウが表示されます。

4. 次の設定をします。
フィールド 説明

ソーシャルネットワーク ソーシャルネットワーク Web サイトを選択します。
メッセージ 新しいメッセージを入力するか、またはデフォルトメッセージを使

用します。

5. 任意: ［その他の設定］をクリックして、その他の設定を行います。
フィールド タスク

リンク名 そのリンクの名前を入力するか、現在のファイルまたはフォルダー
名を使用します。

ドメイン名/IP メイン名または IP アドレスを選択します。
URL 内の SSL を表示 HTTPS URL を使用します。
オンザフライトランスコーディ
ング

ユーザーによる、オンザフライのビデオのトランスコーディングを
許可します。

注

• この設定は、ビデオファイルを共有する際にのみ表示
されます。

• オンザフライのトランスコーディングを使用するに
は、Video Station 5.2.0（またはそれ以降）をインスト
ールして有効化する必要があります 。

ファイルアップロード ユーザーによる、このフォルダーへのファイルのアップロードを許
可します

注
この設定は、フォルダーを共有するときにのみ表示されま
す。

期限 期限日を指定します。

注
期限日を過ぎると、共有ファイルまたはフォルダーにはア
クセスできなくなります。

パスワード リンクにアクセスするためのパスワードを指定します。

6.［今すぐ共有］をクリックします。 
File Station は指定したソーシャルメディア Web サイトに接続します。
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共有リンクを使用してファイルまたはフォルダーの共有
1. File Station を開きます。

2. ファイルまたはフォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルまたはフォルダーを選択します。

b. [共有] をクリックします。

c.［共有リンクのみ作成］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルまたはフォルダーを右クリックします。

b.［共有］を選択してから、［共有リンクのみ作成］を選択しま
す。

［共有］ウィンドウが表示されます。

4. 次の設定をします。
フィールド タスク

リンク名 そのリンクの名前を入力するか、現在のファイルまたはフォルダー
名を使用します。

ドメイン名/IP メイン名または IP アドレスを選択します。
URL 内の SSL を表示 HTTPS URL を使用します。
オンザフライトランスコーディ
ング

ユーザーによる、オンザフライのビデオのトランスコーディングを
許可します。

注

• この設定は、ビデオファイルを共有する際にのみ表示
されます。

• オンザフライのトランスコーディングを使用するに
は、Video Station 5.2.0（またはそれ以降）をインスト
ールして有効化する必要があります 。

ファイルアップロード ユーザーによる、このフォルダーへのファイルのアップロードを許
可します

注
この設定は、フォルダーを共有するときにのみ表示されま
す。

期限 期限日を指定します。

注
この設定は、フォルダーを共有するときにのみ表示されま
す。

パスワード リンクにアクセスするためのパスワードを指定します。

5.［今すぐ作成］をクリックします。 
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File Station がリンクを生成します。

NAS ユーザーとファイルまたはフォルダーの共有
1. File Station を開きます。

2. ファイルまたはフォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルまたはフォルダーを選択します。

b. [共有] をクリックします。

c.［NAS ユーザーに］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルまたはフォルダーを右クリックします。

b.［共有］を選択してから［NAS ユーザーに］を選択します。

［共有］ウィンドウが表示されます。

4. ファイルまたはフォルダーを共有するユーザーを選択します 。
オプション 説明

既存のユーザー 一覧からユーザーを選択します。
オプション：［通知メールを送信する］を選択してから、メールの
件名とメッセージを指定します。電子メールの情報を提供したユ
ーザーのみが通知を受信します。

注
各ユーザーの電子メールの情報は、［コントロールパネル］
> ［権限］ > ［ユーザー］で指定できます。

新規ユーザー 新しいユーザーアカウントを作成します。

5. 任意: ［その他の設定］をクリックして、その他の設定を行います。
フィールド タスク

リンク名 そのリンクの名前を入力するか、現在のファイルまたはフォルダー
名を使用します。

ドメイン名/IP メイン名または IP アドレスを選択します。
URL 内の SSL を表示 HTTPS URL を使用します。
オンザフライトランスコーディ
ング

ユーザーによる、オンザフライのビデオのトランスコーディングを
許可します。

注

• この設定は、ビデオファイルを共有する際にのみ表示
されます。

• オンザフライのトランスコーディングを使用するに
は、Video Station 5.2.0（またはそれ以降）をインスト
ールして有効化する必要があります 。
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ファイルアップロード ユーザーによる、このフォルダーへのファイルのアップロードを許
可します

注
この設定は、フォルダーを共有するときにのみ表示されま
す。

期限 期限日を指定します。

注
期限日を過ぎると、共有ファイルまたはフォルダーにはア
クセスできなくなります。

パスワード リンクにアクセスするためのパスワードを指定します。

6.［今すぐ共有］をクリックします。 
File Station は、指定のユーザーとファイルを共有します。

オーディオファイルの再生
1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［再生］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b.［再生］を選択します。

File Station は Media Viewer を使用して選択されたオーディオファイルを再生します 。

ビデオファイルの再生
特定の形式のビデオの再生には、App Center から Video Station をインストールする必要があります。

1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［再生］を選択します。

QTS ユーザーガイド

File Station   231



d. 解像度を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b.［再生］を選択します。

c. 解像度を選択します。

File Station は Media Viewer を使用して選択されたファイルを再生します 。

Image2PDFを使用して画像ファイルを開く
このタスクを開始する前に、App Center から Image2PDF をインストールする必要があります。

1. File Station を開く

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［Image2PDF で開く］を選択します。
コンテキストメニューを利用 右クリックして、［Image2PDF で開く］を選択し

ます。

File Station は、選択した画像ファイルを Image2PDF ウィザードで開きます。

ウィザード画面の指示に従い、画像ファイルを PDF ファイルに変換します。

360度画像またはビデオファイルを開く
1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［再生］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b.［再生］を選択します。

4. 任意: 解像度を選択します。

File Station は、選択したファイルを Media Viewer で開きます。Media Viewer で［360 パノラマモード］
( ) をクリックすることで、パラノラマモードで写真またはビデオを表示できます。
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ネットワークメディアプレーヤーへのストリーミング
このタスクでは、App Center から Media Streaming アドオンをインストールする必要があります。

1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b. メニューバーの [ネットワークメディアプレーヤー ]（ ）を
クリックします。

c. メディアプレーヤーを選択します。
[メディアビューアー ] ウィンドウが開きます。

d. [このプレーヤーで選択した項目を再生] を選択します。

e. [OK] をクリックします。
a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c. [ストリーム先] を選択します。

d. [ネットワークメディアプレーヤー ] のメディアプレーヤーを
選択します。

コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b. [ストリーム先] を選択します。

c. [ネットワークメディアプレーヤー ] のメディアプレーヤーを
選択します。

File Station は、指定したネットワークメディアプレーヤーを使用して選択したファイルを再生します 。

Transcodeフォルダーへのファイルの追加

重要
ビデオファイルは、元のファイルよりも高い解像度に変換することはできません。より高
い解像度が選択されると、File Station はファイルのトランスコードを行う際に自動的に元
の解像度を使用します。

1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。
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b.
をクリックします。

c. [Transcodeに追加] を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b. [Transcodeに追加] を選択します。

[Transcodeに追加] ウィンドウが開きます。

4. トランスコーディングのビデオ解像度を選択します 。

• 240p

• 360p

• 480p SD

• 720p HD

• 1080 フル HD

5. [OK] をクリックします。
File Station により、選択したファイルが Transcode フォルダーに追加されます。

トランスコードのキャンセルまたは削除
1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c.［トランスコードのキャンセル/削除］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b.［トランスコードのキャンセル/削除］を選択します。

確認メッセージが表示されます。

4.［OK］をクリックします。 
File Station により、選択したファイルが Transcode フォルダーから削除され、トランスコード処理が
キャンセルされます。

トランスコード情報の表示
1. File Station を開きます。

2. ファイルを見つけます。
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3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. ファイルを選択します。

b.
をクリックします。

c. [トランスコード情報] を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b. [トランスコード情報] を選択します。

[オンザフライのトランスコーディングタスク ] 画面が開きます。

フォルダー操作
File Station を使用すると、次のタスクを実行できます。

操作 タスク
保存 • フォルダーのアップロード

• ドラッグアンドドロップによるフォルダーのアップロード
アクセス • フォルダープロパティの表示と変更

• ストレージ情報の表示

• ファイル権限の変更

• Qsync フォルダーの表示

• 共有リンクの管理

• 自分と共有しているファイルとフォルダーの共有
整理 • フォルダーの作成

• フォルダーのコピー

• デスクトップショートカットの作成

• お気に入りへのフォルダーの追加

• お気に入りからのフォルダーの削除

• フォルダーの圧縮
共有 • 共有フォルダーの作成

• スナップショット共有フォルダーの作成

• 新しいユーザーとの容量の共有
トランスコーディング • Transcode フォルダーへのフォルダーの追加

• トランスコードのキャンセルまたは削除
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フォルダーのアップロード

注
この機能は、Google Chrome ブラウザーでのみ利用可能です。

1. File Station を開きます。

2. アップロード先のフォルダーを開きます 。

3. をクリックし、［フォルダー］を選択します。 
［フォルダー参照］ウィンドウが開きます。

4. アップロードするフォルダーを選択します 。 
確認メッセージが表示されます。

5. 重複ファイルの処理について、以下のポリシーのいずれか 1 つを選択します。
オプション 説明

重複ファイルの名前を変更する 同じ名前と拡張子を持つ別のファイルがアップロード先に存在す
る場合は、ファイルをアップロードして名前を変更します 。

重複ファイルをスキップする 同じファイル名と拡張子を持つファイルが既にアップロード先フ
ォルダーに存在する場合は、ファイルをアップロードしないでくだ
さい。

重複ファイルを上書きする ファイルをアップロードしてから 、アップロード先のフォルダーの
同じ名前と拡張子をもつ既存のファイルを上書きします。

ヒント
選択したオプションをデフォルトポリシーとして設定できます 。設定を記憶すると、File
Station は今後通知しなくなります。ポリシーは後で、［File Station］ > ［その他設定］ > ［設
定］ > ［ファイルの転送］で変更できます。

6. [OK] をクリックします。
File Station は選択したフォルダーをアップロードします 。

ドラッグアンドドロップによるフォルダーのアップロード

注
この機能は、Google Chrome ブラウザーでのみ利用可能です。

1. File Station を開きます。

2. ローカルフォルダーを File Station にドラッグアンドドロップします。

3. 重複ファイルの処理について、以下のポリシーのいずれか 1 つを選択します。
オプション 説明

重複ファイルの名前を変更する 同じ名前と拡張子を持つ別のファイルがアップロード先に存在す
る場合は、ファイルをアップロードして名前を変更します 。

重複ファイルをスキップする 同じファイル名と拡張子を持つファイルが既にアップロード先フ
ォルダーに存在する場合は、ファイルをアップロードしないでくだ
さい。

重複ファイルを上書きする ファイルをアップロードしてから 、アップロード先のフォルダーの
同じ名前と拡張子をもつ既存のファイルを上書きします。
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4.［OK］をクリックします。 
File Station は選択したフォルダーをアップロードします 。

フォルダープロパティの表示と変更
1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. フォルダーを選択します。

b.
をクリックします。

c. [プロパティ] を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. フォルダー内部をマウスでポイントします。

b. フォルダーを右クリックします。

c. [プロパティ] を選択します。
左のパネルの使用 a. フォルダーを右クリックします。

b. [プロパティ] を選択します。

[プロパティ] ウィンドウが開き、以下の情報が表示されます。

フィールド 説明
タイプ フォルダーの種類を表示します。
サイズ

をクリックして、フォルダーサイズと合計ファイル数を表示しま
す。

ファイルパス フォルダーの場所が表示されます。
更新日 フォルダーが最後に変更された日付が表示されます。
所有者 フォルダーをアップロードした NAS ユーザーの名前が表示されます。
グループ フォルダーにアクセスできる NAS グループの名前が表示されます。
ストレージプール ボリュームが位置するストレージプールの名前が表示されます 。
ボリューム フォルダーが保存されているボリュームの名前が表示されます 。
メディアフォルダー 1 つ以上の以下のオプションを選択して 、QTS が自動的ンフォルダー

内のメディアファイルをスキャンし、サムネイル画像を作成できるよう
にします。

• 音楽

• ビデオ

• 写真
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フィールド 説明
自動トランスコードフォルダー 以下の解像度のいずれか 1 つを選択し、フォルダー内のビデオファイ

ルを自動的に MP4 形式に変換して、ビデオファイルを再生するときに
指定の解像度を使用します。

• 240p

• 360p

• 480p

• 720p

• 1080p

4. 詳細設定を変更します。

a. [詳細設定>>] をクリックします。 
[プロパティを編集] ウィンドウが表示されます。

b. 必要に応じて次の設定を変更します。 

オプション 説明
ゲストアクセス権 NAS アカウントのないユーザーに割り当てられた権限レベルを選択し

ます。
メディアフォルダー このオプションを選択すると、メディアアプリケーションがこのフォル

ダーでメディアファイルをスキャンできるようになります 。
ネットワークドライブの非表示 このオプションを選択すると  Windows ネットワーク内のフォルダー

を非表示にします。具体的なパスをご存知のユーザーはそれでもフォ
ルダーにアクセスできます。

ファイルのロック (Oplocks) Opportunistic lock (Oplocks) は、性能を向上させるためのキャッシング
とアクセス制御を促進する Windows ファイルロッキング機構です。
この機能は既定で有効になっており、複数のユーザーが同時に同じファ
イルにアクセスするネットワーク内でのみ無効にします。

SMB 暗号化 このオプションは SMB3 が有効化された時にのみ利用できます。この
オプションを選択すると、SMB3 プロトコルでのあらゆる Microsoft ネ
ットワーク通信を暗号化します。

Windowsの以前のバージョン機
能を有効にする

このオプションを選択すると、Windows 上で以前のバージョンの機能
を使用して、以前のバージョンのこの共有フォルダーを復元できます。

ネットワークごみ箱を有効にする このオプションを選択すると、この共有フォルダー用にごみ箱を作成し
ます。

現在のところ、ごみ箱へのアクセ
スを管理者にのみ制限する

このオプションを選択すると、管理者でないユーザーがごみ箱内のファ
イルを復元させたり削除することができなくなります。

アクセスベースの共有列挙を有効
にする（ABSE）

このオプションを有効化すると、ユーザーはマウント権とアクセス権の
ある共有フォルダーのみを表示することができるようになります。ゲ
ストが共有フォルダーを表示する前に、ユーザー名とパスワードを指定
する必要があります。

アクセスベースの列挙を有効にす
る（ABE）

このオプションを有効化すると、ユーザーはマウント権とアクセス権の
ある共有フォルダーのみを表示することができるようになります。

Time Machineバックアップフォ
ルダー（macOS）として、このフ
ォルダーを設定

このオプションを選択すると、ユーザーは Time Machine から、この共
有フォルダーに Mac 上のデータをバックアップすることができます。

c. [OK] をクリックします。

QTS ユーザーガイド

File Station   238



5. [適用] をクリックします。

ストレージ情報の表示
1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. フォルダーを選択します。

b.
をクリックします。

c.［ストレージ情報］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. フォルダーを右クリックします。

b.［ストレージ情報］を選択します。

［ストレージ情報］ウィンドウが開き、以下の情報が表示されます。

情報 説明
共有フォルダー 共有フォルダーの名前が表示されます。
使用領域 現在使用中の合計ストレージサイズが表示されます。
ボリューム ボリューム名が表示されます。
容量 共有フォルダーの合計ストレージ容量が表示されます。
空きサイズ 共有フォルダーの利用可能な合計容量が表示されます。
ボリュームステータス ボリュームステータスが表示されます。

ファイル権限の変更
このタスクでは、[コントロールパネル] > [権限] > [共有フォルダー] > [高度なアクセス許可] でフォルダーの
詳細なアクセス許可を有効化する必要があります。

1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. フォルダーを選択します。

b.
をクリックします。

c. [プロパティ] を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. フォルダーを右クリックします。

b. [プロパティ] を選択します。
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[プロパティ] ウィンドウが開きます。

4. をクリックします。

5. リストの所有者、グループ、その他ユーザーの以下の権限の有効化または無効化を行います。
権限 説明

読み取り専用 ユーザーによるフォルダーの表示を許可します。
読み取り/書き込み ユーザーによるフォルダーの表示、フォルダーヘの変更を許可しま

す。
拒否 フォルダーへのアクセスを拒否する

ヒント
[+] をクリックしてユーザーをリストに加え、[-] をクリックしてリストからユーザーを削除しま
す。

6. 任意: ゲストユーザーのアクセス権限を指定します。

7. 任意: このフォルダーの所有者を指定します。

8. 任意: 必要なに応じて以下の 1 つ以上の設定を有効化します。 

• 所有者のみがコンテンツを削除可能

• 管理者のみがファイルとフォルダーを作成可能

• 変更をファイルとサブフォルダーに適用する

• すべての既存の権限を適用して置き換える

9. [適用] をクリックします。

Qsyncフォルダーの表示
1. File Station を開きます。

2. 左のパネルで、［Qsync］をクリックします。 
File Station は、その他の NAS ユーザーによって共有されているチームフォルダーのリストを表示しま
す。

共有リンクの管理
1. File Station を開きます。

2. 左のパネルで、［リンク管理の共有］をクリックします。 
File Station に、共有ファイルとフォルダーのリストが表示されます。

3. リストから項目を 1 つ選び、以下のタスクの 1 つを実行します。
タスク 手順

再共有 をクリックして次のいずれか 1 つの共有方法を選択してくださ
い。

• 電子メールによるファイルまたはフォルダーの共有
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• ソーシャルネットワーク上でのファイルまたはフォルダーの
共有

• 共有リンクを使用してファイルまたはフォルダーの共有

• NAS ユーザーとファイルまたはフォルダーの共有
共有の停止 をクリックします。
リンクをクリップボードにコピ
ーする をクリックします。

File Station により、指定したタスクが実行されます。

自分と共有しているファイルとフォルダーの共有
1. File Station を開きます。

2. 左のパネルで、［自分との共有］をクリックします。

File Station は、現在のアカウントで共有されているファイルとフォルダーをリスト表示します 。選択したフ
ァイルまたはフォルダーのコピーやダウンロードを行うことや 、そのファイルを開くことができます。

フォルダーの作成
1. File Station を開きます。

2. 作成先フォルダーを見つけます。

3. 次のタスクのいずれか 1 つを行います。
タスク 手順

メニューバーを使用 a.

をクリックします。

b.［フォルダー］を選択します。
［フォルダーの作成］ウィンドウが開きます。

c. フォルダー名を指定します。

d. [OK] をクリックします。
コンテキストメニューを利用 a. フォルダー内部を右クリックし、［フォルダ

ー作成］を選択します。

b. フォルダー名を指定します。

c. [OK] をクリックします。

File Station により、新しいフォルダーが作成されます。

フォルダーのコピー
1. File Station を開きます。
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2. フォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. フォルダーを選択します。

b.
をクリックします。

c.［コピー先/移動先］選択して［コピー先］を選択します。

d. 宛先フォルダーを選択します。

e. [OK] をクリックします。
コンテキストメニューを利用 a. フォルダーを右クリックします。

b.［コピー］を選択します。

c. 宛先フォルダーに進みます。

d. フォルダー内部を右クリックし、［貼り付け］を選択します。

File Station は、選択したフォルダーのコピーを作成します。

デスクトップショートカットの作成
1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. フォルダーを選択します。

b.
をクリックします。

c.［デスクトップにショートカットを作成］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. フォルダーを右クリックします。

b.［デスクトップにショートカットを作成］を選択します。
ドラッグアンドドロップ a. フォルダーを選択します。

b. フォルダーをデスクトップにドラッグアンドドロップします。

File Station は、選択したフォルダーに対してデスクトップショートカットを作成します 。

ヒント
デスクトップ上でマウスをポイントすると、元のフォルダーのパスが表示されます。
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お気に入りへのフォルダーの追加
1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. フォルダーを選択します。

b.
をクリックします。

c.［お気に入りに追加］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. フォルダーを右クリックします。

b.［お気に入りに追加］を選択します。
［お気に入り］ボタンを使用する a. フォルダーを選択します。

b. をクリックします。

File Station により、選択したファイルが Favorites フォルダーに追加されます。

お気に入りからのフォルダーの削除
1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. フォルダーを選択します。

b.
をクリックします。

c.［お気に入りから削除］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. フォルダーを右クリックします。

b.［お気に入りから削除］を選択します。
［お気に入り］ボタンを使用しま
す

a. フォルダーを選択します。

b. をクリックします。

File Station により、選択したフォルダーをお気に入りフォルダーから削除します 。

フォルダーの圧縮
1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。
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3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. フォルダーを選択します。

b.
をクリックします。

c.［圧縮(Zip)］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. フォルダーを右クリックします。

b.［圧縮(Zip)］を選択します。

4. フォルダーの圧縮設定を構成します。
オプション タスク

アーカイブ名 圧縮ファイルの名前を指定します。
圧縮レベル 圧縮方法のタイプを選択します。

• 通常 - 標準圧縮

• 最大圧縮 - 圧縮の品質を優先

• 高速圧縮 - 圧縮速度を優先
アーカイブ形式 ファイル圧縮の形式を選択します。

• zip

• 7z
更新モード ファイルが更新される仕組みを指定します。

• ファイルの追加と置換 - 指定したファイルを追加して置き換
えます。

• ファイルの更新と追加 - 古いファイルを更新して新しいファ
イルを追加します。

• 既存ファイルの更新 - 古いバージョンの既存のファイルを更
新します。

• ファイルの同期 - 古いファイルを更新して新しいファイルを
追加し、そのフォルダーに存在しないファイルを削除します。

5. 任意: ファイルを暗号化するためのパスワードを指定します。

6. [OK] をクリックします。
File Station は、選択したフォルダーを圧縮し、アーカイブファイルを作成します。

フォルダーの削除
1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. フォルダーを選択します。
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b.
をクリックします。

c.［削除］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. フォルダーを右クリックします。

b.［削除］を選択します。
キーボードを使用します ［削除］を押します。

確認メッセージが表示されます。

4. フォルダーの削除方法を指定します。

• ネットワークごみ箱に移動する

• 永久削除

5. [OK] をクリックします。
File Station は、選択したフォルダーをごみ箱に移動するか 、永久的に削除します。

共有フォルダーの作成
1. File Station を開きます。

2.
メニューバーで、 をクリックします。

3.［共有フォルダー］を選択します。 
［共有フォルダーの作成］ウィンドウが開きます。

4. フォルダーの設定を構成します。 

フィールド 説明
フォルダー名 1～64 文字を含み、次の状態でないフォルダー名を指定します。

• スペースまたは「_sn_」で始まる

• 連続した複数のスペースを含む

• 次の文字を含む" + = / \ :| * ?< > ; [ ] % ` '.
コメント (オプション) 1～128 の ASCII 文字を含むコメントを入力します。
ディスクボリューム 共有フォルダーを作成するボリュームを指定してください 。
Qtier 自動階層 このオプションを選択して 、このフォルダーの自動階層化を有効化しま

す。

注
この機能を利用するには、ストレージプールで Qtier を
有効化する必要があります。

パス パスを手動で指定するかまたは、QTS にパスを自動選択させます。

5. 任意: ユーザーアクセス権限を設定します。

a.［ユーザーのアクセス権の設定］の下で、［編集］をクリックします。

b. 各ユーザーのアクセス権を指定します。
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6. 任意: フォルダー暗号化を有効にします。

a.［共有フォルダー権限］の下の［編集］をクリックします。

b.［暗号化］を選択します。

c. 暗号化設定を行います。

フィールド/オプション 説明
パスワードを入力 次の文字を含まない 8～32 文字でパスワードを指定

します。" $ := \
パスワードの再入力 パスワードは以前に指定したパスワードと一致する

必要があります。
暗号化キーの保存 有効化した場合、QTS は NAS の再起動後に共有フォ

ルダーを自動的にアンロックします。
無効化した場合、admin は次の手順を実施する必要
があります。

a. NAS を再起動します

b.［コントロールパネル］ > ［権限］ > ［共有フォ
ルダー］ > ［共有フォルダー］に進みます。

c. アンロックアイコンをクリックします。

警告
暗号化パスワードを紛失すると、データ
はアクセスできなくなります。

7. 任意: 詳細な設定を行います。

a.［共有フォルダーの権限］の［編集］をクリックします。

b. 次の設定をします。 

オプション 説明
ゲストアクセス権 NAS アカウントのないユーザーに割り当てられた権限レベルを選択し

ます。
メディアフォルダー このオプションを選択すると、メディアアプリケーションがこのフォル

ダーでメディアファイルをスキャンできるようになります 。
ネットワークドライブの非表示 このオプションを選択すると  Windows ネットワーク内のフォルダー

を非表示にします。具体的なパスをご存知のユーザーはそれでもフォ
ルダーにアクセスできます。

ファイルのロック (Oplocks) Opportunistic lock (Oplocks) は、性能を向上させるためのキャッシング
とアクセス制御を促進する Windows ファイルロッキング機構です。
この機能は既定で有効になっており、複数のユーザーが同時に同じファ
イルにアクセスするネットワーク内でのみ無効にします。

SMB 暗号化 このオプションは SMB3 が有効化された時にのみ利用できます。この
オプションを選択すると、SMB3 プロトコルでのあらゆる Microsoft ネ
ットワーク通信を暗号化します。

Windows の [以前のバージョン]
機能を有効にする

このオプションを選択すると、Windows 上で以前のバージョンの機能
を使用して、以前のバージョンのこの共有フォルダーを復元できます。

ネットワークごみ箱を有効にする このオプションを選択すると、この共有フォルダー用にごみ箱を作成し
ます。
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オプション 説明
現在のところ、ごみ箱へのアクセ
スを管理者にのみ制限する

このオプションを選択すると、管理者でないユーザーがごみ箱内のファ
イルを復元させたり削除することができなくなります。

アクセスベースの共有列挙を有効
にする（ABSE）

このオプションを有効化すると、ユーザーはマウント権とアクセス権の
ある共有フォルダーのみを表示することができるようになります。ゲ
ストが共有フォルダーを表示するには、ユーザー名とパスワードを指定
する必要があります。

アクセスベースの列挙を有効にす
る（ABE）

このオプションを有効化すると、ユーザーはマウント権とアクセス権の
ある共有フォルダーのみを表示することができるようになります。

Time Machine バックアップフォ
ルダー (macOS) として、このフォ
ルダーを設定する

このオプションを選択すると、ユーザーは Time Machine から、この共
有フォルダーに Mac 上のデータをバックアップすることができます。

8. [OK] をクリックします。
File Station により、新しい共有フォルダーが作成されます。

スナップショット共有フォルダーの作成
1. File Station を開きます。

2.
メニューバーで、 をクリックします。

3.［スナップショット共有フォルダー］を選択します。 
［スナップショット共有フォルダーの作成］ウィンドウが開きます。

4. フォルダーの設定を構成します。 

フィールド 説明
フォルダー名 1～64 文字を含み、次の状態でないフォルダー名を指定します。

• スペースまたは「_sn_」で始まる

• 連続した複数のスペースを含む

• 次の文字を含む" + = / \ :| * ?< > ; [ ] % ` '.
コメント (オプション) 1～128 の ASCII 文字を含むコメントを入力します。
ストレージプール この共有フォルダーが作成されるストレージプールを指定します 。
領域の割り当て 以下の容量割り当てオプションの 1 つを選択します。

• シックプロビジョニング

• シンプロビジョニング
Qtier 自動階層 このオプションを選択して 、このフォルダーの自動階層化を有効化しま

す。

注
この機能を利用するには、ストレージプールで Qtier を
有効化する必要があります。

フォルダークォータの割り当て フォルダーのデータクオータを指定します。

5. 任意: ユーザーアクセス権限を設定します。

a.［ユーザーのアクセス権の設定］の下で、［編集］をクリックします。
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b. 各ユーザーのアクセス権を指定します。

6. 任意: 詳細な設定を行います。

a.［共有フォルダーの権限］の［編集］をクリックします。

b. 次の設定をします。 

オプション 説明
ゲストアクセス権 NAS アカウントのないユーザーに割り当てられた権限レベルを選択し

ます。
メディアフォルダー このオプションを選択すると、メディアアプリケーションがこのフォル

ダーでメディアファイルをスキャンできるようになります 。
ネットワークドライブの非表示 このオプションを選択すると  Windows ネットワーク内のフォルダー

を非表示にします。具体的なパスをご存知のユーザーはそれでもフォ
ルダーにアクセスできます。

ファイルのロック (Oplocks) Opportunistic lock (Oplocks) は、性能を向上させるためのキャッシング
とアクセス制御を促進する Windows ファイルロッキング機構です。
この機能は既定で有効になっており、複数のユーザーが同時に同じファ
イルにアクセスするネットワーク内でのみ無効にします。

SMB 暗号化 このオプションは SMB3 が有効化された時にのみ利用できます。この
オプションを選択すると、SMB3 プロトコルでのあらゆる Microsoft ネ
ットワーク通信を暗号化します。

Windows の [以前のバージョン]
機能を有効にする

このオプションを選択すると、Windows 上で以前のバージョンの機能
を使用して、以前のバージョンのこの共有フォルダーを復元できます。

ネットワークごみ箱を有効にする このオプションを選択すると、この共有フォルダー用にごみ箱を作成し
ます。

現在のところ、ごみ箱へのアクセ
スを管理者にのみ制限する

このオプションを選択すると、管理者でないユーザーがごみ箱内のファ
イルを復元させたり削除することができなくなります。

アクセスベースの共有列挙を有効
にする（ABSE）

このオプションを有効化すると、ユーザーはマウント権とアクセス権の
ある共有フォルダーのみを表示することができるようになります。ゲ
ストが共有フォルダーを表示するには、ユーザー名とパスワードを指定
する必要があります。

アクセスベースの列挙を有効にす
る（ABE）

このオプションを有効化すると、ユーザーはマウント権とアクセス権の
ある共有フォルダーのみを表示することができるようになります。

Time Machine バックアップフォ
ルダー (macOS) として、このフォ
ルダーを設定する

このオプションを選択すると、ユーザーは Time Machine から、この共
有フォルダーに Mac 上のデータをバックアップすることができます。

7.［作成］をクリックします。
File Station により、スナップショット共有フォルダーが作成されます。

新しいユーザーとの容量の共有
1. File Station を開きます。

2.
メニューバーで、 をクリックします。

3.［ユーザーと容量を共有する］を選択します。 
［ユーザーの作成］ウィンドウが開きます。

4. 以下の情報を指定します。
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フィールド 説明

ユーザー名 次のグループの中から  1～32 文字でユーザー名を指定します。

• 英文字：A～Z、a～z

• 数字：0～9

• 特殊文字：~ ! @ # $ ^ & ( ) - _ .{ }
パスワード 1～64 の ASCII 文字を含むパスワードを入力します。
クォータ ユーザーが利用できるストレージ容量を指定します。
電話番号 (オプション) この情報は参考用で、QTS では使用されません。
電子メール (オプション) QTS は、アカウントパスワードの期限が近づいた時にこのメールア

ドレスに通知を送信します。

注

• 関連の設定は、［SMTP サーバー］と［パスワードの変
更］で行うことができます。設定しなければ、QTS は、
指定の電子メールアドレスに通知を送信しません。

• SMTP サーバー：［コントロールパネル］ > ［システ
ム］ > ［通知］ > ［電子メール］に移動します。

• パスワードの変更：［コントロールパネル］ > ［システ
ム］ > ［セキュリティ］ > ［パスワードポリシー］に
移動します。

(オプション) 通知メールを新し
く作成したユーザーに送信する

選択すると、QTS は次の情報を含むメッセージを指定の電子メール
アドレスに送信します。

• ユーザー名とパスワード

• NAS に接続するための URL

5.［作成］をクリックします。
File Station により、新しいユーザーカウントが作成され、指定のストレージ容量が割り当てられます。

Transcodeフォルダーへのフォルダーの追加

重要
ビデオファイルは、元のファイルよりも高い解像度に変換することはできません。より高
い解像度が選択されると、File Station はファイルのトランスコードを行う際に自動的に元
の解像度を使用します。

1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. フォルダーを選択します。

b.
をクリックします。

c. [Transcodeに追加] を選択します。
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コンテキストメニューを利用 a. ファイルを右クリックします。

b. [Transcodeに追加] を選択します。

[Transcodeに追加] ウィンドウが開きます。

4. トランスコーディングのビデオ解像度を選択します 。

• 240p

• 360p

• 480p SD

• 720p HD

• 1080 フル HD

5. [OK] をクリックします。
File Station により、選択したフォルダーが Transcode フォルダーに追加されます。

トランスコードのキャンセルまたは削除
1. File Station を開きます。

2. フォルダーを見つけます。

3. 次の方法のいずれか 1 つを使用します。
方法 手順

メニューバーを使用 a. フォルダーを選択します。

b.
をクリックします。

c.［トランスコードのキャンセル/削除］を選択します。
コンテキストメニューを利用 a. フォルダーを右クリックします。

b.［トランスコードのキャンセル/削除］を選択します。

確認メッセージが表示されます。

4. [OK] をクリックします。
File Station により、選択したフォルダーが Transcode フォルダーから削除され、トランスコード処理
がキャンセルされます。

リモートマウント

リモートマウントについて
リモートマウントサービスでは、単一のインターフェイスを使用してローカル 、外部、リモート、クラウド
ストレージリソースにわたり、ファイルを管理することができます。ローカルとリモートロケーション間の
データのコピーや移動など、一般的なファイル管理タスクを簡単に行うことができます。リモートマウント
サービスは、多くの人気のあるクラウドサービスやファイル共有プロトコルをサポートしており 、ローカル
ネットワーク上の利用できるデバイスを自動的に検出することができます。
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リモートマウントの制限

制限 詳細
NAS ごとのリモートマウントの最大数 256
対応共有リンクの最大数 1000
対応ブラウザ • Microsoft Internet Explorer 9 またはそれ以降

• Microsoft Edge

• Mozilla Firefox 3.6 またはそれ以降

• Apple Safari 5 またはそれ以降

• Google Chrome

リモートマウントの作成
クラウドドライブのマウント
このタスクを開始する前に、App Center から Connect to Cloud Drive アプリをインストールする必要があり
ます。

1. File Station を開きます。

2. [リモートマウント] をクリックし、[リモートマウントの作成] を選択します。 
[リモートマウントの作成] ウィンドウが開きます。

3. [クラウドサービス] で、クラウドサービスを選択します。

4. [次へ] をクリックします。 
選択したクラウドサービスのログインページが開きます。

5. ユーザー名とパスワードを指定してください。 
QNAP Connect to Cloud Drive 認証画面が開きます。

6. [はい] または [許可] をクリックします。 
File Station は、クラウドサービスと接続します。

7. 接続名を指定します。

8. [適用] をクリックします。 
File Station により、クラウドドライブがマウントされます。

リモートドライブのマウント
1. File Station を開きます。

2.［リモートマウント］をクリックし、［リモートマウントの作成］を選択します。 
［リモートマウントの作成］ウィンドウが開きます。

3.［リモートデバイスネットワークプロトコル］の次のオプションの 1 つを選択し、［次へ］をクリックし
ます。

オプション タスク

自動検索 a. リストからデバイスを選択するか、手動で IP アドレスを指定
します。
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File Station は、検出したデバイスのネットワーク情報（存在
する場合）を表示します。

b. デバイスのユーザー名とパスワードを指定します。

c.［次へ］をクリックします。

d. ネットワークプロトコルを選択してから 、［次へ］をクリック
します。

e. 宛先フォルダーを選択します。

f. 接続名を指定します。

g.［今すぐ作成］をクリックします。
CIFS/SMB a. ホスト名または IP アドレスを指定するか、［ローカルネットワ

ーク上の NASを検索する］をクリックします。
File Station は、検出したデバイスのネットワーク情報（存在
する場合）を表示します。

b. オプション：ポート番号を指定します。

c. デバイスのユーザー名とパスワードを指定します。

d. 宛先フォルダーを選択します。

e. 接続名を指定します。

f. オプション：［マルチメディア再生とサムネイル再生をサポー
トする］を選択します。

g.［作成］をクリックします。
FTP a. オプション：コードページを選択します。

b. ホスト名または IP アドレスを指定するか、 検索をクリック
してローカルネットワーク上のデバイスを検索します 。
File Station は、検出したサービスの参照可能なネットワーク
情報を表示します。

c. オプション：ポート番号を指定します。

d. デバイスのユーザー名とパスワードを指定します。

注
デバイスに匿名でアクセスするには、［匿名ログイン］を選
択します。

e. アクセス先フォルダーを選択します。

f. 接続名を指定します。

g.［作成］をクリックします。
WebDav 注

WebDav からリモートデバイスをマウントするには、App
Center から Connect to Cloud Drive アプリをインストール
します。

リモートホストとして QNAP デバイスを使用する：
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a. ホスト名または IP アドレスを指定します。

b. ポート番号を指定します。

c. デバイスのユーザー名とパスワードを指定します。

d. 宛先フォルダーを選択します。

e. 接続名を指定します。

f.［作成］をクリックします。

リモートホストとして QNAP 以外のデバイスを使用する：

a. サーバー URL を指定します。

b. デバイスのユーザー名とパスワードを指定します。

c. 接続名を指定します。

d.［作成］をクリックします。

最近の接続記録の表示
1. File Station を開きます。

2. [リモートマウント] をクリックしてから、[接続記録] を選択します。 
[最近の接続記録] ウィンドウが開き、最近の接続の情報が表示されます。

注
File Station は、最近の 200 件の接続のみを維持します。

3. [閉じる] をクリックします。

現在の接続ステータスの表示
1. File Station を開きます。

2. [リモートマウント] をクリックしてから、[現在の接続ステータス] を選択します。 
[現在の接続ステータス] ウィンドウが開き、現在の接続の情報が表示されます。

3. [閉じる] をクリックします。
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8. ライセンス
QNAP ライセンスにより、ユーザーは特定の高度な機能や機能へのアクセスを得ることができます。本章で
は、重要なコンセプトを説明し、QNAP ライセンスを使用し始めるために必須のタスクのデモンストレーシ
ョンを行います。

QNAPライセンスについて
QNAP は、さまざまなライセンスを提供しています 。一部のライセンスは無料で提供されています。プレミ
アムライセンスを購入することで、QNAP 製品の機能をさらに強化することができます。また、QNAP は、
複数の管理ポータル、柔軟なサブスクリプションプラン、さまざまなアクティベーションオプションを提供
し、お客さまの多様なニーズを満たします。

ライセンスタイプとプラン
QNAP ライセンスのライセンシングメカニズムと利用可能なプランは 、対応するソフトウェア製品によって
異なります。これらは、以下のカテゴリーにわけることができます。

ライセンスタイプ

ライセンスタイプ 説明
デバイスベース • ユーザーはアプリケーションなど、ハードウェアデバイスにインストー

ルさいるソフトウェア製品を使用することができます。

• 複数シートのライセンスは、複数のデバイスで有効化でき、使用できま
す。

フローティング • ユーザーは、QuTScloud や QuTScloud のアプリケーションなど、クラ
ウドまたは仮想プラットフォームでソフトウェア製品を使用できます。

• 1 度に限られた数のデバイスで有効化して使用できます
ユーザーベース • 限られた数の承認済みユーザーが、Qmiix など、Web ベースのサービス

にアクセスできます。

ライセンスプラン

ライセンスプラン 説明
サブスクリプション 繰り返しの月次または年次料金でソフトウェア製品を使用するようにユー

ザーを承認します
有効期限なし ソフトウェア製品を無期限で使用できるようにユーザーを承認します
一度限り 事前に設定した期間内においてソフトウェア製品を使用できるようにユー

ザーを承認します

有効期限
QNAP サブスクリプションベースのライセンスの有効期間は、アクティベーションの日ではなく、購入日か
ら開始します。

たとえば、ユーザーが 2020 年 1 月 1 日の年間ライセンスのサブスクリプションを開始した場合、次の請求
日はアクティベーションの日付に関係なく 2021 年 1 月 1 日です。ユーザーがサブスクリプションをキャン
セルした場合でも、ライセンスは依然として 2021 年 1 月 1 日まで有効です。

ユーザーがライセンスのサブスクリプションを停止して 、同じ製品を後で再びサブスクライブすると、有効
期限と支払いサイクルは、新しいサブスクリプションの日付からとなります。
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ライセンスポータルとユーティリティ

ポータル 説明 URL
QNAP Software Store QNAP Software Store は、QNAP および QNAP

連携のソフトウェアのライセンスの購入を行う
ことができるワンストップショップです。

https://software.qnap.com

QNAP License Center QNAP License Center では、ローカルデバイス
で実行しているアプリケーションのラインセン
スの監視と管理を行うことができます。

-

QNAP License
Manager

QNAP License Manager は、ユーザーや組織が
QNAP ID 下のライセンスをリモートで有効化
および管理できるポータルです。

https://license.qnap.com

旧 QNAP ライセンスス
トア

QTS 4.3.4（またはそれ以前）のユーザーは、こ
のオンラインストアからライセンスを購入でき
ます。

https://license2.qnap.com

Software Store

Software Store では、アプリケーションのライセンスを購入できます。Software Store では、以下の操作を
行うことができます。

• ライセンスの購入またはアップグレード

• アカウント情報の管理

• 購入したサブスクリプションの表示

• サブスクリプションのキャンセル

• 注文の返金のリクエスト

License Center

License Center では、ローカルデバイスで実行しているアプリケーションのラインセンスの監視と管理を行
うことができます。License Center からは、次の操作を行うことができます。

• ライセンスは、オンラインまたはオフラインで有効化および無効化できます

• ローカルデバイスからライセンスを削除

• デバイスが工場出荷時の状態にリセット、初期化、復元された場合はライセンスを復元します

• 以前の QNAP License Store から購入したライセンスを新しい QNAP License Manager に転送

License Manager

License Manager は、QNAP ID と組織下ですべてのライセンスを管理することができるポータルです。
License Manager からは、次の操作を行うことができます。

• ライセンスの詳細の表示

• ライセンスの有効化と無効化

• ユーザーベースライセンスの QNAP ID への割り当て
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重要
ライセンスの有効化または無効化をリモートで行うには、お使いの QNAP デバイスで
myQNAPcloud Link を有効化する必要があります。

QNAP IDを使用したライセンスの購入
ライセンスを購入する前に、以下を確認してください。

• お使いのデバイスにアプリケーションが既にインストールされている 。

• myQNAPcloud にサインインしている 。

1. https://software.qnap.com/に移動します。

2. QNAP ID でサインインします。

3. リストから製品を見つけ、［購入］または［今すぐサブスクライブ］をクリックします。
ライセンスの詳細が表示されます。

4. 購入するアイテムを選択し、価格を確認します。

5.［今すぐチェックアウト］をクリックします。

ヒント
［カートに追加］をクリックしてショッピングを続行します。

Web ブラウザーに、購入概要ページが開きます。

6. 支払方法を選択します。

支払方法 ユーザーの操作
クレジットカード a. カード情報を指定します。

b. 注文のアイテムと価格を確認します。

c. QNAP の利用規約に同意します。

d.［注文の確定］をクリックします。
PayPal a. 注文のアイテムと価格を確認します。

b. QNAP の利用規約に同意します。

c.［PayPalで支払う］をクリックします
PayPal 認証ウィンドウが開きます。

d. PayPal ログイン資格情報を指定します。

e.［次へ］をクリックします。

f. PayPal の指示に従い、支払いを完了させます。
Google Pay a. 注文のアイテムと価格を確認します。

b. QNAP の利用規約に同意します。

c.［Google Payで購入］をクリックします。
［Google Pay 認証］ウィンドウが開きます。

d. Google Pay の指示に従い、支払いを完了させます。
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支払い後は、［マイ注文］で注文の詳細を表示でき、［マイサブスクリプション］では、サブスクリプション
を管理できます。

購入後またはその後に、ライセンスを有効化できます。

詳細は、ライセンスアクティベーションをご覧ください。

ライセンスアクティベーション
ライセンスが提供する機能にアクセスするには、購入したラインセスをアクティベートする必要があります。
QNAP または QNAP 系列のライセンスは、以下の方法で認証できます。

認証方法 説明
QNAP ID を使用する Software Store から購入したライセンスは、QNAP ID アカウント

に保存されます。これらは、License Center と QNAP License
Manager Web サイトの両方からアクセスできます。

ライセンスキーの使用 QNAP Software Store からライセンスを購入すると、25 文字のラ
イセンスキーを生成することができます。詳細は、ライセンスキー
の生成をご覧ください。
ライセンスキーを使用することで、License Center でライセンスを
認証することができます。詳細は、ライセンスキーによるライセン
ス認証をご覧ください。

製品キーの使用 25 文字の製品キーは、QNAP または認定の再販店から、製品とと
もに購入します。製品キーは通常、製品パッケージに印刷されてい
ます。
製品キーを使用することで、License Center でライセンスを認証す
ることができます。詳細は、製品キーまたは PAK によるライセン
ス認証をご覧ください。

製品認証キー (PAK) を使用する 24 文字の PAK は、QNAP または認定の再販店から、製品とともに
購入します。製品キーは通常、製品パッケージに印刷されていま
す。
QTS バージョン 4.3.4 またはそれ以前を実行している NAS デバ
イスを使用している場合は、PAK を使用して License Center から
ライセンスを認証します。
QTS バージョン 4.3.4 またはそれ以降を実行している  NAS デバ
イスを使用している場合は、旧 QNAP ライセンスストアから購入
した PAK を NAS デバイスに転送できます。詳細は、製品キーま
たは PAK によるライセンス認証をご覧ください。

オフライン NAS がインターネットに接続されていない場合は、この方法を使
用します。詳細は、オフラインでのライセンスのアクティブ化をご
覧ください。

QNAP IDを使用したライセンスの認証
ライセンスを認証する前に、以下を確認してください。

• お使いのデバイスがインターネットに接続されている。

• myQNAPcloud にサインインしている 。

ユーザーは、License Center または License Manager で QNAP ID を使用してライセンスを有効化できます。

• 以下のいずれかの方法でライセンスを有効化できます。
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方法 手順
License Center a. License Center を開きます。

b.［マイライセンス］に移動します。

c.［ライセンス認証］をクリックします。
［ライセンス認証］ウィンドウが表示されます。

d.［QNAP IDによる有効化］を選択します。

e.［ライセンスの選択］をクリックします。

f. リストからライセンスを選択します。

ヒント
マルチシートライセンスを選択すると、有効化したいシー
トの数を指定できます。

g.［追加］をクリックします。
License Center により、ライセンスが認証されます。
確認メッセージが表示されます。

h.［閉じる］をクリックします。
ライセンスは、アクティブなライセンスリストに表示されます。

License Manager a. Web ブラウザーを開きます。

b. https://license.qnap.com に移動します。

c. QNAP ID でサインインします。

d. ライセンスリストからライセンスを選択します。

e.
をクリックします。

［ライセンス認証］ウィンドウが表示されます。

f.［オンライン認証］を選択します。

g. デバイスを選択します。

h. デバイス上で認証情報を指定します。

i.［許可］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

j.［OK］をクリックします。
License Center により、ライセンスが認証されます。

k.［閉じる］をクリックします。
ライセンスは、アクティブなライセンスリストに表示されます。

ライセンスキーによるライセンス認証
ライセンスを認証する前に、デバイスがインターネットに接続され、QNAP ID でサインインしていることを
確認してください。

ライセンスキーを使用してライセンスを認証できます。QNAP Software Store からライセンスを購入する
と、License Manager Web サイトからライセンスキーを生成して 、License Center でキーを適用できます。
ライセンスキーは 25 文字を含み、常に「L」で始まります。
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詳細は、ライセンスキーの生成をご覧ください。

1. License Center を開きます。

2.［マイライセンス］に移動します。

3.［ライセンス認証］をクリックします。
［ライセンス認証］ウィンドウが表示されます。

4.［ライセンスキーで有効化］を選択します。

5. キーを指定します。

6. 利用規約を読み、これに同意します。

7.［キーの検証］をクリックします。

8. ライセンスの詳細を確認します。

9. 任意: 有効化するシート数を指定します。

注
このオプションは、複数のシートに対応したライセンスにのみ利用できます。

10.［ライセンス認証］をクリックします。
ライセンスが認証されます。
確認メッセージが表示されます。

11.［閉じる］をクリックします。
ライセンスは、アクティブなライセンスリストに表示されます。

ライセンスキーの生成
1. Web ブラウザーを開きます。

2. https://license.qnap.com に移動します。

3. QNAP ID でサインインします。

4. ライセンスのリストから、キーを生成するライセンスを選択します。

5.
をクリックします。

［ライセンス認証］ウィンドウが表示されます。

6.［ライセンスキー］を選択します。
License Manager により、ライセンスキーが生成されます。

ヒント
［ライセンスキーを更新］をクリックし、新しいキーを生成します。
これにより、ライセンスキーが更新され、既存のライセンスキーへの不正アクセスからユーザ
ーを保護します。

7.
ライセンスキーにマウスをポイントして、 をクリックします。
お使いのシステムがライセンスをコピーします。

8.［終了］をクリックします。

コピーしたラインセスキーは、ライセンス認証で後で貼り付けます。
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製品キーまたは PAKによるライセンス認証
製品キーまたは Product Authorization Key（PAK）を使用してライセンス認証を行うには、以下を確認しま
す。

• お使いの NAS がインターネットに接続されている。

• myQNAPcloud にサインインしている 。

製品キーまたは PAK でライセンスを認証できます。お使いの製品の物理コピーに記載されている製品キー
を見つけます。ライセンスキーは 25 文字を含み、常に「P」で始まります。

一方、旧 QNAP License Store からライセンスを購入した場合は、PAK（Product Authorization Key）を取得
できます。PAK には、ランダムな 24 桁の数字が含まれます。

1. License Center を開きます。

2.［マイライセンス］に移動します。

3.［ライセンス認証］をクリックします。

4.［ライセンス認証］ウィンドウが表示されます。

5.［製品キーまたは PAKによる有効化］を選択します。

6. キーを指定します。

7. 利用規約を読み、これに同意します。

8.［キーの検証］をクリックします。

9. ライセンスの詳細を確認します。

10.［ライセンス認証］をクリックします。 
ライセンスが認証されます。
確認メッセージが表示されます。

11.［閉じる］をクリックします。 
ライセンスは、アクティブなライセンスリストに表示されます。

オフラインでのライセンスのアクティブ化
お使いの QNAP デバイスがインターネットに接続されていない場合は、オフラインでライセンスを有効化し
ます。まず、お使いのデバイスの Qfinder Pro または License Center からでデバイスアイデンティティーフ
ァイル（DIF）を生成する必要があります。そして、ライセンスインストールファイル（LIF）と引き換えに
DIF を License Manager にアップロードします。お使いのデバイスの Qfinder Pro または License Center で
LIF を使用してライセンスを認証できます。

1. 次の方法のいずれかを 1 つ選択します。
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方法 ユーザーの操作
Qfinder Pro を使用したオフラインアクティベーショ
ン

Qfinder Pro では、ローカルネットワーク上の QNAP
デバイスを検出できます。

a. お使いのコンピューターで Qfinder Pro を開きま
す。

ヒント
Qfinder Pro は QNAP Web サイトから
ダウンロードできます。

b. リストからデバイスを選択します。

c. デバイスを右クリックして 、［オフラインライセ
ンスアクティベーション］を選択します。

d. ユーザー名とパスワードを指定します。
［ライセンス認証］ウィンドウが表示されます。

License Center を使用したオフラインアクティベー
ション

a. QNAP デバイスにログインします。

b. License Center を開きます。

c.［マイライセンス］に移動します。

d.［ライセンス認証］をクリックします。
［ライセンス認証］ウィンドウが表示されます。

e.［オフライン認証］を選択します。

2. 利用規約を読み、これに同意します。

3.［デバイスアイデンティティーファイルの生成］をクリックします。
Qfinder Pro または License Center により、デバイスアイデンティティファイル（DIF）がお使いのコン
ピューターにダウンロードされます。

4. 説明を読み、［License Managerに移動］をクリックします。
Web ブラウザーで、［QNAP License Manager］が開きます。

5. QNAP ID でサインインします。

6. ライセンスのリストから、アクティベートするライセンスを選択します。

7. ［デバイスアイデンティティーファイルのアップロード］をクリックします。
［ライセンス認証］ウィンドウが表示されます。

8.［参照］をクリックします。
ファイルブラウザーが表示されます。

9. お使いのコンピューターから DIF を探して選択します。

10.［アップロード］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

11.［ダウンロード］をクリックします。
QNAP License Manager により、お使いのコンピューターにライセンスファイル（LIF）がダウンロー
ドされます。

12.［終了］をクリックします。
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13. Qfinder Pro や License Center に戻ります。

14.［ライセンス認証］ウィンドウで、［ライセンスファイルのアップロード］をクリックします。

15.［参照］をクリックします。
ファイルブラウザーが表示されます。

16. お使いのコンピューターから LIF を探して選択します。

17.［インポート］をクリックします。
Qfinder Pro または License Center により、LIF がアップロードされ、ライセンス概要が表示されます。

18.［ライセンス認証］をクリックします。
ライセンスは、アクティブなライセンスリストに表示されます。

ライセンスの非アクティブ化
QNAP または QNAP 系列のライセンスは、以下の方法で非アクティブ化できます。

認証方法 説明
QNAP ID を使用する Software Store から購入したライセンスは、QNAP ID アカウント

に保存されています。これは、License Center とオンライン
QNAP License Manager Web サイトからアクセスできます。
このタイプのライセンスを非アクティブ化するには、QNAP ID を
使用したライセンスの非アクティブ化を参照してください。

オフライン NAS がインターネットに接続されていない場合は、この方法を使
用します。詳細は、オフラインでのライセンスの非アクティブ化を
ご覧ください。

QNAP IDを使用したライセンスの非アクティブ化
ライセンスを無効化する前に、以下を確認してください。

• お使いのデバイスがインターネットに接続されている。

• myQNAPcloud にサインインしている 。

ユーザーは、License Center または License Manager で QNAP ID を使用してライセンスを無効化できます。

• 以下のいずれかの方法でライセンスを無効化できます。
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方法 手順
License Center a. License Center を開きます。

b.［マイライセンス］に移動します。

c. 非アクティブ化するライセンスを特定し、  をクリックします。
［ライセンス認証解除］ウィンドウが開きます。

d.［QNAP IDを使用］を選択します。

e. 警告を読み、同意します。

f.［非アクティブ化］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

g.［閉じる］をクリックします。
License Center により、ライセンスが無効化され、アクティブなライセ
ンスのリストからライセンスが削除されます。

License Manager a. Web ブラウザーを開きます。

b. https://license.qnap.com に移動します。

c. QNAP ID でサインインします。

d. ライセンスのリストから、非アクティブ化するライセンスを選択します。

e. をクリックします。
［ライセンスの非アクティブ化］ウィンドウが開きます。

f. 警告を読み、同意します。

g.［非アクティブ化］をクリックします。
License Center により、ライセンスが非アクティブ化されます。
確認メッセージが表示されます。

h.［閉じる］をクリックします。
License Center により、アクティブなライセンスのリストからライセン
スが削除されます。

オフラインでのライセンスの非アクティブ化
1. License Center を開きます。

2.［マイライセンス］に移動します。

3. 非アクティブ化するライセンスを特定し、  をクリックします。
［ライセンス認証解除］ウィンドウが開きます。

4.［オフラインでのライセンスの非アクティブ化］を選択します。

5. 警告を読み、同意します。

6. 説明を読み、［ライセンスアンインストールファイルを生成する］をクリックします。
License Center により、ライセンスアンインストールファイル（LUF）が使いのコンピューターにダウ
ンロードされます。

7. Web ブラウザーを開きます。

QTS ユーザーガイド

ライセンス   263

https://license.qnap.com


8. https://license.qnap.com に移動します。

9. QNAP ID でサインインします。

10. ライセンスのリストから、非アクティブ化するライセンスを選択します。

11.［詳細オプション］の下で、  をクリックします。
［ライセンスの非アクティブ化］ウィンドウが開きます。

12. 利用規約を読み、これに同意します。

13.［オフラインの非アクティブ化］をクリックします。

14.［参照］をクリックします。
ファイルブラウザーが表示されます。

15. お使いのコンピューターから LUF を探して選択します。

16.［アップロード］をクリックします。
QNAP License Manager により、ライセンスが無効化されます。
確認メッセージが表示されます。

17.［終了］をクリックします。

ライセンスの延長
License Center は、サブスクリプションベースのライセンス期限が切れる前に通知を行います。正確な日数
や時間は、ライセンスのタイプによって異なります（期限切れの 1 週間から 1 か月）。QNAP または QNAP
系列のライセンスは、以下の方法で延長できます。

認証方法 説明
QNAP ID を使用する License Center または Software Store から購入したライセンス

は、QNAP ID アカウントに保存されています。これは、License
Center とオンライン QNAP License Manager Web サイトからア
クセスできます。
既存の有効で使用していないサブスクリプションベースのライセ
ンスが License Center にある場合は、これを使用して期限の切れ
るライセンスを延長することができます。詳細は、QNAP ID を使
用したライセンスの延長をご覧ください。

未使用ライセンスを使用したオフライ
ン認証

有効かつ未使用のサブスクリプションベースのライセンスがあり、
NAS がインターネットに接続されていない場合は、この方法を使
用して期限の切れるライセンスを延長することができます 。詳細
は、未使用ライセンスを使用したオフラインでのライセンス延長を
ご覧ください。

製品キーを使用したオフライン認証 25 文字の製品キーは、QNAP または認定の再販店から、製品とと
もに購入します。製品キーは通常、製品パッケージに印刷されてい
ます。
有効かつ未使用の、サブスクリプションベースのライセンス用の製
品キーがあり、NAS がインターネットに接続されていない場合は、
この方法を使用して期限の切れるライセンスを延長することがで
きます。詳細は、製品キーを使用したオフラインのライセンス延長
をご覧ください。

QNAP IDを使用したライセンスの延長
ライセンスを延長する前に、以下を確認します。
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• お使いのデバイスがインターネットに接続されている。

• myQNAPcloud にサインインしている 。

• 既存の有効かつ未使用のライセンスがある。

注
サブスクリプションベースのラインセスは、License Manager で自動的に更新されます。サブ
スクリプションベースのラインセスは手動で延長できません。

1. License Center を開きます。

2.［マイライセンス］に移動します。

3. 延長するライセンスを特定し、 をクリックします。 

ヒント
ライセンスの期限が 30 日以内に切れる場合、ステータスは［まもなく期限切れ］となります。

［ライセンスの延長］ウィンドウが開きます。

4. 未使用のライセンスを選択します。 

警告
License Center はこのライセンスを使用して、期限の切れるライセンスを延長します。このプ
ロセスはやり直せません。このライセンスが延長に使用されると、他で使用できなくなります。

5.［延長］をクリックします。 
License Center により、ライセンスが延長されます。
確認メッセージが表示されます。

6.［閉じる］をクリックします。

未使用ライセンスを使用したオフラインでのライセンス延長
1. License Center を開きます。

2.［マイライセンス］に移動します。

3. 延長するライセンスを特定し、  をクリックします。

ヒント
ライセンスの期限がまもなく切れる場合、ステータスは［まもなく期限切れ］になります。

［ライセンスの延長］ウィンドウが開きます。

4.［ライセンスの手動延長］を選択します。

5.［オフライン延長］を選択します。

6.［次へ］をクリックします。

7. 説明を読み、［ダウンロード］をクリックします。
License Center により、デバイスアイデンティティファイル （DIF）がお使いのコンピューターにダウ
ンロードされます。

8. 利用規約を読み、これに同意します。
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9.［次へ］をクリックします。

10. 説明を読み、［License Managerに移動］をクリックします。
Web ブラウザーで、QNAP License Manager Web サイトが開きます。

11. QNAP ID でサインインします。

12.［マイライセンス］に移動します。

13. ライセンスのリストから、アクティベートするライセンスを選択します。

14. 以下の表で、［アクティベーションおよびインストール］をクリックします。
ライセンス認証の詳細が表示されます。

15. 延長をクリックします。
［ライセンスの延長］ウィンドウが開きます。

16.［未使用のライセンスを使用する］を選択し、［次へ］をクリックします。
未使用のライセンスの一覧が表示されます。

17. 未使用のライセンスを選択します。

警告
License Center はこのライセンスを使用して、期限の切れるライセンスを延長します。このプ
ロセスはやり直せません。このライセンスが延長に使用されると、他で使用できなくなります。

18.［次へ］をクリックします。

19.［参照］をクリックします。
ファイルブラウザーが表示されます。

20. お使いのコンピューターから DIF を探して選択します。

21.［アップロード］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

22.［ダウンロード］をクリックします。
QNAP License Manager により、お使いのコンピューターにライセンスファイル（LIF）がダウンロー
ドされます。

23.［終了］をクリックします。

24. License Center に戻ります。

25.［ライセンスの延長］ウィンドウで、［次へ］をクリックします。

26.［ファイルの参照］をクリックします。
ファイルブラウザーが表示されます。

27. お使いのコンピューターから LIF を探して選択します。

28.［次へ］をクリックします。
License Center により、LIF がアップロードされ、ライセンス概要が表示されます。

29.［延長］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

30.［閉じる］をクリックします。
ライセンスは、アクティブなライセンスリストに表示されます。
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製品キーを使用したオフラインのライセンス延長
1. License Center を開きます。

2.［マイライセンス］に移動します。

3. 延長するライセンスを特定し、  をクリックします。

ヒント
ライセンスの期限がまもなく切れる場合、ステータスは［まもなく期限切れ］になります。

［ライセンスの延長］ウィンドウが開きます。

4.［ライセンスの手動延長］をクリックします。

5.［オフライン延長］を選択します。

6.［次へ］をクリックします。

7. 説明を読み、［ダウンロード］をクリックします。
通知メッセージが表示されます。

8.［ダウンロード］をクリックします。
License Center により、デバイスアイデンティティファイル （DIF）がお使いのコンピューターにダウ
ンロードされます。

9. 利用規約を読み、これに同意します。

10.［次へ］をクリックします。

11. 説明を読み、［License Managerに移動］をクリックします。
Web ブラウザーで、QNAP License Manager Web サイトが開きます。

12. QNAP ID でサインインします。

13.［マイライセンス］に移動します。

14. ライセンスのリストから、アクティベートするライセンスを選択します。

15. 以下の表で、［アクティベーションおよびインストール］をクリックします。
ライセンス認証の詳細が表示されます。

16. 延長をクリックします。
［ライセンスの延長］ウィンドウが開きます。

17.［製品キーを使用する］を選択し、［次へ］をクリックします。

18. 製品キーを指定します。

19.［次へ］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

20.［ダウンロード］をクリックします。
QNAP License Manager により、お使いのコンピューターにライセンスファイル（LIF）がダウンロー
ドされます。

21.［終了］をクリックします。

22. License Center に戻ります。
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23.［ライセンスの延長］ウィンドウで、［次へ］をクリックします。

24.［ファイルの参照］をクリックします。
ファイルブラウザーが表示されます。

25. お使いのコンピューターから LIF を探して選択します。

26.［次へ］をクリックします。
License Center により、LIF がアップロードされ、ライセンス概要が表示されます。

27.［延長］をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

28.［閉じる］をクリックします。
ライセンスは、アクティブなライセンスリストに表示されます。

ライセンスのアップグレード
ライセンスをアップグレードする前に 、以下を確認してください。

• お使いのデバイスにアプリケーションが既にインストールされている 。

• myQNAPcloud にサインインしている 。

ユーザーは、既存の基本ライセンスをプレミアムライセンスにアップグレードして 、高度な機能へのアクセ
スを取得できます。

1. Web ブラウザーを開きます。

2. https://software.qnap.com に移動します。

3. アカウント名をクリックして、［マイアカウント］を選択します。

4.［プランのアップグレード］をクリックします。 
アップグレード可能なサブスクリプションの一覧が表示されます 。

5. サブスクリプションの一覧から、アップグレードするライセンスを見つけて 、［アップグレード］をク
リックします。 
［現在のプラン］ウィンドウが開きます。

6. アップグレードプランのリストから 、［カートに追加］をクリックします。

7.
をクリックします。

8.［レジに進む］をクリックします。

9. 支払方法を選択します。

支払方法 ユーザーの操作
クレジットカード a. カード情報を指定します。

b. 注文のアイテムと価格を確認します。

c. QNAP の利用規約に同意します。

d.［注文の確定］をクリックします。
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支払方法 ユーザーの操作
PayPal a. 注文のアイテムと価格を確認します。

b. QNAP の利用規約に同意します。

c.［PayPalで支払う］をクリックします
PayPal 認証ウィンドウが開きます。

d. PayPal ログイン資格情報を指定します。

e.［次へ］をクリックします。

f. PayPal の指示に従い、支払いを完了させます。
Google Pay a. 注文のアイテムと価格を確認します。

b. QNAP の利用規約に同意します。

c.［Google Payで購入］をクリックします。
［Google Pay 認証］ウィンドウが開きます。

d. Google Pay の指示に従い、支払いを完了させます。

10. ライセンスアップグレードをお使いの QNAP デバイスに適用します。

a. Web ブラウザーを開きます。

b. https://license.qnap.com に移動します。

c. QNAP ID でサインインします。

d. ライセンスリストからライセンスを選択します。

e.
をクリックします。 

［アップグレード済みライセンスのアクティベート］ウィンドウが開きます。

f.［オンライン認証］を選択します。

g.［次へ］をクリックします。

h. デバイス上で認証情報を指定します。

i.［許可］をクリックします。 
確認メッセージが表示されます。

j.［閉じる］をクリックします。

アップグレードしたライセンスが認証されます 。

ライセンス情報の表示
1. Web ブラウザーを開きます。

2. https://license.qnap.com に移動します。

3. QNAP ID でサインインします。

4. 以下のいずれかの方法でライセンス情報を表示できます。 
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表示モード ユーザー操作
デバイス別リスト このモードでは、各デバイス上で有効化されたライセンスすべてが表示さ

れます。これにより、特定のデバイス上のライセンスを素早く表示して管
理することができます。

• デバイスをクリックして 、［デバイス詳細］をクリックし、選択した
デバイスの詳細を表示します。

• デバイスをクリックして 、［ライセンス認証とインストール］をクリ
ックし、ライセンスの詳細を表示します。ライセンスを有効化または
無効化できます。

ライセンス別リスト このモードでは、購入したライセンスと詳細（利用可能なシート、ライセ
ンスタイプ、有効期間、ステータスを含む）を表示できます。

• ライセンスをクリックして、［ライセンスの詳細］をクリックし、詳
細を表示します。

• ライセンスをクリックして、［ライセンス認証とインストール］をク
リックし、詳細を表示します。また、ライセンスの有効化や無効化、
ライセンスファイルのダウンロード、デバイスアイデンティティーフ
ァイルのアップロードを行うことも可能です。

• ライセンスをクリックして、［使用率の記録］をクリックし、選択し
たデバイスの履歴を表示します。

製品別リスト このモードでは、各製品の購入ライセンスが表示されます。これにより、
同じ製品用のすべての関連ライセンスを表示および管理できます。

• 製品をクリックして、ライセンスの詳細を表示します。また、ライセ
ンスの有効化や無効化、ライセンスファイルのダウンロード、デバイ
スアイデンティティーファイルのアップロードを行うことも可能で
す。

ライセンスの復元
ライセンスを復元する前に、デバイスがインターネットに接続されていることを確認してください 。

1. License Center を開きます。

2.［ライセンスの復元］に移動します。 

3.［使用開始］をクリックします。 
［ライセンスの復元］ダイアログボックスが開きます 。

4. 利用規約を読み、これに同意します。

5.［復元］をクリックします。 
License Center は、お使いのデバイスにインストールされているアプリケーションの該当するすべての
リアセンスを自動的に復元します。

新しい QNAPライセンスサーバーへのライセンスの転送
このタスクは、PAK で有効化された既存のライセンスにのみ適用されます。

ライセンスを転送する前に、以下を確認します。

• お使いの NAS がインターネットに接続されている。
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• myQNAPcloud にサインインしている 。

1. License Center を開きます。

2.［マイライセンス］に移動します。

3. 転送するライセンスを特定し、 をクリックします。 
確認メッセージが表示されます。

4. 利用規約を読み、［転送とライセンス認証］をクリックします。 

警告
現在の QNAP ID でライセンスを登録した後は、転送できなくなります。

License Center により、ライセンスが転送されます。
確認メッセージが表示されます。

5. 任意: ［QNAP License Manager］をクリックし、ライセンスの詳細を確認します。

6.［閉じる］をクリックします。

ライセンスの削除
ライセンスを削除する前に、このライセンスを無効化するようにしてください 。

1. License Center を開きます。

2.［マイライセンス］に移動します。 

3. 削除するライセンスを特定し、 をクリックします。 
確認メッセージが表示されます。

4.［はい］をクリックします。 
License Center により、ライセンスが削除されます。

ヒント
ライセンスの期限が切れていない場合、このライセンスは［ライセンス認証］の表に依然とし
てリストされます。
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9. 通知センター
通知センターは、すべての QTS 通知をまとめ、NAS とアプリケーションのステータスの監視を支援し、よ
り密接かつ迅速に潜在的な問題を見出します。電子メール、SMS、インスタントメッセージ、その他プッシ
ュサービスを含む各種チャンネルから通知を受信者に送信することができます。また、通知センターでは、
カスタムの通知ルールと条件を作成することができます。これにより、ユーザーのニーズに最も関連性のあ
る通知を受信できるようになります。

概要
［概要］画面では、特定の期間に送信された通知の数が表示されます。また、ユーザーが設定した通知ルー
ル、サービスアカウント、ペアリングしたデバイスの数も表示されます。

通知キューおよび履歴

キュー
［キュー］画面では、通知センターが送信するメッセージが表示されます。必要な伝送時間は、現在の NAS
の状態によって異なります。送信する前にキューからメッセージを削除することができます。キューから削
除したメッセージは、履歴画面に表示されません。

履歴
［履歴］画面では、通知センターが送信したメッセージが表示されます。詳細の表示、メッセージの再送、設
定の構成、CSV ファイルとしての履歴のエクスポートを行うことができます 。設定では、通知記録の保持期
間と保存先を指定することができます。
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番号 タスク ユーザー操作
1 通知メッセージ履歴をエクスポートしま

す。
［エクスポート］をクリックします。
通知センターにより、お使いのコンピューターに
CSV ファイルが保存されます。

2 通知を再送します。 再送する通知を特定し、 をクリックします。
このボタンは、通知センターが受信者に通知を送信
できない場合にのみ表示されます。

履歴設定
1. 通知センターを開きます。

2.［通知キューと履歴］ > ［履歴］に移動します。

3.［設定］をクリックします。 
［設定］ウィンドウが開きます。

4. 次の情報を設定します。 

• 保持期間：通知センターが通知記録を削除せずに保持する最大日数を指定します。

• 通知記録ストレージ：通知記録を特定のローカルフォルダーに保持するかどうかを選択します。

5.［確認］をクリックします。 
通知センターは設定を保存します。

サービスアカウントおよびデバイスのペアリング
サービスアカウントとデバイスのペアリングでは、シンプルメール転送プロトコル  (SMTP) とショートメッ
セージサービスセンター (SMSC) 設定を構成できます。これにより、電子メールと SMS から通知を受信で
きます。また、インスタントメッセージアカウントとデバイスを  NAS とペアリングすることで、インスタン
トメッセージまたはプッシュサービスから通知を受信することも可能です 。
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電子メール通知
［電子メール］画面では、電子メール通知の受信者の追加、シンプルメール転送プロトコル  (SMTP) サービス
設定を行使することができます。

ボタン タスク ユーザー操作
指定した受信者にテストメッセー
ジを送信します。

1.
をクリックします。

［テストメッセージの送信］ウィンドウが開きま
す。

2. 電子メールアドレスを指定します。

3.［送信］をクリックします。
既存の電子メールサーバーの設定
を編集します。

1. をクリックします。
［SMTP サービスアカウントの編集］ウィンドウ
が開きます。

2. 設定を編集します。

3.［確認］をクリックします。
電子メールサーバーを削除しま
す。

1. をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

2.［確認］をクリックします。

電子メール通知サーバーの設定
1. [サービスアカウントとデバイスのペアリング] > [電子メール] に移動します。

2. [SMTPサービスの追加] をクリックします。 
[SMTPサービスの追加] ウィンドウが開きます。

3. 電子メールアカウントを選択します。

QTS ユーザーガイド

通知センター   274



4. 以下を設定します。 

サービスプロバイダー ユーザーの操作
Gmail または Outlook a. [アカウントの追加] をクリックします。

[電子メールアカウント] ウィンドウが開きます。

b. QTS 通知の送信者となる電子メールアドレスを指定します。
確認メッセージが表示されます。

c. [許可] をクリックします。
Yahoo 重要

Yahoo Mail を設定する前に、以下を行います。

a. Yahoo Mail アカウントにサインインします。

b. [ヘルプ] > [アカウント情報] > [アカウントセキュリテ
ィ] に移動します。

c. [セキュリティが低いサインインを使用するアプリを許
可する] を有効にします。

正しい Yahoo メールアドレスとアカウントのパスワードを指定します。
カスタム a. smtp.gmail.com などのドメイン名または SMTP サービスの IP アドレス

を指定します。

b. SMTP サーバーのポート番号を指定します。ポートフォワーディング設定
を構成したとき SMTP を指定した場合は、このポート番号を使用します。

c. QTS 通知の送信者となる電子メールアドレスを指定します。

d. 最大 128 文字の ASCII 文字を含むユーザー名を指定します。

e. 最大 128 文字の ASCII 文字を含むパスワードを指定します。

f. 次のセキュア接続オプションのいずれかひとつを選択します。

• SSL：SSL を使用して接続を保護します。

• TLS：TLS を使用して接続を保護します。

• なし：セキュアな接続を使用しません。

QNAP は、SMTP サーバーがサポートしている場合、セキュアな接続を有効
化することをおすすめします。

その他 有効な電子メールアドレスとアカウントのパスワードを指定します。

ヒント
複数のメールサーバーを設定するには、[SMTPサービスの追加] をクリックして以前の手順を行
います。

5. 任意: [デフォルトの SMTPサービスアカウントとして設定 ] を選択します。

6. [作成] をクリックします。 
通知センターにより、SMTP サービスがリストに追加されます。
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SMS通知
SMS 画面では、ショートメッセージサービスセンター（SMSC）設定の表示および構成を行うことができま
す。カスタム SMSC を設定する、あるいは以下の現在サポートされている SMS サービスプロバイダーを使
用することができます。Clickatell、Nexmo、Twilio

ボタン タスク ユーザー操作
指定した受信者にテストメッセー
ジを送信します。

1.
をクリックします。

［テストメッセージの送信］ウィンドウが開きま
す。

2. 国コードと電話番号を指定します。

3.［送信］をクリックします。
既存の SMS サーバーの設定を編
集します。

1. をクリックします。
［SMSC サービスアカウントの編集］ウィンドウ
が開きます。

2. 設定を編集します。

3.［確認］をクリックします。
SMS サーバーを削除します。 1. をクリックします。

確認メッセージが表示されます。

2.［確認］をクリックします。

SMS通知サーバーの設定
1. [サービスアカウントとデバイスのペアリング] > [SMS] に移動します。

2. [SMSCサービスの追加] をクリックします。 
[SMSCサービスの追加] ウィンドウが開きます。

3. サービスプロバイダーを指定します。
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4. エイリアスを指定します。

5. 以下の情報を入力します。 

SMSサービスプロバイダー 情報
Clickatell - 通信/中央 Clickatell のユーザー名、パスワード、API ID
Clickatell - SMS プラットフォーム Clickatell の API キー
Nexmo Nexmo API キーと秘密の質問、送信者名

送信者名は、最大 32 文字で指定できます。
Twilio お使いの Twilio アカウント SID、アクセストークン、アカウントに

リンクされている Twilio により提供された電話番号
カスタム • ご利用の SMS サービスプロバイダーによって指定されている

形式に従ってフォーマットされた URL テンプレートテキス
ト。
以下の置き換え可能な URL テンプレートパラメータを使用し
ます。

• @@UserName@@: この接続のユーザー名を指定します。

• @@Password@@: この接続のパスワードを入力します。

• @@PhoneNumber@@: SMS メッセージが送信される電話
番号を指定します。このパラメータは必須です。

• @@Text@@: SMS メッセージのテキストコンテンツを指
定します。このパラメータは必須です。

重要
テンプレートテキストがお使いの SMS サービスプ
ロバイダーによって使用されている形式と一致し
ない場合は、SMS メッセージを受信することはで
きません。

• サービスプロバイダーの名前。この名前は、最大 32 文字の
ASCII 文字で指定できます。

• パスワード。パスワードは、最大 32 文字の ASCII 文字で指定
できます。

ヒント
複数の SMS サーバーを設定するには、[SMSCサービスの追加] をクリックして以前の手順を行
います。

6.
をクリックします。 

SMS サーバーによって、テストメッセージが送信されます。

7. [作成] をクリックします。 
通知センターにより、SMTP サービスがリストに追加されます。

インスタントメッセージ通知
［インスタントメッセージ］画面では、Skype や Facebook メッセンジャーなどのインスタントメッセージア
カウントと通知センターをペアリングすることができます。通知センターは QNAP のインスタントメッセ
ージボットアカウントの QBot 経由で指定した受信者に通知を送信します。
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ボタン タスク ユーザー操作
テストメッセージを送信します。

をクリックします。
インスタントメッセージアカウン
トからペアリングを解除して削除
します。

1. をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

2.［確認］をクリックします。

通知センターの Skypeとのペアリング
Skype 通知を設定する前に、以下を確認します。

• NAS がアクティブな myQNAPcloud アカウントに登録されている。

• アクティブな Skype アカウントを持っている。

• Skype がデバイスにインストールされている。

1.［サービスアカウントとデバイスのペアリング］ > ［インスタントメッセージ］に移動します。

2.［IM アカウントの追加］をクリックします。 
［通知 IM ウィザード］が表示されます。

3. Skype を選択します。 
［連絡先に Bot を追加］ウィンドウが開きます。

4. ペアリングする Skype カウントにログインします。 
Skype により、連絡先として QNAP Bot が追加されます。

5.［連絡先に Bot を追加］ウィンドウを閉じます。

6.［次へ］をクリックします。 
確認コードが表示されます。

7. Skype で、確認コードを入力します。 
通知センターは Skype アカウントを確認し、このアカウントとペアリングされます。
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8.［完了］をクリックしす。 
通知センターにより、Skype アカウントがリストに追加されます。

通知センターの Facebookメッセンジャーとのペアリング
インスタントメッセージ（IM）通知を設定する前に、以下を確認します。

• NAS がアクティブな myQNAPcloud アカウントに登録されている。

• アクティブな Facebook メッセンジャーアカウントがあります。

1.［サービスアカウントとデバイスのペアリング］ > ［インスタントメッセージ］に移動します。

2.［IM アカウントの追加］をクリックします。 
［通知 IM ウィザード］が表示されます。

3. Facebook メッセンジャーを選択します。 
［連絡先に Bot を追加］ウィンドウが開きます。

4. ペアリングする Facebook メッセンジャーカウントにログインします。 
Facebook メッセンジャーにより、連絡先として QNAP Bot が追加されます。

5.［使用開始］をクリックします。 
［通知 IM ウィザード］に確認コードが表示されます。

6. Facebook メッセンジャーで、確認コードを入力します。 
通知センターは Facebook メッセンジャーアカウントを確認し、このアカウントとペアリングされま
す。

7.［完了］をクリックしす。 
通知センターにより、Facebook メッセンジャーアカウントがリストに追加されます。

プッシュ通知
［プッシュサービス］画面では、Web ブラウザーとモバイルデバイスのプッシュサービスを設定することが
できます。
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ボタン タスク ユーザー操作
テストメッセージを送信します。

をクリックします。
デバイスまたはブラウザーに対す
るプッシュ通知の送信を開始しま
す。

をクリックします。

デバイスまたはブラウザーに対す
るプッシュ通知の送信を停止しま
す。

をクリックします。

デバイスまたはブラウザーのペア
リング解除または削除を行いま
す。

1. をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

2.［確認］をクリックします。

通知センターのモバイルデバイスとのペアリング
ペアリングを行う前に、以下を確認します。

• NAS がアクティブな myQNAPcloud アカウントに登録されている。

• Qmanager がモバイルデバイスにインストールされている 。

• NAS が Qmanager に追加されている。

1. モバイルデバイスで Qmanager を開きます。

2. 以下の 1 つを行います。 

ペアリングオプション ユーザー操作
自動ペアリング a. デバイスリストから、ペアリングを行う NAS をタップします。

確認メッセージが表示されます。

b.［確認］をタップします。
手動ペアリング a.

デバイスリストから NAS を見つけ、 をタップします。
デバイスの設定画面が表示されます。

b.［プッシュ通知］を選択します。

c.［保存］をタップします。
確認メッセージが表示されます。

d.［確認］をタップします。

通知センターがモバイルデバイスとペアリングされます。

3. 通知センターにおいて、［サービスアカウントとデバイスのペアリング］ > ［プッシュ通知］に移動し
ます。

4. ペアリングしたデバイスのリストにモバイルデバイスが表示されます。

通知センターの Web ブラウザーとのペアリング
ペアリングを行う前に、以下を確認します。

• デバイスがアクティブな myQNAPcloud アカウントに登録されている。
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• 以下の Web ブラウザーのいずれかを使用している 。Google Chrome、Internet Explorer、Firefox、また
は Safari。

1.［サービスアカウントとデバイスのペアリング］ > ［プッシュサービス］に移動します。

2. ブラウザーで、［ペアリング］をクリックします。 
通知センターが現在のブラウザーとペアリングされます。
ペアリングしたデバイスのリストにブラウザーが表示されます。

3. ブラウザー名を変更します。

a. ブラウザー名の近くの  をクリックします。

b. ブラウザー名を指定します。 
このフィールドでは、最大 127 文字の ASCII 文字を使用できます。

c. ENTER を押します。 
通知センターによりブラウザー名が保存されます。

システム通知ルール

イベント通知
カスタムルールを作成し、イベント通知を受信するアプリケーションと機能を選択できます。また、メッセ
ージタイプ、キーワード、期間を指定することで、通知のタイプをさらに定義したり、範囲を狭めることが
できます。通知センターは、多言語のイベントの通知に対応しています 。また、ユーザーのさまざまなニー
ズに対応するために電子メール、SMS、インスタントメッセージ、プッシュサービスを含む 4 種類の送信方
法を提供しています。

番号 タスク ユーザー操作
1 通知言語を指定します。 1. 電子メール通知の 1 つ以上の言語を選択します。

2. SMS、IM、プッシュ通知の言語を選択します。
2 ルールを有効化または無効化します。

をクリックします。
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番号 タスク ユーザー操作
3 ルール設定をプレビューします。 1. をクリックします。

［イベント通知］ウィンドウが開きます。

2. 設定を確認して、［閉じる］をクリックします。
4 ルールを編集します。 1. をクリックします。

［イベント通知のルール編集］ウィンドウが開き
ます。

2. 設定を編集します。

3.［確認］をクリックします。
5 ルールを削除します。 1. をクリックします。

確認メッセージが表示されます。

2.［確認］をクリックします。

イベント通知ルールの作成
通知ルールを作成する前に、NAS がアクティブな myQNAPcloud アカウントに登録されているかどうかを確
認します。

1.［システム通知ルール］ > ［イベント通知］に移動します。

2.［ルールの作成］をクリックします。 
［通知ルールの作成］ウィンドウが開きます。

3. ルール名を指定します。

4. 通知する受信者を選択します。 

ヒント
すべてのイベントを選択するには、［すべて選択］を選択します。
特定のアプリケーションまたはサービスのイベントのみを表示するには、［表示されたアイテ
ム］ドロップダウンメニューからアイテムを選択します 。

5.［次へ］をクリックします。

6. セキュリティレベルを選択します。 

セキュリティレベル 説明
情報 情報メッセージは、NAS 設定またはアプリケーションの変更をユーザーに伝え

ます。
警告 警告メッセージは、ストレージ容量やメモリなどの NAS リソースが非常に低く

なった場合や、ハードウェアが異常な動作を行ったときのイベントについてユー
ザーに伝えます。

エラー エラーメッセージは、システムがアプリケーションまたはプロセスの更新や実行
を試行する際、または NAS 機能の有効化や無効化に失敗した際に発生する問題
をユーザーに伝えます。

7. キーワードフィルターを指定します。 

フィルター 説明
すべてのメッセージ 通知センターは、選択したタイプ下に分類されるすべての通知を送信します。
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フィルター 説明
含める 通知センターは、選択したタイプに分類される通知のみを送信します。これに

は、指定したキーワードが含まれます。

キーワードフィルターを追加するには、 をクリックして、1 つ以上のキーワ
ードを指定します。

含めない 通知センターは、選択したタイプに分類される通知のみを送信します。これに
は、指定したキーワードは含まれません。

キーワードフィルターを追加するには、 をクリックして、1 つ以上のキーワ
ードを指定します。

重要
イベント通知フィルターは、英語または［イベント通知］画面で指定されている言語のキーワ
ードのみを受け付けます。

8. 通知の受信を希望する期間を指定します。

9.［次へ］をクリックします。

10. 送信方法を選択します。

11. 送信者情報を設定します。 

方法 ユーザーの操作
電子メール a. SMTP サーバーを選択します。

ヒント
SMTP サーバーを追加するには、電子メール通知サーバーの設
定を参照します。

b. オプション：カスタムの件名ラインを指定します。
このテキストは、元の電子メールの件名ラインを置き換えます。これを使用
することで、受信者が通知について理解しやすくなります。

c. オプション：［プレーンテキストとして電子メールを送信］を選択します。
SMS SMSC サーバーを選択します。

注
SMSC サーバーを追加するには、SMS 通知サーバーの設定を
参照します。

インスタントメッセージ
やプッシュサービス

通知センターは自動的に Qbot を割り当てます。

12. 受信者情報を設定します。 
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方法 ユーザーの操作
電子メール a.［NAS ユーザーの選択］をクリックします。

［NAS ユーザーの選択］ウィンドウが開きます。

b. 1 人以上の NAS ユーザーを選択してください。

c.［完了］をクリックしす。
［NAS ユーザーの選択］ウィンドウが閉じます。

ヒント

• 受信者を追加するには、［追加］をクリックして電子メー
ルアドレスを指定します。

• 受信者を削除するには、  をクリックします。
SMS a.［NAS ユーザーの選択］をクリックします。

［NAS ユーザーの選択］ウィンドウが開きます。

b. 1 人以上の NAS ユーザーを選択してください。

c.［完了］をクリックしす。
［NAS ユーザーの選択］ウィンドウが閉じます。

d. 各受信者の国コードを選択します。

ヒント

• 受信者を追加するには、［追加］をクリックして、それぞ
れの携帯電話番号を指定します。

• 受信者を削除するには、  をクリックします。
インスタントメッセージ
ング

1 人以上の受信者を選択します。

ヒント
インスタントメッセージ通知の受信者を追加するには、以下の
トピックを参照します。

• 通知センターの Skype とのペアリング

• 通知センターの Facebook メッセンジャーとのペアリン
グ

プッシュサービス 1 人以上の受信者を選択します。

ヒント
プッシュ通知の受信者を追加するには 、以下のトピックを参照
します。

• 通知センターのモバイルデバイスとのペアリング

• 通知センターの Web ブラウザーとのペアリング

13. 任意: をクリックしてテストメッセージを送信します 。

14. 任意: ［ペアの追加］をクリックして新しいペアを作成します。

15.［次へ］をクリックします。
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16. ルール設定を確認します。

17.［完了］をクリックしす。 
通知センターにより、［イベント通知］画面に新しいルールが表示されます。

アラート通知
カスタムルールを作成することで、通知タイプとキーワードに基づいてシステムログからアラート通知を受
信できます。また、送信方法、コンテンツ、これら通知の受信者を指定することも可能です。

ボタン タスク ユーザー操作
ルールを有効化または無効化しま
す。 をクリックします。
ルール設定をプレビューします。 1. をクリックします。

［アラート通知］ウィンドウが表示されます。

2. 設定を確認して、［閉じる］をクリックします。
ルールを編集します。 1. をクリックします。

［アラート通知のルールの編集］ウィンドウが表
示されます。

2. 設定を編集します。

3.［確認］をクリックします。
デバイスまたはブラウザーからペ
アリング解除または削除を行いま
す。

1. をクリックします。
確認メッセージが表示されます。

2.［確認］をクリックします。

アラート通知ルールの作成
通知ルールを作成する前に、NAS がアクティブな myQNAPcloud アカウントに登録されているかどうかを確
認します。
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1.［システム通知ルール］ > ［アラート通知］に移動します。

2.［ルールの作成］をクリックします。 
［アラートルールの作成］ウィンドウが開きます。

3. ルール名を指定します。

4. 通知する受信者を選択します。

a. セキュリティレベルを選択します。 

セキュリティレベル 説明
情報 情報メッセージは、NAS 設定またはアプリケーションの変更をユーザーに伝え

ます。
警告 警告メッセージは、ストレージ容量やメモリなどの NAS リソースが非常に低く

なった場合や、ハードウェアが異常な動作を行ったときのイベントについてユー
ザーに伝えます。

エラー エラーメッセージは、システムがアプリケーションまたはプロセスの更新や実行
を試行する際、または NAS 機能の有効化や無効化に失敗した際に発生する問題
をユーザーに伝えます。

b. キーワードフィルターを指定します。 

フィルター 説明
すべてのメッセージ 通知センターは、選択したタイプ下に分類されるすべての通知を送信します。
含める 通知センターは、選択したタイプに分類される通知のみを送信します。これに

は、指定したキーワードが含まれます。

キーワードフィルターを追加するには、 をクリックして、1 つ以上のキーワ
ードを指定します。

含めない 通知センターは、選択したタイプに分類される通知のみを送信します。これに
は、指定したキーワードは含まれません。

キーワードフィルターを追加するには、 をクリックして、1 つ以上のキーワ
ードを指定します。

重要
アラート通知は、英語のキーワードのみを受け付けます。

5. 通知の受信を希望する期間を指定します。

6. 通知メッセージのしきい値を指定します。

7.［次へ］をクリックします。

8. 送信方法を選択します。

9. 送信者情報を設定します。 
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方法 ユーザーの操作
電子メール a. SMTP サーバーを選択します。

ヒント
SMTP サーバーを追加するには、電子メール通知サーバーの設
定を参照します。

b. オプション：カスタムの件名ラインを指定します。
このテキストは、元の電子メールの件名ラインを置き換えます。これを使用
することで、受信者が通知について理解しやすくなります。

c. オプション：［プレーンテキストとして電子メールを送信］を選択します。
SMS SMSC サーバーを選択します。

注
SMSC サーバーを追加するには、SMS 通知サーバーの設定を
参照します。

インスタントメッセージ
やプッシュサービス

通知センターは自動的に Qbot を割り当てます。

10. 受信者情報を設定します。 

方法 ユーザーの操作
電子メール a.［NAS ユーザーの選択］をクリックします。

［NAS ユーザーの選択］ウィンドウが開きます。

b. 1 人以上の NAS ユーザーを選択してください。

c.［完了］をクリックしす。
［NAS ユーザーの選択］ウィンドウが閉じます。

ヒント

• 受信者を追加するには、［追加］をクリックして電子メー
ルアドレスを指定します。

• 受信者を削除するには、 をクリックします。
SMS a.［NAS ユーザーの選択］をクリックします。

［NAS ユーザーの選択］ウィンドウが開きます。

b. 1 人以上の NAS ユーザーを選択してください。

c.［完了］をクリックしす。
［NAS ユーザーの選択］ウィンドウが閉じます。

d. 各受信者の国コードを選択します。

ヒント

• 受信者を追加するには、［追加］をクリックして、それぞ
れの携帯電話番号を指定します。

• 受信者を削除するには、  をクリックします。
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方法 ユーザーの操作
インスタントメッセージ
ング

1 人以上の受信者を選択します。

ヒント
インスタントメッセージ通知の受信者を追加するには、以下の
トピックを参照します。

• 通知センターの Skype とのペアリング

• 通知センターの Facebook メッセンジャーとのペアリン
グ

プッシュサービス 1 人以上の受信者を選択します。

ヒント
プッシュ通知の受信者を追加するには 、以下のトピックを参照
します。

• 通知センターのモバイルデバイスとのペアリング

• 通知センターの Web ブラウザーとのペアリング

11. 任意: をクリックしてテストメッセージを送信します 。

12. 任意: ［ペアの追加］をクリックして新しいペアを作成します。

13.［次へ］をクリックします。

14. ルール設定を確認します。

15.［完了］をクリックしす。 
通知センターは、［アラート通知］画面に新しいルールを表示します。

グローバル通知設定
［グローバル通知設定］画面では、グローバル通知ルールを素早く定義できます。リストから、選択または選
択解除を行い、各 QTS 機能またはアプリケーションに対する送信方法を適用できます。ユーザーは選択した
受信方法により、選択した機能に関連した通知のみを受信します。
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システムログ
［システムログ］画面では、NAS 上のすべてのシステムイベントが表示されます 。この画面では、ログの並
び替えやフィルター処理を行うことができます。または、既存のログを基にして通知ルールを作成すること
ができます。

番号 タスク ユーザー操作
1 システムログのフィルター処理 セキュリティレベルを選択します。
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番号 タスク ユーザー操作
2 通知ルールの作成 1.［設定］をクリックします。

2. 次のオプションのいずれかを選択します。

• イベント通知ルールを作成する

• アラート通知ルールを作成する

［通知ルールの作成］ウィンドウが開きます。

3. 次のオプションのいずれかを選択します。

• 新しいルールとして追加する

• 既存のルールに追加する

4.［確認］をクリックします。

ヒント
通知ルールを追加または編集するには、以下の
トピックを参照してください 。

• イベント通知ルールの作成

• アラート通知ルールの作成
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10. SSD プロファイリングツール
SSD プロファイリングツールは、SSD オーバー プロビジョニングテストの作成と実行をコントロールしま
す。これらのテストは、SSD RAID グループを作成する際に SSD オーバー プロビジョニングの最適な量を
決めるのに有効です。

SSD オーバー プロビジョニング
SSD がフルになっている場合、ディスクのファームウェアがガーベジコレクションと呼ばれる処理で空きス
ペースを増やそうとします。ガーベジコレクションはライトアンプリフィケーションと呼ばれる現象を引き
起こし、その結果 SSD の寿命が短くなりランダム書き込み性能が低下します。ライトアンプリフィケーショ
ンはオーバー プロビジョニングで減らすことができ、ガーベジコレクションのためにディスクに領域を確保
します。大半の SSD は、それ自身の容量の 7% かそれ以上をオーバー プロビジョニング用に確保して製造
されています。

SSD エクストラ オーバー プロビジョニング
SSD エクストラ オーバー プロビジョニングにより、QTS で SSD RAID グループを作成する際にその  RAID
レベルでオーバー プロビジョニング用の追加領域を確保できるようになります。追加領域を確保すること
で、一定のランダム書き込み性能と SSD グループの寿命を向上できます。

重要

• SSD エクストラ オーバー プロビジョニング用に確保された領域は、データ保存には使
用できません。SSD RAID グループの総ストレージ容量は、指定量だけ減少します。

• SSD エクストラ オーバー プロビジョニングは、RAID グループ作成の間のみ有効にで
きます。

• SSD エクストラ オーバー プロビジョニングを使用して  RAID グループを作成した後
でも、この機能を無効にしたり、確保領域の量を減らすことが可能です。確保領域の量
を増やすことはできません。

• 結果は SSD のモデルによって変わります。SSD エクストラ オーバー プロビジョニン
グを有効にしても効果が出ない  SSD があります。

SSD オーバー プロビジョニング テスト
SSD オーバー プロビジョニング テストの間、SSD プロファイリングツールがまず SSD にランダムデータ
を書き込みます。次に何度かのテストフェイズで、それぞれが異なる量のオーバー プロビジョニングを用い
て、SSD のランダム書き込み性能をテストします。たとえば、テストが 0～20%のテスト範囲と 5%のテス
ト間隔で作成され、SSD プロファイリングツールが SSD の書き込み性能を 5 つのフェイズでテストし、オ
ーバー プロビジョニングを 0%、5%、10%、15%、20% に設定します。このフェイズでディスクのランダ
ム書き込み性能が非常に低い場合、SSD プロファイリングツールがこのフェイズを早めに終え、次のものに
移ります。

SSD オーバー プロビジョニング テストの作成
1.「SSDプロファイリングツール」 > 「レビュー」に進みます。

2.「作成テスト」をクリックします。 
SSD 作成テストウィザードが開きます。

3.「次へ」をクリックします。

4. 任意: 拡張ユニットひとつをエンクロージャーユニットリストから選びます。
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重要

• 複数の拡張ユニットからディスクを選択することはできません 。

5. ひとつあるいは複数のディスクを選択します。
SSD を 1 台選ぶことで、同じモデルと容量の全 SSD に対するオーバー プロビジョニングの最適量が決
定できます。複数の SSD を選ぶことで、特定の組み合わせのディスクと RAID タイプに対するオーバ
ー プロビジョニングの最適量が決定できます。複数ディスクをテストすることでより正確な結果が得
られますが、1 台のディスクでテストするよりも大幅に長い時間を要します。

警告
選択したディスクの全データが削除されます。

6. RAID タイプを選択します。

7.「次へ」をクリックします。

8. 任意: テスト設定を行います。 

設定 説明
テストデータサイズ SSD プロファイリングツールは、各テストフェイズ

中に、指定された量のテストデータを SSD に書き込
みます。テストデータサイズを減らすとテスト時間
が短くなりますが、結果の正確さが下がります。

オーバー プロビジョニング テストの範囲 テストするオーバー プロビジョニングの最小量と最
大量を指定します。

テスト間隔 テストするオーバー プロビジョニングの増分を指定
します。

9. 所要時間の推定値を評価します。 
複数の SSD に対しては、24 時間以上かかる場合があります。

ヒント
推定のテスト時間が長すぎる場合は、テスト範囲、テスト間隔、テストデータサイズのいずれ
かを減らします。

10.「次へ」をクリックします。

11. テスト情報を確認します。

12.「終了」をクリックします。 
確認メッセージが表示されます。

13.「OK」をクリックします。

SSD プロファイリングツールがテストを作成し、実行を開始します。テストは QTS のバックグラウンドタ
スクとして表示されます。

レビュー
この画面は、SSD 試験の作成と管理をコントロールし、NAS にインストールされている SSD の情報を表示
します。

QTS ユーザーガイド

SSD プロファイリングツール   292



テストレポート
この画面ではテスト結果を表示、エクスポート、削除ができます。

テストレポートのアクション

アイコン 説明
新しいウィンドウでレポートを開きます。

レポートのコピーを XLSX 形式でダウンロードしま
す。
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アイコン 説明
レポートを削除します。

テストレポートの情報

セクション 説明
テスト情報 NAS についての情報、テストされたディスク、テス

トで使用された設定が表示されます。
テスト結果 テスト結果をグラフで表示します。以下の表示形式

からお選びください。

• IOPS / 時

• IOPS / 書き込みデータ

• 書き込みデータ / 時

ヒント
このグラフを利用して 、異なる量のオー
バープロビジョニングがランダム書き
込み速度 (IOPS) に与える影響を比較で
きます。

オーバープロビジョニングの評価結果 IOPS 値を目標書き込み性能に入力します。SSD プ
ロファイリングツールが、目標のランダム書き込み
性能を安定して達成するために必要なオーバープロ
ビジョニング量を提案します。

RAID グループのテスト RAID グループのテストについての情報を表示しま
す。詳細には、RAID タイプ、ディスク数、各ディス
クのモデルと容量、ディスクの読み取り/書き込み性
能が含まれます。

設定

設定 説明
レポートの最大数 SSD プロファイリングツールはレポートの指定数を

保持します。追加のレポートを作成すると、古いも
のは削除されます。
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